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プリンターで紙幣を印刷したり、有価証券などを不正に印刷すると、その印刷物を使用するかどうかにかかわらず、法律に 
違反し罰せられます。 


万一本体の記憶媒体（ハードディスク等）に不具合が発生した場合、受信したデータ、蓄積されたデータ、設定登録された 
データ等が消失することがあります。データの消失による損害については、弊社は一切その責任を負いませんので、あらか 
じめご了承ください。 


コンピューターウイルスや不正侵入などによって発生した障害については、弊社はその責任を負いかねますので、あらかじ 
めご了承ください。 


ァ'ベ主音 

① 本書の内容の一部または全部を無断で複製 • 転載 • 改編することはおやめください。 

② 本書の内容に関しては将来予告なしに変更することがあります。 

③ 本書に、ご不明な点、誤り、記載もれ、乱丁、落丁などがありましたら弊社までご連絡ください。 


Microsoft Corporation のガイドラインに従って画面写真を使用しています。 
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はじめに 


このたびは、 Print Server N 01をお買い上げいただき、まことにありがとうございます。 

Print Server は、 Adobe ® PostScript ® を使用して、高品質のカラープリントを実現するためのプリントサーパー 
です。 


本書は、お使いの 0 S 環境の基本的な知識や操作方法、および Print Server の基本的な操作を習得されていること 
を前提に、色の調整やプリントの設定など、 Print Server をより高度に使いこなすための設定方法や情報を記載し 
ています。 

Print Server の基本的な操作については、『ユーザーズガイド導入編』をお読みください。 


Print Server の性能を十分に発揮させ、効果的にご利用いただくために、 Print Server をご使用になる前に、本書 
を必ずお読みのうえ、正しくご利用ください。また、カラープリンターの機能や操作については、お使いのカラー 
プリンターに付属のマニュアルをお読みください。なお、弊社の保証範囲は、本製品の標準構成とそのオプション 
商品に限ります。 


本書は、読み終わったあとも必ず保管してください。本機をご使用中に、操作でわからないことや不具合が生じた 
ときに、読み直してご活用いただけます。 


富士ゼロックス株式会社 


3 



Contents 


(S ⑽(こ . 3 

Contents. k 

UJ し体系 . 8 

本書®使し、方 . 9 

本-の表 iri . 10 

商標 I こ OUT. 11 


I さまさまな機能を使用してのプリント ..... 13 


1.1 印刷前に画像を確認、する . 14 

1.1.1 分版出力の合成（色分版の合成） . 14 

1.1.2 2色印刷シミュレーシヨン . 16 

1.1.3 画像警告機能 . 19 

1.1.4 プ 1 J フライト . 25 

1.1.5 ファイルの保存とイメージの確認、 . 27 

1.2 さまざまな割り付け方法でプリントする . 30 

1.2.1 小冊子作成 . 30 

1.2.2 2アッププリント . 35 

1.2.3 リピートプリント . 36 

1.2.4 差込 _ . 39 

1.3 ワークフ□—と連携する . 45 

1.3.1 ホットフオルタ''を使用したプリント . 45 


2色の調整と管理 . 4 / 


乙 .1 カフ—— マ不 ——ソメノト u —^し 、 C . 48 

2.1.1 カラーマネージメント . 49 

2.1.2 カラーマネージメントのワークフロー . 51 

2.1.3 カラーモードの設定 . 52 

2.2 キヤリブ'レーシヨンで色を捕正する . 53 

2.2.1 キヤリブ'レーシヨンチヤート . 54 

2.2.2 キヤリブ'レーシヨンの実施 . 54 

2.2.3 il—Reader と測色器 . 62 

2.2.4 キヤリブ'レーシヨンファイルの割り当て . 70 

2.2.5 キヤリフレーシヨンターゲットファイルの設定 . 72 

2.3 RGB 用 ICC プ□ファイルを設定する . 75 

2.3.1 RGB 色補正プ□ファイルの設定 . 75 

2.3.2 RGB 出カプ□ファイルの設定 . 78 

2.4 CMYK プ□ファイルを設定する . 83 

2.4.1 測色データの作成 . 84 

2.4.2 通常モード . 88 

2.4.3 高精度モード . 102 

2.4.4 デバ'イスリンク ICC プ□ファイルの変換 . 108 

2.4.5 色域表示 . 110 

2.4.6 プ□ファイル調整 . 114 

2.4.7 CMYK プ□フアイルの設定 . 120 


k 




















































特色補正プロファイルを設定する . 122 

ユーザー調整力ーブを設定する . 125 

濃度調整力ーブ'を設定する . 130 

特色を設定する . 134 

2.8.1 特色の設定 . 134 

2.8.2 特色ハ。レツト . 136 

2.8.3 特色チヤートのプリント . 140 

カラーを置き換える . 143 


3 ServerManaqer でできるジョブ保作 . 14/ 


3.1 ServerManager (こつし、 c ；. 148 

3.1.1 ServerManager のウィンドウ . 148 

3.1.2 クライアントコンピューターからの接続 . 155 

3.1.3 ServerManager のメニュー . 157 

3.1.4 システムメニュー . 162 

3.1.5 ジョフ''メニュー . 162 

3.1.6 表示メニュー . 167 

3.1.7 ヘルプメニュー . 168 

3.2 サムネールでジョブ'を,編集する . 169 

3.3 ジョブ'を連結する（ビルドジョブ') . 175 

3.3.1 ビルドジョブ'の作成 . 175 

3.3.2 ビルドジョブのプリントオプション . 178 

3.4 Raster Image Viewer を使用する . 186 

3.4.1 Raster Image Viewer の起動方法 . 186 

3.4.2 Raster Image Viewer のウインドウ . 187 

3.4.3 Raster Image Viewer のメニュー . 194 

3.5 ファイルを送受イ言する、転送する . 198 

3.5.1 ボックスの設定 . 199 

3.5.2 ファイルの送彳言（メール添付） . 205 

3.5.3 ファイルの受彳言 . 206 

3.5.4 通信履歴 0) 確認 . 209 

3.5.5 送イ言ジョブ'の管理 . 212 

3.5.6 アドレス帳の管理 . 213 

3.5.7 ファイルの転送 . 218 


5 6 7 8 9 

2 2 2 2 2 


5 








































4 プリントの設定 
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マニュアル体系 


Print Server には、以下のマニュアルが用意されています。使用目的に合わせてご利用ください。 


籲ユーザーズガイド運用編く本書〉 

Print Server のプリント機能、色の調整の仕方、プ□ファイルの割り当てやツールの操作方法について説明し 
ています。マニュアルは、 DVD の 「 Document 」 フォルダーに、 PDF で格納されています。ファイル名は、 
r Manual _ Operation.pdfj で9。 

籲ユ _ ザ _ ズガイド導入編 

Print Server を導入するうえでの設定や操作方法について説明しています。マニュアルは、 DVD の 
「 Document 」 フォルダーに、 PDF で格納されています。ファイル名は、 「 ManualJntroduction . pdf 」 です。 

♦ユーザーズガイドセットアップ編 

Print Server を安全にご利用いただくために、本機を使用する前に知っておいていただきたいことについて説 
明しています 。 Print Server の商品パッケージに同梱されているハードウエアの接続方法、各部の名称、およ 
びプリントサーバーとして使用するためのシステムのセットアップ方法について説明しています。マニュアル 
は、 DVD の 「 Document 」 フォルダーに、 PDF で格納されています。ファイル名は、 「 Manual _ Setup . pdf 」 です 0 

籲キャリブレーションガイド 

Print Server のキャリブレーションについて説明しています。マニュアルは、 DVD の 「 Document 」 フォル 
ダーに、 PDF で格納されています。ファイル名は、 「 Manual _ Calibration . pdf 」 です。 

籲ライセンスについて 

Print Server のライセンスについて記載しています。マニュアルは、 DVD の 「 Document 」 フォルダーに、 
PDF で格納されています。ファイル名は、 「 Licence . pdf 」 です。 

♦セキュリティー対策に関する補足情報 
Print Server のセキュリティーに関する補足情報について説明しています。 

• Version 6•〇リリースについての追加補足情報 
Print Server の追加補足情報について説明しています。 

• Color Profile Maker Pro 操作説明書 

Color Profile Maker Pro の機能や操作方法について説明しています。マニュアルは、 DVD の 「 CPMP 」 フォ 
ルダーに、 PDF で格納されています。ファイル名は、 「 CPMP _ Manual . pdf 」 です。 
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本書の使い方 



本書は 、 Print Server のいろいろな機能や操作方法を記載しています。 


本書の構成 


本書の構成は、以下のとおりです。 

■ 1さまざまな機能を使用してのプリント （ P _13) 

Print Server のさまざまなプリント機能（小冊子作成、差込印刷など）、ワークフローとの連携について説明 
しています。 

■ 2 色の調整と管理 （ P .47) 

プリンターのキャリブレーション方法とカラープ□ファイルの作成方法、およびプ□ファイルを使用したシ 
ミュレーションの流れについて説明しています。 

■ 3 ServerManager でできるジョブ操作 ( P .147) 

ServerManager から行うジョブの操作（ビルドジョブや Raster Image Viewer など）、ファイルの送受信に 
ついて説明しています。 

■ 4 プリントの設定 （ P .225) 

プリントオプション項目（[ジョブ編集]ダイアログボックス）、その他のプリント時の設定について説明して 
います。 

■ 5 Print Server のソフトウェア ( P .285) 

アプリケーションを開かないでプリントできる DropUtility 、 クライアントコンピューターの Web ブラウザー 
でジョブの管理ができる WebManager などについて説明しています。 

■ 6 Print Server の情報とエラー表示 （ P .317) 

Print Server で確認することができる情報、エラージョブメッセージについて説明しています。 

■ 7 Appendix ( P .351) 

主な仕様、画像に対する警告値とメモ書きの設定などについて説明しています。 
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本書の表記 


本文中では、説明する内容によって、以下のマークを使用しています。 

@補足\ 補足事項を記載しています。 

C 参昭、 参照先を記載しています。 

本文中では、以下の記号を使用しています。 

「 」 フォルダー、ファイル、アプリケーション、 CD/DVD、 機能などの名称や入力文字などです。ま 

た、本書内にある参照先です。 

『 』 参照するマニュアルです。 

[ ] コンピューターのメニュ_、コマンド、ウインドウやダイア□グボックスとそれらに表示される夕 

ブ、ボタン、メニュー、項目などの名称です。 

— メニューの選択順序です。[XXX] 4 [XXX]のように記載しています。 

> プリントオプションの表示順序です。[XXX]〉[XXX]のように記載しています。 

プリントオプションについては、「4.1ジョブを編集する（プリントオプション項目）」 （P.226) を 
参照してください。 

< > キーボードのキーです。 

□ フォルダーを表します。 

園 ファイルを表します。 


本文中では、以下の文章表現を使用しています。 

•「XXX」は任意の文字を、「*」は任意の数字です。 

•0S が Mac OS® Classic (8.*、9.*)と Mac OS Xのクライアントコンピューターを 「Macintosh クライアン 
卜」、 0S が Microsoft Windows ** のクライアントコンピューターを 「Windows クライアント」と記載してい 
ます。 


特に注釈がない限り、 C :シアン 、 M :マゼンタ、 Y :イェ □— 、 K :ブラック、 R :レッド、 G :グリーン、 B :ブ 
ルーと記載しています。 

本書では、一部を除いて Microsoft® Windows® 7の画面で説明しています。ご使用の 0S によっては、メニューや 
項目などの名称が異なる場合があります。 

本書では、一部を除いてデフォルトの画面で説明しています。説明のために、デフォルトでない画面を使用してい 
る場合は、補足で明記しています。 

本書に記載されている画面や本機のイラストは一例です。お使いの機種やソフトウェア、 0S のバージョンによっ 
て異なることがあります。 

本書の内容は、本書の制作時点のものです。本書に記載されている画面やイラスト、お問い合わせ先の窓口、ホー 
厶ページのアドレスなどは、将来予告なしに変更されることがあります。あらかじめご了承ください。 
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商標について 



•Apple、AppleShare、AppleTalk、ColorSync、Macintosh、Mac OS、 および Safari は、米国、および他の国々 
で登録された Apple Inc. の商標です。 

• Adobe、Adobe Illustrator、Adobe Reader、FreeHand、InDesign、PageMaker、Photoshop、PostScript、 
PostScript 3、および PostScript □ゴは、 Adobe Systems Incorporated (アドビシステムズ社）の米国、お 
よびその他の国における登録商標、または商標です。 

• Internet Explorer、Microsoft、OpenType、PowerPoint、Windows、Windows Server、Windows Vista は、 
米国 Microsoft Corporation の米国、およびその他の国における登録商標です。 

• 中ゴシック BBB は、株式会社モリサワとアドビシステムズ社が共同開発したフォントで承認外の複製は禁止して 
おり、それらの書式名は株式会社モリサワの商標です。 

• 平成明朝体 W3、 および平成角ゴシック体 W5 は、財団法人日本規格協会を中心に制作グループが共同開発したも 
のです。なお、フォントの一部には、弊社でデザインした外字を含みます。許可なく複製することはできません。 

•X-Rite は、 X-Rite 社の米国、およびその他の国における登録商標であり、 Eye-One、il □ゴ • il は X-Rite 社の商 
標です。 

• GretagMacbeth、Spectroscan、 および SpectroChart は、 Amazys Holding AG の登録商標、または商標です。 

•Quark、QuarkXPress は、米国ならびに各国で登録された Quark, Inc. と Quark 関連会社の商標です0 

• Netscape は、米国 Netscape Communications Corporation の米国、およびその他の国における登録商標です0 

•Firefox は、米国 MozHIa Foundation の米国、およびその他の国における登録商標です。 

•UNIX は、 The Open Group の米国、およびその他の国における登録商標です。 

• QR コードは、株式会社デンソーウェーブの登録商標です。 

•PANTONE は、 Pantone LLC の登録商標です。 

•接続するプリンターのソフトウェアには、 the Independent JPEG Group で作成された]-ドの一部を利用して 
います。 

•その他の製品名、会社名は、各社の登録商標、または商標です。 

•XEROX、 その□ゴと“コネクティング • シンボル”のマークは、米国ゼロックス社の登録商標または商標です。 
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さまざまな機能を使用してのプリント 


Print Server のさまざまなプリント機能（小冊子作成、差込印刷など）、ワークフローとの連 
携について説明しています。 


1.1 印刷前に画像を確認、する . 14 

1.1.1 分版出力の合成（色分版の合成） . 14 

1.1.2 2色印刷シミュレーション . 16 

1.1.3 画像警告機能 . 19 

1.1.4 プ 1 J フライト . 25 

1.1.5 ファイルの保存とイメージの確認、 . 27 

1.2 さまざまな割り付け方法でプリントする . 30 

1.2.1 小冊子作成 . 30 

1.2.2 2アッププリント . 35 

1.2.3 リピートプリント . 36 

1.2.4 差込印刷 . 39 

1.3 ワークフローと連携する . 45 

1.3.1 ホットフオルダ'を使用したプリント . 45 
















1 さまざまな機能を使用してのプリント 


1.1 印刷前に画像を確認する 

Print Server には、印刷用データの確認をするときに、印刷をシミュレートしたり、印刷に適さ 
ないデータを検出して警告するなど、印刷用データの確認に役立つさまざまな機能が搭載されてい 
ます。 



1.1.1 分版出力の合成（色分版の合成) 


各色で分版されたデータが合成してプリントされます。 

PageMaker、Illustrator、FreeHand、QuarkXPress、 または InDesign などのレイアウトアプリケーシヨンで提 
供されている色分版機能はフィルム出力するイメージセッター用なので、それぞれのページは1枚以上（通常4枚） 
のグレースケールのページに変換されて出力されます。色分版の合成機能を持たないプリンターでこのようなべ一 
ジをプリントすると、オリジナルの1ページごとに使われている色数と同じ枚数がグレースケールでプリントされ 
ます。 

この機能を使うと、これらのページを1枚のカラーページに合成してプリントできます。この機能で作成した色校 
正は、フイルムから作成した色校正の代わりになります。オーバープリントを再現できるので、トラッピングの結 
果も確認できます。 


■色分版の合成 


ABC のデザイン文字に 
才ーバープリント指定 




分版データを Print Server に保持し 
ておくことで、いつでも合成プリントを 
すばやく行えます。（分版データのす 
ばやい再プリントも実現） 


分版合成プリント 


プリント時に「コンポジットオーバープリント」機能を使うと、コ 
ンポジットオーバープリントを高速で再現できます。 



NEW 〇 PEN の文字に 
オ _ バ _ プリント指定 


操作手順 


7. プリントオプションを表示させます。 

プリントオプションは、 ServerManager にあるジョブから[ジョブ編集]ダイアログボックスを開 
くか、クライアントコンピューターのファイルから[印刷](または[プリント ] )—[Print Server 
N01] — [詳細設定]をクリックするなどして表示させます。 
















































1.1 印刷前に画像を確認する 


2 . 左側の機能設定ツリーから圆質]〉[その他の設定（画質)]を選択します。 



設定項目が表示されます。 

^参照^ 各項目の詳細は、「プリントオプションの設定（その他の設定（画質）-色分版の合成)」 (P.15) を參照し 
てくたさし、。 

3 . [色分版の合成]を選択し、表示されたメニューから各色の版を合成するスタイルを選択します。 
通常は[自動]を選択します。 


プリントオプションの設定（その他の設定（画質）-色分版の合成） 

各色の版を合成するスタイルを選択します。 

• 自動 • しない 

• QuarkXPress -4 Style • QuarkXPress -3 Style 

• FreeHand Style • Canvas Style 

• InDesign Style 

[自動]の場合、特色版の合成にも対応できます。対応している特色は、 DIC 、 TOYO、PANTONE 
です。また、ユーザーが任意に作成した特色 （「 CUSTOM 」） にも対応しています。 

猫〒 N • QuarkXPress 6. * /8からの分版合成プリント時には、[自動]、または [QuarkXPress-4 Style] 
w_!'' : . J を選択してください。 

• [カラー] > [カラーモード]が[グレースケール （K)] の場合は、無効です。 


• コンポジット分解 

• PageMaker Style 

• Illustrator Style 
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1 さまざまな機能を使用してのプリント 

1.1.2 2色印刷シミュレーション 


使用する色版 （ C 、 M 、 Y 、 K ) の入力と置き換える特色名、または CMYK 色を入力します。 

この機能を使うと、チラシなどで使用される特色を用いた2色印刷を再現できます。（特色以外も入力することがで 
きます） 


■2 色印刷シミュレーション 


データ ( C + Y ) 



確認プリント 


従来の方法 




— ^データで使用されている色 （ c +丫）のまま 
の確認プリントに、特色チップを添付する 
ため、出来上がりのイメ ージを想像しなく 
てはなりません。 


確認プリント 



出来上がりのイメージを（色確認用の 
データを作成することなく）確認できます。 
•使用する特色が変更されても、確認 
のために、データを新たに作成する 
必要がありません。 

•色合いをプリントして確認できるた 
め、印刷したときのイメ ージの違いに 
よる クレームを 低減できます。 


操作手順 


7. プリントオプションを表示させます。 

プリントオプションは、 ServerManager にあるジョブから[ジョブ編集]ダイアログボックスを開 
くか、クライアントコンピューターのファイルから[印刷](または[プリント ])— [Print Server 
N 01] — [詳細設定]をクリックするなどして表示させます。 

Z . 左側の機能設定ツリーから[カラー] > [2 色印刷シミュレーション]を選択します。 



設定項目が表示されます。 

A 参昭 、 各項目の詳細は、「プリントオプションの設定 （2 色印刷シミユレーシヨン）」 （P.17) を參照してください。 
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1.1 印刷前に画像を確認する 


3 . [2 色印刷 シミュレーション]にチェックマークを 付けます。 

4. 使用する色版にチェックマークを付け、置き換える特色名、または色の数値を入力します。 

• Print Server に登録されている特色名、または書式に従った色の数値を入力します。 

• CMYK 色は64バイト、特色は512バイトで入力します。 

• [選択]をクリックしても、 CMYK 色、または特色を選択できます。 


f \ 

1"^ プリントオプションの設定 （2 色印刷シミュレーション） 

[2 色印刷シミュレーション]にチェックマークを付けると、レイアウトの CMYK 、 特色を置き 
換える特色名、または CMYK 色をテキスト欄で入力できます。 

特色名は、 Illustrator などのアプリケーションで使用する名称と同じです。また、 CMYK 色を入 
力する場合は、「=」に続けて、色とパーセント数値を入力します。 

[選択]をクリックして、色を選択することもできます。 

テキスト欄が空欄の場合は、設定した色版がそのままの色でプリントされます。 

入力例） 

CMYK + 特色2色 （ DIC 1 と DIC 10) が使用されているファイルに対して、以下の設定でプリ 
ントできます。 

例1 

特色版全部をプリントしない 

•[◦版]、 [ M 版]、 [ Y 版]、 [ K 版]にチェックマークを付けて、テキストボックス 
は空欄にする。 

•[特色版]のチェックマークを外す。 


逞択されてIゐカラーモード:フルカラー1 (RGB/CMYK) 
02 色印刷シミュレーン g ン 



例： DIC 80p または =C80M40 


通折... | 

SIR： ~ I 


□特色 販+ 

例： DIG 27=DIC 1.T0Y0 0001==C80M40 


例2 

特色版は DIC 1のみプリントし、 DIC 10はプリントしない 
•[ C 版]、旧版]、 [ Y 版]、 [ K 版]にチェックマークを付けて、テキストボックス 
は空欄にする。 

•[特色版]にチェックマークを付けて、テキストボックスに 
「DIC 1 =DIC 1， DIC 10== C 0 M 0 Y 0 K 0」 と入力する。 


逞択されて L ぬカラーモード:フルカラー1 (RGB/Cf 
02 色印刷シミュレーション 


0C 版 4 


1 亂 1 

0M 版 4- 


| 遥択… | 

0VBJS + 


| 逞折...| 

0K 版 + 


1 龇 .. 1 


例： DIC 80p または =C80M40 


0 特色版 + DIC 1 =DIC 1 DIC 10==C0M0Y0K0 

1逞折…1 


例： DIC 27=DIC 1.T0Y0 0001==C80M40 
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1 さまざまな機能を使用してのプリント 


例3 

CM 版はプリント、 Y 版はプリントしない、 K 版を TOYO 1000に置き換え、 DIC 1 
を C 80%/ M 40% に置き換え、 DIC 10はプリントしない 
•[ C 版]、 [ M 版]にチェックマークを付けて、テキストボックスは空欄にする。 
•[ Y 版]のチェックマークを外す。 

•[ K 版]にチェックマークを付けて、テキストボックスに 「 TOYOIOOO 」 と入力 
する。 

•[特色版]にチェックマークを付けて、テキストボックスに 
「DIC 1 == C 80 M 40, DIC 10== C 0 M 0 Y 0 K 0 j と入力する。 


逞択されて L ゐカラーモード:フルカラー1 ( RGB / CMYK ) 
02 色印刷シミュレーン g ン 


0 C 販 4 


[ 

■. | 





0 M 版 + 


[ 

逞祈... | 

□ VBJS 4 


IL 

ISr ： ~ 1 

0 K 版 + 

T 0 Y 0 1000 

[ 

逞折… i 


例： DIC 80 p または = C 80 M 40 



0 特色 版+ 

DIC 1 == C 80 M 40 .DIC 10== C 0 M 0 Y 0 K 0 

[ 

逞択… i 


例 ： DIG 27 =DIC 1. T 0 Y 0 0001== C 80 M 40 


ぬ補 、 • CMYK のうち、チェックマークが外れている色のオブジェクトをプリントしようとしても、その 
J オブジェクトはプリントされませんが、プリントされる色部分にはそのオブジェクトのノックア 
ウト効果による白い影ができます。 

• [プリフライト] > [画像警告] > [ヘアライン警告]が[抽出]、または[オーバープリント警 
告]が[抽出]のとき、抽出すべきオブジェクトの色のチェックマークが外れている場合は、そ 
のオブジェクトの抽出結果はプリントされません。 

• 分版ジョブに対して、プリントオプションの[画質] > [その他の設定（画質)] > [色分版の合 
成]が[しない]の場合は、 K だけのプリントになります。このときに、2色印刷シミュレーショ 
ンを実行した場合は、 K がプリントされない設定になっていると、白紙が出力されます。 

• 特色が使われているジョブをコンポジットモードでプリントしたときに、2色印刷シミュレーショ 
ンを実行した場合は、特色を CMYK で表現した値に対して2色印刷シミュレーションが行われる 
ため、特色とは異なる色になります。 

• 2色印刷シミュレーションでは、特色を使用しないように設定するか、または分版出力を行って 
ください。 

• 分版出力では、2色シミュレーションでも、特色は特色のシミュレーションが行われてプリント 


されます。 

• InDesign1.0 のコンポジットプリントでは、トンボは単色 K でプリントされるので、トンボをプ 
リントするには K 版をプリントするように設定してください。 

• InDesign 2.0 や Illustrator 9.0/10.0 のコンポジットプリントでは、レジストレーシヨンカラー 
が使用されたオブジェク ト (トンボも含む）は、2色印刷シミュレーションの対象とはなりませ 
ん。その場合、[画質] > [コンポジットオーバープリント]が[プロセスカラー]、または[プ 
□セスカラ_+特色]の場合、2色印刷シミュレーションが行われます。 

• PDF 内のオーバープリントが使用されているオブジェクトは、2色印刷シミュレーションの対象 
にはなりません。（セパレーションカラースペースが設定されるため） 

• その場合、[画質] > [コンポジットオーバープリント]が[プロセスカラー]、または[プ□セ 
スカラ_+特色]の場合、2色印刷シミュレーションが行われます。 

V _ J 
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1.1.3 画像警告機能 


1.1 印刷前に画像を確認する 


設定した要素が含まれるオブジェクトを警告してプリントされます。 

この機能を使うと、印刷時にトラブルとなる危険性のあるオブジェクトが検出、警告され、プリント時に確認でき 
ます。 

画像警告機能は、以下の場合に有効になります。 

• ServerManager の[システム]—[プリントジョブの設定]の[画像警告指定]が[無視しない]の場合 
•プリントオプションの [ RIP ] > [ RIP の種類]が [ CPSI ] のジョブの場合 

ぬ補足、警告が複数ある画像の警告優先順位は以下のとおりです。 

^- J コンポジットプリント時は、「特色—ヘアライン—オーバープリント— RGB 画像/インキ総量」の順です。 

(インキ総量警告を有効にすると、 RGB 画像警告は実施されません） 

分版出力時は、「ヘアライン—インキ総量—特色」の順です。（分版出力時は、オーバープリント警告、 
RGB 画像警告は実施されません） 

■ RGB 画像警告 

印刷時に問題が発生する RGB 、 および CE 画像が警告色でプリントされます。 

RGB イメージや RGB オブジェクトなどの RGB 画像はマゼンタで、 CE 画像はシアンの警告色でプリントされ 
ます。 

RGB 画像データは、印刷用分版出力時に、 K 版で出力されてしまうことがあります。このため、コンポジット 
プリンターへのプリントではカラーでプリントされても、オフセツト印刷などのための分版出力では白黒で印 
刷されることがあります。 

RGB 画像警告は、 RGB 画像や C 旧画像をプリント時に検出して、印刷時のトラブルを防止するための機能です。 



通常プリント 




警告オンでプリント 


- RGB 画像警告は、プリントオプションの [2 色印刷シミュレーション]を設定している場合、コンポジッ 
トプリント時は、2色印刷シミュレーションの設定にかかわらず、有効になります。 

分版出力時は、2色印刷シミュレーションで警告色の色版が設定されている場合にだけ、有効になりま 
す0 

• プリントオプションの[カラー]〉[カラーモード]が[グレースケール (K)] の場合は、 RGB 画像警 
告機能は無効になります。 

• RGB 画像警告機能は、コンポジットカラープリントのジョブに対して有効です。アプリケーションから 
色分版出力している場合は、アプリケーションが RGB や C 旧画像を K だけの画像などにしてプリントす 
るので、イメージセッターなどへ色分版出力している場合と同様のプリントになります。 

• RGB 画像警告機能が有効の場合は、プリントオプションの[カラー]〉[カラー詳細 （RGB 設定)]〉 
[RGB 色補正]の設定は無視されます。 

• CE 画像とは、 CE 色空間で色を記述した画像のことです。たとえば、 Photoshop でポストスクリプト 
カラーマネージメント機能を有効にすると、 RGB 画像は自動的に CE 画像に変換されます。また CMYK 
画像は、カラープ□ファイルを埋め込んだ形で CE 画像に変換されます。 

• Macintosh クライアントでは、 CMYK 画像を扱えるアプリケーションからプリントすると、 RG 巳画像 
警告が有効になります。 RGB 画像しか扱えないアプリケーションからプリントすると、 RGB 画像警告 
は無効になります。 

RGB 画像警告が有効になるアプリケーションを変更することも可能です。変更の方法は、「警告の対象に 

なるアプリケーションの変更」 （P.353) を參照してください。なお、 RGB 画像警告が有効になる以下の 

アプリケーションが、あらかじめ登録されています。 

Illustrator、InDesign、PaaeMaker、QuarkXPress 
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1 さまざまな機能を使用してのプリント 


■特色警告 

特色が使用されている部分が警告色でプリントされます。データ再利用時などに意図せず特色を使用してし 
まった場合でも、事前に検出することができ、オフセツト印刷時に CMYK 版以外の版が生成されることを防ぎ 
ます。 



ぬ滅田 、 • 特色警告は、プリントオプションの[カラー] > [2 色印刷シミュレーション]の設定にかかわらず、有 
Q 補足 ジ効になります。 

• プリントオプションの[カラー] > [2 色印刷シミュレーション]が設定されていて、以下のプリント 
オプションを設定すると、特色警告は無視されます。 

-分版合成/ In-RIP セパレ_ションに対して、[カラー]〉[カラーモード]が[グレースケ_ル （K)] の場合 

-分版出力されているジョブに対して、プリントオプションの[画質]〉[その他の設定（画質）]〉 
[色分版の合成]が[しない]の場合 

-コンポジットプリントされているジョブに対して、プリントオプションの[画質]〉[その他の設定 
(画質)] > [色分版の合成]が[コンポジット分解]の場合 

■インキ総量警告 



通常プリント 


警告オンでプリント 




ファイル内に、設定した数値以上のインキ総量を持つオブジェクトが存在する場合、そのオブジェクトは警告 
色でプリントされます。 

松 補足 、 • インキ総量警告は、プリントオプションのプリントオプションの[カラー]〉 [2 色 印刷シミュレーショ 
^ ^ ン]が有効の場合、2色印刷シミュレーションの設定にかかわらず、無効になります。 

• プリントオプションの[カラー]の[ラスター色補正モード]のチェックマークが外れている場合、イ 
ンキ総量警告は、 CMYK/RGB/CIE 画像だけに適用されます。チェックマークが付いている、または[画 
質] > [コンポジットオーバープリント]が[プロセスカラー]、[プロセスカラ_+特色]の場合、イ 
ンキ総量警告は、すべてのオブジェクトに適用されます。 

• 分版合成/ In-RIP セパレーションでは、全面（すべてのオブジェクト）に対して適用されます。ただし、 
プリントオプションの[カラー] > [カラーモード]が[グレースケール （K)] の場合は無効です。 
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1.1 印刷前に画像を確認する 


■ヘアライン警告 

警告幅よりも細い線が抽出、消去、または警告色でプリントされます。オフセツト印刷で消えてしまったり、 
かすれてしまったりする可能性のある線を検出できます。検出する線幅は、[警告幅]で設定します。 


1 .Opt 
0.5pt 
0.3pt 
0.1 pt 
0.08pt 


• Illustrator などで作成した EPS ファイルを縮小して割り付けた場合、縮小後の線幅もへアライン警告で 
珍補足 ジ検出できます。 

• PageMaker は、線幅の設定をデバイスの1ピクセル幅単位にまるめてプリントするので、 600 dpi のプ 
リンターに対しては0.12 pt よりも細い線がプリントされません。このため、 PageMaker で作成した描 
画オブジェクトには、ヘアライン警告機能が正しく適用されません。 

なお、 PageMaker に割り付けた EPS ファイルに含まれる細線には、正しく適用されます。 

• InDesign 1.0/2.0 で、鉛筆ツールや楕円形ツールで描いた曲線にグラデーションで塗りを使用したオブ 
ジェクトは、ヘアライン警告機能では検出できません。 

• Illustrator で、曲線にパターンで塗りを使用したオブジェクトにはヘアライン警告は有効ですが、警告 
色の場合は、警告幅での曲線は外形がギザギザになります。 

• Illustrator 9.0/10.0 で、「コンポジットプリントでのオーバープリントを無視」を無効にしてプリント 
すると、 Illustrator が線オブジェクトを塗り図形オブジェクトに変換するため、ヘアライン警告機能が 
効かないことがあります。「コンポジットプリントでのオーバープリントを無視」を有効にすると、レイ 
アウトした線はそのままプリントされるので、ヘアライン警告機能が有効になります。 

• Illustrator 9.0 は、 EPS 作成時に線オブジェクトを塗り図形オブジェクトに変換してしまうことがあり 
ます。その場合は、 Illustrator 9.0.2 を使用してください。 

• ヘア ライン警告は、プリントオプションのプリントオプションの[カラー]〉 [2 色印刷シミュレーショ 
ン]が有効の場合、コンポジットプリント時は、2色印刷シミュレーションの設定にかかわらず、 ヘア 
ライン警告は有効になります。 

分版出力時は、2色印刷シミュレーションで警告色の色版が設定されている場合にだけ、有効になりま 
す0 

• この機能は、線に有効であり、イメージや図形には無効です。 

• 下地がある場合のへアライン警告の消去 

ヘアライン警告機能の消去は、警告されるオブジェクトの下地に別のオブジェクトが存在する場合は、 
ヘアラインオブジェクトを消去したうえで、下地のノックアウト（下地への白い線の描画）も行わない 
ようにしています。これは、下地に対する細い白抜きはつぶれてしまい再現されないという現象をシミュ 
レーションするものです。 

• この機能は、コンポジットモードだけではなく、分版合成モードでも有効です。 
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1 さまざまな機能を使用してのプリント 


■オーバープリント警告 

モニター や通常のプリントで確認が困難なオーバープリントやトラッビングが指定されているオブジェクト 
を抽出、または警告色でプリントして確認できます。 




通常プリント 


警告オンでプリント(警告色) 



コンポジット再現プリント 


: STAURANT 


▲ jmmnzms 

n ed chicken and andouille sausage gumbo 8 
>a 3d sweet corn and blue crab soup 9 


警告オンでプリント(抽出) 


グレースケールモードでも指定できます。グレースケールモードで警告色を指定した場合は、 K 70% でプリン 
卜されます。 

^ 補足 ) • アプリケーションからコンポジットプリントを設定した版にだけ、有効です。 

^- ) • 分版合成モード （ InDesign で設定できる InRIP セパレーションモードも含む）では、才ーパープリント 

やトラッピングが設定どおりにプリントされるため、オーバープリント警告機能を設定しても、自動で 
無効になります。 

• 白オブジェクト （ C -0， M =0， Y =0， K =0) に才ーパープリント指定、トラッピング指定（スプレッド）が 
指定されているときは、才ーノ（ープリント警告は効かないように設定してあります。 

設定を変更する場合は、「7.1 RIP 処理に関する設定」 （ P .352) を參照してください。 

• Illustrator 9.0/10.0 は、オーバープリントをシミュレーションしてプリントするため、才ーバープリン 
卜警告機能は無効になります。 

• PageMaker 、 および InDesign では、紙白に対して才ーパープリント警告機能が働かないように設定し 
てあります。これは、オーバープリントかつ紙白を設定してプリントすると、白のノックアウトの 
PostScript コードが、必ず出力されるためです。 

• InDesign 2.0 には、才ーパープリント処理にした場合と同様の結果になる「才ーパープリント処理」モー 
ドがあります。この場合、アプリケーションからはオーバープリントを行ったように見えるコンポジッ 
トプリントのオブジェクトをプリントしてくるので、オーバープリント警告機能は働きません。 

• QuarkXPress 3.3 J で、プリンターの設定ファイルとして PPD ファイルを使用しているときには、才一 
パープリント警告機能は働きません。プリンターの設定ファイルには、 PDF ファイル (QuarkXPress 
3.3 用のプリンター設定ファイル）を設定してください。 

• オーバープリント警告は、プリントオプションの[カラー] > [2 色印刷シミュレーション]の設定に 
かかわらず、有効になります。 


¢5参照） 


警告色や対象とするアプリケーシヨンを変更する場合は、「7.1 RIP 処理に関する設定」 ( P .352) を參照 
してください。 


■ QR コード検出 

QR コードの数を確認できます。 （ QR コード自体の解析は行われません) 


以下のように、検出された数と色が印字されます。 

•検出数が0個のとき： 「 QR コードチェック済み j 

•検出数が1個のとき： 「 QR コードが検出されました（カラー)」 

•検出数が2個以上のとき：「*個の QR コードが検出されました（グレー*個反転*個，カラー*個： CM)j 


22 




















1.1 印刷前に画像を確認する 


画像警告の設定 


操作手順 


7. プリントオプションを表示させます。 

プリントオプションは、 ServerManager にあるジョブから[ジョブ編集]ダイアログボックスを開 
くか、クライアントコンピューターのファイルから[印刷](または[プリント ] )—[Print Server 
N 01] — [詳細設定]をクリックするなどして表示させます。 

Z . 左側の機能設定ツリーから[プリフライト]〉[画像警告]を選択します。 



設定項目が表示されます。 


参照） 


各項目の詳細は、「プリントオプションの設定（画像警告)」 （ P .24) を參照してくださし、。 


3 . 警告する項目にチェックマークを付けます。 
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1 さまざまな機能を使用してのプリント 


厂 

@ プリントオプションの設定（画像警告) 


A 

逞択されて、る RIP の種類： CPSI (Configurable PostScript Interpreter) 

0 RGB 画像彗告 
0 特色菅告 
^0 イン+総量彗告 

彗告総量： goo g (100〜 400) 


©参照） 


警告色などの各画像警告機能のデフオルトの設定値を変更で 
きます。詳細は、「7.1 RIP 処理に関する設定」 （P.352) を參 
照してください。 


A ァライン菅告：[^告色 丑 

-告幅： 0.090 つ 的以下 
(0.000 〜0.99 9) 


トパづリント菅告： 

「 0QR=1 -ド？検出する 

検出レペル：1128圖 (0-255) 


項目 

説明 

RGB 画像警告 

チェックマークを付けると、 RGB 画像警告されます。 

特色警告 

チェックマークを付けると、特色警告されます。 

インキ総量警告 

チェックマークを付けると、インキ総量警告されます。 


警告総量 

[インキ総量警告]にチェックマークを付けると、警告するインキの総量 
を入力できます。入力した総量の値以上の部分が警告色でプリントされ 
ます。入力範囲は、100〜400です。 

ヘアライン警告 

しない 

ヘアライン警告をしません。 

警告色 

7 オルト： マゼンタ10 0%/3 pt 幅、グレースケールモード： 60%/20 pt 幅 
細線が警告のための色と太さでプリントされます。 

Illustrator や InDesign などで作成できる幅のない直線 「fill」 は、警告の 
ための色と鎖線パターンでプリントされます。 

消去 

細線が消去されてプリントされます。 



抽出 

ファイルから細線だけが抜き出されてプリントされます。細線がない場 
合は、白紙でプリントされます。 


警告幅 

[しない]以外の場合、警告する線の幅を入力します。入力した幅の値以 
下の部分が警告色でプリントされます。 

入力範囲は、0.000〜0.999 pt です。 

才ーバープリント 

m.ttL 

言口 

しない 

オーバープリント警告をしません。 

警告色 

フオルト： シアン30%/マゼンタ70%/イエロー 30%、グレースケール 
モー ド： 70% 

オーバープリントが使用されている部分が警告色でプリントされます。 

抽出 

ファイルがオーバープリント指定している部分だけを抜き出して、プリ 
ントされます。設定している部分がない場合は、白紙でプリントされま 
す 。 

白いオーバープリントオブジェクトは、そのままの色では抽出 
^ ん , 、V したことがわからないので、 K20% で抽出描画するようになつ 
ています。 

描画色を変更する場合は、「7.1 RIP 処理に関する設定」 (P.352) 
を参照してください。 

QR コードを検出する 

チェックマークを付けると、 QR コードの総数が印字されます。 


検出レベル 

QR コード検出時の2値化処理に使用する、しきい値を入力します。入力 
範囲は、〇〜255です 


V- J 


Ik 







































1.1.4 プリフライト 


1.1 印刷前に画像を確認する 


プリフライトを行うことにより、使用されているフォントや色空間などが適正であるかを印刷する前に確認するこ 
とができます。 


プリフライトの設定 


操作手順 


7. プリントオプションを表示させます。 

プリントオプションは、 ServerManager にあるジョブから[ジョブ編集]ダイア□グボックスを開 
くか、クライアントコンピユーターのファイルから[印刷](または[プリント ] )—[Print Server 
N 01] — [詳細設定]をクリックするなどして表示させます。 

Z . 左側の機能設定ツリーから[プリフライト]を選択します。 



設定項目が表示されます。 

C 参昭_ 各項目の詳細は、「プリントオプションの設定（プリフライト-プリフライトの指定)」 (P.26) を參照して 
くたさし、。 

3 . [プリフライトの指定]を選択します。 
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1 さまざまな機能を使用してのプリント 



プリントオプションの設定（プリフライト-プリフライトの指定) 

逞択されて t 、る RIP の種類 ： CPSI (Configurable PostScript Interpreter ) 

ゴリフライトの指定： 〇しない ®> S ゴリフライト， 

PS プリフライト処理項目： &ボート作成のみ 1ョ 




項目 

説明 

しない 

プリフライトをしません。 

PS プリフライト 

PS プリフライトでチェックされる項目は、以下のとおりです。 
•ファイルサイズ • ドキュメント名 

• アプリケーション/ドライバ . ユーザー名 

• ページ数 • 用紙サイズ 

• PostScript メッセージ • 使用している色空間 

• 使用しているフォント 

•使用しているスポットカラー（特色）•例外ページ 

PDF ファイル(し対しても PS プリフフイトが実行でき 


PS プリフライト- 
処理項目 

レポート作成の 
み 

PS プリフライトが実行され、レポートが作成されます。[プリ 
フライトレポート]ダイアログボックスが表示されます。 

[プリフフイトレポート]ダイアログボックス(しつい 
彡ハ'、ノ ては、「[プリフライトレポート]ダイアログボック 
ス」 ( P .26) を參照してください。 

レポート作成と 
レポート印刷 

PS プリフライトが実行され、レポート作成後にプリントされま 
す。[プリフライトレポート]ダイアログボックスが表示されま 
す。 

[プリフフイトレポート]ダイアログボックス(しつい 
■ r 彡ハ'、ノ ては、「[プリフライトレポート]ダイアログボック 
ス」 ( P .26) を参照してください。 


V_/ 




—\ 

sa 


[プリフライトレポート]ダイアログ 
ボックス 



「未登録の特色を登錄する I || OK j 


項目 

説明 

未登録の特色を登録する 

管理者モードのとき、 PS プリフライトを実行した結果、登録されていな 
い特色が検出されたときは、[プリフライトレポート]ダイアログボック 
スの[未登録の特色を登録する]が有効になります。 

[未登録の特色を登録する]をクリックすると、検出された未登録の特色 
を Print Server に登録できます。 

奸口 > 特色名(し Mac OS の機種依存文字か含まれる場合 、 Print Server 
^ ■疋ノ では特色名が文字化けすることがあります。 

特色の登録については、「2.8.1特色の設定」 （ P .134) を參照し 

W 彡ハリ てください。 
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1.1.5 フアイルの保存とイメージの確認 


1.1 印刷前に画像を確認する 


プリントオプションの[プリフライト]〉 [RIP 後のデータをファイルに保存]〉 [TIFF で保存する]、または 
[PDF で保存する]を選択してジョブを TIFF ファイル、または PDF ファイルで保存できます。 

Print Server と接続しているクライアントコンピューターから、保存されているファイルに対して、以下の操作が 
できます。 

• ファイルの取得 
•ファイルの一覧表示 

• Print Server に保存されているフアイルの削除 


取得したファイルは、プリント結果を確認できます。 

WebManaqer を使用して、ブラウザーから同様の操作を行うこともできます。 


@補足） 


Print Server で作成したファイルは、 RIP 後のイメージとしてだけ使用することができます。 


^T\ - WebManager を使用したブラウザーからのファイルの確認、操作方法については、「ファイルのダウン 
ごニン 1 口ード」 (P.303) を參照してください。 

• ジョブをファイルで保存する操作手順については、 「RIP 後のデータをファイルに保存」 (P.261) を參 
照してください。 


Macintosh クライアント 


Macintosh クライアントからファイルを取得するには、 AppleShare を使用します。 

ここでは、 Mac OS X10.5 の画面を例に説明します。 

ぬ盤、 AppleShare を使用してファイルを取得するには、 AppleTalk プロトコルとフォルダーの共有設定が必要 

^- ) です。詳細は、『ユーザーズガイド導入編』の「1.1.2 Macintosh クライアント用のプロトコル設定と論 

理プリンタの作成」を參照してください。 


操作手順 


1 • プリントオプションの[プリフライト]〉 [ RIP 後のデータをファイルに保存]〉 [ TIFF で保存 
する]、または [ PDF で保存する]を選択し、ジョブを実行します。 

今雜 ファイルの保存方法については、 「RIP 後のデータをファイルに保存」 (P.261) を参照してください。 

2 . [移動] — [サーバへ接続]を選択します。 

3 . [サーバアドレス]に Print Server の IP アドレスを入力し、[接続]をクリックします。 


«。 へ_サーバへ接続 

サーバアドレス： 

lafp;// 192.168 .105.1 + I Q I 

よく使うサーパ： 


@ 取？)除く） ([ブラウズ ） 卜 接嫌 づ 
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1 さまざまな機能を使用してのプリント 


4. 名前とパスワードを入力して、[接続]をクリックします。 

今補〒 、 • 名前、およびパスワードは、ネットワーク管理者に確認してください 。 Mac OS X 10.5 以降のクライ 
アントコンピューターでは、[ゲスト]を選択してください。 

• Mac OS X 10.5以降のクライアントコンピューターでは、名前とパスワードによる認証には対応して 
いません。 AppleTalk 設定ツールの[共有設定]でゲストアクセスを許可してください。共有設定につ 
いては、『ユーザーズガイド導入編』の「1.1.2 Macintosh クライアント用のプ□トコル設定と論理プ 
リンタの作成」を参照してください。 

5 . [ Tiff ] を選択し、[〇 K ] をクリックします。 




マウントするポリュームを選択： 



c キャンセル )r ok へ 

A 

6 . ファイルが格納されているフォルダーを選択します。 


〇 〇 〇 


LTiff 

CD 


I ss b \m ||»11 J 1 

i^n 阳 一^ 气 

►デバイス 


名前 

▲ 

►共有 

► 場所 

►携索 


► U 000 

► J temp 





4 


2項目、 131.83 GB 空き 


ノ. アプリケーションを使ってファイルを開きます。 
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1.1 印刷前に画像を確認する 


Windows クライアント 


Windows クライアントからファイルを取得するには、 Microsoft ネットワーク共有機能を使用します。 


。参照） 


共有設定については、「7.3.2フォルダーの共有」 ( P .370) を參照してくださし、。 


7. プリントオプションの[プリフライト]〉 [ RIP 後のデータをファイルに保存]〉 [ TIFF で保存する]、また 
は [ PDF で保存する]を選択し、ジョブを実行します。 


。参照） 


ファイルの保存方法については、 「 RIP 後のデータをファイルに保存」 ( P .261) を參照してくださし、。 


2. クライアントコンピューターのデスクトップにある、[ネットワーク]アイコンをダブルクリックします。 


3 . Print Server があるドメイン、またはワークグループをダブルクリックします。 

[ Tiff ] フォルダーが表示されます。 

^補足、 ファイルが保存されているフォルダーについては、ネットワーク管理者に確認してください。 

4 [ Tiff ] フォルダーをダブルクリックします。 

保存されているファイルが表示されます。 

5. アプリケーションを使ってファイルを開きます。 
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1 さまざまな機能を使用してのプリント 


1.2 さまざまな割り付け方法でプリントする 

ここでは、プリント時に使うさまざまな割り付け機能について説明します。 

1.2.1 小冊子作成 


小冊子作成機能を使うと、プリントされた用紙をまとめて中央で二つ折りしてとじたとき、小冊子の形になるよう 
にプリントできます。プリントするときは、ぺージ番号が順番に並ぶように自動的に調整しながら、両面印刷され 
ます。 

例） A 4 サイズ8ページ分のファイルを左とじで A 3 にプリントした場合 


1枚目 


8 

1 


2枚目 



1枚目 



2 


7 


2枚目 4 

5 



おもて面 


うら面 


@補足） 


中とじ以外のとじ方には、対応していません。 


籲ジョブの1ページの用紙サイズ 

クライアントコンピューターのプリンタードライバーからブックレット専用の用紙サイズを選択すると、のど 
あき部分（ページの余白）にもイメージをプリントできます。 

、 A4 など定型サイズの用紙を選択した場合は、のどあき部分にプリンターで 8mm の余白が付きます。 


小冊子作成ができる ジヨ ブの用紙サイズは、以下のとおりです。 

• A4L • A4 • 巳 5L 

•巳5 

• 8x1OL 

• 8x10 

• 8.5x11L 

• 8.5x1 1 

• 8.5x13 

• 8.5x14 

• はがき 

• 往復はがき 

• 4連はがき L 

• 4連はがき 

•封筒長形3号 

• 封筒 C4 

• A6 ブックレット 

• A5 ブックレット 

• A4 ブックレット 

• B6 ブックレット 

• B5 ブックレット 

•8.5x11 ブックレット 

• カスタム 



♦仕上がりの用紙サイズ 

プリントされる用紙サイズは、プリントオプションの[出力方法]〉[レイアウト（出力設定）]〉[出力用 
紙サイズ]が[自動]の場合、もとのサイズの2倍の大きさになります。 

たとえば、 A 4 サイズのジョブは、 A 3 サイズでプリントされます。 

松補口 N • ジョブの用紙サイズがカスタムサイズの場合、ジョブの用紙サイズの 2 倍の大きさがプリンターで使用 
^ ^ 可能な用紙サイズになるように、[出力用紙サイズ]を設定してください。 

• A5 ブックレットサイズのジョブを小冊子作成する場合は、トレイに A4 用紙をセットしてください。 A4L 
用紙では、正しくプリントされません。 

• 巳6ブックレットサイズのジョブを小冊子作成する場合は、トレイに B5 用紙をセットしてください。 
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1.2 さまざまな割り付け方法でプリントする 


操作手順 


7. プリントオプションを表示させます。 

プリントオプションは、 ServerManager にあるジョブから[ジョブ編集]ダイア□グボックスを開 
くか、クライアントコンピユーターのファイルから[印刷](または[プリント ] )—[Print Server 
N 01] — [詳細設定]をクリックするなどして表示させます。 

Z. 左側の機能設定ツリーから[出力方法] > [レイアウト]を選択します。 

3 . [小冊子]を選択します。 



設定項目が表示されます。 


@補足） 


ServerManager の[ジョブ]—[小冊子作成]を選択しても、プリントオプションを表示できます 0 


©参照） 


各項目の詳細は、「プリントオプションの設定（レイアウト-小冊子)」 （ P .32) と「プリントオプションの 
設定（レイアウト（出力設定)）-選択されているレイアウト：小冊子」 ( P .34) を參照してください。 


• 1枚の用紙の両面に、それぞれ2ページずつプリントされます。 

• プリントされた用紙を重ね合わせて中央で二つ折りにすると、正しいページ順序になり、そのまま 
小冊子のようにとじることができます。 
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1 さまざまな機能を使用してのプリント 


r 



プリントオプションの設定（レイアウト■小冊子) 




逞択されてし1る RIP の種類 ： CPSI (Configurable PostScript Interpreter ) 
〇しない 0FRSB 〇 リビート 


〇右とじ/上とじ ©左<5：じ/ T とじ 

□力5 ロヴ印刷 峰 01 

RIP サイズ： 

® 印字可能領域 〇 用紙サイズ 

とじしろ 量： 000 mm (0.00 〜 50.00 mm) 

ずらし 量： 0.00 ] mm (0.00~25.00 mm) 

□ページを自助縮小する 
分冊： I しない [ v | 

分刪嫩：丨16 Z ] 〇~3〇) 

中とじ/中折 1 J : 1~ 



※出力 I こ閎する設定は、レイアウト(出力設定)画面で設定できます。 


項目 

説明 

とじ方 

とじ方を選択します。小冊子の状態にしたときに、ページを開く方向をどちら 
側にするかを選択します。 

• [右とじ/上とじ]は、縦向き原稿の場合は右側をとじるように、横向き原稿 
の場合は上側をとじるようにプリントされます。 

• [左とじ/下とじ]は、縦向き原稿の場合は左側をとじるように、横向き原稿 
の場合は下側をとじるようにプリントされます。 

カタログ印刷 

チェックマークを付けると、用紙サイズが混在しているファイルから小冊子が 
作成されます。 

たとえば、 A 4- A 3- A 3- A 4 という混在ファイルから小冊子が作成されます。 

@捕足 > ジョブの用紙サイズがカスタムサイズの場合、カタログ印刷はできま 

RIP サイズ 

元原稿を RIP 処理する場合の処理範囲を選択します。プリンタードライバーの 
[詳細設定]ダイアログボックスでは設定できません。 


印字可能領域 

印字可能領域で RIP 処理され、イメージの周りに余白が付きます。 

用紙サイズ 

各ページは原稿のページサイズで RIP 処理されます。 

とじしろ量 

二つ折りにした場合の折り部分のとじしろ量を入力します。入力範囲は、0.00 
〜50.001 nm です。 

ずらし量 

二つ折りにした場合に、小冊子の一番外側の用紙から一番内側の用紙に向かっ 
て生じる、各用紙内のページのずれを抑えることができます。 

合計のずらし量を入力します。入力範囲は、0.00〜25.00 mm です。 

ページを自動縮小する 

チェックマークを付けると、とじしろ量を入力することによって、狭くなった 
印字領域内に画像が収まるように、自動で縮小されます。 

分冊 

分冊にせずに用紙をすべてかさねて小冊子にするか、分冊にして小冊子にする 
かを選択します。 

•しない •自動分冊 •枚数指定 

[自動分冊]は、1冊の枚数が均等になるように複数の小冊子が作成されます。 

1冊あたりの最大枚数は、[中とじ/中折り]が[しない]の場合は16枚、[中 
とじ （2-1 5枚)]の場合は15枚、[中折り （1-5 枚)]の場合は5枚です。 


分冊枚数 

[分刪が[枚数指定]の場合に入力します。入力された枚数で複数の小冊子が 
作成されます。入力範囲は、1〜30です。 

たとえば、原稿が10ページで[分冊枚数]が4の場合、それぞれ4、4、2枚 
の小冊子に分けてプリントされます。 

ただし、[中とじ/中折り]が[中とじ （2-15 枚)]の場合は2〜15枚、[中折 
り （1-5 枚)]の場合は1〜5枚の範囲で枚数を入力します。 
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1.2 さまざまな割り付け方法でプリントする 


項目 

説明 

中とじ/中折り 

/J \冊子の仕上がりを選択します。 

•しない •中とじ （2-15 枚） •中折り （1-5 枚） 

[中とじ （2-1 5枚)]、または[中折り （1-5 枚)]の場合、[分冊]、および[分 
冊枚数]の設定に従って、中とじ、または中折りが行われます。 

ぬ補〒、 • オプション装置の中とじフィニッシャ ー C 1 が装着されている場合 
にだけ、中とじ/中折りができます。 

• [分冊]が[しない]の場合、[中とじ （2-1 5枚）]では、プリン ト 
枚数が16枚以上のとき、ジョブはキャンセルされ、 エラー になりま 
す。 

• [分冊]が[しない]の場合、[中折り （1-5 枚)]では、最大5枚単 
位で中折りが行われます。分冊の必要がない場合は、プリント後に 
手動で並べ替えてください。 

• 排出先の設定にかかわらず、フィニッシャーに排出されます。 


V_/ 
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1 さまざまな機能を使用してのプリント 


r 



プリントオプションの設定（レイアウト 
_選択されているレイアウト：小冊子 


(出力設定)) 




機能設定ツリーから[レイアウト（出力設定)]を選ぶと、出力に関する設定ができます。 



項目 

説明 

出力用紙サイズ 

プリントする用紙サイズを選択します。 

[自動]の場合、イメージが収まる印字エリアを持つ用紙サイズのうち、用紙トレ 
イにセットされている最小の用紙が選択されます。イメージが収まる印字エリアを 
持つ用紙サイズが用紙トレイにセットされていない場合は、用紙トレイにセットさ 
れている最大の用紙が選択されます。 


カスタムサイズ 

[出力用紙サイズ]が[カスタム]の場合に入力します。入力範囲は、幅 10.00 〜 
320.00 mm / 長さ10.00〜482.60 mm です。 

^補足\ プリンターで使用可能な範囲のサイズを入力してください。 

出力範囲 

プリントする用紙の範囲を選択します。[表紙のみ]、[本文以降]は、表紙だけ厚 
紙などにする場合に選択します。 


すべて 

すべての用紙がプリントされます。 

表紙のみ 

小冊子になったときの表紙の用紙だけがプリントされます。 

たとえば、8ページの原稿の場合、1、2、7、8ページが印字された用紙がプリン 
卜されます。 

本文以降 

小冊子になったときの本文以降の用紙がプリントされます。 

たとえば、8ページの原稿の場合、3、4、5、6ページが印字された用紙がプリン 
卜されます。 

表紙用トレイ 

表紙用 （1 枚目）の用紙に使用する用紙トレイを選択します。 

本文用トレイ 

本文用 （2 枚目以降）の用紙に使用する用紙トレイを選択します。 

松描〒、 [本文用トレイ]で用紙トレイを選択した場合は、[表紙用トレイ]でも同 
w じサイズになるように、用紙トレイを選択してください。 

手差しのおもて面 
/うら面指定 

手差しトレイからプリントする場合の印字面を指定します。 

•自動両面 •おもて面のみ •うら面のみ 


V_ ノ 
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1.2.2 2 アッププリント 


1.2 さまざまな割り付け方法でプリントする 


ServerManager で2アップを選択すると、複数べージのファイルが1枚の用紙に2ぺージずつ割り付けてプリント 
されます。 

例） A4 サイズ8ページ分のファイルを A3 に両面でプリントした場合 



うら面 


おもて面 


籲ジョブの1ページの用紙サイズ 
2アツプができるジヨブの用紙サイズは、以下のとおりです。 


• A 4 L 

• A 4 

• B 5 L 

•巳5 

•8 xlOL 

• 8 x 10 

• 8.5 x 11 L 

• 8.5 x 1 1 

• 8.5 x 13 

• 8.5 x 14 

• はがき 

• 往復はがき 

• 4連はがき L 

• カスタム 

• 4連はがき 

•封筒長形3号 

• 封筒 C 4 


仕上がりの用紙サイズ 

プリントされる用紙サイズは、もとのサイズの2倍の大きさになります。 

たとえば、 A4 サイズのジョブは、 A3 サイズでプリントされます。 

gs 補足 \ • ジョブの用紙サイズがカスタムサイズの場合、ジョブの用紙サイズの2倍の大きさがプリンターで使用 
可能な用紙サイズになるように、出力用紙サイズを設定してください。 

• 2アッププリントが選択できるのは、 ServerManager の[ジョブ]メニユーだけです。 

• 2アッププリント時は、以下のプリントオプションは無視されます。 

•[レイアウト]〉[小冊子]、[リピート] 

-[用紙/ページ] > [用紙トレイ] 

•[出力方法](または[排出/フィニッシング/両面]) > [両面] 

-[出力方法]> [ RIP 済みデータの保存] 

•[排出/フィニッシング/両面] > [最終ページから印刷] 

•[プリフライト]〉 [ RIP 後のデータをファイルに保存]〉 [ TIFF で保存する]、 [ PDF で保存する] 


操作手順 


7 . ServerManager の保持リストから2アッププリントをするジョブを選択します。 
検索結果リスト、または エラー リストからも選択できます。 

2 . [ジョブ] —[2 アップ]を選択します。 
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1 さまざまな機能を使用してのプリント 


3 . [用紙トレイ]を選択します。 



4. 両面プリントする場合は、[両面印刷]で[短辺とじ]、または[長辺とじ]を選択します。 

5 . [〇 K ] をクリックします。 

1.2.3 リピートプリント 

ServerManager でリピートプリントを選択すると、原稿イメージを1枚の用紙に繰り返してプリントされます。繰 
り返し回数は、選択用紙と原稿イメージサイズから算出した最大数になります。 

プリント後に、用紙を断裁すると、1枚の用紙から複数枚の印刷物を作成できます。 



♦仕上がりの用紙サイズ 

リピートしたジヨブをプリントできる用紙サイズは、以下のとおりです。 


• A6L 

• A6 

• A5L 

• A5 

• A4L 

• A4 

• A3 

• B6 

• 巳 5 し 

•巳 5 

•巳 4 

•8xlOL 

• 8x10 

• 8.5xllL 

• 8.5x1 1 

• 8.5x13 

• 8.5x14 

• 1 1x17 

•12x18 

• SRA3 

• はがき 

• 往復はがき 

• 4 連はがき L 

• 4 連はがき 

•封筒長形 3 号 

•封筒角型 2 号 

• 封筒 C4 

• 封筒 C5 

• A6 ブックレット 

• A5 ブックレット 

• A4 ブックレット 

• 巳 6 ブックレット 

• 巳 5 ブックレット 

•8.5x11 ブックレット 

• カスタム 
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1.2 さまざまな割り付け方法でプリントする 


操作手順 


7. プリントオプションを表示させます。 

プリントオプションは、 ServerManager にあるジョブから[ジョブ編集]ダイアログボックスを開 
くか、クライアントコンピューターのファイルから[印刷](または[プリント ])— [Print Server 
N 01] — [詳細設定]をクリックするなどして表示させます。 

Z. 左側の機能設定ツリーから[出力方法] > [レイアウト]を選択します。 


3 . [リピート]を選択します。 



設定項目が表示されます。 

^補足\ ServerManager の[ジョブ]—[リピートプリント]を選択しても、プリントオプションを表示できます 0 


。参照） 


各項目の詳細は、「プリントオプションの設定（レイアウト-リビート）」 ( P .38) を參照してくださし、。 
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1 さまざまな機能を使用してのプリント 


余白を均等に配置 
する 


チェックマークを付けると、出力用紙の印字可能領域と、リピートイメージサ 
イズからできるリピートイメージ間の余白が均等になるように、リビートイ 
メージが配置されてプリントされます。 


余白を均等に配置しない 


余白を均等に配置する 


珍1足、リピート回数が1の場合は、両端からの余白は自動的に均等に配置さ 


れます。 




© 


プリントオプションの設定（レイアウト_リビート） 


逞択されて t ゐ RIP の種類 ： CPSI (Configurable PostScript Interpreter ) 
〇しない 〇 小冊子 ®tEEE 


RIP サイズ： 

® 印宇可能領域 


〇 用紙サイズ 
| KK ] □片方$180度回転 

□イメージの回転を許可する 
|会| □余白を均等に配匿する 


マ'-ジン：傾方向 10.00 




長さ方向1000 mm 

長さ方向[0.00 mm 


0 


! 1297.00 ] mm 長さ M 20.00 ] mm 

(1 0.00〜320.00 mtn ) ( 10.00~482.60 mm ) 


項目 


説明 


RIP サイズ 


元原稿を RIP 処理する場合の処理範囲を選択します。 

元原稿は印字可能領域でクリップされません。 

プリンタードライバーの[詳細設定]ダイアログボックスからは設定できませ 
ん〇 


印字可能領域 

印字可能領域で RIP 処理され、この領域内の画像がリビートされます。元原稿 
は印字可能領域でクリップされます。 

用紙サイズ 

元原稿のページサイズで RIP 処理され、画像がリピートされます。 

片方を180度回転 

チェックマークを付けると、リピート回数が2回の場合に、片方のイメージを 

180°回転してプリントされ、断裁面が統一されるようになります。 


イメージの回転を 
許可する 


チェックマークを付けると、イメージの向きと出力用紙の向きからリピート回 
数が多くなるように自動でリビートイメー ジが回転されます。 

プリンタードライバーの[詳細設定]ダイアログボックスからは設定できませ 
ん〇 

ぬ猫〒、 イメージのリピート回数が自動的に算出されない場合は、[イメージの 
回転を許可する]を設定できません。 


@@@ 


A 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

A 
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1.2 さまざまな割り付け方法でプリントする 



項目 

説明 

開始原点 

[余白を均等に配置する]のチェックマークが外れている場合に入力します。 
リビートの開始位置を入力します。入力範囲は、0.00〜10.00 mm です。 

用紙の印字可能位置（原点）からのオフセット値になります。 

マー ジン 

[余白を均等に配置する]のチェックマークが外れている場合に入力します。 
画像の間隔を入力します。入力範囲は、0.00〜10.00 mm です。 

出力用紙サイズ 

プリントする用紙サイズを選択します。 


カスタムサイズ 

[出力用紙サイズ]が[カスタム]の場合に入力します。入力範囲は、幅10.00 
〜320.00 mm / 長さ1 0.00 〜482.60 mm です。 

@補足 > プリンターで使用可能な範囲のサイズを入力してください。 


. __^. .-- _一 / 


1 .2.4 差込印刷 


差込印刷とは、1つのファイルをフォームとして使い、ほかのファイルの内容を重ねてプリントする機能です。 
差込印刷用のフォームは、500件まで登録できます。 


フォームを使用すると、すべてのページに同じイメージやテキストを配置する必要がないので、ファイルサイズを 
小さくできます。 

フォーム用ファイルの RIP 処理が1回で済むので、複数ページをプリントするときにプリント処理が速くなります。 



松補门 、 • 下地にするファイルと下地の上に合成するファイルのイメージが重なる場合、下地になるほうは上の 
^ ^ ファイルのイメージに上書きされます。 

• ServerManager の保持リストで複数のジョブを選択した場合は、メニューから直接[差込印刷]を選 
択できません。複数のジョブを一括して差込印刷を選択する場合は、プリントオプションから選択して 
ください。 

•複数ページのジョブも、フォームとして登録できます。フォームの最終ページまで使用されると、先頭 
ページに戻ります。また、プリントオプションで、あらかじめページ範囲を設定すると、設定したぺ一 
ジだけをフォームとして使うこともできます。 

差込印刷ができるジョブの条件は、以下のとおりです。 

籲ファイルフォーマツト 

• PostScript • PDF 
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1 さまざまな機能を使用してのプリント 


♦用紙サイズ 


• A6L 

• A6 

• A5L 

• A5 

• A4L 

• A4 

•A3 

• 巳 6 

• 巳 5 し 

• 巳 5 

• B4 

•8xlOL 

• 8x10 

• 8.5x11L 

• 8.5x1 1 

• 8.5x13 

• 8.5x14 

•11x17 

•12x18 

• SR A3 

• はがき 

• 往復はがき 

• 4 連はがき L 

• 4 連はがき 

•封筒長形 3 号 

•封筒角型 2 号 

• 封筒 C4 

• 封筒 C5 

• A6 ブックレット 

• A5 ブックレット 

• A4 ブックレット 

• B6 ブックレット 

• 巳 5 ブックレット 

- 8.5x1 1 ブックレット 

• カスタム 



フォームの登録 


操作手順 


1 • 下地としてフォー厶に登録するジョブとその上に重ねるジョブを ServerManager の保持ジョブ 
に保存します。 

Z . [管理] — [フォーム管理]を選択します。 


如 






1.2 さまざまな割り付け方法でプリントする 


3 . 下段のリストからフォームとして登録するジョブを選択し、[登録]をクリックします。 



•上段は、フォームとして登録済みのジョブのリストです。 

• 下段は、 ServerManager に保存されている、未登録のジョブのリストです。 

補门 A • 下段のジョブリストは、 ServerManager のジョブリストと同じ色の文字で表示されます 0 

^ - ’ • 下段のジョブリストは、ファイルタイプが PS 、 または PDF のときに表示されます。また、プリントオ 

プションの [ RIP ] > [ RIP の種類]が [ APPE ] のジョブは表示されません。 

• 下段のジョブを上段の登録する番号にドラッグ&ドロップしても、フォームとして登録できます。 

• 上段のリストからフォームを選択してダブルクリックすると、ジョブに関する情報が確認できます。 


ジョブ情報 


フォーム名： PDF Rip 

ジ3ブ名： PDF Rip 

用紙サイズ： M 


〜ジ数： 
所有者： 

ファイルタイゴ： 
受信日 B 寺： 
ファイルサイズ： 
アプリケーン3ン: 
ステ'-タス： 
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PXServer 

PDF 

2010年10月20日13：54：40 
176.8 KB 

保持 



アカウント: 

コメント： 


OK | [キャンセル I 


4. フォーム番号を選択し、フォーム名を確認して [OK] をクリックします。 



5 . [フォーム管理]ダイア□グボックスで、[〇 K ] をクリックします。 


幻 






























































1 さまざまな機能を使用してのプリント 


6 . RIP 済みデータの作成が必要な場合は、 RIP 済みデータを作成するダイア□グボックスが表示さ 
れるので、[はい]をクリックします。 

• [いいえ]をクリックすると、 RIP 済みデータは作成されません。 

• RIP 済みデータを持たないフォームを使ってクライアントコンピューターから差込印刷をすると、 
ジョブがエラーになります。 

松補足、 一般ユーザーモードでは、設定したジョブが RIP 済みデータを持っていなくても、 RIP 済みデータを作成 
^ y 」 するためのダイアログボックスは表示されません。 


差込印刷の設定 


■[ジョブ]メニュー 


操作手順 


7 . ServerManager の保持リストからフォー厶の上に重ねるジョブを選択します。 

• 保持リストの別々のフォルダーからも選択できます。 

• 検索結果リスト、またはエラーリストからも選択できます。 

Z . [ジョブ] — [差込印刷]を選択します。 

3 . [フォームジョブー覧]から使用するフォームを選択します。 



[フォームジョブー覧]には、フォームとして登録済みのジョブが表示されます。 
♦バックグラウンド消去 

チェックマークを付けると、フォー厶の上に重ねるフアイルを Microsoft PowerPoint などのアプリ 
ケーションで作成した場合に、白色の背景が下地のイメージを塗りつぶすことを防ぎます。 

^哺足\ 以下のジョブはグレーで表示され、フォームとして使用できません。 

^- " •下地の上に合成するジョブと用紙サイズ、プリンターモードの設定が異なるジョブ 

• プリントできないエラージョブ 


kl 
































1.2 さまざまな割り付け方法でプリントする 


■プリントオプション 

プリントオプションを使って差込印刷、およびフォームの登録ができます。 


操作手順 


7. プリントオプションを表示させます。 

プリントオプションは、 ServerManager にあるジョブから[ジョブ編集]ダイアログボックスを開 
くか、クライアントコンピューターのファイルから[印刷](または[プリント ])— [Print Server 
N 01] — [詳細設定]をクリックするなどして表示させます。 

Z . 左側の機能設定ツリーから[出力方法]〉[差込印刷]を選択します。 



設定項目が表示されます。 

^参昭、 各項目の詳細は、「プリントオプションの設定（差込印刷)」 ( P .44) を參照してください。 










































1 さまざまな機能を使用してのプリント 


© 


プリントオプションの設定 
(差込印刷） 


遥択されて I 、る RIP の種類 ： CPSI (Configurable PostScript Interpreter ) 
差込印刷 
0 しない 

® フォームを使う 1-(未登綠〉 


a 


フォームのバスワード :I 


〇 フォームとじ C 登錄 


□パック ザラウンド消去 

ォーム 番号： [T 

ォーム 名を指定：「 


項目 


説明 


しない 


差込印刷をしません。 


フォームを使う 


あらかじめ Print Server に登録してあるフォームの番号を選択して、差込印刷さ 
れます。 

プリントオプションの[出力方法]〉 [ RIP 済みデータの保存]にチェックマーク 
を付けた場合は、フォームと合成後に RIP 済みデータが保存されます。 


フォームのパス 
ワード 


フォームジョブにパスワードが設定されている場合は、パスワードを入力します。 

パスワードとして入力できるのは、1バイト文字だけで、5〜31バイトの 


@補足） 


範囲です。 


バックグラウン 
ド消去 


チェックマークを付けると、フォー厶の上に重ねるフアイルを Microsoft 
PowerPoint などのアプリケーションで作成した場合に、白色の背景が下地のイ 
メージを塗りつぶすことを防ぎます。 


フォームとして登録 


プリントオプションを開いているジョブがフォームとして Print Server に登録さ 
れます。 


フォー厶番号 


フォー厶を登録する番号を選択します。 


フォーム名指定 


フォームの登録名をジョブ名から変更する場合は、新しいフォーム名を255バイ 
卜以内で入力します。 


強制上書き 




プリンタードライバーや DropUtility で、ジョブをフオー厶として登録す 


る場合に選択します。 


、しない 

" フォームを使ろ |フォーム1 


zl 


' フォームとして登錄 


ォームのバス9ー ド:!' 

「パックグラウンド消去 

オーム番号： 


n 3 


—ム名を指定： 


[差込印刷]の[フォーム番号]で選択したフォーム番号がすでに登録済みの場合、 
チェックマークを付けると、登録されていたフォームの差込印刷を解除し、選択し 
たフォームを登録し直します。 

チェックマークが外れている場合、選択したフォーム番号がすでに登録済みのとき 
は登録できません。ジョブはエラーリストに移動します。 

ただし、チェックマークを付けても、登録済みのフォームにセキュリティプリント 
が設定されていた場合は、登録できません。設定したジョブは差込印刷が解除され 
て エラー リストに移動します。 




ノ 


フォーム登録の解除 


7. [フォーム管理]ダイアログボックス内の上段のリストから解除するジョブを選択し、[解除]をクリックし 
ます。 

2. RIP 済みデータの削除を確認するダイアログボックスが表示された場合は、[はい]をクリックします。 
登録が解除され、登録されていたフォーム番号が「未登録」に戻ります。 

@補足) プリントオプションを使っても差込印刷ができます。 



















































1.3 ワークフローと連携する 


1.3 ワークフローと連携する 

ここでは、各種の機能やツールを使ってプリントする場合に対応しているアプリケーションやファ 
イルフオーマツトなどについて記載しています。 


1.3.1 ホットフオルダを使用したプリント 


FTP、Windows 共有フォルダ、または AppleShare を使用してホットフォルダにファイルを送信することで、 Print 
Server にプリントできます。 

デフォルトのホットフォルダのほかに、サブフォルダーを100まで設定できます。ただし、同時に起動できるのは、 
すべての論理プリンタで合計50までです。 

^ •甫足 ）• Windows ネットワークでの共有プリンターを使用してプリントする場合は 、 Print Server で、 

^ ^ Windows に管理者権限を持つユーザー名で□グインし、[スタート]—[コント□—ルパネル]— 

[ Windows ファイアウォール]— [ Windows ファイアウォールを介したプログラムまたは機能を許可 
する]で、[ファイルとプリンターの共有]と [Fuji Xerox AFP Service ] の[ホー厶/社内（プライ 
ベート）]に チェックマークを 付けてください。 

• Print Server に FTP 接続するときのユーザー名、およびパスワードは、ネットワーク管理者に確認して 
ください。 

• この機能を使用するには、あらかじめ Print Server の〇 S にユーザーを登録しておく必要があります。 
A 辦召 \ 「 anonymous 」 で使用する場合は、「7.3.3 FTP の匿名アクセス」 （ P .371) を参照してください。 


籲ファイルフォーマツト 

プリントできるファイルフォーマツトは、以下のとおりです。 

• PostScript • EPS • TIFF • PDF 

•JPEG 














テフオルトフオルタ 
Windows ネットワーク 
受信ボックス 
Web Manager 
Drop Utility 


L 新規作成 


"W 



名前変更 


L キヤン乜ル I 


出カプリンタ ： DocuPrint 05000 d 
テンプレ-卜-覧：1 


J3 


，プリントオプション 

ホットフォ J しダに送信したファイルに対するプリントオプションは、プリントオプションテンプレートの設定 
項目が適用されます。 

[プリントオプションテンプレート管理]ダイア□グボックスでは、論理プリンタごとに設定できます。 




[論理プリンタ]にホットフォルダが表示されない場合は、 ServerManager の[管理]—[論理プリンタ 
- J の管理]を選択し、[論理プリンタの管理]ダイアログボックスで[ホットフォルダ]にチェックマーク 


が付いていること、サブフォルダーが割り当てられていることを確認してください。 




[論理プリンタの管理]、およびホットフォルダの設定については、『ユーザーズガイド導入編』の「1.1.3 
TCP / IP 用の論理プリンタの作成」と「1.2.2 ServerManaaer の環境設定」の「論理プリンタの管理」を 


参照してください。 

春転送モード 

ファイルを FTP 送信にするときの転送モードは 、 Binary (バイナリー）です。 

•データを格納するフォ j しダー 
ファイルを格納するフォルダーは、 「/ folderlj です。 

サブフォルダーは、 「/ folderl / XXX 」 （ XXX にはサブフォルダー名が入ります）です。 


1さまざまな機能を使用してのプリント 


ートの管理 



irEIi) 

0田田田田田由田田由由 
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2 

色の調整と管理 


プリンターのキャリブレーション方法とカラープロファイルの作成方法、およびプロファイルを 
使用したシミュレーションの流れについて説明しています。 

2.1 カラーマネージメントについて . 48 

2.1.1 カラーマネージメント . 49 

2.1.2 カラーマネージメントのワークフロー . 51 

2.1.3 カラーモードの設定 . 52 

2.2 キャリブ'レーションで色を補正する . 53 

2.2.1 キャリブ'レーションチャート . 54 

2.2.2 キャリブ'レーションの実施 . 54 

2.2.3 il _Reader と測色器 . 62 

2.2.4 キャリブ'レーションファイルの割り当て . 70 

2.2.5 キャリブレーションターゲツトファイルの設定 . 72 

2.3 RGB 用 ICC プ□ファイルを設定する . 75 

2.3.1 RGB 色補正プロファイルの設定 . 75 

2.3.2 RGB 出カプ□ファイルの設定 . 78 

2.4 CMYK プ□ファイルを設定する . 83 

2.4.1 測色データの作成 . 84 

2.4.2 通常モード . 88 

2.4.3 高)*度モード . 102 

2.4.4 デバイスリンク ICC プ□ファイルの変換 . 108 

2.4.5 色域表示 . 110 

2.4.6 プ□ファイル調整 . 114 

2.4.7 CMYK プ□ファイルの設定 . 120 

2.5 特色補正プロファイルを設定する . 122 

2.6 ユーザー調整力ーブを設定する . 125 

2.7 濃度調整 カーブ、 を設定する . 130 

2.8 特色を設定する . 134 

2.8.1 特色の設定 . 134 

2.8.2 特色パレツト . 136 

2.8.3 特色チャートのプリント . 140 

2.9 カラーを置き換える . 143 
































2 色の調整と管理 


2J 


カフ _ マネ _ ジメントにつし、て 



広い意味で、色を管理することを「カラーマネージメント」といいます。カラーマネージメントシ 
ステムは、基本的にカラーマッチング処理（色合わせ）とキャリブレーションのことです。 


カラーマッチング処理（色合わせ) 


オフセット印刷機、カラープリンター、またはモニターなどのデバイスは、それぞれ色再現の範囲が異なり、同じ 
画像でも、オフセット印刷、カラープリント、およびモニター表示では違う色に見えてしまいます。しかし、これ 
では工程の中で一貫した色を取り扱うのには不便です。そこで、測色データ、 ICC プ□ファイル、または Japan 
Color などの標準印刷データを使用し、デバイスに依存していない色を介して、プリントするプリンターのデバイ 
ス色に変換することによって、異なるデバイス特性の色をプリンターで表現します。 

デバイスに依存しない色（デバイスインデイペンデントカラー）として使用されるのが、 CEL * a * b * です。 


カラー マネージメントシステム：なし 



カラー マネージメントシステム：あり 





CMYK 

L* a* b* 



0 90 0 0 

55 70 -2 

0100 0 0 

50 80 0 




Color Management Module 







| L* a* b* 

CMYK 



55 70 -2 

0 88 4 0 

50 80 0 

0 97 5 0 





① CMYK 用入カプロファイル 


②出カプロファイル 


キヤリブレーシヨン 


キャリブレーションとは、使用環境やプリント枚数による色の変動を補正する機能です。キャリブレーションをす 
ると、安定した色再現を得ることができます。 


目標の色（夕ーゲット色) 


カラーマネージメントでは、まず、出力結果を何に合わせるかという目的の色を明確にする必要があります。 

• 作業を行う モニター に合わせる 
• ほかのプリンターに色を合わせる 
•最終的に印刷する印刷機や色校正機に色を合わせる 
• 以前に同じプリンターで出力した色に合わせる 
• 同じ機種で別のプリンターで出力した色に合わせる 

このような目標の色のことを「ターゲット（ターゲット色)」と呼びます。目標の色が決まったら、その色に合わせ 
て カラーマネー ジメントを行います。 
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2.1.1 カラー マネージメント 


2.1 カラーマネー ジメントについて 


Print Server には以下のカラーモードがあり、カラーモードの設定によって利用できる機能が異なります。 

•フルヵラー1 ( RGB / CMYK ) 

•グレースケール （ K ) 

籲 RGB カラープ□ファイルの読み込み 

モニターで使用した ICC プ□ファイルを Print Server のカラープ□ファイルとして登録できます。 RGB 出カプ 
□ファイルに印刷環境用の ICC プ□ファイルを登録すると、印刷環境に近い色味でプリントできます。また、 
「 RGB 出カプ□ファイルの作成」機能を使用して、 sRGB や AdobeRGB を想定した、プリンター出力向けのプ 
□ファイルを作成することができます。 

A 衾昭、 詳細は、「2.3 RGB 用 ICC プ□ファイルを設定する」 （ P .75) を參照してください。 


• CMYK プ□ファイルの作成 

Color Profile Maker Pro を使用して、印刷物を夕ーゲットとして印刷シミュレーシヨンをするための、より 
精度の高い CMYK プ□ファイルを作成できます。作成には、 ICC プ□ファイルも使用できます。 


- Color Profile Maker Pro は、単独でクライアントコンピューターにインス!ルして使用することも 
t ノ できます。インストールについては 、 DVD の 「 CPMP 」 フォルダーに格納されている 
「 CPMP _ Manual . pdf 」 を參照してください 0 

• クライアントコンピューターに ServerManager がインストールされている場合は、 ServerManager を 
使って Print Server にプ□ファイルを割り当てることができます。詳細は、「2.4.7 CMYK プロファイ 
ルの設定」 （ P .120) を參照してください。 

• クライアントコンピューターに ServerManager がインストールされていない場合は、作成したプロ 
ファイルを Print Server に複製する必要があります。詳細は、前述の 「 CPMP _ Manual . pdf 」 を参照し 
てください。 


〇参照） 


詳細ま、「2.4 CMYK プ□ファイルを設定する」 （ P .83) を参照してくださし、。 


• CMYK カラープ□ファイルを使った印刷シミュレーション 
CMYK プ□ファイル作成機能で作成したプ□ファイル、または標準で用意されているプ□ファイルを設定し 
て、オフセツト印刷の色味をシミュレーションできます。 

印刷会社、デザイン会社や依頼先など環境が違っても、それぞれを Print Server に登録しておくと、切り替え 
て色味をシミュレーションできます。 

Q 参 p 召 、 } 詳細は、「4.1.4カラー」 （ P .229) を參照してください。 


♦ユ_ザ_調整力_ブ 


ユーザー調整カーブを作成すると、 CMYK それぞれの色の濃度を自由に調整できます。 


©参照） 


詳細は、「2.6ユーザー調整カーブを設定する」 （ P .125) を參照してください。 


•プリント結果を安定させるキヤリブレーシヨン 
プリント枚数による色再現性の劣化を補正する、キヤリブレーシヨン機能があります。 
^参昭 詳細ま、「2.2.2キヤリブレーシヨンの実施」 ( P .54) を參照してください。 


籲キヤリブレーシヨンファイル 

プリントするときは、ジョブごとにキャリブレーションファイルの読み込みと割り当てができます。また、用 
紙トレイに割り当てることもできます。 

^ 参昭、 詳細は、「割り当て」 （ P .60)、 「2.2.4キヤリブレーシヨンファイルの割り当て」 （ P .70) を参照してください。 
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2 色の調整と管理 


♦濃度調整 

濃度調整カーブは、カラーマネージメントの範囲を超えて、直感的に濃度を調整するときに使用します。 
^参照 ) 詳細は、「2.7濃度調整カーブを設定する」 （ P .130) を參照してください。 


色調整のヒント 


期待どおりのプリント結果が得られなかったときや、ワークフ□一を見直すときの参考にしてください。 

• 印刷会社との打ち合わせ 

プロセス校正や印刷物のような CMYK 印刷では、紙質やインキ、印刷方法、環境要素によって、色再現の領域 
が変化します。また、印刷機ごとに、使用すべきスクリーン線数や角度、網点などの設定は異なります。印刷 
会社と十分に打ち合わせをすることをお勧めします。 

• ICC プ□ファイルと、その他のプ□ファイル 

必ずしも ICC プ□ファイルを使う必要はありませんが、使用するとカラーマネージメントが簡単になります。 
より厳密なカラーシミュレーションを行う場合は、測色データの作成をお勧めします。 

♦ユ_ザ_調整力_ブの活用 

ユーザー調整カーブは、 CMYK それぞれの色の濃度を調整できます。ユーザー調整カーブや明るさ調整を操作 
することで、明るさや色調を自由に変えることができます。 


• 入カデバイスと出カデノ（イスの補正 

モニター、およびプリンターの性能は、時間が経つと変化しますので、デバイスのキャリブレーションは、色 
の調整で重要なプロセスの1つです。アプリケーションの操作を始める前に、必ずキャリブレーションを行い 
ます。 


• アプリケージョンとプリントオプションの設定 

プリントオプションが正しく設定されていることを確認します。また、アプリケーションの RGB 、 CMYK 、 お 
よび ICC プ□ファイル設定情報に、誤りがないか、付属のマニュアルを参照し、もう一度確認します。 

♦測色をするときの注意 

測色器自体のキャリブレーションや測色方法は、カラーシミュレーションの精度に大きく影響します。「測色 
をするときの注意点 j ( P .67) をお読みのうえ、正しくご利用ください。 

籲色パッチの確認 

印刷された各パッチに、汚れや色厶ラがないことを確認します。汚れなどがあった場合は、印刷会社に再度印 
刷を依頼してください。 
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2.1 カラーマネー ジメントについて 


2.1.2 


カラーマネージメントのワークフロー 



Stepl :キヤリブレーシヨン （ P .53) 



フルカラー1/ 

■ 



グレースケール 

▼ 


Step 2 :プロファイルの用意 


IRGB 色補正プロファイルの読 
み込み/割り当て ( P .75) 
. RGB 出カプロファイルの作成 
/読み込み/割り当て ( P .78) 



ICMYK プロファイルの作成/ 
読み込み/割り当て （ P .120) 
.特色補正プロファイルの読み 
込み/割り当て ( P .122) 


Step 3 :ジョブのカラー設定/テストプリント 
■イメージの確認 


目標の色は？ 


■新規カラープロファイルの読み込み/割り当て 

w 必要に応じて、キヤリブレーシヨンターゲット 
mm ^ ファイルの作成 ( P .72) 


最大濃度は？ 


■その他の設定ファイルの作成/割り当て 

■■■■>- 濃度調整力ーブの作成/割り当て （ P .130) 


階調の再現は？ 


w 濃度調整力ーブの作成/割り当て （ P . 1 30) 
mm ^ ユーザー調整力ーブの作成/割り当て （ P .125) 


色の置き換えは？ 


カラー置換設定ファイルの作成/割り当て （ P . 1 43) 


Step 4 :ジョブの最終チェック/プリント 



完了 
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2 色の調整と管理 

2.1.3 カラーモードの設定 


操作手順 


7. プリントオプションを表示させます。 

プリントオプションは、 ServerManager にあるジョブから[ジョブ編集]ダイア□グボックスを開 
くか、クライアントコンピユーターのファイルから[印刷](または[プリント ] )—[Print Server 
N01] — [詳細設定]をクリックするなどして表示させます。 

Z. 左側の機能設定ツリーから[カラー]を選択します。 



設定項目が表示されます。 

3 . [カラーモード]を[フルカラー1 (RGB/CMYK)]、 または[グレースケール （K)] にします。 

4. RGB データをプリントする場合は、機能設定ツリーから[カラー詳細 （RGB 設定)]を選択し、 
各項目を設定します。 

CMYK データをプリントする場合は、機能設定ツリーから[カラー詳細 （CMYK 設定)]を選択 
し、各項目を設定します。 

松ネ甫足 [カラー詳細 （ RGB 設定）]、および[カラー詳細 （ CMYK 設定)]で設定できる項目は、カラーモードに 
^- ) よって異なります。 
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2.2 キャリブレーションで色を補正する 


2.2 キャリブレーションで色を補正する 


キャリブレーションとは、モニター、カラープリンターなどの色再現変動を補正し、常に安定した 
再現が得られるようにするための機能です。 

同じモニターでも個体差により、色再現性が異なることがあります。また、設置環境や経時劣化により、色再現が 
変動することがあり、カラープリンターもモニターと同様に色再現が変動し、出力結果が予想と異なることがあり 
ます。 

このように色再現が変動している状態で、カラーマッチング処理をしても正確な色再現は得られません。 

カラーマッチングの前処理として、モニター、カラープリンターのデバイスごとにキャリブレーションで色を補正 
することが必要です。 



② ICC プロファイル 

田 


觀 



珍補足) • 


ICC プ□ファイルは、使用できるプ□ファイルの一例です。 
キャリブレーションは、管理者モードのときに操作できます。 




(しない場合) 


キヤリブレ _ シヨン 


プリンターは、使用環境やプリント枚数などによって、プリントされる色が変化します。プリンターでも、このよ 
うな変化を補正する機能を持っていますが、 Print Server では、さらに精度の高いキャリブレーションができます。 

作成したキャリブレーションファイルは、任意の用紙トレイ、原稿タイプ、およびキャリブレーションファイル管 
理の設定1〜100に割り当てます。 

補门 N • あらかじめ割り当てられているキャリブレーションの標準ファイルは、キャリブレーション効果を持ち 
^ ^ ません。必ずキャリブレーションを実施し、キャリブレーションファイルの割り当てを行ってください。 

• より良いプリント結果を得るには、少なくとも毎日一度はキャリブレーションをしてください。使用頻 
度が高い場合は、必要に応じて、一日に何度もキャリブレーションをしても問題ありません。 

• 夏季や冬季に空調設備を始動した直後は、室内環境が急激に変化するため、プリントされる色が変化す 
ることがあります。室内環境が安定したあと、プリントしてください。 

• 用紙そのものの色味の違いや、用紙表面の加工処理の違いによって、プリントされる色に影響が出ます。 
使用する用紙を切り替えるときにキャリブレーションを実施すると、より厳密な色の安定 • 再現につな 
がります。 

• 同じ用紙銘柄を使用するときでも、一定期間後に再プリントするジョブの場合、再度キャリブレーショ 
ンを実施すると、より厳密な色の安定 • 再現につながります。 

• キャリブレーション中は、受信ジョブは RIP 処理されません。 


53 





























2 色の調整と管理 


キャリブレーションの種類 


籲測色器キャリブレーション 

測色器 （ il + il _ Reader 、 iliO + MeasureTool ) を使用して、キャリブレーションチャートを測る方法です 0 
キャリブレーションファイルの作成、割り当て、結果確認用サンプルのプリントなどが実行できます。また、 
キャリブレーション用の夕ーゲットファイルの作成もできます。 

^補足\ 測色器キャリブレーションでは、オプションの測色器 （ UV フイルターなしの il ) を使用してください。 


2.2.1 キヤリブレ _ シヨンチヤ _ 卜 

キャリブレーションを実施するための測色用チヤートをキャリブレーションチヤートと呼びます。 


• Calibration 105 Chart 

キヤリブレーシヨンに使用するチヤートです。 


Calibration 105 Chart 



サーバー名： FXSERVER01 
接続プリンタ： DocuPrintC 500 0d 
原稱タイプ： 200dot (写夷） 

用紙の锤類：上質紙.白 
用紙トレイ：トレイ 1(A4) 


プリント日時： 2011/06/0211:49:51 
チャートの種類 ： キャリブレーシヨンチャート 
夕 —ゲッ トフアイル： Uncoated 
ページ番号：1/1 



2.2.2 キャリブレーションの実施 

キャリブレーションを実施する手順について説明します。 

ぬ埔兄、 キャリブレーションチャートをプリントするため、用紙トレイに A 4 サイズ以上の用紙をあらかじめセツ 
卜しておいてください。 


キャリブレーションファイルの作成 


操作手順 


7 . ServerManager の W [キャリブレーション]をクリックします 0 

^哺足\ [カラー] — [キャリブレーション]を選択しても、[キャリブレーショントップメニュー]ダイアログ 
- ) ボックスを表示できます。 
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2 . [新規作成]をクリックします。 


2.2 キャリブレーションで色を補正する 


■ 

恥 啄嗶 XiilJZ 0 

新規作成更 r 劃り当て e デプ匚テイだ名 its 更ターゲット作成 


接続ブリン lDocuPrintC5000d [v] ファイルの種類： ©キャリブレーション 〇 ターゲット 

150dot ] 20060 tC^) 〔 300dot ( 地画 )_ 



I 閉哆 j 

[キャリブレーションファイル新規作成]ダイアログボックスが表示されます。 
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2 色の調整と管理 


• I 売み取り装置 


I i + il_Reader 

ilReader を使用して、キャリブレーションファイルを作成します。 


©補足 J ) 


il はオプションです。 

il は UV フイルターなしの il を使用してくださし、。 


iliO+MeasureTool 

iliO+MeasureTool を使用して、キヤリブレーシヨンフアイルを作成します 0 


@補足） 


iliO にセツトする il は UV フイルターなしの il を使用してくださし、。 


像原稿タイプ 

スクリーン線数を選択します。 

[キャリブレーショントップメニュー]ダイアログボックスで[新規作成]をクリックしたときに、選 
択されていたタブと同じ原稿タイプが表示されます。 

• 1 50 dot • 200 dot (写真） • 300 dot (地図） 


♦キャリブレーションターゲット 

非コート紙用のキャリブレーションターゲットです。 [ il + il _ Reader ] を選択してキャリブレーショ 
ンするときは [ Uncoated ] 、 [ iliO + MeasureTool ] を選択してキャリブレーションするときは、 
[ UncoatedJliO ] を選択します。 


©補足） 


• キヤリブレーシヨンターゲットは J 紙で 82 g / rrf を想定しています。 

• 独自のキヤリブレーシヨンターゲットを作成して登録している場合は、それらのキャリブレーション 
夕ーゲットも選択できます。 


¢5参照） 


キャリブレーションターゲットの設定方法については、「2.2.5キャリブレーションターゲットファイル 
の設定」 （ P .72) を参照してください。 


♦用紙トレイ 

プリントする用紙のある用紙トレイを選択します。 

[手差しトレイ]を選択した場合は、[用紙サイズ]を入力し、[用紙種類]、[色]を選択します。 
キヤリブレーシヨンでは、以下の用紙種類を使用できます。 


• 上質紙 
•うら紙 

•厚紙1 (106 〜 169 g / rri ) 
•厚紙1 [ A ] (106〜169 g / rr 1) 
•厚紙2 (170 〜 256 g / rri ) 
•厚紙2 [ A ] (170 〜 256 g / m 2 ) 
•厚紙3 (257 〜 280 g / m 2 ) 
•コート紙1(106〜 169 g / m 2 ) 

• コート紙2 (170 〜 256 a / m 2 ) 


•普通紙 
•再生紙 

•厚紙1 (106 〜 169 g / m 2 ) うら面 
•厚紙1 [ A ] (106〜169 g / rr 1) うら面 
•厚紙2 (170〜 256 g / m 2 ) うら面 
•厚紙2 [ A ](17 〇〜 256 g / m 2 ) うら面 
•厚紙3 (257 〜 280 g / m 2 ) うら面 
•コート紙1(106〜 169 g / m 2 ) うら面 
•コート紙2 (17 〇〜 256 g / m 2 ) うら面 


「厚紙1 [ A ](106 〜 169 g / m 2 )」、 「厚紙1 [ A ](1 06〜1 69 g / m 2 ) うら面」、「厚紙2 [ A ](170 〜 

- J 256 g / m ) j , および「厚紙2 [ A ](170 〜 256 g / m 2 ) うら面」は、[自動トレイ]を選択した場合に使用 

できます。「厚紙3 (257 〜 280 g / m 2 )」、 および「厚紙3 (257 〜 280 g / rrf ) うら面」は、[手差しトレ 
イ]を選択した場合に使用できます。 
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2.2 キャリブレーションで色を補正する 


3 . [読み取り装置]で、 [ il + il _ Reader ] s または [ iliO + MeasureTool ] を選択して各項目を設定 
します。 



4. キャリブレーションチャートをプリントする場合は、[部数]を入力し、[印刷]をクリックします。 

今補足 、 • 最後にプリントされたキャリブレーションチャートの各パッチに、汚れや色ムラがないことを確認して 
^ ノ ください。汚れなどがあった場合は、1枚前のチャートを確認してください。 

• プリントする部数は、プリントを安定させるために3部以上をお勧めします。 

5 . 読み込み方法 （[ il _ Reader を使って測色する]、または[測色ファイルを使用する])を選択し 
ます。 

[測色ファイルを使用する]を選択したときは、[参照]をクリックして、測色ファイルを選択し 


ます。 


羞 ^捕口 \ • [ iliO + MeasureTool ] を選択したときは、 [ il _ Reader を使って測色する]を選択することはできません 0 

- リ • il _ Reader を起動して測色中の場合は、 il _ Reader を終了してから [ il _ Reader を使って測色する]を 

選択してください。 

• il は UV フィルターなしの il を使用してください。 

6 . [測色開始]をクリックします。 

[ il _ Reader を使って測色する]を選択したときは、 il _ Reader が起動します。 

[測色ファイルを使用する]を選択したときは、測色ファイルが読み込まれます。 


ぬ補足、 A 4 サイズ以上でキャリブレーションチャートをプリントすると、そのままでは測定用ノ（ツクアツプボー 

^- J ドとチャート測定用ルーラーを使った測色ができません。キャリブレーションチャートを破線で切り取っ 

てから測色してください。 

参昭 > •測色方法については、 「2.2.3 il _ Reader と測色器」 （ P .62) を參照してください。 

• il _ Reader での測色データの読み込みについては、 「 il _ Reader による測色」 ( P .67) の手順4以降を参 
照してください。 
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2 色の調整と管理 


7. 表示された結果に問題がないときは、[作成]をクリックします。 



©補足） 


グラフの赤線はキヤリブレーシヨンの目標を表し、黒線は現在の状態を表しています。 


8 . キャリブレーションファイル名と必要に応じてファイルコメントを入力し、[保存]をクリック 
します。 



-キャリブレーションファイルを作成しただけではプリントに反映されません。プリントにキャリプレー 
ノションを反映させるには、用紙トレイ、原稿タイプ、およびキャリブレーションファイル管理の設定1 
〜100にキャリブレーションファイルを割り当てる必要があります。キャリブレーションファイルを割 
り当てる項目にチェックマークを付けてください。 

• [キャリブレーションファイル管理に割り当てる]にチェックマークを付けた場合は、プルダウンメ 
ニューから、割り当てるキャリブレーションファイルを選択します。このとき、必要なキャリブレーショ 
ンファイルに割り当てて、変更しないように注意してください。 
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2.2 キャリブレーションで色を補正する 


キャリブレーションファイルの操作 


操作手順 


7 . ServerManager の ¥ [キャリブレーション]をクリックします。 

^補足 、 [カラー]—[キャリブレーション]を選択しても、[キャリブレーショントップメニュー]ダイアログ 
- ’ ボックスを表示できます。 

Z . [キャリブレーショントップメニュー]ダイア□グボックスでキャリブレーションファイルを操 


作します。 



詳細は、以下の各項目の説明を参照してください。 

ぬ補足、 用紙トレイ、およびキャリブレーションファイル管理の設定1〜100に割り当てられていないキャリブ 
^- ノ レーシヨンファイル名は黒字で、割り当て済みのキャリブレーションファイル名は青字で表示されます。 


I 更新 

割り当て状態は変更せずに、既存のキャリブレーションファイルが更新されます。 

Q 参昭 ^ • 用紙トレイの変更ができます。用紙トレイについては、「用紙トレイ」 ( P .56) を参照してください。 

グ •以降の操作手順については、「キャリブレーションファイルの作成」 ( P .54) の手順4以降を参照してく 
ださい。 
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2 色の調整と管理 


■割り当て 

キヤリブレーシヨンファイルを用紙トレイに割り当てます。 


操作手順 


1 • [割り当て]をクリックします。 

Z . 割り当てる原稿タイプを選択したあと、用紙トレイのプルダウンメニューからキャリブレーシヨ 
ンファイルを選択し、[〇 K ] をクリックします。 



♦全ての原稿タイプで作成したキャリブレーションファイルを選択可能にする 
チェックマークを付けると、すべての原稿タイプで、すべてのキャリブレーションファイルが割り当 
て可能になります。 

チェックマークを外すと、ほかの原稿タイプで作成されたキャリブレーションファイルが割り当てら 
れている用紙トレイには、「標準」が割り当てられます。 

♦選択した用紙トレイのキャリブレーションファイルを全ての用紙トレイに割り当てる 
チェック マー クを付けると、選択している用紙トレイに割り当てられているキャリブ レー ションファ 
イルがすべての用紙トレイに割り当てられます。 

ぬ補足、 [全ての原稿タイプで作成したキャリブレーションファイルを選択可能にする]、[選択した用紙トレイの 

^- J キャリブレーションファイルを全ての用紙トレイに割り当てる]にチェックマークを付けると、選択され 

ているタブだけでなく、すべてのタブに反映されます。 


■削除 

選択したキヤリブレーシヨンファイルが削除されます。 


©補足 J ) 


削除したキヤリブレーシヨンファイルが割り当てられていた用紙トレイには「標準」が割り当てられま 
す0 


• ( Delete ) キ ー 、または 〈 Backspace 〉 キーでも削除できます。 
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2.2 キャリブレーションで色を補正する 


■プロパティ 

キャリブレーションファイルを作成したときの状態を確認できます。 

キャリブレーションを適用したサンプルをプリントして、キャリブレーションの効果を確認できます。 


操作手順 


7. 確認するキャリブレーションファイルを選択し、[プ□パティ]をクリックします。 
キャリブレーションファイルを作成したときの状態が表示されます。 

z. キャリブレーションを適用したサンプルをプリントする場合は、[確認印刷]をクリックします。 



3 . 用紙トレイ、出カチヤートを選択し、[印刷]をクリックします。 



キヤリブレーション適用前と適用後のサンプルのプリントが開始されます。 

O * ServerManager の保持リストにあるジョブの適用前後の確認プリントをすることもできます。詳しく 
は、「キヤリブレーションの確認印刷」 ( P .167) を參照してください。 

•用紙トレイについては、「用紙トレイ」 ( P .56) を參照してください。 


■状態確認 

キャリブレーションの結果が夕ーゲットに対してどれだけ一致しているかを確認できます。 

松補足、 確認するための手順は、「キャリブレーションファイルの作成」 ( P .54) の手順2〜5と同じです。ただ 
^-^ し、キヤリブレーシヨンファイルの作成はできません。 
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2 色の調整と管理 

■名前変更 

選択したキヤリブレーシヨンファイルの名前を変更します。 


操作手順 


7. 名前を変更するキャリブレーションファイルを選択し、[名前変更]をクリックします。 
Z . [名前変更]ダイアログボックスで新しい名前を入力し、[〇 K ] をクリックします。 



キャリブレーションファイル作成時に入力したファイルコメントも、名前変更時に変更できます。 

2.2.3 il Reader と測色器 


il_Reader の概要 

CMYK プ□ファイル、 RGB 出カプ□ファイル作成用チャート、キャリブレーションチャートの測色には、 il が使用 
できます。測色器として、 X - Rite 社の 「 il 」 を使用した場合の測色方法について説明します。 

測色には、 il _ Reader というアプリケーションを使用します。 il _ Reader は、 USB 接続ができるパソコン （0 S が 
Windows 、 または Mac OS X 10.3.9 以降）で使用できます。 

梅補足 ）Color Profile Maker Pro については、 DVD の 「 CPMP 」 フォルダーに格納されている 
u - ノ 「 cPMP _ Manual . pdf 」 をお読みください 0 


il_Reader のインストール 

7. 本機に同梱されている DVD を DVD ドライブに挿入します。 

2 .以下のフォルダーをフォルダーごと、任意のフォルダーに複製します 。 （Mac 0 SX クライアント） 
f 1 Client/OS X/ 

ぬ補足 、 Macintosh (Mac OS X) クライアントは、 DVD 内の 「 il_Reader.dmg 」 をダブルクリックすると、 

^- J il_Reader アプリケーションを含むボリュームがマウントされるので、アプリケーションだけを任意の 

フォ J しダーに複製して使用してください。 

以下のフォルダーにある 「 il _ Reader . msi 」 をダブルクリックして、 il をインス! -- ルします。 
( Windows クライアント） 

I 1 XXX:¥Client¥i1 Reader 

_ 補足") XXX は、 DVD ドライブに割り当てられているドライブ名です。 


Print Server の設定 

Print Server が動作している Windows 7では、測色の開始や終了などを知らせるビープ音が出ません。ここでは、 
ビープ音のかわりに、画面で測色の進行状態が通知されるための設定を行います。必要に応じて、設定してください。 
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2.2 キャリブレーションで色を補正する 


7. Print Server で、 Windows の[スタート]—[コント□—ルパネル] — [コンピュータの簡単操作センター] 
— [サウンドの代わりにテキストまたは画像を使用します]を選択します。 

2. [サウンドの代わりにテキストまたは画像を使用します]ダイアログボックスで、[サウンドを視覚的な通知 
へ置き換えます（サウンド表示)]にチェックマークを付け、[デスクトップを点滅させます]を選択します。 

め垆口 、 • [デスクトップを点滅させます]を選択することにより、エラーが発生したときに、画面全体が点滅する 
从 ノ 設定に変更することもできます。 

• ただし、[デスクトップを点滅させます]を選択すると、 n の測色以外の操作でエラーが発生した場合に 
も、画面全体が点滅します。 

3 . [〇 K] をクリックします。 


n の使い方 


^哺足\ n は精密機器です。 n を使用したあとは、損傷やほこりによる影響を避けるため、専用のケースで保管し 
— ノ てくたさし、。 


| i 1の接続 

Print Server の背面、または前面の USB コネクターに、測色器を接続します。 



iil の使用方法 

測色をするときは、測色ボタンを押し、アプリケーションのメッセージに合わせて操作します。 
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2 色の調整と管理 


■ il のキヤリブレーシヨン 

測色を行う前に、必ず測色器のキヤリブレージョンを行います。 


操作手順 


1 • 付属の白色板に il をセツトします。 

測色器の調整に使用する白色板と測色器は、1対1の組み合わせになっています。 



Z . 測色ボタンを押します。 

終了 メッセージが表示されたら、キャリブレーションは終了です。 



@補足） 


終了メッセージが表示されるまで、 il を動かさないでください。 
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2.2 キャリブレーションで色を補正する 


■キヤリブレーシヨンチヤートの測色 

測色は、 CMYK の色を C — M—Y — K — グレーの順に、一番薄い色から濃い色の順に作業を進めます。 


。参照） 


キャリブレーションチャートについては、「2.2.1キャリブレーションチャート」 ( P .54) を参照してくだ 
さい0 


操作手順 


7 . チャート測定用ルーラーの測定窓の左右端とキャリブレーションチャートの破線マークを合わ 
せるように、キャリブレーションチャートを測定用バックアップボードにセットし、その上に 
チヤ_卜測定用ル_ラ_をのせます。 





©補足） 


測色するときは、測色するチヤートの下にチヤートと同じ用紙の白紙を5枚以上敷いてください。 


Z . チヤート測定用ルーラーを測定第1列目のシアンパッチの破線に合わせるように、水平移動しま 
す0 


シアンから測定します。 

3 . チヤート測定用ルーラーに il をセツトし、 il を左端破線の位置に移動します。 
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2 色の調整と管理 


4. 測色ボタンを押し、ボタンから指を離さずに、左から右へと n を移動します。 



mk 補足) 移動 速度は、6色/秒を目安にしてください。以下の場合は、測定に失敗することがあります。 

^- へ 移動速度が速すぎる、または遅すぎる 

• 移動途中にボタンから指を離した 

5 . 一番右まで移動したら、ボタンから指を離します。 

測定に失敗した場合は、以下のエラー画面が表示されるので、手順3からやり直してください。 


分光反射章測定モード 

(Pi をスライドさせ f 速度を少し落しお試しください。(測色数:〇) 


) {ツチ名: Calibration / 105 Chart 
バッチ数: 105( 21 x 5) 

測色方式:ストリップ測色 測色データ形式:分光反射率測定 

測色済ノ《ッチ列数(残り): 〇⑸ 次の測色ノ《ッチ列：1 


IndexJ Name i" 380nm [ 390nm ] 400nm |" 410nm [ 420nm J 430nm 


強制キヤリプレーンョン(祕_|最終列データ則除 (£) | [中止 J 


6 . 同様に他の色も順に測定します。 

測色器用のチャートはマゼンタ、イェロー、ブラック、グレーの順に測定します。 
途中で測定に失敗した場合には、失敗した色からやり直してください。 
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2.2 キャリブレーションで色を補正する 


測色をするときの注意点 


•測色するときは、 n に付属しているチャート測定用ルーラーと測定用バックアップボートを必ず使用してくださ 
し、。フリーハンドで測色を行うと、正しい測色結果にならないことがあります。 

•測色をするときは、測色するチャートと測色器の間に光が入らないように平らな場所で行ってください。 

•測色器の調整に使用する白色板と測色器は、1対1の組み合わせになっています。そのため、ほかの測色器のパッ 
ケージに同梱されている白色板を使用すると、正確な調整ができません。必ず、パッケージに同梱されている白 
色板を使用してください。 


ilReader による測色 


測色に使用するチャートのパターン画像セットは、以下の種類があり、それぞれ画像ファイルが用意されています。 
用途や使用条件に応じて選択してください。 

• PrintServer Series 1188 Chart 
このパターンは使用できません。 

•CPMP/FULL 1584 Chart 

測色データを作成するための Full セット 1584 パッチのチャートです。測色データは、 Color Profile Maker Pro 
や RGB 出カプ□ファイル作成機能を使用してカラープ□ファイルを作成するときに使用します。 

• CPMP / Standard 1188 Chart 

測色データを作成するための 1188 パッチのスタンダードチャートです。測色データは、 Color Profile Maker 
Pro や RGB 出カプ□ファイル作成機能を使用してカラープ□ファイルを作成するときに使用します。 

• CPMP / DRAFT 256 Chart 

Color Profile Maker Pro でプ□ファイルを作成する場合に使用するパターン画像セットです。 

• Calibration / 100 Chart 

このパターンは使用できません。 

• Calibration / 105 Chart 

キャリブレーション用測色チャートです。キャリブレーション実施中に、[印刷]をクリックするとプリントされ 
ます。 

• Calibration / 170 Chart 

このパターンは使用できません。 

• Calibration / 252 Chart 

このパターンは使用できません。 


次に、コンピューターで il が使える環境があることを前提に、 Windows を例に説明します。 


操作手順 


1 • コンピューターを起動し、 il を接続します。 

ぬ補足、 il を初回に接続したときに、ドライバーインストール画面が表示されます。画面の指示に従って、 
^-ノ r il.Readerj フォルダーの以下のファイルを選択してください。 

_ driver¥EyeOne¥i1 .inf 

Z . 複製した il _ Reader のフォルダーを開き、 「 il _ Reader 」 をダブルクリックします 。 （Mac OS X 
クライアント） 

Windows の[スタート] — [すべてのプ□グラム] —[ FujiXerox ] ^ [ il _ Reader ] を選択し 
ます。 （ Windows クライアント） 
il Reader が起動します。 
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2 色の調整と管理 


3 . 各項目を設定し、[測色開始]をクリックします。 



♦測色パッチパターン 


指定なし 

CPMP / FULL 1584 Chart 
CPMP / DRAFT 256 Chart 
Calibration / 105 Chart 
Calibration / 252 Chart 


• PrintServer Series 1188 Chart 

• CPMP / Standard 1188 Chart 

• Calibration / 100 Chart 

• Calibration / 170 Chart 


補足 ）•「PrintServer Series 1188 Chart」、「Calibration / 100 Chart」、「Calibration / 170 Chart 」、 およ 

- ^ び 「Calibration / 252 Chart 」 は 、 Print Server N 01では使用しません。 

•測色パッチパターンを選択すると、読み込んでいるチヤートのカラー値、および数をチェックして、 
チヤートの間違いや行数のずれを検出してエラーが表示されるようになっています。したがって、専用 
のチヤート以外は測れません。 

• [指定なし]は専用チヤート以外のチヤートを測色する場合に選択します。測色は[終了]をクリックす 
るまで続きます。[終了]をクリックするとデータの保存ダイアログボックスが表示されます。 

•「 Calibration / 105 Chart 」 は、キヤリブレーシヨンに使用します。 

秦測色方式 


ストリップ測色 

横一列の色を il に付属しているチャート測定用ルーラーを使って、測色器を横にスライドさせて測色 
します。右端の色までスライドさせたら、横一列の測色は終了です。 

ダブルストリップ測色 

横一列の色を il に付属しているチャート測定用ルーラーを使って、測色器を横にスライドさせて測色 
します。右端の色までスライドさせたら、左端の色まで測色器を再度スライドさせて測色します。往 
復で測色し、その平均値を測色値として使うため、ストリップ測色よりも精度が向上します。 

スポット測色 

色を1つずつ測色します。 


^補足\ 測色方式は、「ストリップ測色」、または「ダブルストリップ測色」をお勧めします。 

。則色データ形式 

•三刺激値 ( CIELAB ) •濃度（ステータス A ) •濃度（ステータス T ) 


分光（スペクトラム） 


©補足） 


• Color Profile Maker Pro , または RGB 出カプロファイル作成機能で使用する場合は、必ず[三刺激値 
( CIELAB )] を選択してください。 

• キャリブレーションで使用する場合は、必ず[分光（スペクトラム）]を選択してください。 
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2.2 キャリブレーションで色を補正する 


4. 測色器をキャリブレーションします c 


分光反射章測定モード 




驅惠;競願鐵ゥてくだれ 


> {ツチ名: Calibration / 105 Chart 
バッチ数: 105( 21 x 5) 

測色方式:ストリップ測色 
測色済バッチ列数(残り): 〇⑸ 


測色データ形式:分光反射率測定 
〉欠の測色ノ b チ列：1 


Index i" Name [ 380nm i' 390nm 1 400nm j" 410nm 1 420nm [ 430nm 


強制キヤリプレーション ㈣ _ I 最終列データ則除 ( D ) I _中止_ 


n に付属の白色版に、 il をセットし、 il の測色ボタンを押します。終了メッセージが表示されたら、 
キャリブレーションは終了です。 


¢5参照） 


「 il の使い方」 ( P .63) を参照してください。 


5 . チャートを測色します。 

ダイアログボックスの上部に表示されるメッセージに従って、チャートを測色します。 

測色時の裏写りを防ぐため、測色対象と同じ用紙の白紙を5枚以上、下に敷いて測色します。 


分光反射军測定モード 




[X トリップ測色モードです0第2列を測色してくださ 1 1。 

ガイドを《ッチに当て、ガイドの端に il を iz ットし、 M のボタンを押し続けてください。 

ビッ]と音が哨ったら、ボタンを押したまま il をゆっくりとスライドさせ、反対の端まできたら 
_タンを離してください。 


バッチ名: Calibration / 105 Chart 
バッチ数: 105( 21 x 5) 

測色方式:ストリップ測色 
測色済バッチ列数(残り)： 1(4) 


測色データ形式:分光反射率測定 
〉欠の測色ノ《ツチ列： 2 



強制キャリブレーション⑽_ I 最終列データ則除0 )」I 中止 


チヤートの測色に失敗すると、ダイアログボックスの上部にメッセージが表示されます。再度測色を 
実行してください。 


0 . 保存する場所とファイル名を入力し、[保存]をクリックします。 
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2 色の調整と管理 


■キヤリブレーシヨンチヤートの iliO + MeasureTool での測定方法 

7. DVD 内の以下のファイルを、 MeasureTool のインス! -- ルフォルダーに複製します。 


複製するファイル 

_ ¥etc¥CalibChart for MeasureTooKCalib105Chart_MeasureTool.txt 
MeasureTool のインスI -- ルフオルダー(デフオルトの場合） 

r I C:Program Files¥GretagMacbeth¥ProfileMaker Professional¥Reference Files¥Printer¥EyeOne_iO 

2. MeasureTool の[テストチヤートの測定]ダイアログボックスで、テストチヤートの一覧から 「Calibl05 
Chart_MeasureTool.txt」 を選択します0 

3 . [ファイル]—[別名で保存]で、測定後のデータを 「.txt」 ファイルで保存します。 


@補足） 


[ Lab の書き出し]はしないでくださし、。 


4 キャリブレーションの[測色ファイルを使用する]の[参照]をクリックして、保存した 「.txt」 ファイルを 
選択します。 


便利な使い方 


修最終列データ削除 

チャート測定用ルーラーにそって測色器をスライドさせているときに、測色器が少し浮いてしまうことがあり 
ます。このような場合、測色はできており、 il_Reader から次の列の測色を促されます。しかし、このような 
データは、精度の低下の原因になるため、測色し直すことをお勧めします。 

測色し直すときは、[最終列データ削除]をクリックして、最後の1列分の測色を削除してから、データを測色 
し直してください。 

籲エラ _ メッセ _ ジ表示時間の短縮 

il_Reader は、測色のスライド速度が速いなどのエラーが発生した場合に、エラーメッセージが7秒間表示さ 
れます。7秒間のメッセージ表示は、メッセージを読みとるために十分な長さとして設定されたものですが、 
il_Reader に慣れてくると、7秒間が長すぎると感じるかもしれません。その場合は、エラーメッセージが表 
示されているときに、 il のボタンを軽くクリックしてください。エラー表示がキャンセルされ、次の測色がす 
ぐにできるようになります。 


2.2.4 キャリブレーションファイルの割り当て 


作成したキヤリブレーシヨンファイルを Print Server に登録すると、プリント時にプリントオプションから選択で 
きます。 


-キャリブレーションを実施しただけではプリントに適用されません。[カラー調整ファイルの管理]ダイ 
ア□グボックスで割り当てを行い、プリントオプションの[画質]〉[キャリブレーション]でキャリ 
ブレーションファイルを選択してください。 

• [自動]の場合、キャリブレーション作成時や[キャリブレーショントップ メニュ ー] ダイアログボック 
スの[割り当て]で、用紙トレイと原稿タイプに割り当てられたキャリブレーションファイルが使用さ 
れます。 

• 1〜100の場合、キャリブレーション作成時や[カラー調整ファイルの管理]ダイアログボックスで、 
該当番号に割り当てたキャリブレーションファイルが使用されます。 

• 割り当てられたキャリブレーションファイルは、[キャリブレーショントップメニュー]ダイアログボッ 
クスに青字で表示されます。 

キャリブレーションファイルの作成については、「2.2.2キャリブレーションの実施」 ( P .54) を参照して 

ください。 
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2.2 キャリブレーションで色を補正する 


4. [閉じる]をクリックします。 

ぬ補足、 割り当てたキヤリブレーションファイルをプリントに適用するときは、プリントオプションの[画質]> 
[キャリブレーション]からキャリブレーションファイルを選択します。 


〇参照 


詳細は、「4.1.5画質」 ( P .238) を参照してください。 


操作手順 


7 . ServerManager の; Q ) [カラー調整ファイルの管理]をクリックします。 

@補足 " [カラー]—[カラー調整ファイルの管理]を選択しても、[カラー調整ファイルの管理]ダイアログボッ 
- ’ クスを表示できます。 

Z. [キヤリブレーシヨンファイル]をクリックします。 



1〜100の中から割り当てる番号のキャリブレーションファイル名が表示されている箇所をク 
リックし、プルダウンメニューからキャリブレーションファイルを選択します。 


'ノファイル-割り当て 




0 



0 


. :1 - 一;, 

B; s; s; Sim aim s; B; s; s; aim B 乐 s; s; Sim s; sllmslm H 

01234567 A 
2345678911111111 < 
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2 色の調整と管理 


2.2.5 キヤリブレーシヨンターゲットフアイルの設定 


プリントで使用する用紙専用にカスタマイズしたキャリブレーションターゲットファイルを作成できます。 

^ 埔足 \ • 非コート紙用のキャリブレーションターゲットファイルを標準で用意しています。 

^ - ) • キャリブレーションターゲットファイルを作成するためには、オプションの測色器 ( UV フィルターな 

しの il ) が必要です。 


キヤリブレーシヨンターゲットファイルの作成 


操作手順 


7 . ServerManager の 1 餐 [キャリブレーション]をクリックします。 

補足 s [カラー]—^キャリブレーション]を選択しても、[キャリブレーショントップメニュー]ダイアログ 
- ノ ボックスを表示できます。 

Z. [夕ーゲット作成]をクリックします。 



LPJ1 岛 X □取 Z 0 

新規作成 割り当て ' :—二 亍イ 状®^ 夕ーゲット作成 


接続ブリンタ： [DocuPrintC5000d Ivj ファイルの種類： ©キャリブレーション 〇 ターゲット 

150dot ( 200dotC¥ 苒） 'faJOdot (地図)1_ 
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2.2 キャリブレーションで色を補正する 


3 . 読み取り装置と原稿タイプ、用紙トレイを設定します。 



• 読み取り装置 


I i+il_Reader 

ilReader を使用して、キヤリブレーシヨンターゲットファイルを作成します 


©補足） 


il はオプションです。 

il は UV フイルターなしの il を使用してくださし、。 


iliO+MeasureTool 

iliO+MeasureTool を使用して、キヤリブレーシヨンターゲットフアイルを作成します0 


©補足」 


iliO にセツトする il は UV フイルターなしの il を使用してくださし、。 


修原稿タイプ 

スクリーン線数を選択します。 

• 1 50 dot • 200 dot (写真） • 300 dot (地図) 


♦用紙トレイ 

プリントする用紙のある用紙トレイを選択します。 

[手差しトレイ]を選択した場合は、[用紙サイズ]を入力し、[用紙種類]、[色]を選択します。 

4. 夕ーゲット作成用チャートをプリントする場合は、[部数]を入力し、[印刷]をクリックします。 

^ 補口 \ •最後にプリントされたキャリブレーションターゲット作成用チャートに、汚れや色ムラがないことを確 
^ ノ 認してください。汚れなどがあった場合は、1枚前のチャートを確認してください。 

• プリントする部数は、プリントを安定させるために3部以上をお勧めします。 

5 . 読み込み方法 （[il_Reader を使って測色する]、または[測色ファイルを使用する])を選択し 
ます。 

[測色ファイルを使用する]を選択したときは、[参照]をクリックして、測色ファイルを選択し 
ます。 


@補足） 


• [ iliO + MeasureTool ] を選択したときは、 [ il _ Reader を使って測色する]を選択することはできません 0 

• il はオプションです。 

• il は UV フイルターなしの il を使用してください。 
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2 色の調整と管理 


6 . [測色開始]をクリックします。 

[il_Reader を使って測色する]を選択したときは、 il_Reader が起動します。 

[測色ファイルを使用する]を選択したときは、測色ファイルが読み込まれます。 

ぬ補足、 A 4 サイズ以上で夕ーゲット作成用チヤートをプリントすると、そのままでは測定用バックアップボード 

^- J とチヤート測定用ルーラーを使った測色ができません。夕ーゲット作成用チヤートを測定用バックアップ 

ボードに入る大きさに切り取ってから測色してください。 

^ •測色方法については、 「2.2.3 il _ Reader と測色器」 （ P .62) を參照してください。 

• il _ Reader での測色データの読み込みについては、 「 il _ Reader による測色」 ( P .67) の手順4以降を参 
照してください。 

7 . 夕ーゲットファイル名と必要に応じてファイルコメントを入力し、[保存]をクリックします。 



キャリブレーションターゲットファイルの削除 

7. [キャリブレーショントップメニュー]ダイアログボックスの[ファイルの種類]で、[ターゲット]を選択 
します。 

2 .削除するキャリブレーションターゲットファイルを選択し、[削除]をクリックします。 

補足 > • キャリブレーションの作成や更新で使うキャリブレーションターゲットファイルを削除しないように注 
— J 意してください。 

• ( Delete ) キ ー 、または 〈 Backspace 〉 キーでも削除できます。 
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2.3 RGB 用 ICC プ□ファイルを設定する 


2.3 RGB 用 ICC プロファイルを設定する 

モニターに使用した ICC プロファイルをプリントに適用すると、プリント結果の色味をより近づけ 
ることができます。 

ICC プ□ファイルを Print Server に読み込み、[カラーモード]を[フルカラー1 (RGB/CMYK)] にすると、プ 
リントに反映できます。 

以下の2種類の RGB 用 ICC プロファイルを Print Server に読み込み、プリントに反映できます。 

• モニター用 RGB 色補正プ□ファイル 
• プリンターや印刷環境用のプリント用 RGB プ□ファイル 

@補足^ ICC プ□ファイルは、管理者モードのときに操作できます。一般ユーザーモードでは、閲覧だけできます。 

2.3.1 RGB 色補正プ□ファイルの設定 


RGB 色捕正プ□ファイルの読み込み/割り当て 

プリントに適用する RGB 色補正プロファイルの読み込みと割り当てを行います。 

読み込んだ RGB 色補正プロファイルを Print Server に登録すると、プリント時にプリントオプションから選択で 
きます。 


操作手順 


7. ServerManager の U [カラー調整ファイルの管理]をクリックします。 

^ 補足 " [カラー]—[カラー調整ファイルの管理]を選択しても、[カラー調整ファイルの管理]ダイアログボッ 
-^クスを表示できます。 

Z. [RGB 色補正プロファイル]をクリックします。 



クライアントコンピューターの ServerManager で実行した場合は、[ファイルを開く]ダイアログボック 

- ) スが表示される前に 、 Print Server のファイルか、クライアントコンピューターのファイルのどちらから 

読み込むかを選択する、[読み込み元]ダイアログボックスが表示されます。 
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2 色の調整と管理 


3 . [読み込み]をクリックします。 



4. 読み込む icc プ□ファイルを選択し、[開く]をクリックします。 
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2.3 RGB 用 ICC プ□ファイルを設定する 


5 . 必要に応じてプ□ファイル名を変更し、[〇 K ] をクリックします。 


RGB 色補正ブロファイル 




プロファイル名： 


Copyright : Copyright 2000 Adobe Systems Incorporated 


Description : Adobe RGB (1998) 




Qd D 山 " tl 


ブロファイル 

Ur 

Ku DOj/J 

ブロファイル 




CIEbased —-- 

(PostScr ipt カラー音理） 

特色- 


-rs 


1」 


►プリンタ用の呤一 
►印刷塚境用の時 


CMYK- 


CMYK 

ソミユレーVヨン 


ザ ー 


0K ] | キヤンせル] 


プ□ファイルが Print Server に読み込まれ、一覧に表示されます。 

松補口 、 • [ RG 巳色補正プロファイル-割り当て]ダイアログボックスの一覧で番号を選択した場合は、選択した番 
^ ノ 号にプロファイルを割り当てるかを確認するダイアログボックスが表示されます。[はい]を選択する 
と、選択された番号にプ□ファイ J しが割り当てられます。 

• 「標準」、 「 fxsRG 巳 CSA 」 、 「 fxaRGB 1998」 、および読み込み済みのプ□ファイルと同じ名前は、プロ 
ファイル名に使用できません。 

0 . 1〜100の中から割り当てる番号のプ□ファイル名が表示されている箇所をクリックし、プルダ 
ウンメニューからプ□ファイルを選択します。 

/• [閉じる]をクリックします。 


松補足、割り当てたプ□ファイルをプリントに適用するときは、プリントオプションの[カラー] > [カラー詳細 
^- ) ( RGB 設定)]〉 [ RGB 色補正]からプロファイルを選択します。 

^参昭 詳細ま、「4.1.4カラー」の「カラー詳細 （ RGB 設定)」 ( P .232) を參照してください。 


RGB 色補正プロファイ J し名の変更 


7. [ RGB 色補正プ□ファイル-割り当て]ダイア□グボックスで、変更するプ□ファイルを選択して[プ□パ 
テイ]をクリックします。 

2. [プ□パティ]ダイアログボックスで名前を変更し、 [0 K ] をクリックします。 


RGB 色捕正プ□ファイルの削除 


7. [ RGB 色補正プ□ファイル-割り当て]ダイアログボックスで、削除するプ□ファイルを選択し、[削除]をク 
リックします。 

Z 確認のダイアログボックスで、[はい]をクリックします。 


©補足） 


割り当てられているプロファイルを削除した場合は、「標準」が割り当てられます。 
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2 色の調整と管理 

2.3.2 RGB 出カプ□ファイルの設定 


RGB 出カプロファイルの作成/読み込み/割り当て 

プリントに適用する RGB 出カプ□ファイルの作成、または ICC プ□ファイルの読み込みと割り当てを行います。 
読み込んだ RGB 出カプ□ファイルを Print Server に登録すると、プリント時にプリントオプションから選択でき 
ます。 


操作手順 


7 . ServerManager の; Q ) [カラー調整ファイルの管理]をクリックします。 

補足 、 [カラー]—[カラー調整ファイルの管理]を選択しても、[カラー調整ファイルの管理]ダイアログボッ 
-^クスを表示できます。 

Z . [ RGB 出カプロファイル]をクリックします。 



• RGB 出カプ□ファイルの作成を行う場合は、手順3に進んでください。 

• 作成済みの RGB 出カプ□ファイルの読み込みを行う場合は、手順7に進んでください。 
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2.3 RGB 用 ICC プ□ファイルを設定する 


RGB 出カフ□ファイルを作成する場合は、事刖にバターン画像セットをフリンターでフリントし、測 
色を行つておく必要があります。 


©補足) ； 


パターン画像セットのうち、「ドラフトセット」は RGB 出カプ□ファイルの作成には使用できません。 
[標準]が選択されている場合には、 RGB 色補正プロファイルで [AdobeRGB (1998)] を選択する 
と、 RGB 出カプロファイルは 「AdobeRGB (1998) 」用に切り替わります。ただし、 RGB 出カプロ 
ファイルで読み込んだプ□ファイルが選択されている場合には 、 「AdobeRGB (1998)」用のプ□ファ 
イルに切り替わらずに、選択された RGB 出カプロファイルが使用されます。 

そのため、 RGB 色補正プロファイルで 、 [AdobeRGB (1998)]を選択し、 RGB 出カプロファイルで 
「AdobeRGB (1998)」を想定していないプ□ファイルを選択した場合には、意図したプリント結果に 
ならないことがあります。 


Q 參 ps 、 詳細ま、「2.4.1測色データの作成」 （ P .84) を參照してください。 

4. 各項目を設定し、 [0 K ] をクリックします。 


RGB 出カプロファイノレ作成 




接！)冗フリンタ (D): [ docuP rint 。5000 d 

r ブリンタの特性設定 




パターンデータ ( E ): | CPMP _ StandardJ 188 ptn 
ファイル名 ( E ): 




| CPMPStandard 1188. it 8 


参照 (D 


ブロファイル設定 
RGB 入カブロファイル ： sRGB 

出カブ□ファイル•棺度：標準モード 33 x 33 x 33 


詳細設定(@)」 


出カブロファイル 


ブロファイル名 (P: | CPMPStandard 1188 


キャンセル J 


•接続プリンタ 

[DocuPrint C 5000 dl を選択します。 


3 . RGB 出カプ□ファイルを作成する場合は、[作成]をクリックします。 


RGB 出カブロファイル-普】り当て 


■ H X 

作成…読み込み…プロパテイ…三 

接続プリンタ： 33 


0 


準準準準準準準準準準準準準準準準说 

a; B; S 乐 aim a; a; B; BI 爪 s; s; B 系 s_m si Sim S 系 S; ; 


麗 aaaa»aaaaaaaaa 里 
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2 色の調整と管理 


♦プリンタの特性設定 
プリンターの特性データを設定します。 

パターンデータ 

測色データの作成に使用したパターン画像セットと同じものを選択します。 

ファイル名 

ファイル名を直接入力するか、[参照]をクリックして表示されるダイアログボックスで測色データ 
のファイルを選択します。 

♦プ□ファイル設定 

[詳細設定]をクリックして、 RGB 入カプ□ファイルと出カプ□ファイルの精度を設定します。 


翻雖 

1谷 ㈣ 

RGB 入カブ□ファイル ( K ): 


| AdobeRGB (1998) 

zi 

出カブ□ファイル搭度 ( L ): 


|標準モ-ド 33 x 33 x 33 

zi 

OK 

キャンセル| 



RGB 入カプ□ファイル 

RGB 出カプ□ファイルを作成するときに、 RGB 入力で想定される入カプ□ファイルを設定します。こ 
の RGB 入カプ□ファイルの特性に合わせて RGB 出カプロファイルの作成を最適化します。 

• sRGB 

デジタルカメラ • モニターなどの標準的なソース色空間です 

• AdobeRGB (1998) 

Adobe 社指定のソース色空間です。標準的なモニターよりかなり広域な色空間です。 

ぬ補足 、 • [Adobe RGB (1998)]を選択した場合、プリントオプションの[カラー]〉[カラー詳細 （ RGB 設 
/ 定）]の [ RG 巳色補正]を [Adobe RGB (1998)]にしてください 。 [Adobe RGB (1998)]以外の 
場合、意図したプリント結果にならないことがあります。 

• [Adobe RGB (1998)]を選択した場合、 [ RGB 出カインテント]の設定を変更しても同じプリント結 
果になります。 

出カプロファイル精度 

作成するプ□ファイルの精度を選択します。 

• 高速モード21 x 21 x 21 

21 x 21 x 21 の格子点のプ□ファイルを作成します。格子点数が少ないので、短い時間でプ□ファイ 
ルを生成できます。 

• 標準モ-ド 33 x 33 x 33 

33 x 33 x 33 の格子点のプ□ファイルを作成します。格子点数が多いので、高精度なシミュレーシヨ 
ンができます。 

•出カプ□ファイル 
作成するプ□ファイル名を入力します。 


5. [はい]をクリックします。 

6 . [〇 K ] をクリックします。 

RGB プ□ファイルの作成を行った場合は、手順9に進んでください。 
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2.3 RGB 用 ICC プ□ファイルを設定する 


■ H X 

作成…読み込み…プ□パテイ…三 


7. 作成済みの RGB 出カプ□ファイルを読み込む場合は、[読み込み]をクリックします。 


捕足 ） クライアントコンピューターの ServerManager で実行した場合は、[ファイルを開く]ダイアログボック 
スが表示される前に 、 Print Server のファイルか、クライアントコンピューターのファイルのどちらから 
読み込むかを選択する[読み込み元]ダイアログボックスが表示されます。 


8 . 読み込む icc プ□ファイルを選択し、[開く]をクリックします。 


1 


ファイルの埸所①: 


想示した場所 


デスクトップ 

□ 

ライブラリ 


1ドキュメント 


v ] © it ^ uni- 

丄更新日時 


丄驗 


ム Fax 

— Fuji Xerox 
“ Scanned Documents 


2010/08/19 10:18 
2010/09/01 10:29 
2010/08/19 10:18 


フアイノレフオ. 
フアイノレフオ . 
フアイノレフ;^ 




コンピューター 




0： 


S 


ネツトワーク 


ファイル名⑽ 


ファイルの種類 ( D : ICC ブロファイル (*. icc ) 




[ 


L 


キャンセル 


>ファイルを開く 


RGB 出カブロファイル-普]り当て 


0 


0 


準準準準準準準準準準準準準準準準说 

a; B; S 乐 aim a; a; B; BI 爪 s; s; B 系 s_m s; Sim S 系 S; ; 
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81 







































2 色の調整と管理 


9 . RGB プ□ファイルの出力形態を設定します。 



読み込んだ ICC プ□ファイルに合わせて、[プリンタ用のとき]、または[印刷環境用のとき]のどち 
らかを選択します。 

10 . 必要に応じてプ□ファイル名を変更し、 [0 K ] をクリックします。 

プ□ファイルが Print Server に読み込まれ、一覧に表示されます。 

松補足 、 • [ RG 巳出カプロファイル-割り当て]ダイアログボックスの一覧で番号を選択した場合は、選択した番号 
^ ^ にプ□ファイルを割り当てるかを確認するダイアログボックスが表示されます。[はい]を選択すると、 

選択された番号にプ□ファイルが割り当てられます。 

• 標準で用意されているプ□ファイル名、および読み込み済みのプ□ファイルと同じ名前は、プ□ファイ 
ル名に使用できません。 

1 I • 1〜100の中から割り当てる番号のプ□ファイル名が表示されている箇所をクリックし、プルダ 
ウンメニューからプ□ファイルを選択します。 

7 z . [閉じる]をクリックします。 


松補足、割り当てたプ□ファイルをプリントに適用するときは、プリントオプションの[カラー] > [カラー詳細 
^- ) ( RGB 設定)]〉 [ RGB 出カプロファイル]からプロファイルを選択します。 

参昭 、 詳細ま、「4.1.4カラー」の「カラー詳細 （ RGB 設定)」 ( P .232) を參照してください。 


RGB 出カプロファイルの名前変更 


7. [ RGB 出カプ□ファイル-割り当て]ダイアログボックスで、変更するプ□ファイルを選択し、[プロパティ] 
をクリックします。 

2. [プ□パティ]ダイアログボックスで名前を変更し、 [ OK ] をクリックします。 


RGB 出カプ□ファイルの削除 


7. [ RGB 出カプ□ファイル-割り当て]ダイア□グボックスで、削除するプ□ファイルを選択し、[削除]をク 
リックします。 

2 .確認のダイアログボックスで、[はい]をクリックします。 


^補足\ 割り当てられているプロファイルを削除した場合、「標準」が割り当てられます。 
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2.4 CMYK プ□ファイルを設定する 



CMYK プ□ファイルを設定する 



CMYK プ□ファイルの作成には、シミュレーションする印刷環境と 、 Print Server からパターン画像データをプリ 
ントして測色した測色データを使用します。各測色データの代わりに、 ICC プ□ファイルも使用できます。 

測色には、以下の測色器と測色ソフトウェアの組み合わせを使用できます。 

• X - Rite 社の測色器 「 il 」 と、測色ソフトウェア 「 il _ Reader 」 

• X - Rite 社の測色器 HliOjx 「 iliSis」、「iliSis XL 」、 または 「 SpectroScan 」 と、測色ソフトウェア 「MeasureToolj 
• X - Rite 社の測色器 「 SpectroScan 」 と測色ソフトウェア 「 SpectroChart」、「SpectroChart Lite 」 


@補足） 


以降、 SpectroChart と記載した場合は、 SoectroChart と SpectroChart Lite の両方を表します。 


0参照） 


X - Rite 社の製品については、同製品の取扱説明書を參照してください。 


♦デバイスリンクプ□ファイルを CMYK プ□ファイルに変換する方法 

デバイスリンク ICC プ□ファイルを作成できるアプリケーションで作成されたプ□ファイルが 、 Print Server 
で使用できる CMYK プ□ファイルに変換できます。 

変換方法には、通常モードと高精度モードがあります。 


CMYK プロファイル作成の 流れ 


測色データや ICC プロフ : 


■ 


Color Profile Maker Pro で CMYK プロファイルに変換する 



① フアイルの最適化 

② 最終処理 


CMYK プロフ : 


-測色データの作成方法については、「2.4.1測色データの作成」 （ P .84) を參照してください。 
•通常モードについては、「2.4.2通常モード」 （ P .88) を參照してください。 

•高精度モードについては、「2.4.3高精度モード」 （ P .102) を參照してください。 


CMYK プ□ファイル 


以下のカラープ□ファイルが用意されています。以下のプ□ファイルは、 CMYK プ□ファイルの割り当てを実行し 
なくても使用できます。 


@補足） 


カラープ□ファイルは、 J 紙で 82 g / m 2 を想定して作成されています。 


JapanColor 2007(アート紙） 

社団法人日本印刷学会発行の 「Japan Color 色再現印刷2007」のァート紙 （ ISO 規格用紙タイプ1 ) 印刷をシ 
ミュレーシヨンできるプ□ファイルです。 

JapanColor 2007(コート紙） 

社団法人日本印刷学会発行の 「Japan Color 色再現印刷2007」のコート紙 （ ISO 規格用紙タイプ 3) 印刷をシ 
ミュレーシヨンできるプ□ファイルです。 
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2 色の調整と管理 


JapanColor 2007(マツト紙） 

社団法人日本印刷学会発行の 、 「Japan Color 色再現印刷2007」のマットコート紙 （ ISO 規格用紙タイプ 2) 
印刷をシミュレーションできるプ□ファイルです。 

JapanColor 2001 ( アート紙） 

社団法人日本印刷学会発行の 「Japan Color 色再現印刷2001」のァート紙 （ ISO 規格用紙タイプ 1) 印刷をシ 
ミュレーションできるプ□ファイルです。 

JapanColor 2001(コート紙） 

社団法人日本印刷学会発行の 「Japan Color 色再現印刷2001」のコート紙 （ ISO 規格用紙タイプ 3) 印刷をシ 
ミュレーションできるプ□ファイルです。 

JapanColor 2001 ( マツト紙） 

社団法人日本印刷学会発行の 、 「Japan Color 色再現印刷2001」のマットコート紙 （ ISO 規格用紙タイプ 2) 
印刷をシミュレーションできるプ□ファイルです。 

JapanColor 2002(新聞） 

新聞用 Japan Color 2002 ( JCN 2002) をシミュレーションできるプ□ファイルです。 

雑誌広告基準カラー V 2(2004) 

雑誌広告基準カラー （ JMPA カラー） Version 2 をシミュレーションできるプ□ファイルです。 

2.4.1 測色データの作成 


CMYK プ□ファイルを作成するときに必要となる印刷物の測色データ、およびプリンターの測色データを作成しま 
す0 


• オフセット印刷の特性が ICC プ□ファイルで提供されるような場合には、測色値の代わりに ICC プ□ファ 
イルを使用することもできます。また、より厳密な印刷シミュレーションを行う場合は、測色データの 
作成をお勧めします。 

• 代用できる ICC プ□ファイルは、 CMYK のアウトプットプ□ファイルに対応しているものだけです。そ 
れ以外の ICC プ□ファイルは、処理できません。 

• SpectroChart には、測定パターンを作成する機能があるため、任意のパターン画像セットを測定する 
ことができます。 


〇参照 ) t 


デバイスリンク ICC プ□ファイルから CMYK プ□ファイルを作成する操作については、「2.4.4デバイス 


■パターン画像セツト 

MeasureTool を使用して測色する場合は、バターン画像セットが用意されているフォルダーに、測色バターン 
ファイルを用意しています。用意されているパターン画像セット以外を使用しても、プ□ファイルを作成する 
ことができます。ただし、主要な色を含み、パッチ数が多いバターン画像セット （ IT 8.7/3 や ECI 2002など） 
をお勧めします。主要な色を含まなかったり、パッチ数が少ない場合、プ□ファイルの精度が低下したり、夕一 
ゲット調整機能を使用できないことがあります。 

♦SpectroScan を使用する場合 


フォルダー 

パターン画像セツト 

対応する測色パターン 
データファイル 

測色ソフトウェア 

SpectroChart 

MeasureTool 

for SpectroScan and 
SpectroChart 

CMYK_Gretag.eps 

PrintServer_Series 
_11 88_ptn 

〇 


for SpectroScan and 
MeasureTool 

CPMP—Full_Lino 
_MeasureTool_[l -2].eps 

CPMP_Full_l 584.ptn 


〇 


〇：使用可能な組み合わせです。 

SpectroChart を使用して測色する場合、以下に測色パターンファイルが用意されています。 
Macintosh クライアント用 

|— ] D:¥Fuji Xerox¥Print Server PX¥bin¥CMYKProfiler¥GretagMacbeth SpectroChart Support¥Mac chart pattern file 
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2.4 CMYK プ□ファイルを設定する 


Windows クライアント用 

D:¥Fuji Xerox¥Print Server PX¥bin¥CMYKProfiler¥GretagMacbeth SpectroChart Support¥Win chart pattern file 


©補足） 


SpectroChart は Mac OS X には対応していません 。 Mac OS X で SpectroScan を使用する場合は、 
MeasureTool を使って測色を行ってください。 


♦ il と ilReader を使用する場合 


フォルダー 

パターン画像セツト 

対応する測色パターンデータファイル 

for il Ruler Board 

CPMP _ Draft _ eye - one.eps 

CPMP _ Draft _256 .ptn 

C P M P_S t a n d a rd_ey e-o n e _ [1-3 ].eps 

CPMP _ Standard _ l 1 88 .ptn 

C P M P_F u 1 l_ey e-o n e _ [1-4 ].eps 

CPMP—FulU 584 .ptn 


" •甫足 ）•「 CPMP _ Draft _ eye - one . eps 」、「 CPMP _ Standard _ eye - one _[ l -3]. eps 」、 および 「 CPMP _ Full _ eye - 
^ ^ one _[ l -4]. eps 」 は、 il に付属している測定用バックアップボードを使用することを想定しているので、 

測定用バックアップボードについているクリップで挟みやすいように上部に余白のある配置になってい 
ます。 

• 測定用バックアップボードが付属していない il を使用する場合は、下部に余白があった方が測色しやす 
いので、下部に余白がある配置の異なるパターン画像が 「foril Ruler 」 フォルダーに同ーファイル名 
で用意されています。 

♦ iliO と MeasureTool を使用する場合 


フォルダー 

パターン画像セツト 

対応する測色パターンデータファイル 

for il iO and MeasureTool 

CPMP _ Full_il iO _ MeasureTool_[l -2 ].eps 

CPMP — Full _1584 .ptn 


iliO と MeasureTool を使用して測色する場合、以下に測色バターンファイルが用意されています 0 
|__ ] D:¥Fuji Xerox¥Print Server PX¥bin¥CMYKProfiler¥Chart folder¥EPS¥for iliO and MeasureTool 

♦il iSis と MeasureTool を使用する場合 


フォルダー 

パターン画像セツト 

対応する測色パターン 
データフアイル 

iliSis のタイプ 

iliSis 

iliSis XL 

for il iSis and Measure fool 

CPMP _ Full_iSis 
— MeasureTool 」"! - 2].eps 

CPMP—Full J 584 .ptn 

□ 

□ 

for il iSisXL and 
MeasureTool 

CPMP_FullJSisXL 

_ MeasureTool.eps 

CPMP—FulU 584 .ptn 


■ 


□ : A 4 サイズ用です。 A 4 よりも大きい用紙にプリントしたときは、実線で切り取ってください。 
■ : A 3 サイズ用です。 


iliSis と MeasureTool を使用して測色する場合、以下に測色バターンファイルが用意されています 0 
I 1 D:¥Fuji Xerox¥Print Server PX¥bin¥CMYKProfiler¥Chart folder¥EPS¥for iliSis and MeasureTool 
iliSis XL と MeasureTool を使用して測色する場合、以下に測色バターンファイルが用意されています 0 
I 1 D:¥Fuji Xerox¥Print Server PX¥bin¥CMYKProfiler¥Chart folder¥EPS¥for iliSisXL and MeasureTool 
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2 色の調整と管理 


測色 データの 作成 


操作手順 


7. 以下のフォルダーにある任意のパターン画像セツトを複製します。 

バタ—ン画像セツトは、測色に使用する測色器の種類によってファイルが異なります。 

I 1 D:¥Fuji Xerox¥Print Server PX¥bin¥CMYKProfiler¥Chart folder¥EPS 

2 . 手順 i で複製したバターン画像セツトを印刷会社や印刷工場などに提供し、印刷を依頼します。 


3 . 手順1で複製したパターン画像セツトを Photoshop や Illustrator などの CMYK を扱えるアプリ 
ケーシヨンで 、 Print Server を使用し、プリンターからプリントします。 


-測色用の印刷物をプリントした印刷環境と実際の印刷物で使われる印刷環境が異なっていた、というよ 
うな問題を避けるために、印刷会社、印刷工場（製版部門、印刷部門）の担当者へ、目的を知らせる、 
または打ち合わせを行うことをお勧めします。 

•測色用の印刷物には、測色用のパッチのほかに、皮膚の色やハイライトなど、目立つ、またはよく使う 
種類の画像を一緒に配置しておくことをお勧めします。 

• パターン画像セットをプリントする前に、プリンターのキャリブレーションを行ってください。 
キャリブレーションについては、「2.2キャリブレーションで色を補正する」 ( P .53) を参照してくださ 
い0 

• パターン画像セットのプリント時、プリントオプションの項目を、以下のとおりに設定してください。 


• [カラー]〉[カラーモード]:[フルカラー1 ( RGB / CMYK )]、 または[フルカラー ( RGB / CMYK )] 
• [カラー]〉[カラー詳細 （ CMYK 設定)]〉 [ CMYK 色補正]:チェックマークなし 
• [カラー ] > [ユーザー調整]:[しない] 

• [カラー] > [濃度調整]:[しない] 

• [カラー] > [カラー詳細（共通設定)] > [トナー総量調整]:[標準] 

• [カラー] > [明るさ調整]: [0] 


• [画質]〉[その他の設定（画質 )]〉 [Image Enhancement / 白抜き文字の強調]:しない 
Print Server の[ジョブ読み込み]機能を使用してプリントすることもできます。[ジョブ読み込み]機 
能については、「ジョブ読み込み」 ( P .164) を参照してください。 

プリントされた各パッチに、汚れや色ムラがないことを確認してください。汚れなどがあつた場合は、 
再度プリントしてください。 

Photoshop でプリントする場合、 Photoshop のポストスクリプトカラーマネージメントはオフにして 
ください。 Photoshop のポストスクリプトカラーマネージメントをオンにして、プリント、または EPS 
ファイルを作成すると、 Photoshop の[カラー設定]の [ CMYK 設定]のカラープロファイル情報で 
色補正が行われます。 （ ICC プ□ファイルが埋め込まれます） 

Color Profile Maker Pro で作成したプ□ファイルを使用してプリントする場合も、ポストスクリプト 
カラーマネージメントをオフにして、 ICC プ□ファイルが埋め込まれないようにして、 Photoshop から 
DeviceCMYK でプリントしてください。 


Photoshop のパージョンに よって、 「 PostScript カラー管理」、または「ポストスクリプトカラーマネー 
ジメント」 というように表示が異なります。 


4. 測色器を使って、手順2で入手した印刷物と手順3のプリント結果を番号順に測色し、それぞれ 
の測色データを作成します。 


©補足」 


• 測色器の違いによる誤差を避けるため、同じ測色器と測色条件で、測色データを作成してください。 
• 測色するときには印刷物の下に、測色する用紙と同じ用紙の白紙を5枚以上重ねてください。 
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2.4 CMYK プ□ファイルを設定する 


測色時の注意 


Color Profile Maker Pro での印刷シミュレーションは、印刷条件や測色条件によって、その性能が左右されます。 

Color Profile Maker Pro の機能を十分に発揮させるため、以下の事項にご注意ください。 

♦用紙とインキ 

Color Profile Maker Pro は、一般的な印刷用紙とプロセスインキによる印刷条件を想定しています。より良 

い印刷シミュレーション結果を得るために、着色紙や特色インキは、使用しないでください。 

♦測色に使用するパターン画像セット 

プリントされた各パッチに、汚れや色ムラがないことを確認してください。汚れなどがあった場合は、再度プ 

リントしてください。 

♦測色 

• 測色器のキャリブレーションや測色方法は、印刷シミュレーションに大きく影響を与えます。測色器の取扱 
説明書をよくお読みのうえ、正しくご利用ください。 

• 測色器の違いによる誤差を避けるため、同じ測色器と測色条件で、測色データを作成してください。 

• 測色するときに印刷物の下に敷く台紙には、測色時の写りを抑えるため、測色対象と同じ用紙の白紙を5枚 
以上重ねてください。 

• 印刷シミュレーションするファイルに ICC プ□ファイルが埋め込まれている場合は、ファイルを保存したア 
プリケーションで、埋め込みを解除してください。 ICC プ□ファイルが埋め込まれていると、 ICC プ□ファ 
イルの情報が優先され 、 Color Profile Maker Pro での印刷シミュレーションができない場合があります。 

• CMYK パラメーターの作成には、処理に時間がかかる場合があります 。 Print Server で処理を実行すると、 
その間はプリント動作が遅くなります。 

♦ iliO 、 iliSis 、 iliSisXL 、 または SpectroScan と、 MeasureTool を使用する場合 

• 測色方法については、ご使用の測色器、および MeasureTool に付属の取扱説明書を参照してください 0 

•書き出しフォーマットは、 CE - Lab を選択してください。 

補足 ^ • 処理の完了を知らせるダイアログボックスで [ Lab の書き出し]を選択すると、 CIE - Lab で保存されます。 

- ) • [ファイル]〉[別名で保存]で保存した場合は、 CE - Lab で保存されません。 

•測色時の設定は、以下のとおりです。 

-観測光源： D 50 光源 
-観測視野： 2° 

•フィルターを使用しないことをお勧めします。フィルターを使用しない場合、測色時のフィルターは、 「 No 」 
を設定してください。 

♦ SpectroScan と SpectroChart を使用する場合 

• 測色方法については、 SpectroScan 、 および SpectroChart に付属の取扱説明書を参照してください。 

•書き出しフォーマットは、 CE - Lab を選択してください。 

•測色時の設定は、以下のとおりです。 

-観測光源： D 50 光源 
-観測視野： 2° 

-白色基準 ： Abs 

•ファイルフォーマット形式は、 「. it 8 j を選択してください。 

•フィルターを使用しないことをお勧めします。フィルターを使用しない場合、測色時のフィルターは、 「 No 」 
を設定してください。 
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2 色の調整と管理 


♦ il と il _ Reader を使用する場合 

•測色するパターン画像セットに該当する測色パターンデータファイルを選択してください。 

•測色データ形式は、「三刺激値 （ CELAB )」 を選択してください。 

•測色方式は「ストリップ測色」、または「ダブルストリップ測色」をお勧めします。 

•測色するときは、 il に付属しているスキャニングルーラー、または測定用バックアップボードを使用して、 
フリーハンドでの測色は行わないでください。フリーハンドで測色を行うと、正しい測色結果にならないこ 
とがあります。 

^参萨^ 測色方法については、 「2.2.3 il _ Reader と測色器」 （ P .62) を參照してください。 

2.4.2 通常モード 


操作手順 


7 . ServerManager の[カラー調整ファイルの管理]をクリックします。 

ぬ脇 [カラー] — [カラー調整ファイルの管理]を選択しても、[カラー調整ファイルの管理]ダイアログボッ 
^- ’ クスを表示できます。 

Z . [ CMYK シミュレーション]をクリックします。 
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3 . [作成]をクリックします。 


2.4 CMYK プ□ファイルを設定する 



Color Profile Maker Pro が起動します。 
4. [通常]をクリックします。 
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2 色の調整と管理 


5 . タブを切り替えて、作成する CMYK プ□ファイルの条件を設定し、 [0 K ] をクリックします。 



^参昭 > 詳細ま、「カラープ□ファイルの作成」の以下の各タブの説明を參照してください。 
• 「カラープ□ファイルの作成-各タブ共通」 （ P .91) 

• 「カラープ□ファイルの作成-[ファイル]タブ」 （ P .92) 

• 「カラープ□ファイルの作成-[作成条件 1] タブ」 （ P .94) 

• 「カラープ□ファイルの作成-[作成条件 2] タブ」 （ P .96) 

• 「カラープ□ファイルの作成-[作成条件 3] タブ」 （ P .97) 

• 「カラープ□ファイルの作成-[紙地色指定]タブ」 （ P .101) 

6 . 表示されている設定内容をすべて確認し、[実行]をクリックします。 


設定情報の確認 


以下の条件で、カラ-ブ□ファイルを作成します。 


項目 

I 設定 

ラ'-ブ□ファイル】 

出カプロファイル 

D：¥CPMPMProfile1col 

招銪:?リンタ 

DocuPrint C5000 d 

【印刷ターゲット設定】 

パターンデータ 
測色データ 

CPMP Standard 1188ptn 

D：¥CPMP¥A02.mes 

紙地色 XYZ 値 

自動)計笪 

【ブリンタ設定】 

パターンデータ 
測色データ 

CPMP Standard 1188ptn 

D：M...¥A00-iJ77 [ンス -OK 金藤測色 1188.mes 

紙地色 XYZ 値 

自射]計笪 

【一般設定】 

出カブロファイル搭度 

標準モード 

Gamut 圧稲方式 

カラリメトリック 

K 保存埋版保持) 

する 

印刷 K 制御 

標準 

紙地色補正方法 

相対ベース 

印刷 C 純色再現 

しない 

印刷 M 純色再現 

しない 

印刷 Y 純色再現 

t る 

印刷 K 単色再現 

する 

印刷 KIQWJ 再現 f 呆圍正 

K 100織色含む 

トナーコント□ール値 

デフォルト値を使用 

【ターゲット調整】 

ターゲット調整 

しない 


実行 (E) I キゃンセル (C) 」 


CMYK プ□ファイルの作成が開始されます。 
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2.4 CMYK プ□ファイルを設定する 


7. 処理の完了を知らせるダイアログボックスが表示されたら、 [0 K ] をクリックします。 


@補足） 



[ CMYK シミュレーション-割り当て]ダイアログボックスの一覧で番号を選択した場合は、選択した番 
号にプロファイルを割り当てるかを確認するダイアログボックスが表示されます。[はい]を選択する 
と、選択された番号にプ□ファイルが割り当てられます。 

[テキストファイルに保存]にチェックマークを付けると、設定情報がテキスト形式で保存されます。テ 
キストファイルのファイル名は、「出カプ□ファイル名. txt 」 です。 


カラープ□ファイルの作成-各タブ共通 

■接続プリンタ 

[DocuPrint C 5000 d ] を選択します。 

■標準に戻す 

クリックすると、すべてのタブの設定項目がデフオルトの設定に戻ります。 
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2 色の調整と管理 


カラープ□ファイルの作成-[ファイル]タブ 



■印刷ターゲットの特性設定 

• [ ICC プ□ファイルを指定]と[測色データファイルを指定]があります。どちらかを選択し、ファイル名を入力 
するか、[参照]をクリックして表示されるダイアログボックスでファイルを選択します。 

•測色データを使用する場合は、[測色データファイルを指定]を選択します。また、[パターンデータ]に、測色 
データの作成に使用したパターン画像セットに対応する測色パターンデータファイルを選択します。 

•使用できる測色データファイルのファイルフォーマットは、以下のとおりです。 

• Color Profile Maker Pro 測 色データファイル (*. mes ) 

測色ファイルコンパーターを使用すると作成される 、 Color Profile Maker Pro 独自の測色データファイルの 
形式です。 

測色データを作成するときに使用したパターン画像セットに対応する測色パターンデータファイルです。 

• il _ Reader 測色データファイル (*. it 8) 

il _ Reader を使用して測色した場合に作成される、測色データファイルの形式です。 

測色データを作成するときに使用したパターン画像セットに対応する測色パターンデータファイルです。 

• SpectroChart 測色データファイル (*. it 8) 

SpectroChart を使用して測色した場合に作成される、測色データファイルの形式です。 

測色データを作成するときに使用したパターン画像セットに対応する測色パターンデータファイルです。 

• MeasureTool 測色データファイル (*. txt ) 

MeasureTool を使用して測色した場合に作成される、測色データファイルの形式です 0 
「MeasureTool Lab File.ptnj を選択します 0 
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2.4 CMYK プ□ファイルを設定する 


• Color Profile Maker Pro 中間ファイル (*. fxc ) 

夕ーゲット調整機能で調整結果を保存すると作成される 、 Color Profile Maker Pro 独自の中間ファイルの形 
式です。 

パターンデータ情報を含んでいるため、パターンデータを選択する必要はありません。選択したパターンデー 
夕は無効になります。 

Color Profile Maker Pro では 、 「Color Profile Maker Pro 中間ファイル (*. fxc ) j 形式で、代表的な印刷特性 
の測色データを用意しています。用意されている印刷夕ーゲットの種類は、以下のとおりです。 

I 1 D:¥Fuji Xerox¥Print Server PX¥bin¥CMYKProfiler¥Target¥JPN 


用意されている印刷ターゲツトの種類 

説明 

JapanColor 2001(アート紙 ） .fxc 

社団法人日本印刷学会発行の 、 「Japan Color 色再現印刷2001」のアート紙 
( ISO 規格用紙タイプ1 ) 印刷をシミュレーションできます。 

JapanColor 2001(マツト紙 ） .fxc 

社団法人日本印刷学会発行の 、 「Japan Color 色再現印刷2001」のマツトコー 
卜紙 （ IS 〇規格用紙タイプ 2) 印刷をシミュレーションできます。 

JapanColor 2001(コート紙 ） .fxc 

社団法人日本印刷学会発行の 、 「Japan Color 色再現印刷2001」のコート紙 
( IS 〇規格用紙タイプ 3) 印刷をシミュレーションできます。 

JapanColor 2007 (アート紙 ） .fxc 

社団法人日本印刷学会発行の 、 「Japan Color 色再現印刷2007」のァート紙 
( ISO 規格用紙タイプ1 ) 印刷をシミュレーションできます。 

JapanColor 2007 (マツト紙 ） .fxc 

社団法人日本印刷学会発行の 、 「Japan Color 色再現印刷2007」のマツトコー 
卜紙 （ IS 〇規格用紙タイプ 2) 印刷をシミュレーションできます。 

JapanColor 2007 (コート紙 ） .fxc 

社団法人日本印刷学会発行の 、 「Japan Color 色再現印刷2007」のコート紙 
( IS 〇規格用紙タイフ 3) 印刷をシミュレーションできます。 

雑誌広告基準カラ ー V 2 (2004) .fxc 

雑誌広告基準カラー （ JMPA カラー） Ve 「 sion 2 をシミュレーションできます。 


■プリンタの特性設定 

•[プリンタの代表値を使用]、 [ ICC プ□ファイルを指定]、[測色データファイルを指定]があります。 
•[プリンタの代表値を使用]の場合は、プリンターの代表値が使用されます。 

-プリンターの代表値は、原稿タイプが「写真」のものになっています。 

-ほかの原稿タイプのプ□ファイルを作成する場合は、「2.4.1測色データの作成」 ( P .84) の手順3に従っ 
てバターン画像セットをプリントして測色してください。 

•測色データを使用する場合は、[印刷ターゲットの特性設定]と同様に、[測色データファイルを指定]を選 
択します。また、[パターンデータ]に、測色データの作成に使用したパターン画像セットに対応する測色 
パターンデータファイルを選択します。 

•[測色データファイルを指定]、または [ ICC プ□ファイルを指定]の場合は、ファイル名を入力するか、[参 
照]をクリックして表示されるダイアログボックスでファイルを選択します。 

[プリンタの代表値を使用]の場合は、プリンターの正確な特性を把握できないので、カラーマッチング 

^- J の精度は落ちることがありますが、印刷夕ーゲットとして ICC プ□ファイルを入手したときなどは、測色 

を行わなくてもプ□ファイルを作成できます。 

^参萨 > 原稿タイプについては、「4.1.5画質」 （ P .238) を参照してください。 

■出カプロファイル 

作成するプ□ファイル名を入力し、[保存先]をクリックして保存先を選択します。 
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2 色の調整と管理 


カラープ□ファイルの作成-[作成条件 1] タブ 



■紙地色補正方法 

紙地色補正とは、用紙の違いによって再現される色が変わる現象を調整する方法です。 


• 相対べ _ ス 


印刷物とプリンターで使用する用紙の紙地色を基準に調整されます。それぞれの基準に従ってカラー画像の全 
体的なバランスをとりながら処理します。 


測色器による色差比較など、各色の絶対レベルでの比較では、絶対ベースには劣る場合がありますが、用紙の 
白色に対する感じ方やハイライトの自然さなどに優れたプ□ファイルが作成されます。 

修相対ベース/中高濃度絶対 

低濃度域は印刷物とプリンターで使用する用紙の紙地色を基準に調整され、中高濃度域は、印刷物の色をその 
まま再現するように調整されます。 

測色器による色差比較など、各色の絶対レベルでの比較では[絶対べース]の方が色差は小さくなりますが、 
用紙の白色に対する感じ方や八イライトの自然さなどに優れたプ□ファイルが作成されます。 

籲絶対ベース/白のみ補正 

印刷物の色をそのまま再現するように調整されます。ただし、白の色がプリンター用紙の白に調整されます。 

印刷物の用紙がプリンター用紙よりもわずかに濃い場合など、[絶対ベース]ではファイルの白い部分に薄く 
色がついて、汚れのように見えることがあります。このような場合に、ファイルの白い部分が白であるプロ 
ファイルを作成できます。 
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2.4 CMYK プ□ファイルを設定する 


♦絶対ベース 

印刷物の色をそのまま再現するように調整されます。印刷物が地色付きの用紙の場合に選択します。 
EP 刷物が地色付きの場合は、ファイルの白い部分に地色を付けてプリントされます。 


@補足） 


[絶対べース]を選択して地色のシミユレーシヨンを行う場合の設定について 
• 「作成条件2」の[印刷 Y 純色—プリンタ丫純色再現]を[しない]にすることをお勧めします。 


• [印刷 Y 純色—プリンタ Y 純色再現]を[する]にすると、色差で比較したときの精度は落ちますが、少 
量のシアンやマゼンタの混合を排除できます。[しない]にすると、イエロー単色の印刷物の色にシアン 
やマゼンタを微量に混ぜて色を精度良くシミュレーションできます。ただし、地色がついている紙の場 
合は、地色よりも明るくなってしまうことがあるので、[しない]をお勧めします。 

• [印刷 K 単色—プリンタ K 単色再現]も[しない]をお勧めします。 


[印刷 K 単色 — プリンタ K 単色再現]は、ブラック単色の文字や線の色がわずかににじんで見える現象を 
抑えたり、白黒だけのファイルをグレースケールでプリントしたりするモードです。ただし、地色がつ 
いている紙の場合は、ブラックと地色とのつながりが不自然になることがあるので、[しない]をお勧め 
します。 


¢5参照） 


[相対ベース]の場合、用紙の白の色のばらつきを防ぐために、用紙の色を任意の値で入力できます。「力 
ラープロファイルの作成-[紙地色指定]タブ」 （ P .101) を参照してください。 


■ K 保存（墨版保持） 

K 保存とは、 CMYK データをプリントする場合に、色再現で重要な役割を持つ K 版の情報を保持する機能です。 


■ 印刷 K 単色—プリンタ K 単色再現 

印刷するファイルに含まれる K 単色のデータがプリンターの K 単色で再現されます。 K 単色の文字をはっきり 
とプリントする、 K だけの中間調をプリンターの K だけでプリントする効果があります。 

[しない]の場合、ファイルの K 単色の部分にも色トナーが混ざります。 

ぬ補〒 、 • [する]にした場合、設定した色の近傍で色味の忠実性が低下することがあります。これは、[印刷 K 単 
^ ^ 色—プリンタ K 単色再現]が優先されるためです。 

• [する]にした場合、ファイルによっては墨の周りの階調が不自然になることがあります。 

• 黒の色相、または黒の近傍の色相まで、より厳密にシミュレーションする場合に[しない]を設定しま 
す。ただし、黒だけの場合にもほかの色のトナーを混ぜてシミュレーション精度を上げることになりま 
すので、白黒だけのファイルであってもプリントはカラーと同様ということになります。（したがって、 
プリントオプションの[画質]〉[その他の設定]〉[カラーの自動検出]でもカラーと判断されます） 

■印刷 K 100%再現保証 

印刷するファイルの K 100% の色指定をどのようにプリントするかを選択します。通常は、黒文字 （ K 100%) 
の判読性を高めるために、 [ K 100% 混色含む]を選択します。 


籲 K 1 00%混色含む 

黒文字 （ K 100%) の判読性を高める場合に選択します。印刷するファイルで K 100% のデータは、プリンター 
でも K 1 00%でプリントされます。 

C 、 M 、 Y の値にかかわらず K が100%であるときは、プリンターの K 成分は100%でプリントされるようにな 
り、 C 、 M 、 Y 成分は、カラーマッチングの結果、適切な値でプリントされます。 

K オーバープリントなどで C 、 M 、 Y 成分を含んでいるような K が100%の文字でも、より黒く判読性の高いプ 
リントができます。 


• K 1 00%純色のみ 

黒文字 （ K 100%) の判読性を高めるときに選択します。印刷するファイルで K 100% ( C 、 M 、 Y は0%)の 
データは、プリンターでも K 100% ( C 、 M 、 Y は0%)でプリントされます。 

シミュレーシヨンを行う印刷物の K の濃度が薄い場合、 [ K 100% 混色含む]を選択すると、 C 、 M 、 Y が混ざつ 
ていて、 K が100%のデータは濃くなってしまうことがあります。 [ K 100% 純色のみ]を選択することで、実 
際の印刷物の濃度に合わせたシミュレーションが行われます。 


• しない 

シミュレーシヨンを行う印刷物の K の濃度が薄い場合で、 K 1 00%を実際の K の濃度に合わせて薄くプリント 
するときに、[しない]にします0 


95 










2 色の調整と管理 


カラープ□ファイルの作成-[作成条件 2] タブ 



■出カプロファイル精度 

作成するプ□ファイルの精度を選択します。 

•標準モ-ド 9x9x9x9 

9x9x9x9 の格子点の CMYK プ□ファイルが作成されます。 

• 高精細モード 1 7x 1 7x 1 7x 17 

17x17x17x1 7 の格子点の CMYK プ□ファイルが作成されます。格子点が細かいので、高精度なシミュレー 
ションができます。[標準モード 9x9x9x9] よりも処理時間は長くなります。 

■ Gamut 圧縮方式 

Gamut 圧縮方式とは、再現できる色の範囲のデバイスによる違いを調整する方式のことです。 

♦カラリメトリック 

再現できる色領域は色を一致させ、異なる色領域のためプリンターで再現できない色については、最も近い色 
に再現できるよう処理されます。 

籲パーセプチヤル 

カラー画像の全体的なバランスをとりながら処理されます。 

♦サチ ユレー シ ヨン 

再現できる色領域は色を一致させ、異なる色領域のためプリンターで再現できない色については、色相や彩度 
のバランスをとりながら再現できるよう処理されます。 

■印刷 K 制御 

K 版保存方式の選択を行います。[標準]を選択します。 

■純色再現設定 

単色の印刷物の色に、ぼかの色を微量に混ぜて色を精度良くシミュレーションするか、または色差で比較した 
ときの精度は落ちても、目障りな少量の色の混合を排除するかを選択できます。通常は、印刷 C 純色と印刷 M 
純色を[しない]、印刷 Y 純色を[する]で使用します。 
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2.4 CMYK プ□ファイルを設定する 


• 印刷 C 純色—プリンタ C 純色再現 

印刷するファイルに含まれるシアン純色のデータがプリンターのシアン純色で再現されます。[しない]の場 
合、ほかの色を混ぜて色を近づけます。 

• 印刷 M 純色—プリンタ M 純色再現 

印刷するファイルに含まれるマゼンタ純色のデータがプリンターのマゼンタ純色で再現されます。[しない]の 
場合、ほかの色を混ぜて色を近づけます。 

• 印刷 Y 純色—プリンタ Y 純色再現 

印刷するファイルに含まれるイエ□—純色のデータがプリンターのイエ□—純色で再現されます。[しない]の 
場合、ほかの色を混ぜて色を近づけます。 

特に、イエ□一は微量であってもほかの色が混ざると目立つので、通常は[する]にして、イエ□一純色で再 
現したほうが良い効果が得られます。 

ぬ補足 、 • [純色再現設定]のどれかを[する]にした場合、設定した色の近傍で色味の忠実性が低下することがあ 
^ ^ ります。これは、[純色再現設定]が優先されるためです。また、ファイルによっては純色の周りの階調 

が不自然になることがあります。 

• CMYK プ□ファイル作成時、[作成条件 1] タブの[紙地色補正方法]が[絶対ベース]の場合（地色の 
シミュレーションを行う場合）は、[印刷 Y 純色—プリンタ Y 純色再現]を[しない]にすることをお勧 
めします。地色のついている紙の場合は、[印刷丫純色—プリンタ Y 純色再現]を[する]にして、イエ 
□一に混ざるほかの色を抜いてしまうと、実際の紙の地色よりも明るくなってしまうことがあります。 


カラープ□ファイルの作成-[作成条件 3] タブ 



■ トナーコント ロール 

作成するプ□ファイルのトナーの最大使用量 （ C 、 M 、 Y 、 K の合計％)を選択できます。濃度や色差を実際の 
夕ーゲットに近い状態でトナー量を調整します。通常は[デフォルト値を使用]を選択します。 

[超低総量規制]の[規制する]にチェックマークが付いているときは、[トナーコント□—ル]を設定できま 
せん。 


♦デフオルト値を使用 

[接続プリンタ]で選択されているプリンターのデフオルト値を使用します。 
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2 色の調整と管理 


修制御を行う 

トナーの最大使用量を入力する場合に選択します。 

制御値％ 

[制御を行う]の場合、制御値を入力します。入力範囲は、200〜240%です。 

■超低総量規制 


_規制する 

チェックマークを付けると、規制できます。作成するプ□ファイルのトナーの最大使用量 （ C 、 M 、 Y 、 K の合 
計％)を200%以下に規制できます。通常はチェックマークを外します。 

超低総量規制では、200%以下に規制（二次色も対象になる）するため、一次色も含めて見た目で違和感のな 
い画像を得る Gamut 圧縮が行われます。 

チェックマークを 付けると、[トナー コン ト□—ル]は設定できません。 チェックマークを 外すと、[トナー コ 
ント□—ル]の設定に従って、プ□ファイルが作成されます。 

ぬ補足 、 • [作成条件 1] タブの [ K 保存（墨版保持)]が[しない]になっているとき、または[作成条件 2] タブ 
^ ^ の[印刷 K 制御]が[標準]以外のときは、[規制する]にできません。 

• [規制する]にチェックマークを付けると、[作成条件 2] タブにある [Gamut 圧縮方式]の[パーセプ 
チャル]と[サチユレーシヨン]は同じ結果になります。また、 Gamut (色域）が極端に規制されるた 
め、[作成条件 2] タブにある [Gamut 圧縮方式]の切り替えによる画像の変化は、より大きなものに 
なります。 


規制値％ 

[規制する]にチェックマークを付けたとき、規制値を選択します。入力範囲は、160〜200%です。 

■ターゲット調整 


プ□ファイルの色再現を調整できます。 


像調整する 

チェックマークを 付けると、調整できます。通常は チェックマークを 外します。 

チェックマークを付けたときは、[調整]をクリックして表示される[ターゲット調整]ダイアログボックス 
で値を設定します。 


@補足） 


夕ーゲット調整機能を使用すると、プ□ファイルの色精度が低下することがあります。 
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2.4 CMYK プ□ファイルを設定する 


- N 

© [ターゲット調整] 

ダイアログボックス 



項目 

説明 

調整量 

明るさ 

明るさを調整します。 

「+」の値を入力すると明るく、「-」の値を入力すると暗く調整されます。 
入力範囲は、-100〜100です。通常は [0] を入力します。 


鮮やかさ 

鮮やかさを調整します。 

「+」の値を入力すると鮮やかに、「-」の値を入力すると鮮やかさを抑え 
るように調整されます。入力範囲は、-100〜100です。通常は [0] を 
入力します。 


色調整 

色味を調整します。 

[緑-赤]の設定項目では、「+」の値を入力するとより赤に近い色に、「-」 
の値を入力するとより緑に近い色に調整されます。 

[青-黄]の設定項目では、「+」の値を入力するとより黄色に近い色に、 
「-」の値を入力するとより青に近い色に調整されます。 

入力範囲は、-100〜100です。通常は [0] を入力します。 

対象領域 

明るさ 

色調整の有効範囲を明るさで選択できます。[ハイライト]、[中間調]、 
[シャドウ]のチェックマークを付けた範囲が色調整の対象です。通常は 
すべてにチェックマークを付けます。 

〇補足、 隣接する範囲でチェックマークあり•なしが設定された場合 
^ -^ は、調整効果が連続的に変化するように処理されます。 


色相 

色調整の有効範囲を色相方向で選択できます。 [ Y ]、[ R ]、[ M ]、[ B ]、 
[ C ] 、 [ G ] のチェックマークを付けた色相が色調整の対象です。通常は 
すべてにチェックマークを付けます。 

め猫〒、 • 隣接する色相でチェックマークあり•なしが設定された場合 
w 佣疋^ は、調整効果が連続的に変化するように処理されます。 

• 1つ以上の色相のチェックマークを外した場合は、以下の設定 
が自動的に行われます。 

• [白点固定]、[黒点固定]、[グレー軸近傍を固定]はチェッ 
クマークあり 

• [シャドウのみを対象]、[有彩色を固定]はチェックマーク 
なし 
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2 色の調整と管理 


項目 

説明 

対象領域 

白点固定 

白（紙色）を色調整の対象とするかどうかを選択します。 

チェックマークを付けると、白から離れるに従って色調整の効果が現れ 
るように処理されます。通常はチェックマークを外します。 

\ • [作成条件 1] タブの[紙地色補正方法]が[絶対ベース]の 
W 佣疋^ 場合、紙地色を含めて色調整を行うときは、チェックマークを 
外してください。紙地色を変化させないように色調整を行うと 
きは、チェックマークを付けてください。 

• [作成条件 1] タブの[紙地色補正方法]が[相対ベース]、ま 
たは[相対ベース/中高濃度絶対]の場合は、チェックマーク 
あり•なし、どちらでも紙地色に影響しません。 

• [色相]で1つ以上のチェックマークを外した場合は、チェッ 
クマークありで固定になります。また、[シャドウのみを対象]、 
または[有彩色を固定]にチェックマークを付けた場合は、 
チェックマークありで固定になります。 


黒点固定 

プロセスブラックを色調整の対象とするかどうかを選択します。 

チェックマークを付けると、プロセスブラックから離れるに従って色調 
整の効果が現れるように処理されます。通常はチェックマークを外しま 
す。 

猫 〒 N • [色相]で1つ以上のチェックマークを外した場合は、チェッ 
W 佣〜ノ クマークありで固定になります。 

• [シャドウのみを対象]にチェックマークを付けた場合は、 
チェックマークなしで固定になります。 

• [有彩色を固定]にチェックマークを付けた場合は、チェック 
マークありで固定になります。 


シャドウのみを 
対象 

チェックマークを付けると、色調整の対象をシャドウ領域（トナー総量 
の多い領域）に限定して、トナー総量が高くなるに従って色調整の効果 
が現れるように処理されます。通常はチェックマークを外します。 

補足"） [色相]で1つ以上のチェックマークを外した場合は、チェッ 

^- " クマークなしで固定になります。また、チェックマークを付 

けた場合は、[白点固定]はチェックマークあり、[黒点固定] 
はチェックマークなしで固定になります。 


グレー軸近傍を 
固定 

チェックマークを付けると、グレーに近い色を色調整の対象から除外し 
て、グレーから離れるに従って、調整の効果が現れるように処理されま 
す。通常はチェックマークを外します。 

奸口 N • [色相]で1つ以上のチェックマークを外した場合は、チェッ 
クマークありで固定になります。 

• チェックマークを付けた場合は、[有彩色を固定]はチェック 
マークなしで固定になります。 


有彩色を固定 

チェックマークを付けると、グレーに近い色を色調整の対象として、グ 
レーから離れるに従って調整の効果が弱くなるように処理されます。通 
常はチェックマークを外します。 

補足、 [色相]で1つ以上のチェックマークを外した場合は、チェッ 

- J クマークなしで固定になります。また、チェックマークを付 

けた場合は、[白点固定]、[黒点固定]はチェックマークあ 
り、[シャドウのみを対象]、[グレー軸近傍を固定]はチェッ 
クマークなしで固定になります。 

調整結果の保存 

クリックすると、[名前を付けて保存]ダイアログボックスが表示される 
ので、保存する場所とファイル名を設定し、[保存]をクリックします。 
[ターゲット調整]ダイアログボックスで設定した内容が保存されます。 
ファイルの拡張子は、 「. fxc 」 です。 

保存されたファイルは、[ファイル]タブにある[印刷ターゲットの特性 
設定]の[測色データファイルを指定]で選択できます。 
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2.4 CMYK プ□ファイルを設定する 


カラープ□ファイルの作成-[紙地色指定]タブ 


@補足） 


[紙地色指定]タブは、通常モードのときにだけ表示されます。 



■印刷用紙地色 XYZ 値、プリンタ用紙地色 XYZ 値 

[作成条件 1] タブの[紙地色補正方法]で[相対ベース]を選択して、複数のプ□ファイルを作成したり、定 
期的にプ□ファイルを作成したりする場合、プ□ファイルごとに白の測色値が変動し、ばらつきが発生するこ 
とがあります。ここで同じ値を入力すると、ばらつきを抑えることができます。 

値を設定する場合は [ EP 刷用紙地色 XYZ 値]、または[プリンタ用紙地色 XYZ 値]の[以下の値を使用]を 
選択して、数値を入力します。 

入力範囲は、0.000〜1000.000です。（ただし、 X く Y く Z ) 

例： ( X ， Y ， Z ) = (95.045,100.000，108.892) 

• D50 白色 XYZ をセット 

クリックすると、 D 50 白色の XYZ イ直 （ X :96.42， Y : 10 0， Z :82.49) が入力されます。 
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2 色の調整と管理 

2.4.3 高精度モード 


高精度モードでは、 CMYK プ□ファイルを繰り返し作成することによって色差を診断し、最適化することによって、 
より高精度な CM YK プ□ファイルを作成できます。 


^補足) 高精度モードでは、以下の設定は変更できません。 
^- へ [作成条件 1] の [ K 保存（墨版保持)]は[する] 


• [作成条件 2] の [ Gamut 圧縮方式]は[カラリメトリック] 
• [紙地色指定] 


CMYK プ□ファイルの作成 

繰り返し処理に適した CMYK プ□ファイルを新規に作成します。 


操作手順 


7 . Color Profile Maker Pro の起動画面で、[高精度]をクリックします0 



Z. [Stepl] の[実行]をクリックします。 
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2.4 CMYK プ□ファイルを設定する 


3 . タブを切り替えて、作成する CMYK プ□ファイルの条件を設定し、 [0K] をクリックします。 



詳細は、「カラープ□ファイルの作成」の以下の各タブの説明を參照してください。 
• 「カラープ□ファイルの作成-各タブ共通」 （P.91) 

• 「カラープ□ファイルの作成-[ファイル]タブ」 （P.92) 

• 「カラープロファイルの作成-[作成条件 1] タブ」 (P.94) 

• 「カラープ□ファイルの作成-[作成条件 2] タブ」 （P.96) 

• 「カラープ□ファイルの作成-[作成条件 3] タブ」 （P.97) 

4. 表示されている設定内容をすべて確認し、[実行]をクリックします。 


設定情報の確認 


以下の条件で、カラ-ブ□ファイルを作成します。 


項目 ] 設定 


【カラーフ□ファイル】 


出カブ□ファイル 

D：VCPMP¥Profile1jcol 

掊続ブリンタ 

DocuPrint 05000 d 

【印刷夕-ゲット設定】 


パターンデータ 

CPMP Standard 1188ptn 

測色データ 

D：¥CPMP¥A02.mes 

紙地色 XYZM 

自觔計笪 

【ブリンタ設定】 


パタ-ンデ-夕 

CPMP Standard 1188ptn 

測色データ 

D:¥. JA00- リファ l； ンス -OK 金藤測色 1188.mes 

紙地色 XYZ 値 

自觔計1 

【一般設定】 


出カプロファイル辖度 

標準モード 

Gamut 圧縮方式 

カラリメトリック 

K 保存埋版保持) 

する 

印刷 K 制御 

標準 

紙地色補正方法 

相?寸ベ'-ス 

印刷 C 純色再現 

しない 

印刷 M 純色再現 

しない 

印刷 VH 色再現 

言る 

印刷 K 単色再現 

する 

印刷 K 100炳現保証 

K 10⑽混色含む 

け-]ントロ-ル値 

デフォルト値を使用 

【夕-ゲット調整】 


ターゲット調整 

しない 

「 "im(E) | キゃンセル (C) | 


CMYK プ□ファイルの作成が開始されます。 
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2 色の調整と管理 


5 . 処理の完了を知らせるダイアログボックスが表示されたら、[〇 K ] をクリックします。 



[テキストファイルに保存]にチェックマークを付けると、設定情報がテキスト形式で保存されます。テ 
^- J キストフアイルのファイル名は、「出カプ□ファイル名. txt」 です。 


繰り返し処理用測色データの作成 


繰り返し処理用 CMYK プ□ファイルを割り当てて、パターン画像セツトをプリントし、測色データを作成します。 


©補足） 


パターン画像セットについては、「測色データの作成」 （P.86) を參照してくださし、。 


操作手順 


7. 「 CMYK プ□ファイルの作成」 （ P .102) で作成した2つのプ□ファイル（「プ□ファイル名 _FB 
* * . col 」 と「プ□ファイル名 _FB * * . dat 」） を Print Server の以下のフォルダーに保存します。 
f 1 D:¥Fuji Xerox¥Print Server PX¥cpsi¥ColorProfile¥CMYKSimulation¥DPC 5000 d—1 


• プ□ファイル名の 「**」 には、繰り返し処理の回数が入ります。 

• プ□ファイル名に記号や漢字を使用している場合、プ□ファイル認識時にシステムが文字コードを変換 
するため、入力したものと違う名前になっていることがあります。 

• CMYK プ□ファイル名は、作成時から変更しないでください。プ□ファイル名を変更すると、 CMYK プ 
□ファイルを使用した Print Server でのプリント処理でエラーが発生します。 

• 作成済みのプ□ファイルは、 ServerManager の[カラー]メニューから読み込むことができます。詳 
細は、「2.4.7 CMYK プ□ファイルの設定」 （P.120) を参照してください。 

• プリントデータに埋め込まれた ICC プ□ファイルを無視して、 DeviceCMYK として処理を行い、 Color 
Profile Maker Pro で作成した CMYK プロファイルで処理できるように設定できます。 ServerManager 
の[システム]—[プリントジョブの設定]—[埋め込みカラープロファイルを無視する (CIEBasedA/ 
DEF/DEFG)] にチェックマークを付けてください。 


Z . 手順1で保存した CMYK プ□ファイルを割り当てます。 


¢5参照） 


CMYK プ□ファイルの割り当てについては、「2.4.7 CMYK プ□ファイルの設定」 (P.120) を參照してく 
ださい。 


似 
























2.4 CMYK プ□ファイルを設定する 


3 . Print Server のキヤリブレーシヨンを実施します。 


¢5参照） 


キャリブレーションについては、「2.2キヤリブレーシヨンで色を補正する」 (P.53) を參照してくださし、。 


4. パターン画像セツトを Photoshop や Illustrator などの CMYK を扱えるアプリケーションで開き、 
プリントオプションの[カラー]〉[カラー詳細 （ CMYK 設定)]〉 [ CMYK シミュレーション] 
で、手順2で登録した CMYK プ□ファイルを選択します。 

5 . クライアントコンピューターからプリントする場合は、プリントオプションの[カラー]〉[力 
ラー詳細 （ CMYK 設定)]〉 [ CMYK 色補正]に必ずチェックマークを付けます。 

6 . プリントします。 

/• 測色器を使って、手順6のプリント結果を測色し、測色データを作成します。 

^補足\ 測色するときには印刷物の下に、測色する用紙と同じ用紙の白紙を5枚以上重ねてください。 


CMYK プ□フアイルの最適化と最終処理 


「 CMYK プ□ファイルの作成」 ( P .102) で作成した CMYK プ□ファイルに繰り返し処理をして、 CMYK プ□ファ 
イルを最適化します。また、最適化された CMYK プ□ファイルに最終処理をして、すべてのパラメーターが適用さ 
れた CMYK プ□ファイルを生成します。 


操作手順 


7. Color Profile Maker Pro の起動画面で、[高精度]をクリックします 0 
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2 色の調整と管理 


2 . [ Step 4] の[実行]をクリックします。 


离精度カラープロファイノレ^成 


^ 取扱説明害を参照の上、棟作してください。 

Stepl: ブロファイル作成： 

繰り退し処理に適したブロファイルを作成します。繰り 
退しモ-ド内で作成/最適化したブ□ファイルに対して 
は最終処理が必要です。 




実行(1)... 


Step2: チや一卜の出力： 

Stepl または Step4 で•作成した新しいブロファイルを用 
いて、測色チゃートを出力してください。 


Step3: チ V— 卜の測色： 

Step2 で•出力したチャートを測色してください。 


Step4: 繰り返し処理/最終処理： 

Stepl で•作成したブ□ファイル、およ UStep3 で•作成した 
測色ファイルを使用して繰り返し処理を行います。 

また、操り返し処理を行ったブロファイルに対して最終 

処理を行いま寸。 実(了(4) … 


閉じる (C) 


3 . [繰り返し処理対象プロファイル]を変更する場合は、[参照]をクリックして、繰り返し処理用 
CMYK プ□フアイルを選択します。 



[測色データフアイル]の[バターンデータ]と[総パッチ数]が表示されます。 
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2.4 CMYK プ□ファイルを設定する 


4. [測色データファイル]の[参照]をクリックして、「繰り返し処理用測色データの作成」 ( P .104) 
で作成した測色データファイルを選択します。 



[平均色差の確認]に[今回]、[前回]、および[前々回]の色差の値が表示され、[メッセージ]に 
色差診断結果が表示されます。 

♦さらに精度を上げたい場合 

[繰り返し処理を実行]をクリックします。 

♦現在の精度でよい場合 

[最終処理を実行]をクリックします。 

@補足\ 繰り返し処理を実行せずに最終処理を行うため、最終処理されたプ□ファイルの色差は、[今回]の値と 
ります。 

5 . 表示されている設定内容をすべて確認し、[実行]をクリックします。 


設定情報の確認 


以下の条件で、カラ-ブ□ファイルを作成します。 


項目 

丨設定 1 

【カラープ□ファイル】 


出カブ□ファイル 
接梡ブリンタ 

D ：¥ CPMP ¥ Profilel€ol 

DocuPrint C 5000 d 

【印刷ターゲット設定】 


パターンデータ 
測色デ'-夕 

CPMP Standard 1188 ptn 

D ：¥ CPMP ¥ A 02 .mes 

紙地色 xvzm 

自動]計 H 

【プリンタ設定】 

パタ-ンデ-夕 

CPMP Standard 1188 ptn 

測色データ 
紙地色 XYZ 値 

DUA 00- リファ 1； ンス - OK 金藤測色 1188 .mes 
自動]計笪 

【一般設定】 

出カプロファイル措度 

楞準モード 

Gamut 圧縮方式 

カラリメトリック 

K 保存(里版保持) 

する 

印刷!(制御 

標準 

紙地色補正方法 

相対ベース 

印刷 C 純色再現 

しない 

印刷 M 純色再現 

しない 

印刷 Y 純色再現 

する 

印刷 K 単色再現 

t る 

印刷 K 100炳現保証 

K 100織色含む 

トナ-]ント□-ル值 

デフォルト値を使用 

【夕-ゲット調整】 

ターゲット調整 

しない 


実行 ( E ) I キャンセル ( C ) 」 


CMYK プ□ファイルの作成が開始されます。 
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2 色の調整と管理 


6 . 処理の完了を知らせるダイアログボックスが表示されたら、 [0 K ] をクリックします。 



2.4.4 デバイスリンク ICC プ□ファイルの変換 


ほかのアプリケーシヨンで作成したデバイスリンク ICC (International Color Consortium ) プ□ファイルを Print 
Server 専用の CM YK プ□ファイルに変換できます。 


操作手順 


7 . ServerManager の； Q) [カラー調整ファイルの管理]をクリックします 0 

像ネ甫〆 [カラー]—[カラー調整ファイルの管理]を選択しても、[カラー調整ファイルの管理]ダイアログボッ 
- ’ クスを表示できます。 

Z . [ CMYK シミュレーション]をクリックします。 
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2.4 CMYK プ□ファイルを設定する 


3 . [作成]をクリックします。 



Color Profile Maker Pro が起動します。 


4. [デバイスリンク変換]をクリックします。 
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2 色の調整と管理 


5 . [デバイスリンク icc プ□ファイル]に変換するデバイスリンク icc プ□ファイル名を、[出カプ 
□ファイル]に作成するプ□ファイル名を入力します。 



ぬ獅 \ • プ□ファイル名に一部の記号や漢字を使うと、プ□ファイル認識時にシステムが文字コードを変換する 
^ ノ ため、入力したものと違う名前になる場合があります。 

• CMYK プ□ファイルは、選択した保存先に、「プ□ファイル名. col」 と「プ□ファイル名. dat」 の2つの 
プ□ファイルとして保存されます。（「プ□ファイル名」は、同じ名前が設定されます） 

• 作成した CMYK プ□ファイル名は、変更しないでください。プ□ファイル名を変更すると、 CMYK プロ 
ファイルを使用した Print Server でのプリント処理で、エラーが発生します。 

• [デバイスリンク ICC プ□ファイル]は、[參照]をクリックして表示される[ファイルを開く]ダイア 
□グボックスからプ□ファイルを選択することもできます。 



6 . 処理の完了を知らせるダイア□グボックスが表示されたら、 [0 K ] をクリックします。 

2.4.5 色域表示 

測色データ、および ICC プ□ファイルで定義される色域を 3 D の立体で表示できます。 


操作手順 


7 . ServerManager の[カラー調整ファイルの管理]をクリックします。 


©補足 J ) 


[カラー]—[カラー調整ファイルの管理]を選択しても、[カラー調整ファイルの管理]ダイアログボッ 
クスを表示できます。 
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2 . [ CMYK シミユレーシヨン]をクリックします。 


2.4 CMYK プ□ファイルを設定する 



3 . [作成]をクリックします。 



Color Profile Maker Pro が起動します。 
4. [色域表示]をクリックします。 



in 




























































































2 色の調整と管理 


5 . [ファイル]の [ icc プ□ファイルを指定]、または[測色データファイルを指定]を選択します。 



6 . [参照]をクリックし、表示させるファイルを選択します。 

松補足 N • [測色データファイルを指定]を選択した場合は、測色データの作成に使用したパターン画像セットに対 
^ ^ 応する測色ノ V° ターンデータファイルを選択します。 

• 選択できる測色データファイルの種類は、以下のとおりです。 

• 測色データ (. mes 、. ptn、.it8) 

- CPMP 中間データ形式 (.fxc) 

• 2つめのファイルを選択する場合は、「ファイル2」タブをクリックして、ファイルを選択します。 

7. [表示]をクリックします。 
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8 . 必要に応じて、色域の表示を設定します。 


2.4 CMYK プ□ファイルを設定する 



表示領域 


閉じる J 


項目 

説明 

表示 

オプション 

表示する 

チェックマークを付けると、選択したプロファイル色立体/平面図が表示されます。 


不透明 

選択したプロファイルの色立体/平面図が、単色の塗りつぶしで表示されます。 



フレーム 

選択したプロファイルの色立体/平面図の外郭だけが表示されます。 



透明 

選択したプロファイルの色立体/平面図が、透過で表示されます。 


フルカラー 
表示 

選択したプロファイルの色立体/平面図が、各じ a*b* に対応した色で表示されます。 

表示方法 

3D 

選択したプロファイルの領域を 3D の色立体で表示します。 


a， 

-b* 

選択したプロファイルの L-a*b* 投影図を表示します。 

じ軸の+方向から-方向への投影図となり、 a*b* 平面の外郭が表示されます。 


L*-C* 

対象プロファイルの L-C 断面を表示します。 


グリッドを 

表示 

チェックマークを付けると、表示領域上にグリッドが表示されます。 


色相角 
(じ- C*) 

断面を表示する対象の角度を、バーを左右に動かして指定します。指定範囲は〇〜 
360です。 


初期設定 

クリックすると、初期設定の表示に戻ります。 

特定色表示 

L* 

L* の値を入力します。入力範囲は、〇〜100です。 


a* 

a* の値を入力します。入力範囲は、 -128 〜128です。 


b* 

b* の値を入力します。入力範囲は、 -128 〜128です。 


追加 

クリックすると、入力した [L*] [a*] [b*] の値に基づき、表示領域に点がフロッ 
卜されます。 


全削除 

クリックすると、プロットしたすベての点が消去されます。 
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2 色の調整と管理 


^補足 j 表示領域では、マウスを使用して以下の操作ができます。 

- ’ • 回転：左クリック+上下左右へドラッグ 

• 拡大/縮小：右クリック+上下へドラッグ 
• 表示領域内の移動：左右クリック+上下左右へドラッグ 

9 . [閉じる]をクリックします。 

2.4.6 プ□ファイル調整 


プ□ファイルの詳細を調整します。 


操作手順 


7 . ServerManager の[カラー調整ファイルの管理]をクリックします 0 

^ 補足 v [カラー]—[カラー調整ファイルの管理]を選択しても、[カラー調整ファイルの管理]ダイアログボッ 
- ’ クスを表示できます。 

Z . [ CMYK シミュレーション]をクリックします。 



3 . [作成]をクリックします。 



Color Profile Maker Pro が起動します。 
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2.4 CMYK プ□ファイルを設定する 


4. [プ□ファイル調整]をクリックします。 



5 . Q をクリックします。 



6 . 調整する CMYK 色補正プロファイルを選択して[開く]をクリックします。 

^ 補口 N • [ファイル] 4 [開く]を選択する、またはファイルを[プ□ファイル調整]ウィンドウにドラッグ&ド 
□ップしてもファイルを開くことができます。 

• V2 フォーマット （Color Profile Maker Pro V9.0 以降で作成した CMYK 色補正プ□ファイル）の場合 
は、確認のダイアログが表示されます。 

• 選択する CMYK 色補正プロファイルは、 *.col と*. dat が同じフォルダー内に保存されている必要があり 
ます。 
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2 色の調整と管理 


7. 必要に応じて、調整する CMYK 色補正プ□ファイルを編集します。 



詳細は、「プ□ファイル調整の編集」の以下の説明を参照してください。 
•「 LUT 情報の表示」 ( P .117) 

• 「プ□ファイル調整の編集」 （ P .117) 

• 「グリッドを指定」 ( P .118) 

• 「純色再現保証」 （ P .119) 

8 . 圓をクリックし、ファイルを保存します。 


@補足） 


[ファイル] — [名前を付けて保存]を選択しても、ファイルを保存できます。 
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2.4 CMYK プ□ファイルを設定する 


LUT 情報の表示 

[ LUT 情報の表示]をクリックします。 



プ□ファイル内に格納されている、 IN - LUT 、 および OUT - LUT の力ーブが表示されます。 

IN - LUT を選択すると入カデバイスの階調特性力ーブが、 OUT - LUT を選択すると出カデバイスの階調特性力ーブが 
表示されます。 


プ□ファイル調整の編集 

■CMYK を指定 

[プ□ファイル調整]ウインドウの 0 をクリックします。 

CMYK 入力値、 CMYK 出力値を確定させて、 [0 K ] をクリックすると、すべての設定がプ□ファイルに反映さ 
れます。 



^補足 s [調整]— [ CMYK を指定]を選択しても、 [CMYK を指定]ウィンドウを表示できます。 

♦指定形式 

CM YK 値の入力形式を選択します。 

%指定 

CMYK 値を％で入力します。 

8 bit 整数指定 

CM YK 値を〇〜255の整数で入力します。 
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2 色の調整と管理 


♦影響範囲 

調整の影響範囲、周辺への影響のおよぼし方を選択します。 

• 自動 

変更量に応じて、[グリッド距離1]、[グリッド距離2]、または[グリッド距離 3] のいずれかが自動で選択 
されます。 

•グリッド距離1、グリッド距離2、グリッド距離3 

入力した CMYK 入力値近くの、狭い領域に対して変更を適用したい場合は[グリッド距離 1] を、中間の領 
域に対して適用したい場合は[グリッド領域 2] を、広い領域に対して変更を適用したい場合は、[グリッド 
距離 3] を選択します。 

♦ CMYK 入カイ直 

CMYK の入力値を入力し、[確定]をクリックします。 


籲 CMYK 出力値（現在） 

現在の CMYK 出力値が表示されます。 


• CMYK 出力値（調整後） 

CMYK の出力値を入力し、[適用]をクリックします。 


核補足) • 


白に近い値を [CMYK 入力値]に入力すると、調整が行われないことがあります。 

入力した値によっては、調整後の正しい変換結果を確認できないことがあります。この場合、もう一度 
[確定]をクリックすると、正しい調整後のプロファイルの変換結果を確認できます。 


■グリッドを指定 

[プ□ファイル調整]ウィンドウの[調整] — [グリッドを指定]を選択します。 



•指定形式 

CM YK 値の入力形式を選択します。 

%指定 

CMYK 値を％で入力します。 

8bit 整数指定 

CM YK 値を〇〜255の整数で入力します。 

•グリッド ID 

特定のグリッド（通常モード： 〇〜8、高精度モード： 〇〜 16) を入力します。 


♦ CMYK 入カイ直 

CMYK の入力値を入力し、[確定]をクリックします。 
































2.4 CMYK プ□ファイルを設定する 


♦ CMYK 出力値（現在） 

現在の CMYK 出力値が表示されます。 


籲 CMYK 出力値（調整後） 

CMYK の出力値を入力し、[適用]をクリックします。 


■純色再現保証 

[プ□ファイル調整]ウィンドウの[調整]—[純色再現保証]を選択します。 



CMYK 各色の純色再現保 E を設定します。 


c 純 色再現 (c): 

r t る 

^ しない 

M 純 色再現 (M): 

r する 

しない 

VM 色再現 (V): 

する 

C しない 

K 純 色再現 (K): 

する 

C しない 


0 K \ _ キャンセル_ 


• C 純色再現 /M 純色再現/ Y 純色再現 /K 純色再現 
CMYK 各色の純色再現保証をする場合は、[する]を選択します。 

プ□ファイル作成時に純色再現設定で[しない]を選択したプ□ファイルに対して、純色再現保証が指定でき 
ます。 


©補足） 

参照） 


• —度[する]に設定した項目は、もとに戻せません。（[しない]に指定しなおすことはできません) 
• [する]に設定すると、プ□ファイルによっては精度が低下する場合があります。 

純色再現設定については、「純色再現設定」 (P.96) を參照してください。 


■ ユーザー調整カーブの合成 

ユーザー調整カーブのファイルとプ□ファイルを合成します。 

[プ□ファイル調整]ウィンドウの[調整]—[ユーザー調整カーブの合成]を選択します。 



籲合成するファイルの選択 

[ファイル選択]をクリックして、合成するファイル (.uac) を選択します。 


©補足） 


Print Server で作成したユーザー調整カーブは、以下のフォルダーに保存されています。 
f 1 D:¥Fuji Xerox¥Print Server PX¥cpsi¥C 010 rProfile¥UserAdjust¥DPC 5000 d—1 
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2 色の調整と管理 

2.4.7 CMYK プ□ファイルの設定 


CMYK プ□ファイルの読み込み/割り当て 


プリントに適用する CMYK プ□ファイルの読み込みと割り当てを行います。 

読み込んだ CMYK プ□ファイルを Print Server に登録すると、プリント時にプリントオプションから選択できます。 


操作手順 


7 . ServerManager の; Q) [カラー調整ファイルの管理]をクリックします。 

松ネ甫足 [カラー] — [カラー調整ファイルの管理]を選択しても、[カラー調整ファイルの管理]ダイアログボッ 
^- ) クスを表示できます。 

Z . [ CMYK シミュレーション]をクリックします。 



3 . [読み込み]をクリックします。 


CMYK シミュレーシ3ン-り当て 


嗔咏 X 

作成…読み込み…削除 
接続プリンタ： 置私— [ y ] 



じる 


クライアントコンピューターの ServerManager で実行した場合は、[ファイルを開く]ダイアログボック 

- ’ スが表示される前に、 Print Server のファイルか、クライアントコンピューターのファイルのどちらから 

読み込むかを選択する、[読み込み元]ダイアログボックスが表示されます。 
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2.4 CMYK プ□ファイルを設定する 


4. 読み込む CMYK プ□ファイルを選択し、[開く]をクリックします。 



プ□ファイルが Print Server に読み込まれ、一覧に表示されます。 

松補足 、 • [ CMYK シミュレーシヨン-割り当て]ダイアログボックスの一覧で番号を選択した場合は、選択した番 
^ ノ 号にプロファイルを割り当てるかを確認するダイアログボックスが表示されます。[はい]を選択する 
と、選択された番号にプ□ファイルが割り当てられます。 

• 読み込み済みのプ□ファイルと同じ名前は、プ□ファイル名に使用できません。 

5 . 1〜100の中から割り当てる番号のプ□ファイル名が表示されている箇所をクリックし、プルダ 
ウンメニューからプ□ファイルを選択します。 


¢5参照） 


カラープ□ファイルの種類については、 「 CMYK プ□ファイル」 ( P .83) を參照してくださし、。 


6 . [閉じる]をクリックします。 

松補足、 割り当てたプ□ファイルをプリントに適用するときは、プリントオプションの[カラー] > [カラー詳細 

^ - J ( CMYK 設定）]〉 [ CMYK 色補正]にチェックマークを付けて、 [ CMYK シミュレーシ ョン] からプロ 

ファイルを選択します。 

^参昭、 詳細ま、 「4.1.4 カラー」の「カラー詳細 （ CMYK 設定)」 ( P .235) を参照してください。 


CMYK プ□ファイルの削除 

1 . [CMYK シミュレーシヨン-割り当て]ダイアログボックスで、削除するプ□ファイルを選択し、[削除]をク 
リックします。 

2 . 確認のダイアログボックスで、[はい]をクリックします。 

^補足3 割り当てられているプロファイルを削除した場合は、「色補正なし」が割り当てられます。 
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2 色の調整と管理 


2.5 特色補正プロファイルを設定する 

特色を補正するプロファイルの管理について説明します。 



特色補正プ□ファイルの読み込み/割り当て 

プリントに適用する特色補正プロファイルの読み込みと割り当てを行います。 

読み込んだ特色補正プ□ファイルを Print Server に登録すると、プリント時にプリントオプションから選択できま 
す。 

標準で用意されている特色補正プロファイル以外にも、個別に読み込んで登録することができます。 


操作手順 


1 • ServerManager の 〇 [カラー調整ファイルの管理]をクリックします。 

ぬネ甫足 [カラー] — [カラー調整ファイルの管理]を選択しても、[カラー調整ファイルの管理]ダイアログボッ 
^ - ’ クスを表示できます。 

Z . [特色補正プ□ファイル]をクリックします。 
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3 . [読み込み]をクリックします。 


2.5 特色補正プロファイルを設定する 


特色補正プロファイル-割り当て 


哥 X 

読み込み… 



接梡ゴリンタ： 1 SSHHHNHNNNNHNHRE ] 



捕足 ） クライアントコンピューターの ServerManager で実行した場合は、[ファイルを開く]ダイアログボック 
スが表示される前に、 Print Server のファイルか、クライアントコンピューターのファイルのどちらから 
読み込むかを選択する、[読み込み元]ダイアログボックスが表示されます。 


4. 読み込む特色補正プロファイルを選択し、[開く]をクリックします。 



• [特色補正プロファイル-割り当て]ダイアログボックスの一覧で番号を選択した場合は、選択した番号 
にプ□ファイルを割り当てるかを確認するダイアログボックスが表示されます。[はい]を選択すると、 
選択された番号にプ□ファイ j しが割り当てられます。 

•標準で用意されているプ□ファイル名、および読み込み済みのプ□ファイルと同じ名前は、プ□ファイ 
ル名に使用できません。 


5 . 1〜100の中から割り当てる番号のプ□ファイル名が表示されている箇所をクリックし、プルダ 
ウンメニューからプ□ファイルを選択します。 


6 . [閉じる]をクリックします。 


ぬ補足、 割り当てたプ□ファイルをプリントに適用するときは、プリントオプションの[カラー] > [カラー詳細 
^— ) (特色設定)] > [特色補正プロファイル]からプロファイルを選択します。 

公参昭、 詳細ま、「4.1.4カラー」の「カラー詳細（特色設定)」 (P.236) を参照してください。 
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2 色の調整と管理 


特色補正プロファイルの削除 

7. [特色補正プ□ファイル-割り当て]ダイアログボックスで、削除するプ□ファイルを選択して[削除]をク 
リックします。 

2. 確認のダイアログボックスで[はい]をクリックします。 


割り当てられているプロファイルを削除した場合は、「標準」が割り当てられます。 








2.6 ユ _ ザ _ 調整力 _ ブを設定する 



ユ ー ザ ー 調整力 ー ブを設定する 



ユーザー調整カーブの調整ファイルを作成する手順について説明します。 


ユーザー調整力ーブ 


ユーザー調整カーブは、 CMYK それぞれの再現カーブを調整して、全体的な色味を調整する場合に使用します。 
たとえば「皮膚の色の調整」とか「シアンが全体的に濃いめ」といった調整ファイルを作成し、微妙な調整を切り 
替えて使用できます。 

作成した調整ファイルは、1〜100に割り当てます。 

ぬ補足 N • ユーザー調整カーブを使用して K1 00%の濃度を下げる場合は、プリントオプションの[画質] > [そ 

^- ’ の他の設定（画質)] > [白抜き文字の強調]を[しない]にしてください。 

• キャリブレーションは、ユーザー調整カーブの適用後に行われるので、キャリブレーションを実施する 
ことで、ほぼ一定の調整効果が得られるようになります。 

- ユーザー 調整カーブ作成の流れ - 


ユーザー 調整カーブを作成する 


① 色の カーブの 編集 

② ファイルとして保存 


ユーザー 調整カーブを割り当てる 


ユーザー 調整カーブの作成 


プリントに適用するユーザー調整カーブの調整ファイルを作成し、読み込みと割り当てを行います。 
読み込んだ調整ファイルを Print Server に登録すると、プリント時にプリントオプションから選択できます。 


操作手順 


7 . ServerManager の[カラ-調整ファイルの管理]をクリックします。 

^補足\ [カラー]—[カラー調整ファイルの管理]を選択しても、[カラー調整ファイルの管理]ダイアログボッ 
- ) クスを表示できます。 
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2 色の調整と管理 


2 . [ユーザー調整]をクリックします。 



3 . 1〜1〇〇の中から登録する番号を選択して[新規作成]をクリックします。 


ユーザー 讀蝥カーブ-割り当て 


S ^ fti ^ X 

新規作成…編集…複製… 


0 


0 


差差^! J 差差差^一|打 

IQ^ ?□ m-al- lo^ To Ta— In' To lo^ TD- To lo^ lo- To lo^ ID- m 

一一！ min 


V011213415617C 
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2.6 ユ _ ザ _ 調整力 _ ブを設定する 


4. カーブ上のポイントをマウスでドラッグ、または IN と〇 UT に直接値を入力して追加する、を繰 
り返して編集します。 



[シアン （ C )]、 [マゼンタ （ M )]、 [イエロー （ Y )]、 [ブラック （ K )]、 または[すべてを単一に編集 
( CMYK )] から選択します。 


籲すべてを表示 

すべてのカーブを確認するときに選択します。この場合は、選択している色だけを編集できます。 

♦設定例1:画面全体を明るくするとき 



[すべてを 単一に編集 ( CMYK )] を選択し、 
カーブの中央を少し下げます 
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2 色の調整と管理 


♦設定例2 :青みを強くするとき 



- [シアン(〇]を選択し、 
カーブの中央を少し上げます 


• グラフ上のポイントをマウスでドラッグして編集できます。 

• 数値は、〇〜100%までの0.1%刻みの横軸 （ IN ) に対して、縦軸 （ OUT ) の数値を入力できます。 
• グラフ上の任意の場所をクリックするか、または IN / OUT に数値入力して[追加]をクリックする 
と、ポイントが設定されます。設定したポイントはコント□—ルポイントとしてリストに追加され 
ます。 

• OUT 値はリスト上で変更できます。 

• カーブ、またはリスト上でコント□—ルポイントを選択して、[削除]をクリックすると、コント 
□—ルポイントが削除されます。 


@補足） 


• 縦軸の数値は、0.1%刻みで入力できますが、0.1%の差は、プリントの差に反映されないことがあります。 
• [ユーザー調整カーブ•編集]ダイアログボックス下部には 、 IN : 〇〜10と OUT : 〇〜10、 IN : 90〜 
100と OUT : 90〜100が拡大表示されます。 


5 . [プ□ファイル名]に新しい調整ファイルの名前を入力し、 [ OK ] をクリックします。 


6 . 選択した番号に調整ファイルを割り当てるかを確認するダイア□グボックスで、[はし、]をクリツ 
クします。 


ユーザー 調整力 ーブの 割り当て 


[ユーザー調整カーブ-割り当て]ダイアログボックスで、割り当てる調整ファイルを選択し、[閉じる]をクリツ 
クします。 


©補足） 
¢5参照） 


割り当てた調整ファイルをプリントに適用するときは、プリントオプションの[カラー] > [ユーザー調 
整]から調整ファイルを選択します。 

詳細は、「4.1.4カラー」の「カラー」 ( P .230) を參照してください。 


ユーザー 調整カーブの複製 

7. [ユーザー調整力ーブ-割り当て]ダイア□グボックスで、複製する調整ファイルを選択し、[複製]をクリッ 
クします。 

2. [ユーザー調整カーブ•編集]ダイア□グボックスで編集したあと、 [ OK ] をクリックします。 
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2.6 ユ _ ザ _ 調整力 _ ブを設定する 


ユーザー調整カーブの編集 

7. [ユーザー調整カーブ-割り当て]ダイア□グボックスで、編集する調整ファイルを選択し、[編集]をクリッ 
クします。 

2. [ユーザー調整カーブ•編集]ダイア□グボックスで、作成と同様に項目を編集します。 


ユーザー 調整 カーブの 名前変更 

7. [ユーザー調整力ーブ-割り当て]ダイア□グボックスで、名前を変更する調整ファイルを選択し、[名前変更] 
をクリックします。 

2. [名前変更]ダイアログボックスで新しい名前を入力し、 [0 K ] をクリックします。 


ユーザー 調整カーブの削除 

1. [ユーザー調整カーブ-割り当て]ダイア□グボックスで、削除する調整ファイルを選択し、[削除]をクリッ 
クします。 

2 . 確認のダイアログボックスで、[はい]をクリックします。 


割り当てられているユーザー調整カーブを削除した場合、「無調整」が割り当てられます。 












2 色の調整と管理 


2.7 濃度調整カーブを設定する 



濃度調整カーブの調整ファイルを作成する手順について説明します。 


濃度調整カーブ 


濃度調整カーブを編集し、割り当てを行うことで、色味を調整します。 

印刷シミュレーション、および、キャリブレーションにより、管理された濃度(100%)を超えた、濃度（130% 
まで）を指定することが可能です。また、ハイライトの出だしを遅らせるためにマイナスの値（一20%まで）を指 
定することも可能です。 

印刷シミュレーションを行っているベタ濃度以上の濃度に調整できます。 

松補足、 濃度調整カーブは、キャリブレーション適用後に適用されます。このため、濃度調整カーブによる調整は、 

^- J キャリブレーションによる安定性の効果は得られません。色味の調整を行う場合は、ユーザー調整カーブ 

を使用してください。 

作成した調整ファイルは、1〜100に割り当てます。 

- 濃度調整カーブ作成の流れ - 


濃度調整カーブを作成する 


① 色の カーブの 編集 

② ファイルとして保存 


濃度調整カーブを割り当てる 


濃度調整カーブの作成 


プリントに適用する濃度調整カーブの調整ファイルを作成し、読み込みと割り当てを行います。 

読み込んだ調整ファイルを Print Server に登録すると、プリント時にプリントオプションから選択できます。 


操作手順 


7 . ServerManager の^![カラー調整ファイルの管理]をクリックします。 


©補足） 


[カラー]—[カラー調整ファイルの管理]を選択しても、[カラー調整ファイルの管理]ダイアログボッ 
クスを表示できます。 
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2 . [濃度調整]をクリックします。 


2.7 濃度調整カーブを設定する 



3 . 1〜1〇〇の中から登録する番号を選択して[新規作成]をクリックします。 


濃度讀蝥-割り当て 


S ^ fti ^ X 

新規作成…編集…複製… 


0 


0 


差差^! J 差差差^一|打 

IQ^ ?□ m-al- lo^ To Ta— In' To lo^ TD- To lo^ lo- To lo^ ID- m 

一一！ min 


V011213415617C 
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2 色の調整と管理 


4. カーブ上のポイントをマウスでドラッグ、または IN と〇 UT に直接値を入力して追加する、を繰 
り返して編集します。 



[シアン （C)]、 [マゼンタ （M)]、 [イエ□— (Y)]、 [ブラック （K)]、 または[すべてを単一に編集 
(CMYK)] から選択できます。 


♦すべてを表示 

すべてのカーブを確認するときに選択します。ただし、編集はできません。 

* 入力最大点例外指定 

CMYK の例外値としての入力最大値を設定する色にチェックマークを付けて、最大値を入力します。 
入力範囲は、一20.0〜 +130.0 です。 


J ブコの濃度調整カーブは、文字や□ゴなどで使うベタのように、10096の部分だけ濃くする場合などに使用しま 

«-^ す。このとき、99%までは力ーブに従った調整になり、100%は力ーブに従わず、[入力最大点例外指定] 

で設定した調整値が適用されます。 

•グラフ上のポイントをマウスでドラッグして編集できます。 

• 数値は、〇〜100%までの0.1%刻みの横軸 （IN) に対して、縦軸 （OUT) の数値を入力できます。 
• グラフ上の任意の場所をクリックするか、または IN/OUT に数値入力して[追加]をクリックする 
と、ポイントが設定されます。設定したポイントはコント□—ルポイントとしてリストに追加され 
ます。 

• OUT 値はリスト上で変更できます。 

• カーブ、またはリスト上でコント□—ルポイントを選択して、[削除]をクリックすると、コント 
□—ルポイントが削除されます。 


@補足） 


• 縦軸の数値は、 0.1 %刻みで入力できますが、 0.1 %の差はプリントに反映されないことがあります。 

• 濃度調整力ーブを使用して、 K 100% の濃度を下げる場合には、プリントオプションの[画質]〉[そ 
の他の設定（画質)] > [白抜き文字の強調]を[しない]にしてください。 


5 . [プ□ファイル名]に新しい調整ファイルの名前を入力し、 [ OK ] をクリックします。 


6 . 選択した番号に調整ファイルを割り当てるかを確認するダイアログボックスで、[はし、]をクリツ 


クします。 
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2.7 濃度調整カーブを設定する 


濃度調整カーブの割り当て 


[濃度調整-割り当て]ダイア□グボックスで、割り当てる調整ファイルを選択し、[閉じる]をクリックします。 


趨補足） 
〇参照） 


割り当てた調整ファイルをプリントに適用するときは、プリントオプションの[カラー] > [濃度調整] 
から調整ファイルを選択します。 

詳細は、「4.1.4カラー」の「カラー」 ( P .230) を參照してください。 


濃度調整カーブの複製 

7. [濃度調整-割り当て]ダイア□グボックスで、複製する調整ファイルを選択し、[複製]をクリックします。 
2. [濃度調整-編集]ダイアログボックスで編集したあと、 [0K] をクリックします。 


濃度調整カーブの編集 

7. [濃度調整-割り当て]ダイア□グボックスで、編集する調整ファイルを選択し、[編集]をクリックします。 

2. [濃度調整-編集]ダイアログボックスで、作成と同様に項目を編集します。 

^補足 j 夕ーゲットプ□ファイルを編集した場合、夕ーゲットプ□ファイルが持つもとの色味が変化してしまうの 
- - - ノで、 注思してくたさい0 


濃度調整カーブの名前変更 

7. [濃度調整-割り当て]ダイアログボックスで、名前を変更する調整ファイルを選択し、[名前変更]をクリッ 
クします。 

2. [名前変更]ダイアログボックスで新しい名前を入力し、 [0K] をクリックします。 


濃度調整カーブの削除 

1. [濃度調整-割り当て]ダイア□グボックスで、削除する調整ファイルを選択し、[削除]をクリックします。 

2. 確認のダイアログボックスで[はい]をクリックします。 

@補足^ 割り当てられている濃度調整カーブを削除した場合、「無調整」が割り当てられます。 
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2 色の調整と管理 


2.8 特色を設定する 

任意の色を特色として登録できます。 

登録した特色は、登録操作以降のジョブから特色として使用できます。 

2.8.1 特色の設定 


任意の色を特色として設定するには、 L*a*b* 値、または CMYK 値を直接入力するか、測色器を使用して L*a*b* 値 
を読み取り、値を入力します。 

リストに登録されている特色の特色名や値を変更できます。また、デフォルトで登録されている特色の値をカスタ 
マイズして再登録できます。 

補足 ) • ジョブのプリント中は登録できません。 

- ) • [新規登録]、[編集]、[削除]、[標準に戻す]は、管理者モードのときに操作できます。一般ユーザー 

モードでは、特色の閲覧と検索だけできます。 



特色の登録 


操作手順 


7 . ServerManager の[カラー] — [特色の管理]を選択します。 


Z. [新規登録]をクリックします。 


特色の管理 


a ^ ® a x a 殴 

新規登録 チや- 卜出力 滢境設定 



検索： [ ] 口〉欠へ 


[カテゴリ]には、標準特色辞書の [DIC]、[TOYO]、[PANTON0 と、ユーザーが任意に作成し 
た特色を登録する [CUSTOM] があり、[カテゴリ]の左側にある黒い三角マークをクリックする 
と、各カテゴリ内に登録されている特色が表示されます。 

各特色には[変更]、[カラー](色見本)、[特色名]、 [L*a*b*]、[CMYK 変換彳直] ([L*a*b *] を設 
定されている特色補正プ□ファイルで変換した値)が表示されます。 [DIC]、[TOYO]、[PANTONE] 
の各カテゴリに属する特色がデフオルトから変更されている場合は、[変更]に「*」が表示されます。 


特色を検索する場合は、[検索]に任意の文字列を入力して[次へ]をクリックすると、該当する特色が 
—— ) 選択され、[次へ]をクリックするごとに順番に以下の候補が選択されます。文字列を空欄にして検索す 
ると、すべての特色が表示されます。 
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2.8 特色を設定する 


3 . [特色名]を入力し、 [ L * a * b *]、 または [ CMYK ] の値を直接入力するか、測色器を使用して読 
み取った L * a * b * 値を [ L * a * b *] に自動入力させます。 



入力した値の目安になるカラープレビューがダイアログボックス右上に表示されます。 


©補足） 

参照） 


測色器を使って特色を登録する場合は、[測色器を使用]をクリックします。測色ソフトウェアが起動す 
るので、 Print Server に測色器を接続していることを確認して測色を行います。 

測色方法については、 「2.2.3il_Reader と測色器」 (P.62) を参照してください。 


4. [登録]をクリックします。 

• [DIC]、[TOYO]、[PANTONE] の各カテゴリ内にある特色を上書き登録した場合は、[変更]に 
「*」が表示され、背景が薄い色付きになります。これらの特色に関しては、[標準に戻す]をクリッ 
クすることでデフオルトに戻すことができます。 

• [CUSTOM] カテゴリ内の特色を上書き登録した場合は、もとの値には戻せません。 

5 . [閉じる]をクリックします。 

松補足、 [特色の管理]ダイアログボックスで[新規登録]、[削除]、[標準に戻す]などの処理を行うと、ダイア 
^— j □グボックス内の表示は更新されますが、実際に登録内容が更新されるのは、[閉じる]をクリックして 
[特色の管理]ダイアログボックスが終了されたときです。 


特色の編集 


7. [特色の管理]ダイア□グボックスで、編集する特色を選択し、[編集]をクリックします。 

2. [特色の管理-編集]ダイア□グボックスで、登録と同様に項目を編集します。 

編集前と編集後のカラープレビューがダイアログボックス右上に表示されるので、編集の目安としてくださ 
い0 


特色の削除 

1 . [特色の管理]ダイアログボックスの [CUSTOM] カテゴリ内で、削除する特色を選択し、[削除]をクリッ 
クします。 

2 . 確認のダイアログボックスで、[はい]をクリックします。 

^補足 j [DIC]、[TOYO]、[PANTONE] の各カテゴリ内にある特色は削除できません。 


環境設定 

特色の管理におけるカラーモード、特色補正プ□ファイル、インテントの初期値が設定できます。 
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2 色の調整と管理 


操作手順 


1 • [特色の管理]ダイアログボックスで、[環境設定]をクリックします。 
Z . 各項目を設定し、[〇 K ] をクリックします。 



籲カラーモード 

カラーモードが表示されます。 

松補足、 [特色の管理]ダイアログボックスで、[チヤート出力]や[パレット]を実行した場合は、選択したプロ 
ファイルを使用してプリントされます。 

春特色補正プ□ファイル 
カラーモードごとにプ□ファイルが設定できます。 


¢5参照） 


特色補正プ□ファイルについては、「2.5特色補正プ□ファイルを設定する」 (P.122) を参照してください。 


籲インテント 

• パーセプチヤル 


•サチュレーシヨン • 相対カラリメトリック • 絶対カラリメトリック 


2.8.2 特色パレット 


Print Server に登録されている特色の色味を調整して新しい特色として登録することができます。選択している特 
色に対して、色差と明るさを微調整した色をプリントして確認し、希望の色を特色として登録できます。 


操作手順 


7 . ServerManager の[カラー] — [特色の管理]を選択します。 
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2.8 特色を設定する 


2 . [カテゴリ]からカラーカテゴリーを選択したあと、プリントする特色を1つ選択して[パレツ 
卜]をクリックします。 



3 . [オリジナルとの色差を選択してください。]に、1〜1〇の範囲で値を入力します。 



4. [明るさの幅を選択してください。]に、 1 〜 5 の範囲で値を入力します。 

5 . [プリント]をクリックします。 
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2 色の調整と管理 


Print Server 

SpotColor Chart - Palette 


Date: 20)1/05/20II 


DoruPri..l C9X0i 

de :フルカラ、- 1 
デフオルト 


Colordifference : 
Brightness : 3 


88.86 12.91 24.64 

88.86 9.36 23.19 

88.86 7.91 19.64 

88.86 9.36 16.09 

86.86 12.91 14.64 

88.86 16.46 16.09 


Original 


Brighter 


3 85.86 

4 85.86 

5 85.86 

6 85.86 


17.91 
16.46 

12.91 
9.36 
7.91 
9.36 


19.64 
23.19 

24.64 
23.19 

19.64 
16.09 

14.64 
16.09 


6 . 各項目を設定し、[〇 K ] をクリックします。 


♦用紙トレイ 

プリントする用紙のある用紙トレイを選択します。 

籲プリント終了後、保存する 
チェックマークを 付けると、ジョブとして保存できます。 

7 . プリントされた色見本を確認し、登録する色見本の番号を決めます。 


以下の情報が印字されます。 

•フリント日 •ページ番号 

• 特色補正プロファイル名 • 色見本 


プリンター名 


•カフ— t —卜 


©補足） 


色見本は以下のプリントオプシヨンの設定でプリントされます。 

• [カラー] > [カラーモード]:[環境設定]ダイアログボックスの設定値 
• [カラー] > [ユーザー調整]:しない 
• [カラー] > [濃度調整]:しない 
• [カラー] > [明るさ調整]:〇 

• [カラー] > [カラー詳細（共通設定)] > [トナー総量調整]:標準 
• [カラー] > [カラー詳細（特色設定)] > [コンポジット特色補正]:有効 

• [カラー] > [カラー詳細（特色設定)] > [特色補正プロファイル]:[環境設定]ダイアログボックス 
の設定値 

• [カラー] > [カラー詳細（特色設定)] > [特色インテント]:[環境設定]ダイアログボックスの設定値 
• [画質] > [キャリブレーション]:自動 


使用する用紙トレイを逞択じ?: ください。 
用紙トレイ： 

□プリント終了後、保存する 


OK ] I キャンセル I 


£レィ1 ( A 4.± HS ) ]□ 


色見本のブリント 


9 : 649 . 643 . 194 . 643 . 199 . 6414 . 646.09 
112221111 


' 91 . 9146 . 91 . 36 . 91 . 36 . 91.46 
- 276297926 


888888888 
■8282828282B2B28282 


181920212223242526 
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2.8 特色を設定する 


8 . 登録する色見本の番号を [ No .] に入力します。 



9 . [特色名]を入力して[登録]をクリックします。 

プリントされた色見本に希望の色がない場合は、[ステップ1に戻る]をクリックして手順3に戻り、 
色差、明るさの幅を選択し直すか、手順1からやり直してください。 

10 . [はい]をクリックします。 


普告 


叉 


如 特色名： DIC 1 type 2 を新規に登録しますか？ 


はい⑺ いいえ ( N ) 


[ DIC ]、[ TOYO ]、[ PANTONE ] の各カテゴリ内にある特色を上書き登録した場合は、[特色の管 
理]ダイアログボックスの[変更]に「*」が表示され、背景が薄い色付きになります。これらの 
特色に関しては、[標準に戻す]をクリックすることでデフオルトに戻すことができます。 
[ CUSTOM ] カテゴリ内の特色を上書き登録した場合は、値が設定したものに上書きされて登録さ 
れます。 
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2 色の調整と管理 


2.8.3 特色チヤートのプリント 


Print Server に登録されている特色を任意に選択して、色見本をプリントできます。 


Print Server 
SpotCoIor Chart 




r er 

iart 

IMt 1^ ITJV^ 

2 V It* i 独: ， 


I ド: 

LSjb- . Di: 口 ? viMl C SCOJi: 
I/iSjM: 古： 7" 心ゾ I 
hyiflki デ7ォ1■■卜 


¥(的 K^ArilO-NI: 

SSICVI ： SffiCW 


M \ k - f 、チャートは A4 (色見本は 5x10)、 または A3 (色見本は 7x15) サイズです。 B4 以下のサイズでは A4 サ 
^- ) イズでプリントされます。 A3 以上のサイズでは A3 サイズでプリントされます。 

以下の情報が印字されます。 

•プリント日 •ページ番号 •プリンター名 •カラーモード 

•特色補正プロファイル名 •特色名 •色見本 

@補足") 色見本は以下のプリントオプションの設定でプリントされます。 

^- ’ • [カラー] > [カラーモード]:[環境設定]ダイアログボックスの設定値 

• [カラー] > [ユーザー調整]:しない 
• [カラー] > [濃度調整]:しない 
• [カラー] > [明るさ調整]:〇 

• [カラー] > [カラー詳細（共通設定)] > [トナー総量調整]:標準 
• [カラー] > [カラー詳細（特色設定)] > [コンポジット特色補正]:有効 

• [カラー] > [カラー詳細（特色設定)] > [特色補正プロファイル]:[環境設定]ダイアログボックス 
の設定値 

• [カラー] > [カラー詳細（特色設定)] > [特色インテント]:[環境設定]ダイアログボックスの設定値 
• [画質] > [キャリブレーション]:自動 


操作手順 


7 . ServerManager の[カラー] — [特色の管理]を選択します。 
Z . [チヤート出力]をクリックします。 
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2.8 特色を設定する 


3 . [カテゴリ]からカラーカテゴリーを選択したあと、プリントする特色を選択します。 



特色は、 ( Shift ) キ ー+ クリックで連続選択、 ( Ctrl ) キ ー+ クリックで任意選択ができます。 
4. [追加]をクリックします。 



會全て追加 

クリックすると、[カテゴリ]のすベての特色が追加されます。 

籲チヤ _ 卜出カリスト 

追加した特色を1つだけ選択して[上へ][下へ]をクリックすると、並び順を変更できます。 

追加を取り消す場合は、[チャート出カリスト]から追加した特色を選択し、[戻す]をクリックしま 
す。特色は、 〈 Shift 〉 キ_+クリックで連続選択、 ( Ctrl ) キ_+クリックで任意選択ができます。 

像全て戻す 

クリックすると、[チヤート出カリスト]のすベての特色が削除されます。 


1^1 





















































2 色の調整と管理 


♦用紙トレイ 

プリントする用紙のある用紙トレイを選択します。 

籲プリント終了後、保存する 
チェックマークを 付けると、ジョブとして保存できます。 

5 . 各項目を設定し、[プリント]をクリックします。 


1^2 




2.9 カラーを置き換える 


2.9 カラーを置き換える 

カラー置き換え機能を使用すると、ジョブ内の特定の RGB 、 CMYK 値を特定の CMYK 、 または特 
色に変換できます。 


カラー 置換設定 ファイルの 作成 


プリントに適用するカラー置換設定ファイルを作成し、読み込みと割り当てを行います。 

読み込んだカラー置換設定ファイルを Print Server に登録すると、プリント時にプリントオプションから選択でき 
ます。 


操作手順 


7 . ServerManager の 1 [カラー調整ファイルの管理]をクリックします。 

松ネ甫足 [カラー] — [カラー調整ファイルの管理]を選択しても、[カラー調整ファイルの管理]ダイアログボッ 
^- ) クスを表示できます。 

Z . [カラー置換]をクリックします。 


，一讀窖ファイルの管理 


フルカラー1/グレースケール|_ 


CIEBased - 
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2 色の調整と管理 


3 . 1〜100の中から登録する番号を選択して[新規作成]をクリックします。 


カラー 罟後-割り当て 


S S Oi X 

新規作成…編集…複製… 


s 



|^じる 


4. [置換元]の[カラースペース]から [ RGB ] 、または [ CMYK ] を選択し、各色の値を入力し 
ます。数値は、 [ RGB ] の場合は〇〜255の範囲で、 [ CMYK ] の場合は〇〜100の範囲で入力します。 



設定した色がプレビュー表示されます。 

修許容幅 

置き換え処理をするときに、各値の一致を見るときの幅を入力します。入力範囲は、〇〜5です。 

猫兄 [ RGB ] から [ CMYK ]、 または [ CMYK ] から [ RGB] に切り替えた場合は、切り替えられたカラース 
以 ノぺ-スの値に麵されます。 
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2.9 カラーを置き換える 


5 . [置換先]の[カラースペース]から [ CMYK ]、 または[特色]を選択します。 
• [ CMYK ] の場合は、各色の値を入力します。 

• [特色]の場合は、[特色]から特色を選択します。 



設定した色がプレビュー表示されます。 


©補足） 


[特色]メニューには、 Print Server に登録されている色が色見本とともに表示されます。 


6. [追加]をクリックします。 


@補足） 


複数の色の置き換えを同時にすることもできます。 


ノ. [名前]に新しいカラー置換設定ファイルの名前を入力し、[〇 K ] をクリックします。 

8. 選択した番号に設定ファイルを割り当てるかを確認するダイア□グボックスで、[はしヽ]をクリツ 
クします。 


カラー置換設定ファイルの割り当て 


[カラー置換-割り当て]ダイアログボックスで、割り当てるカラー置換ファイルを選択し、[閉じる]をクリック 
します。 

ぬ補足、 割り当てたカラー置換設定ファイルをプリントに適用するときは、プリントオプションの[カラー]> 
^ — ) [カラー詳細（共通設定)] > [カラー置換]から設定ファイルを選択します。 

C 参昭〉 詳細ま、「4.1.4カラー」 (P.229) を參照してください。 


カラ…置換設定ファイルの編集 

7. [カラー置換-割り当て]ダイア□グボックスで、編集するカラー置換設定ファイルを選択し、[編集]をク 
リックします。 

2. [カラー置換-編集]ダイアログボックスで、作成と同様に項目を編集します。 
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2 色の調整と管理 


カラー 置換設定 ファイルの 複製 

7. [カラー置換-割り当て]ダイア□グボックスで、複製するカラー置換設定ファイルを選択し、[複製]をク 
リックします。 

2. [カラー置換-編集]ダイア□グボックスで編集したあと、 [0 K ] をクリックします。 


カラー 置換設定 ファイルの 削除 

7. [カラー置換-割り当て]ダイア□グボックスで、削除するカラー置換設定ファイルを選択し、[削除]をク 
リックします。 

2. 確認のダイアログボックスで[はい]をクリックします。 


割り当てられているカラー置換設定ファイルを削除した場合、「置換なし」が割り当てられます。 











ServerManager でできるジョブ操作 


ServerManager から行うジョブの操作（ビルドジョブや Raster Image Viewer など）、ファイルの 
送受信について説明しています。 


3.1 ServerManager (こつし、て . 148 

3.1.1 ServerManager のウインドウ . 148 

3.1.2 クライアントコンピューターからの接続 . 155 

3.1.3 ServerManager のメニュー . 157 

3.1.4 システムメニュー . 162 

3.1.5 ジョブメニュー . 162 

3.1.6 表示メニュー . 167 

3.1.7 ヘルプメニュー . 168 

3.2 サムネールでジョブ'を,編集する . 169 

3.3 ジョブ'を連結する（ビルドジョブ') . 175 

3.3.1 ビ J しドジョブ'の作成 . 175 

3.3.2 ビルドジョブ'のプリントオプション . 178 

3.4 Raster Image Viewer を使用する . 186 

3.4.1 Raster Image Viewer の起動方法 . 186 

3.4.2 Raster Image Viewer のウインドウ . 187 

3.4.3 Raster Image Viewer のメニュー . 194 

3.5 ファイルを送受イ言する、転送する . 198 

3.5.1 ポ'ックスの設定 . 199 

3.5.2 ファイルの送彳言（メール添付） . 205 

3.5.3 ファイルの受彳言 . 206 

3.5.4 通信履歴の確認 . 209 

3.5.5 送イ言ジョフ''の管理 . 212 

3.5.6 アドレス帳の管理 . 213 

3.5.7 ファイルの転送 . 218 



























3 ServerManager でできるジョブ操作 


3.1 


ServerManager について 


ServerManager に表示される項目について説明します 0 
ここでは Print Server で使用できる機能を含めて説明しています。 



3.1.1 ServerManager のウインドウ 


上部には Print Server やプリンターの状態を示すステータスメッセージが表示されます。 

Print Server には、「ボックス」があり、クリックするとそれぞれの「ジョブリスト」表示に切り替わります。 

[プリント]ボックスには、処理中、保持、およびエラーの3つがあります。 

メニューやボタンについては、「3.1.3 ServerManager のメニュー」 （P.157) 、および「機能ボタン」 
(P.155) を參照してください。 

ステータスメッセージ 



ボックス 

上段の「処理中リスト」はすべてのボックスで共通です。それ以外のリストは、ボックスごとに異なります。 
籲プリント 

ServerManager の基本の画面です。「保持リスト」と「エラーリスト」が表示されます。 

• 検索結果 

ジョブの検索結果が表示されます。 

^参照 ジョブ検索については、「6.1.5ジョブ検索」 (P.328) を参照してください。 

籲プレビュー 

TIFF 保存、 PDF 保存で作成された TIFF 画像のリストがジョブごとに表示されます。 
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3.1 ServerManager について 


♦送信 

時刻指定送信で送信待ちのメールと送信エラーになったメールのリストが表示されます。 
* 受信 

受信したメールのリストが表示されます。 


ジ 3ブリスト 


通常、ジョブリストに表示されるジョブの文字色は黒ですが、ジョブの状態によって黒以外の文字が使われるもの 
もあります。一度もプリントしたことのないジョブは背景色が変更されます。 

ジョブの状態には、以下のものがあります。 


籲処理中リスト 

現在 、 Print Server でプリント処理されているジョブの一覧が表示されます。 
処理中ジョブのうち、プリント中のものは青い文字で表示されます。 


籲保持リスト 

[プリント]ボックスで表示されます。プリント処理が終わったものなど 、 Print Server に保持されているジョ 
ブの一覧とジョブ数が表示されます。 

保持リストにあるジョブは、任意のフォルダーを作成して管理することができます。 

^参昭、 フォルダーでジョブを管理する方法については、「ジョブフォルダーの管理」 （P.151) を參照してください。 


♦エフーリスト 


[プリント]ボックスで表示されます。プリント処理で、エラーが発生したジョブの一覧とジョブ数が表示さ 
れます。 

エラージョブのうち、用紙切れなどプリントオプションの設定を変更する必要がないエラーが発生しているも 
のは 黒い文字で、プリントオプションの設定を変更すると、再プリントできるものはマゼンタ色の文字で表示 
されます。また、クライアントコンピューターでファイルを作成し直す必要があるジョブなどは、赤い文字で 
表示されます。 


ジョブリストに表示される項目は、以下のとおりです。 


項目 

説明 

フオルダー名 

保持リストのジョブが格納されているフオルダーのフオルダー名が表示されます。 

(ジョブ名） 

ジョブのファイル名が表示されます。 

アイコン 

m 

ビルドジョブが設定されている場合に表示されます。 

a 

セキュリティプリントが設定されている場合に表示されます。 

rsj 

フォームとして登録済みの場合に表示されます。 


ジョブを受信中の場合に表示されます。 


RIP 済みデータを保持している場合に表示されます。 

pi 

IS 

PS プリフライトレポートを保持している場合に表示されます。 

fiTii 

neipi 

RIP 済み TIFF ファイルを保持している場合に表示されます。 

_ 

RIP 済み PDF ファイルを保持している場合に表示されます。 

丑 

サムネール編集でページ情報が設定されている場合に表示されます。 

□ 

ビルドジョブを構成している個々のジョブに表示されます。（検索結果ボックスのみ） 

ジョブ ID 

ジョブ ID が表示されます。 
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3 ServerManager でできるジョブ操作 


項目 

説明 

ジョブステータスマーク 

[> 

処理中 

プリントしている場合に表示されます。 


4 


プリンターでエラーが発生している場合に表示されます。 


m 

エラー 

E :ファイルの修正や再プリントが必要。赤色で表示。 


赢 


W :プリントオプションの変更で再プリント可能。マゼンタ色で表示。 




N :エラーを解除すると再プリント可能。黒色で表示。 

所有者 

ジョブを送信した所有者名が表示されます。所有者は、クライアントコンピューターごとに 
異なります。 


Macintosh 

Macintosh クライアントの所有者名が表示されます。 


Windows 

Windows クライアントへのログイン名が表示されます。 


ホットフオルダ 

ファイルからユーザー名を取得できる PostScript ファイルの場合は、そ 
のユーザー名が表示されます。 

それ以外の場合は、「不明」と表示されます。 


Lpr 

ファイルからユーザー名を取得できる PostScript ファイルの場合は、そ 
のユーザー名が表示されます。 

それ以外の場合は、 「lp「 ユーザー」と表示されます。 


DropUtility 

Macintosh クライアントの所有者名、または Windows クライアントへ 
のログイン名が表示されます。 


WebManager 

アツフロードプリントの場合は、 WebManager のログイン名が表示さ 
れます。 

WebManager にログインしていない場合は、 「Web ユーザー」と表示 
されます。 


ジョブの読み込み 

ファイルからユーザー名を取得できる PostScript ファイルの場合は、そ 
のユ _ ザー名が表示されます。 

それ以外の場合はログイン名が表示されます。 

受信時刻 

Print Server がクライアントコンピューターからジョブを受信した時刻が表示されます。 

サイズ 

受信したジョブのファイルサイズが表示されます。 

RIP (処理中のみ） 

RIP の処理状態が表示されます。処理状態には、以下のものがあります。 

•「処理待ち」、「処理済みサイズ」 （APPE ジョブ場合、 「RIP 済みページ数」） 

印刷（処理中のみ） 

プリントの処理状態が表示されます。処理状態には、以下のものがあります。 

•「データ転送待ち」、 「（氺 /氺）ページ転送中」、 「氺 ページ目転送中」、「フリント待ち」、 
「プリント中」 

ステータス（エラーのみ） 

エラーの種類が表示されます。エラーの種類には、以下のものがあります。 

•「PostScript エラー」、「プリンターエラー」、「受信時エラー」、 「RIP エラー」、「コント 
口ーラーボードエラー」、「データべースエラー」など 

出力日時 

プリンターがファイルの最後の用紙を排出した日時が表示されます。一度もフリントしてい 
ない場合は、「未出力」と表示されます。 

タイプ 

ジョブのファイルタイプが表示されます。 

RIP の種類 

RIP の種類には、以下のものがあります。 

•「CPSI」、「APPE」 

ページ.部数 

受信したデータのページ数と部数が表示されます。 

受信プロトコル 

ジョブの受信プロトコルが表示されます。 


- TCP/IP (Ipr) からのプリント時、 ServerManager の[管理]—[論理プリンタの管理]を選択し、 
[TCP/IP ] の設定で [ Ipr のコントロールファイルを無視する]が設定されている場合は、 PostScript 
ファイル内の％% Title 欄の記述内容がジョブ名になります。 

• リストに表示される項目の順序を変更できます。また、保持リストとエラーリストでは、各項目をキー 
にして、ジョブをソートして表示できます。詳細は、『ユーザーズガイド導入編』の「3.2.1 
ServerManager のウインドウ」を參照してください。 
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3.1 ServerManager について 


ジョブフォルダーの管理 


■作成 

デフォルトで、「#共通」フォルダーが作成されています。 

^補足^ フォルダーは、管理者モードのときに操作できます。 

7 . [ボックス] — [フォルダー] — [作成]を選択します。 

2. [作成]ダイアログボックスで、[名前]を入力し、[〇 K ] をクリックします。 


♦名前 

31バイト以内で入力します。100個まで登録できます。 

■名前の変更 

7 . 保持リストから名前を変更するフォルダーを選択します。 

@補足 A 「#共通」フォルダーの名前は、変更できません。 

2. [ボックス]—[フォルダー]—[名前の変更]を選択します。 

3. [名前の変更]ダイアログボックスで、新しい名前を入力し、 [ OK ] をクリックします。 


■削除 

7 . 保持リストから削除するフオルダーを選択します。 

2. [ボックス]—[フォルダー]—[削除]を選択します。 


©補足 J ) 


• 複数選択ができます。 

• 「#共通」フォルダーは削除できません。 


3. フォルダーにジョブがある場合は、確認のダイアログボックスが表示されるので、 [ OK ] をクリックします。 

• フォルダーにジョブがない場合は、フォルダーだけが削除されます。 

• フォルダーにジョブがある場合は、フォルダーとフォルダーの中のジョブが削除されます。 

■展開する/たたむ 

フォルダー内のジョブ名の表示の設定ができます。 

[ボックス]—[すべてのフォルダーを展開する]を選択すると、すべてのフォルダー内のジョブが表示され、 
[すべてのフォルダーをたたむ]を選択すると、フォルダー内のジョブ名が表示されなくなります。 

^補口 ） • 展開する/たたむは、一般ユーザーモードでも操作できます。 

^ - ’ • 次回起動時に同じ設定で表示されます。 

• [ジョブ]—[すべて選択]を選択した場合、ジョブ名が表示されているジョブだけが選択されます。 
(フォルダーがたたまれ、表示されていないジョブは選択されません） 

■ボックス表示の切り替え 

表示するボックスを選択できます。 

[ボックス]—[ボックス表示の切り替え]で、ボックスを選択すると、選択したボックスが表示されます。 
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3 ServerManager でできるジョブ操作 


ステータスメッセージ 


Print Server、 プリンターの状態のメッセージとプリンター構成のイメージ、およびジョブの進渉状態（上段：プ 
リント状態、下段： RIP 状態）が表示されます。 

メッセージの先頭とプリンター構成のイメージにはアイコンが表示されます。アイコンの種類は、以下のとおりで 
す0 


アイコン 

説明 

m 

情報メ ツセー ジであることを示します。プリンタ ー 構成のイメージには表示されません。 

m 

エラー があることを示します。 

巍 

警告があることを示します。 


表示されるメッセージは、以下のとおりです。 


メッセージ 

状態 

サーバー状態 

サーバー使用可能 

プリント処理ができる状態です。 

サーバーにフォントをダウン 
口ードしています 

市販フォントのダウンロード中です。 

サーバーのキヤリブレーシヨン 
をしています 

キャリブレーション中です。 

サーバーの両面印刷を微調整し 
ています 

両面印刷の微調整を行っています。 

サーバーの印刷処理を停止して 
います 

クライアントコンピューターからのジョブは受け付けます。 

RIP 処理は行いません。 

サーバーのシステムを再設定し 
ています 

システム情報の再設定を行っています。（環境設定の変更、ユーザー 
調整、キャリブレーションの変更、設定のバックアップ/リストア、 
フォントリストア、フォントダウンロードモード開始/終了時の RIP 
再起動中など） 

サーバーのディスク空き容量不 
足です 

ディスクの空き容量が不足し、処理が継続できない状態です。 

サーバーのフォントをバック 
アップしています 

フォントバックアップ中です。 

プリンター状態 

サイクルアップ中 

プリンターのウォームアップ中です。 

節電中です 

節電中です。 

診断モード中です 

診断モードです。 

初期化処理しています 

初期化処理中です。 

停止中です 

停止中です。 

プリントできます 

待機中です。 

お待ちください 

待機中です。 

プリンター操作中です 

プリンターの操作パネルが操作中です。 

通信エラーが発生しました 

プリンターの電源が入っていないか、 Print Server とプリンターの 
ネットワーク通信ができない状態です。 

プリンターでエラーが発生しま 
した 

エラーが発生しています。 

エフーメッセージ(しついては、「6.3エフージョブメッセー 
W 冬 , '、、 J ジについて」 ( P .333) を 参照して ください。 

(木/木木）枚目をプリントしてい 
ます 

プリント中です。 

木：プリント中の ページ 番号 
氺氺： 総 ページ 数 
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3.1 ServerManager について 


メッセージ 

状態 

プリンター状態 

(氺/氺氺）部目の（氺氺氺/氺氺 
木木）枚目をプリントしています 

複数部設定でフリント中です。 

* :プリント中の部 
木木：設定部数 

氺氺氺：プリント中のページ番号 
木木木木：総ページ数 


①プレビューウィンドウ 

プレビューウィンドウには、以下の項目が表示されます。 

[表示]—[プレビュー]を選択すると、表示/非表示の切り替えができます。 

■プレビュー画像 

ジョブリストで選択されたジョブのプレビュー画像が表示されます。プレビュー画像をダブルクリックすると、 
プレビューウィンドウに表示されている画像が別のダイアログボックスに拡大表示されます。 

ジョブにプレビュー画像がない場合や、セキュリティプリントが設定されているジョブ（□グオフ、および一 
般ユーザーモード時）は、以下のように表示されます。 

■プレビュー画像がない場合 ■セキュリティプリントが指定されている場合 


画像がありません 

_ _ 

ジョブリストでジョブが選択されていない場合は、 RIP 中のジョブのプレビュー画像が表示されます。 

〇 プレビューの保存方法を設定できます。『ユーザーズガイド導入編』の「1 .2.2 ServerManager の環境設 

ン定」の「プリントジョブの設定」を參照してください。 

■保持データ 

ジョブがデータを保持している場合は、プレビュー画像の左横にアイコンが表示されます。アイコンには、以 
下の4種類があります。 


アイコン 

説明 


PS プリフライトレポートを保持しています。 

& 

RIP 済みデータを保持しています。 

& 

TIFF ファイルを保持しています。 


■ページめくりボタン 

•プレビューの作成/保存方法が[全ページ保存する]の場合で、選択したジョブが複数ページのときは、[く]、 
または！ >] をクリックすると、ページが前後します。 

- [«] をクリックすると、最初のページが表示されます。 

- [»] をクリックすると、最後のページが表示されます。 
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3 ServerManager でできるジョブ操作 


②マシン消耗品状態ウィンドウ 

マシン消耗品状態ウィンドウには、以下の項目が表示されます。 

[表示] — [マシン状態]を選択すると、表示/非表示の切り替えができます。 

■トレイ情報 

各トレイにセツトされている用紙サイズ、トレイの状態、用紙の種類、用紙の色が表示されます。 

「用紙切れ」、「故障」、「正しくセツトされていません」は、赤い文字で表示されます。 

•正常（100%) •正常（7596) •正常（50%) •予備を用意（25%) 

•用紙切れ •故障 •正しくセツトされていません 

■ トナー量 

各トナーの状態が25%刻みのバーグラフで表示されます。 

•良好（100%) •良好（75%) •良好（50%) •予備を用意（25%) •要交換 

■八ードディスク使用量 

Print Server の作業用フォルダーがあるディスクのスプールフォルダーを含んだ全容量とディスク使用量が 
バーグラフで表示されます。 


③ネットワーク状態ウィンドウ 


ネットワーク状態ウィンドウには、以下の項目が表示されます。 

[表示]—[ネットワーク状態]を選択すると、表示/非表示の切り替えができます。 

各ネットワークの環境設定については、『ユーザーズガイド導入編』の「1.1 Print Server の設定をする」 
を參照してください。 


■種類 

利用できるネットワークの種類が表示されます。表示されるネットワークの種類には、以下のものがあります。 
• AppleTalk • Windows ネットワーク • TCP/IP •ホットフォルダ 

■名称 

ホットフォルダはフォルダー名、それ以外はプリンター名が表示されます。 

■状態 

プリンターの受信状態が受信中のものは青い文字で、エラーが発生しているものは赤い文字で表示されます。 
表示される状態には、以下のものがあります。 


•起動していません 

• 受信待ち 

• 受信中 

• サーバーと接続できません 

• 正常に起動していません 
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3.1 ServerManager について 


機能ボタン 

ServerManager のメニューの一部は、以下のボタンでも操作できます。 


① 


キヤリブ レーシヨ >■ 

E9H 


② 

in 


カラ-調堅ファイルの音理. 


平平 

⑤⑥⑦⑧⑨⑩ 


① 

キヤリブレーション 

② 

カラー調整ファイルの管理 

③ 

論理プリンタの管理 

④ 

ログイン/ログオフ（ログイン状態によって、ボタンの形状が変化します） 

⑤ 

ジョブ読み込み 

⑥ 

ジョブ削除（ジョブをボタンの上にドラッグ&ドロップしても削除できます） 

⑦ 

(プリント）停止（ジョブをボタンの上にドラッグ&ドロップしても停止できます） 

⑧ 

(プリント）処理開始（ジョブをボタンの上にドラッグ&ドロップしても処理開始できます） 

⑨ 

続きをプリント（ジョブをボタンの上にドラッグ&ドロップしても続きをプリントできます） 

⑩ 

ジョブ検索 


3.1.2 クライアントコンピューターからの接続 


新規接続 


操作手順 


1 • デスクトップの 「 FX _ ServerManager 」 アイコンをダブルクリックします 0 



補足 [スタート]—[すべてのプ□グラム]— [Fuji Xerox] — [Print Server PX ]— 
[FX ServerManager] を選択しても、 ServerManager を起動できます。 

ServerManager が起動します 0 
2 . [システム] — [新規接続]を選択します。 
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3 ServerManager でできるジョブ操作 


3 . 接続先アドレスとポート番号を入力し、□グイン種別を選択します。 



4. [□グイン接続]を選択したときは、□グイン名を選択し、パスワードを入力します。 



5 . [〇 K ] をクリックします。 

Print Server に接続されます。 


接続設定ファイルの操作 

接続設定をファイル（拡張子は 「. psx 」） として保存し、終了したときと同じ状態で接続が再開されます。 


籲開く 

保存した設定ファイルを読み込んで、接続が再開されます。 



♦閉じる 

接続を終了します。 
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3.1 ServerManager について 


♦上書き保存 

現在の状態が接続設定ファイルに上書き保存されます。 



□グインパスワードを記憶して保存 

チェックマークを付けると、パスワードを入力せずに接続が再開されます。チェックマークを外すと、再開時 
にパスワードの入力が必要になります。 

像名前をつけて保存 

現在の状態が新しい接続設定ファイルに保存されます。 

3.1.3 ServerManager のメニュ ー 

ServerManager にあるメニュー項目について説明します。 

〇： 選択できる項目 
X :選択できない項目 
A :閲覧だけできる項目 

^補足、 APPE ジョブや、セキュリティプリントが設定されているジョブには、制限があります。 


システム 


メニュー項目 

クライアントコンピューター 

Print Server 

参照 

ログオフ 

ログイン 

ログオフ 

ログイン 

一般 

ユーザー 

管理者 

一般 

ユーザー 

管理者 

新規接続 

〇 

〇 

〇 

X 

X 

X 

3.1.2 

開く 

〇 

〇 

〇 

X 

X 

X 

閉じる 

〇 

〇 

〇 

X 

X 

X 

上書き保存 

〇 

〇 

〇 

X 

X 

X 

名前を付けて保存 

〇 

〇 

〇 

X 

X 

X 

スタートアップべージの印刷 

X 

〇 

〇 

X 

〇 

〇 

6.1.3 

印刷処理を停止/印刷処理を再開 

X 

X 

〇 

X 

X 

〇 

『ユーザー ズガイド 
セツトアツプ編』 
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3 ServerManager でできるジョブ操作 




クライアントコンピューター 

Print Server 



メニュー項目 


ログイン 


ログイン 

参照 



ログオフ 

一般 

ユーザー 

管理者 

ログオフ 

一般 

ユーザー 

管理者 


ジョブ 

履歴 

表示/保存/印刷 

X 

X 

〇 

X 

X 

〇 

6.1.1 

E 几中 

5 又疋 

X 

△ 

〇 

X 

A 

〇 

『ユーザーズガイド 
導入編』 1.2.2 

通信履歴 

X 

X 

X 

X 

X 

〇 

3.5.4 

エラー履歴の収菓 

X 

X 

〇 

X 

X 

〇 

6.1.4 

長さの単位 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

4.2.1 

オプションメモの設定 

X 

△ 

〇 

X 

△ 

〇 

『ユーザーズガイド 
導入編』 1.2.2 

プリントジョブの設定 

X 

△ 

〇 

X 

△ 

〇 

初期 

E 几中 

5 又疋 

作業用フォルダーの設定 

X 

X 

〇 

X 

X 

〇 

『ユーザーズガイド 
導入編』 1.2.4 


プリンター設定 

X 

X 

X 

X 

X 

〇 

『ユーザーズガイド 
導入編』 1.2.2 


サーバーの通信設定 

X 

A 

〇 

X 

A 

〇 

4.2.1 


クライアントの通信設定 

〇 

〇 

〇 

X 

X 

X 



ライセンスの設定 

X 

X 

X 

X 

△ 

〇 

『ユーザーズガイド 
導入編』 1.2.2 


その他の設定 

X 

X 

〇 

X 

X 

〇 

『ユーザーズガイド 
導入編』 1.2.3 

バック 

アップ 

ボックスをバックアップ 

X 

X 

X 

X 

X 

〇 

3.1.4 

ボックスをリストア 

X 

X 

X 

X 

X 

〇 



設定をバックアップ 

X 

X 

〇 

X 

X 

〇 

『ユーザーズガイド 
導入編』 1.3 


設定をリストア 

X 

X 

〇 

X 

X 

〇 


フォントをバックアップ 

X 

X 

〇 

X 

X 

〇 

6.1.2 


フォントをリストア 

X 

X 

〇 

X 

X 

〇 


サーバー 

X 

〇 

〇 

X 

〇 

〇 


ログイン/ログオフ 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

『ユーザーズガイド 
導入編』 1.2.3 

終了 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 
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3.1 ServerManager について 


ジョブ 


メニュー項目 

クライアントコンピューター 

Print Server 

参照 

ログオフ 

ログイン 

ログオフ 

ログイン 

一般 

ユーザー 

管理者 

一般 

ユーザー 

管理者 

ジョブ編集 

X 

〇 

〇 

X 

〇 

〇 

4.1 

ジョブ複製 

X 

〇 

〇 

X 

〇 

〇 

3.1.5 

ジョブ削除 

X 

〇 

〇 

X 

〇 

〇 

停止 

X 

〇 

〇 

X 

〇 

〇 

処理開始 

X 

〇 

〇 

X 

〇 

〇 

続きをプリント 

X 

〇 

〇 

X 

〇 

〇 

すべて選択 

X 

〇 

〇 

X 

〇 

〇 

ジョブ保存 

X 

〇 

〇 

X 

〇 

〇 

ジョブ読み込み 

X 

〇 

〇 

X 

〇 

〇 

フォルダー移動 

X 

〇 

〇 

X 

〇 

〇 

RIP 済みデータを削除 

X 

〇 

〇 

X 

〇 

〇 

RIP 済みデータを作成 

X 

〇 

〇 

X 

〇 

〇 

ジョブ検索 

X 

〇 

〇 

X 

〇 

〇 

6.1.5 

検索リストのクリア 

X 

〇 

〇 

X 

〇 

〇 

小冊子作成 

X 

〇 

〇 

X 

〇 

〇 

1.2.1 

差込印刷 

X 

〇 

〇 

X 

〇 

〇 

1.2.4 

2 アップ 

X 

〇 

〇 

X 

〇 

〇 

1.2.2 

リ ピー トプリント 

X 

〇 

〇 

X 

〇 

〇 

1.2.3 

ビルドジョブ 

X 

X 

X 

X 

〇 

〇 

3.3 

サ厶ネール 

サ厶ネール 
編集 

X 

X 

X 

X 

〇 

〇 

3.2 

サムネール 
編集情報を 
削除 

X 

〇 

〇 

X 

〇 

〇 

拡大プレビュー 

X 

〇 

〇 

X 

〇 

〇 

3.1.5 

Raster Image Viewer 

X 

X 

X 

X 

〇 

〇 

3.4 

PS プリフライトレポート 

X 

〇 

〇 

X 

〇 

〇 

1.1.4 

キヤリブレーシヨンの確 
認印刷 

X 

〇 

〇 

X 

〇 

〇 

3.1.5 

送信 

X 

X 

X 

X 

〇 

〇 

3.5 

ジヨブ情報の収集 

X 

X 

X 

X 

〇 

〇 

3.1.5 

プレビューボックス 

X 

X 

X 

X 

〇 

〇 


送信ボックス 

X 

X 

X 

X 

〇 

〇 

3.5 

受信ボックス 

X 

X 

X 

X 

〇 

〇 
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3 ServerManager でできるジョブ操作 


カラー 


メニュー項目 

クライアントコンピューター 

Print Server 

參照 

ログオフ 

ログイン 

ログオフ 

ログイン 

一般 

ユーザー 

管理者 

一般 

ユーザー 

管理者 

キヤリブレーシヨン 

X 

X 

〇 

X 

X 

〇 

2.2.2 

キヤリブレーシヨンの通 
知設定 

X 

X 

X 

X 

A 

〇 

『ユ _ ザ _ ズガイド導入編』 

1.2.2 

カラー調整ファイルの管 
理 

X 

A 

〇 

X 

A 

〇 

2.2、2.3、2.4、2.5、2.6、2.7、 
2.9 

特色の管理 

X 

△ 

〇 

X 

A 

〇 

2.8 


管理 


メニュー項目 

クライアントコンピューター 

Print Server 

参照 

ログオフ 

ログイン 

ログオフ 

ログイン 

一般 

ユーザー 

管理者 

一般 

ユーザー 

管理者 

プリントオプション 
テンプレートの管理 

X 

△ 

〇 

X 

△ 

〇 

『ユーザーズガイド導入編』 

1.2.1 

論理プリンタの管理 

X 

△ 

〇 

X 

A 

〇 

『ユ _ ザーズガイド導入編』 

1.2.2 

フオント 
の管理 

—見表示/— 
覧印刷 

X 

〇 

〇 

X 

〇 

〇 

6.1.2 

—覧表示/— 
覧印刷を除く 

X 

X 

〇 

X 

X 

〇 

フォーム管理 

X 

〇 

〇 

X 

〇 

〇 

1.2.4 

ウォーターマーク 管理 

X 

A 

〇 

X 

A 

〇 

4.2.2 

ページ番号設定ファイル 
の管理 

X 

A 

〇 

X 

A 

〇 

4.2.3 

保存*接続先の管理 

X 

X 

X 

X 

A 

〇 

3.5.7 

ユーザー管理 

X 

A 

〇 

X 

A 

〇 

『ユーザーズガイド導入編』 

1.2.3 


ボックス 


メニュー項目 

クライアントコンピューター 

Print Server 

參照 

ログオフ 

ログイン 

ログオフ 

ログイン 

一般 

ユーザー 

管理者 

一般 

ユーザー 

管理者 

メール受信 

X 

X 

X 

X 

X 

〇 

3.5.3 

アドレス帳 

X 

X 

X 

X 

X 

〇 

3.5.6 
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3.1 ServerManager について 


メニュー項目 

クライアントコンピューター 

Print Server 

參照 

ログオフ 

ログイン 

ログオフ 

ログイン 

一般 

ユーザー 

管理者 

一般 

ユーザー 

管理者 

フォルダー 

X 

X 

〇 

X 

X 

〇 

3.1.1 

すべてのフォルダーを展 
開する 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

すべてのフォルダーをた 
たむ 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

ボックス 
表刁ゝの 
切り替え 

プリント/ 
検索リスト 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

プレビュー 
/送信/受信 

X 

X 

X 

〇 

〇 

〇 

ボックスの設定 

X 

△ 

〇 

X 

△ 

〇 

『ユーザーズガイド導入編』 

1.2.2 


表示 


各ウィンドウの表示切り替えや、 Print Server の状態を表示できます。 


メニュー項目 

クライアントコンピューター 

Print Server 

參照 

ログオフ 

ログイン 

ログオフ 

ログイン 

一般 

ユーザー 

管理者 

一般 

ユーザー 

管理者 

プレビュー 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

3.1.1 

マシン状態 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

ネットワーク状態 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

ステー タス ー覧 

〇 

〇 

〇 

X 

X 

X 

3.1.6 

標準に戻す 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

最新の情報に更新 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


ヘルプ 


メニュー項目 

クライアントコンピューター 

Print Server 

參照 

ログオフ 

ログイン 

ログオフ 

ログイン 

一般 

ユーザー 

管理者 

一般 

ユーザー 

管理者 

ヘルプ 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

3.1.7 

バージョン情報 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 
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3 ServerManager でできるジョブ操作 

3.1.4 システムメニュー 


ここに記載されていないメニュー項目については、「3.1 .3 ServerManager のメニュー」 （P.157) の一覧から該当 
のページを参照してください。 

■ボックスをバックアップ 

ボックス単位でジョブが圧縮保存されます。 

補足、 パスワードの設定ができます。 

^- J パスワードとして入力できるのは、1バイト文字だけで、5〜31バイトの範囲です。 

■ボックスをリストア 

[ボックスをバックアップ]によって保存されたジョブを読み込みます。 

ボックス単位のファイルを複数選択できます。 

^補足 j 保存ファイルにパスワードが設定されている場合、[パスワードの入力]ダイアログボックスが表示され 
よ9 〇 


3.1.5 ジョブメニュー 


ここに記載されていないメニュー項目については、「3.1.3 ServerManager のメニュー」 (P.157) の一覧から該当 
のページを参照してください。 


ジョブの状態 

[ジョブ] メニュー/ポップアップメニューで 使用できる項目 

処理中 

[ジョブ編集]、[すべて選択]、[ジョブ削除]、[停止]、[拡大プレビュー] 

保持/エラー 

[ジョブ編集]、[ジョブ複製]、[ジョブ保存]、[すべて選択]、[ジョブ削除]、 [ RIP 済みデータを削除]、 
[ RIP 済みデータを作成]、[処理開始]、[続きをプリント]、 [ PS プリフライトレポート]、[キャリブレー 
ションの確認印刷]、[小冊子作成]、[差込印刷]、 [2 アップ]、[リピートフリント]、[ビルドジョブ]、 
[サムネール編集]、[サムネール編集情報を削除]、[拡大プレビュー ]、 [Raster Image Viewer ]、 [ファ 
イル転送]、[メール送信]、[エラー履歴の収集]、[フォルダー移動](保持リストのみ） 

ジョブの検索結果 

[ジョブ編集]、[ジョブ検索]、[ジョブ複製]、[ジョブ保存]、[すべて選択]、[ジョブ削除]、 [ RIP 済み 
データを削除]、 [ RIP 済みデータを作成]、[処理開始]、[続きをプリント]、 [ PS プリフライトレポート]、 
[キャリブレーションの確認印刷]、[小冊子作成]、[検索リストのクリア]、[差込印刷]、 [2 アップ]、[リ 
ピートプリント]、[ビルドジョブ]、[サムネール編集]、[サムネール編集情報を削除]、[拡大プレビュー]、 
[Raster Image Viewer ]、 [ファイル転送]、[メール送信]、[エラー履歴の収集] 


• ジョブを選択し、右クリックをしても[ジョブ]メニューを表示することができます。 

• 一般ユーザーモードで□グインしている場合、セキュリティープリントが設定されているジョブに対し 
て、[停止]以外の項目を実行するには、パスワードの入力が必要です。 


■ジョブ複製 

ジョブが複製され、保持リストに表示されます。 

このメニューは、保持、またはエラーリストにあるフォルダー、またはジョブを選択した場合にだけ使用でき 
ます。 


©補足） 


• RIP 済みデータ、およびプリフライトレポートは複製されません。 

• プリントオプションの[出力方法] > [差込印刷]が[フォームとして登録]のジョブを複製すると、 
複製されたものは[しない]に変更されます。 

• 選択したジョブにセキュリティプリントが設定されている場合は、そのパスワードも複製されます。 
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3.1 ServerManager について 


■ジョブ保存 

フォルダー、またはジョブが保存されます。 

このメニューは、保持、またはエラーリストにあるフォルダー、またはジョブを選択した場合にだけ使用でき 
ます。 


©補足） 


• RIP 済みデータ、およびプリフライトレポートは保存されません。 

• プリントオプションの[セキュリティ] > [ジョブ終了をメールで通知]の設定は、保存されません。 
• 選択したジョブにセキュリティプリントが設定されている場合は、そのパスワードも保存されます。 


• Windows でファイル名として使用できない文字 （* ¥た？" < > |)は、自動で"_"に置き換えられます。 


♦1 つのジョブを選択した場合 


操作手順 


7. [〇 K ] をクリックします。 



籲ファイルを圧縮する 

チェックマークを付けると、ジョブを圧縮して保存できます。保存されるファイルの拡張子は、圧縮 
しなかった場合は 「.jbf」、 圧縮した場合は 「.Izh」 です。 

Z . 保存する場所とファイル名を入力して、[保存]をクリックします。 
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3 ServerManager でできるジョブ操作 


♦複数のジヨブを選択した場合、またはフォルダーを選択した場合 


操作手順 


1 • 保存する場所を選択し、 [0 K ] をクリックします。 



選択したフォルダーの中に、年月日-時分秒の形式でフォルダー(例:20090901 -103255) が作成 
されます。 

Z . [〇 K ] をクリックします。 



籲ファイルを圧縮する 

チェックマークを付けると、ジョブを圧縮して保存できます。保存されるファイルの拡張子は、圧縮 
しなかった場合は 「. jbf 」、 圧縮した場合は 「. Izh 」 です。 

♦ジョブ名をファイル名とする 

• チェックマークを付けると、ジョブ名がファイル名になります。ファイル名が重複する場合は、ファ 
イル名に「_*」 （* は1から）が付いて保存されます。 

• ファイル名を入力する場合は、チェックマークを外し、[ファイル名]にファイル名を入力します。 
入力したファイル名にし*」 （* は1から）が付いて保存されます。 

■ジョブ読み込み 

ジョブが読み込まれます。 


操作手順 


7. 保持リストから、読み込むファイルを保存するためのフォルダーを選択します。 

@補足^ フォルダーが選択されていない場合は、「#共通」フォルダーに保存されます。 

z . 読み込むファイルを選択します。 


悩 

























3.1 ServerManager について 


3 . 各項目を設定して、[開く]をクリックします。 



保持リストにジヨブが表示されます。 


©補足） 


• プリントオプションテンプレートはジョブファイルには適用されません。 

• [スプールオプション]と[プリントオプションテンプレートの選択]は前回の設定が選択されています。 
• [スプールオプション]の設定とプリントオプションテンプレートのスプールオプションの設定が異なる 
場合は、[スプールオプション]の設定が優先されます。 

• クライアントで、31バイトを超えるファイル名の PostScript / PDF / EPS / TIFF / JPG ファイルを読み込 
んだ場合、ジョブ名は31バイトに省略して表示されます。 


籲ファイルの種類 


読み込み可能なファイル 

表示されるファイルフォーマツトは、以下のとおりです。 


• JBF / JOB / BBF / LZH / PostScript / PDF / EPS / TIFF / JPG/ZIP 

BBF (ビルドジョブファイル）は、 Print Server の ServerManager でだけ表示されます。 

ジョブファイル 

表示されるファイルフォーマツトは、以下のとおりです。 

• JBF / JOB / BBF/LZH 

BBF (ビルドジョブファイル）は、 Print Server の ServerManaaer でだけ表示されます。 


その他のファイル 

表示されるファイルフォーマツトは、以下のとおりです。 


• PostScript / PDF / EPS / TIFF / JPG/ZIP 


すべてのファイル 

すべてのファイルフォーマツトが表示されます。 


♦スプールオプション 
送信されたジヨブのプリント方法を選択します。 


プリント終了後、保存しない 

プリントしたあと、ジョブが削除されます。 


プリント終了後、保存する 

プリントしたあと、 Print Server にジョブが保存されます。 


プリントせずに保存する 

プリントしないで、 Print Server にジョブが保存されます。 
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3 ServerManager でできるジョブ操作 


♦ RIP 済みデータの保存 

チェ ックマークを付けると、 RIP 後のデータが Print Server に保存されます。 

[スプールオプション]が[プリント終了後、保存する]、または[プリントせずに保存する]の場合 
にだけ有効です。 

^補足、 [スプールオプション]が[保存しない]の場合、 RIP 済みデータは保存されません。 


• プリントオプシヨンテンプレートの選択 
読み込み時に適用するプリントオプションテンプレートを一覧から選択します。 


■すべて選択 

リストのすべてのジョブが選択されます。 

このメニューは、すべてのリストで使用できます。 

■ジョブ削除 

ジョブが削除されます。 

このメニューは、すべてのリストで使用できます。 

捕足 ^ • プリント待ちのジョブは削除できません。 

- ) • プリントオプションの[出力方法] > [その他の設定（出力方法)] > [ジョブ削除を許可する]が[し 

ない]に設定されているジョブは、削除されません。 

• 一般ユーザーモードでは、セキュリティプリントが設定されているジョブを受信中に削除した場合は、 
受信終了後にジョブがエラーリストに移動します。 

■ RIP 済み データを 削除 

RIP 済みデータを持っているジョブの RIP 済みデータが削除されます。元データ、および中間 PDF ファイルは 
削除されません。 

このメニューは、保持、またはエラーリストにあるジョブを選択した場合にだけ使用できます。 


■ RIP 済み データを 作成 

RIP 済みデータを持っていないジョブの RIP 済みデータが作成され、ジョブが保持リストに移動します。 
複数のジョブを選択し、その中ですでに RIP 済みデータを持っているジョブがある場合は、 RIP 済みデータを 
持たないジョブだけ RIP 済みデータが作成されます。 

このメニューは、保持、またはエラーリストにあるジョブを選択した場合にだけ使用できます。 

@補足) この機能は、以下のプリントオプションの設定内容にかかわらず処理が行われます。 

- ) • [出力方法]> [RIP 済みデータの保存] 

• [プリフライト]〉 [RIP 後のデータをファイルに保存]〉 [TIFF で保存する]、または [PDF で保存する] 


■停止 

処理中のジョブが停止し、保持リストの最下段に移動します。 

このメニューは、処理中リストにあるジョブを選択した場合にだけ使用できます。 


@補足） 


受信中のジョブは、受信が終了するまで停止できません。 


■処理開始 

ジョブが処理中リストの最下段に移動します。 

保持、またはエラーリストにあるジョブを処理中リストにドラッグ&ドロップして移動しても、再プリントで 
きます。 

このメニューは、保持、またはエラーリストにあるジョブを選択した場合にだけ使用できます。 

松補足、 プリントオプションの[出力方法] > [スプールオプション]が[プリント終了後、保存する]に設定さ 

^- ’ れているジョブは、ジョブの先頭にチェックマークが自動で付きます。 

• このチェックマーク付けたたまま再プリントすると、プリント終了後、ジョブは保持リストに戻ります。 
• チェックマークを外して再プリントすると、プリント終了後、ジョブは保持リストに残りません。 
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3.1 ServerManager について 


■続きをプリント 

プリント停止指示やエラーでプリントが停止しているジョブが続きからプリントされます。 


©補足） 


• 1枚もプリントしないで停止、または エラー になったジョブは、対象になりません。 

• プリントオプションを変更すると、無効になります。 

• 合紙挿入の場合、合紙の直後に停止した場合は、合紙からプリントされます。 

• 用紙挿入（先頭）が設定されたジョブで、先頭の白紙がプリントされただけで停止したジョブは、対象 
になりません。 

• 用紙挿入（最後）が設定されたジョブで、最後の白紙がプリントされる直前に停止したジョブは、対象 
になりません。 

• 複数部数が指定されているジョブの場合は、残り部数の先頭ページからプリントされます。 


■キャリブレーションの確認印刷 

キャリブレーションを適用する場合と適用しない場合の違いを確認するためのプリント （2 枚）ができます。 


©補足） 


以下の設定は無視され、デフォルトの値が適用されます。 

• [用紙/ページ] > [部数] 

• [出力方法] > [スプールオプション] 

• [プリフライト]〉 [ RIP 後のデータをファイルに保存]〉 [ TIFF で保存する]、 [ PDF で保存する] 
• [その他（セキュリティ）]〉[ジョブ終了をメールで通知する] 

• [ジョブ]—[差込印刷] 


■拡大プレビュー 

プレビューウインドウに表示されている画像が別のダイアログボックスに拡大表示されます。 


■ジョブ情報の収集 

エラー解析のために、ジョブ、ログ、およびジョブの設定情報が収集されます。収集されるジョブとログは、 
以下のとおりです。 

•選択されているジョブの s pool フォ>1しダー 
•以下のフォルダー 

|— ] D:¥Fuji Xerox¥Print Server PX¥Log 

• イベント□グ 

以下の設定情報を収集できます。 

•ユーザー調整力ーブ •キャリブレーションファイル•濃度調整力ーブ 

• 特色補正プロファイル • フォーム管理 


収集したジョブ、ログ、およびジョブの設定情報は、 LHA 形式の圧縮ファイルとして保存されます。ファイル 
名、および保存先は任意に設定できます。 

■フォルダー移動 

保持リストにあるジョブを、別のフォルダーに移動することができます。ジョブをドラッグ&ドロップしても、 
別のフォルダーに移動することができます。複数選択もできます。 


3.1.6 表示メニュー 


ここに記載されていないメニュー項目については、「3.1 .3 ServerManager のメニュー」 （ P .157) の一覧から該当 
のページを参照してください。 

參標準に戻す 

デフオルトの表示状態に戻ります。 

♦最新の情報に更新 
情報が最新に更新されます。 
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3 ServerManager でできるジョブ操作 

3.1.7 ヘルプメニュー 


■ヘルプ 

表示された画面からマニュアル（ユーザーズガイド）を表示させることができます。 

デフォルトブラウザーを Internet Explorer に設定してください。また、対応している Internet Explorer 
^ ノのバ-ジョンは、 7.0 と 8.0 です。 

デフォルトブラウザーとして Internet Explorer 以外のブラウザーが設定されていたり、 Internet 
Explorer が対応していないパージョンの場合、マニュアル（ユーザーズガイド）を表示できないことがあ 
ります。 

♦クライアントコンピューターで表示させるには 

Print Server の以下のフォルダーを、フォルダーごとクライアントのインス!ルフォルダーに複製してくだ 
さい。 

複製するファイル 

|__ ] D:¥Fuji Xerox¥Print Server PX¥bin¥Help 

クライアントのインス!ルフォルダー（デフォルトの場合） 

|_ ] C:¥Program Files¥Fuji Xerox¥Print Server PX¥ServerManager¥DPC 5000 d¥60 

■バージョン情報 

製品情報が表示されます。 
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3.2 サムネールでジョブを編集する 



サムネールでジョブを編集する 



サムネール編集を使うと、ジョブをページ単位で編集できます。 


操作手順 


/ . ServerManager の保持リストからジョブを選択します。 

検索結果リスト、エラーリストからも選択できます。 

ム [ジョブ]—^ [サ厶ネール]—^ [サ厶ネ _ ル編集]を選択します。 




ページ情報の作成を確認するダイアログボックスが表示された場合は、 [0K] をクリックしてください。 
ServerManager の[システム]—[プリントジョブの設定]の[プレビユー作成/保存]の設定は無視 
され、すべてのページのサムネールが作成されます。 

プリントオプションの[特殊ページ] > [合紙/例外ページ]の設定は無視されます。 

プリントオプションの [RIP] > [RIP の種類]が [ CPSI] のジョブにだけ可能です。 [APPE ] のジョ 
ブを選択した場合は、 [CPSI] に変更するかを確認するダイアログボックスが表示されます。 


J . 必要に応じて、編集します c 


①②③④⑤⑥⑦⑧⑨ ⑩ 

131111 111111111 1^1 

[a ❻屋 

d 的 •似 r _ 


咖 page-1 
page-2 
E3^l page-3 
抵 page-4 


⑪ 




imiMi 日 


l-page-l 


l-page-2 


l-page-3 



page-2 

(A4L) 


page-3 

(A4L) 


I 

⑫ 


サムネール編集のメニュ_の_部は、以下のボタンでも操作できます。 


① 

保存 

② 

ページの削除 

③ 

ページの複製 

④ 

ブランクシートの挿入（ビルドジョブのサムネール編集だけ表示されます） 

⑤ 

ブランクシートの編集（ビルドジョブのサムネール編集だけ表示されます） 

⑥ 

ページモード 

⑦ 

プレビューモード 

⑧ 

プリント 

⑨ 

RasterlmageViewer 
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3 ServerManager でできるジョブ操作 


⑩ 

表示倍率設定 

⑪ 

ツリー表示フレー厶 
<ビルドジョブの場合> 

• 連結されたジョブがジョブ単位で表示されます。 

•ツリーの先頭は、ビルドジョブ名です。 

•ジョブをドラッグ&ドロップして、ジョブの順序を入れ替えることができます。 

•複数選択もできます。 

- (Ctrl) キーを押しながらドラッグ&ドロップすると、選択ジョブが複製されて移動します。 

<ビルドジョブ以外のジョブの場合> 

• ジョブ名が表示されます。 

• ツリー表示フレー厶に表示されているジョブ名を選択すると、すべてのページが選択されます。 

⑫ 

サ厶ネール表示フレー厶 

• ビルドジョブ、またはジョブがページ単位でサムネール表示されます。 

•ページを選択して、ドラッグ&ドロップしてページを移動したり、置き換えたりできます。 

•複数選択もできます。 

- (Ctrl) キーを押しながらドラッグ&ドロップすると、選択ページが複製されて移動します。 

偽補足、 ビルドジョブ以外のジョブの場合、プリントオプションの[用紙/ページ] > [原稿ページ 
- ’ 範囲]の設定は適用されず、すべてのページがサムネールで表示されます。 


參ページの置き換え 

選択したページをほかのページの上にドラッグ&ドロップすると、ページが置き換えられます。この場合、プ 
リントオプションは、置き換えられるページの設定になります。 

ビルドジョブのサムネール編集のとき、挿入するページの両面印刷設定が前後のページの設定と異なる場合 
は、両面印刷の設定を選択し、 [0 K ] をクリックします。 



設定を変更しない 
設定を変更しません。 

前のページに合わせて両面印刷の設定を変更する 
両面印刷の設定を前のページの設定に合わせます。 
後ろのページに合わせて両面印刷の設定を変更する 
両面印刷の設定を後ろのページの設定に合わせます。 

■ファイル 

* 保存 

変更内容が保存されます。 
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3.2 サムネールでジョブを編集する 


♦プリント 

[部数]と[ベージ範囲]を設定して [0 K ] をクリックすると、プリントが開始されます。 



-サムネール編集で設定した[ページ範囲]は、プリントオプション、またはビルドジョブオプションの 
u [用紙/ページ] > [原稿ページ範囲]に反映されます。 

• データが保存されていない場合は、保存を確認するダイアログボックスが表示されます。 [0K] をクリッ 
クすると、[保存]、および[プリント]のダイアログボックスが表示されます。 


•終了 

サムネール編集が終了します。 

松補足、データが保存されていない場合は、保存を確認するダイアログボックスが表示されます。[はい]をクリッ 
- ) クすると、編集した内容が保存されて終了します。 


I 編集 


•元に民す 

直前に行った操作がもとの状態に戻ります。 

•やり直す 

もとに戻した操作をやり直します。 

•切り取り 

選択したページをクリップボードに切り取ります。複数選択ができます。 
♦コピー 

選択したページがクリップボードに複製されます。複数選択ができます。 


♦貼り付け 

クリップボードに切り取り/複製したページをビルドジョブの最終ページの後ろに貼り付けます。 
• すべて選択 

サムネールをすべて選択状態にします。 

籲ページの削除 

選択したサムネールが削除されます。複数選択ができます。 

削除を確認するダイアログボックスが表示されます。 

籲ページの複製 

選択したページが複製されます。複数選択ができます。 

複製したページは、ビルドジョブの最後尾に追加されます。 
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3 ServerManager でできるジョブ操作 


♦ブランクシートの挿入 

ビルドジョブの場合、用紙と用紙との間に合紙を挿入できます。合紙を挿入するページの1つ前のページを選 
択し、[用紙トレイ]を選択して、 [0 K ] をクリックします。 

0 \ 挿入されたブランクシートは新しいジョブとして追加され、最大で999ページまで追加できますが、両面 

^- ) のおもて面とうら面の間では、[ブランクシートの挿入]は選択できません。ただし、作成済みのブラン 

クシートを両面のおもて面とうら面の間に移動させることはできます。この場合、両面のジョブのページ 
は、片面ずつ別の用紙にプリントされ、間にブランクシートが入ります。 



用紙トレイ 

プリントする用紙のある用紙トレイを選択します。 

[手差しトレイ]を選択した場合は、[用紙サイズ]を入力し、[用紙種類]、[色]を選択します。 
籲ブランクシ _ 卜の編集 

挿入した合紙を選択し、[用紙トレイ]を選択して、 [0 K ] をクリックします。 

籲次の用紙にプリントする 

用紙を設定し、 [0 K ] をクリックすると、用紙を変えてプリントできます。 



次の用紙にプリントする 

チェックマークを付けると、個々のページに対して用紙が変更されます。 

用紙のうら面へ印字 

[次の用紙にプリントする]にチェックマークが付いている場合に、チェックマークを付けると、用紙のうら 
面に印字されます。 

• RasterlmageViewer 

1つのぺージを選択し、 [ RasterlmageViewer ] を選択すると 、 Raster Image Viewer のウインドウが表示さ 
れます。 


。参照） 


Raster Image Viewer については、「3.4 Raster Image Viewer を使用する」 (P.186) を参照してくださ 
し、。 


• ビルドジョブオプションの編集 

ビルドジョブの場合に[ビルドジョブオプションの編集]を選択すると、[ビルドジョブオプションの編集]ダ 
イア□グボックスが表示され、設定変更ができます。 

^参昭、 詳細ま、「3.3.2ビルドジョブのプリントオプション」 (P.178) を參照してください。 
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3.2 サムネールでジョブを編集する 


♦ジョブ編集 
ビルドジョブの場合 

選択されているページの[ジョブ編集]ダイアログボックスが表示され、個々のジョブのプリントオプション 
の設定が変更できます。 

^參昭、 詳細ま、「4.1ジョブを編集する（プリントオプション項目）」 (P.226) を参照してください。 


ビ J しドジョブ以外のジョブの場合 

[ジョブ編集]ダイア□グボックスが表示され、個々のジョブのプリントオプションの設定が変更できます。 
^ •照^ 詳細ま、「4.1ジョブを編集する（プリントオプション項目）」 (P.226) を參照してください。 


■表示 


• 環境設定 

表示モードを選択し、 [0 K ] をクリックすると、最初に表示されるサムネールの表示モードが切り替わります。 



©補足 J ) 


設定は、次回起動時から有効です。 


籲サ厶ネール画像作成 
サムネールの画像が作成されます。 

[サムネール画像作成]ダイア□グボックスが表示されるので、 [0 K ] をクリックすると、データの保存とサ 
厶ネール画像の作成が開始されます。 

籲ぺージモード 

表示モードをページモードに切り替えます。ページモードでは、サムネール表示にプレビューは表示されませ 
ん〇 


©補足） 


ブランクシートジョブは、「ブランクシート」と表示されます。 


♦プレビユーモード 

表示モードをプレビューモードに切り替えます。サムネール表示にプレビューが表示されます。 


©補足） 


• プレビューデータを持たない場合は、サムネールに「プレビューなし」と表示されます。 
• ブランクシートジョブは、ブランクシートが表示されます。 
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3 ServerManager でできるジョブ操作 


籲サ厶ネール画像表示設定 

サムネール画面で上側に表示させる辺を選択し、 [0 K ] をクリックすると、プレビューの表示位置が変更され 
ます。 



• 表示倍率指定 

サムネールを表示する倍率を選択します。 

• 50% • 75% •標準 （1 00%) -150% 

• 200% • 250% • 300% 

表示倍率を直接入力することもできます。 

入力範囲は、50〜300%です。 


サムネール編集情報の削除 

[サムネール編集]ダイアログボックスで編集した内容を削除し、編集前の状態に戻します。 
7. ServerManager の保持リストから削除するジョブを選択します。 

検索結果リスト、エラーリストからも選択できます。 

2. [ジョブ] — [サムネール]—[サムネール編集情報を削除]を選択します。 

3. 確認のダイアログボックスで[はい]をクリックします。 
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3.3 ジョブを連結する（ビルドジョブ) 


3.3 ジョブを連結する（ビルドジョブ) 


ビルドジョブを使うと、異なるアプリケーションで作成した複数のファイルを、1つのジョブとしてまとめてプリ 
ントできます。たとえば、表紙を Illustrator 、 本文を Word で作成した場合でも、これらを1つのジョブとしてプ 
リントできます。 

ServerManager でそれぞれのジョブを連結し、連結順の変更、ジョブの追加/削除、それぞれのジョブのプレビュー 
などができます。また、プリントオプションを連結したジョブ全体とそれぞれのジョブに対して設定できます。 

連結したジョブは保存されるので、再プリントや編集もできます。 





別のジョブを追加すると... 



-ビルドジョブは、クライアントコンピューターからは、作成できません。 

- ) • ビルドジョブではイメージの自動回転は行われません。ビルドジョブをプリントするときは、設定され 

ているサイズの用紙をトレイにセットしてください。 

• ジョブの種類によって、設定できないプリントオプションがあります。 


3.3.1 ビルドジョブの作成 


操作手順 


7 . ServerManager の保持リストからビルドジョブを作成するジョブを選択します。 

保持リストの別々のフォルダーからも選択できます。検索結果リスト、またはエラーリストからも選 
択できます。 

2. [ジョブ] — [ビルドジョブ] — [作成]を選択します。 

ぬ補足、 プリントオプションの [RIP] > [RIP の種類]が [ CPSI] のジョブにだけ可能です。 [APPE] のジョブ 
^- ) を選択した場合は、 [CPSI] に変更するかを確認するダイアログボックスが表示されます。 
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3 ServerManager でできるジョブ操作 


①- 


■② 


③. 




① [ジョブ連結]リスト 

連結されている個々のジョブが一覧で表示されます。表示されている順番で、ジョブが連結されます。 

ジョブをドラッグ&ド□ップして、ジョブの順番を入れ替えることができます。 

② プレビューエリア 

選択しているジョブのプレビュー画像が表示されます。 

③ 画面下部のジョブリスト 

ServerManager のプリントボックス内のジョブのうち、ビルドジョブに追加できるジョブが一覧で表示され 
ます。 

ジョブを選択してダブルクリックすると、ジョブ連結リストの最後尾に選択したジョブが追加されます。 


J . [名前]と[所有者名]を入力し、[ビルドジョブ編集]をクリックします。 


ビルドジ3ブの作成 


0 S 


名前: 


所有者名 ： PXServer 


101020 -203725-Sample 




I ビルドジ ョブ編集: [_ サムネール編集...| [_ キャンセル| 

>名前 

デフオルト： [ジョブ]—[ビルドジョブ] — [作成]を選択した日時から「氺-氺 -xxx (年月日-時分秒-リストから 
選択された中での先頭のジョブ名）」 

ビルドジョブ名を入力します。255バイト以内で入力します。 

•所有者名 

デフオルト： リストから選択された中での先頭のジョブの所有者 

ビルドジョブの所有者名を入力します。 

•ビルドジョブ編集 

入力されたビルドジョブ名と所有者名でビルドジョブが作成され、[ビルドジョブ編集]ダイアログ 
ボックスが表示されます。 


〇参照 


詳細ま、「ビルドジョブ編集」 ( P .176) を參照してください。 


>サムネール 編集 

入力されたビルドジョブ名と所有者名でビルドジョブが作成され、[サムネール編集]ダイアログボッ 
クスが表示されます。 

^参昭 、 詳細は、「3.2サムネールでジョブを編集する」 ( P .169) を參照してください。 


ビルドジョブ編集 


ビルドジ3ブ編集 
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3.3 ジョブを連結する（ビルドジョブ) 


上へ/下へ 

選択したジョブが1つ上、または下に移動します。 


削除 

選択したジョブが削除されます。複数選択ができます。 

複製 

選択したジョブが複製されます。複数選択ができます。 

ビルドジョブオプションの編集 

ビルドジョブのプリントオプションの設定ができます。（[ビルドジョブオプションの編集]ダイアログボック 
スが表示されます） 

プリントオプションについては、「3.3.2ビルドジョブのプリントオプション」 （ P .178)、 または「ビルド 
ジョブ固有の設定項目」 （ P .185) を参照してください。 

ジョブ編集 

ビルドジョブを構成する個々のジョブのプリントオプションの設定ができます。 （ [ジョブ編集]ダイアログ 
ボックスが表示されます） 

通常のジョブ編集機能のほかに、先頭ページの用紙を変える設定ができます。 

ジョブ編集については、「4.1ジョブを編集する（プリントオプション項目）」 （ P .226)、 または「ビルド 
" ジョブ固有の設定項目」 ( P .185) を参照してください。 

追加 

連結ジョブの最後尾に選択したジョブが追加されます。複数選択ができます。 

画面下部のジョブリストからジョブをドラッグ&ドロップして、[ジョブ連結]リストの目的の場所に追加す 
ることもできます。 

松補足、 一般ユーザーモードで、セキュリティプリントが設定されているジョブを選択した場合は、表示されたダ 
レ ノ イアログボックスでパスワードを入力してください。 


プリント 

設定した内容でジョブがプリントされます。 

[部数]と[ページ範囲]を設定し、 [0 K ] をクリックします。 



閉じる 

設定した内容が保存され、ビルドジョブの作成、編集が終了します。 
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3 ServerManager でできるジョブ操作 


3.3.2 ビルドジョブのプリントオプション 

ビ ) しドジヨブに対してプリントオプシヨンの設定と変更ができます。 

ビルドジョブの新規作成時には、ビルドジョブで設定できるプリントオプションのデフオルト値として、先頭のジヨ 
ブの設定値が使用されます。 



0^1 補足、 ServerManager の[ジョブ]—[サムネ _ ル]— 1 [サムネ _ ル編集]の[編集] — [ビルドジョブオプ 
^- ) ションの編集]でダイアログボックスを表示すると、[プリント]は表示されません。 

プリントオプションで設定できる項目の説明は、「4.1ジョブを編集する（プリントオプション項目）」 
( P .226) を參照してください。 


•共通設定 

それぞれのジョブに適用可能なプリントオプション項目を共通の設定にできる場合は、左側にチェックボック 
スが表示されます。チェックマークを付けると、その項目は共通の設定になります。 

松補足、 [画質] > [プリンタモード]など、共通の設定にだけできる項目、またはビルドジョブで設定できない 
- J 項目には、チェックボックスは表示されません。 


各プリントオプシヨンの適用 


プリントオプションには、ビルドジョブ全体で共通の設定にできる項目とできない項目があります。 

個々のジョブの設定を変更する場合は、[ジョブ編集]ダイアログボックスで行います。 

各プリントオプションの適用については、以下の表を参照してください。「適用」欄の見方は、以下のとおりです。 
〇：ビルドジョブ全体で共通の設定項目 

◎:個々のジョブの設定にできる項目（[ビルドジョブオプションの編集]ダイア□グボックスで、[共通設定]に 
チェックマークを付けると、ビルドジョブ全体で共通の設定になります） 

❿：設定できない項目 

松補足、 「*」が記載されている項目は、小冊子作成が選択されている場合、個々のジョブの設定は無視され、強 
^- ノ 制的に共通の設定が適用されます。 
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3.3 ジョブを連結する（ビルドジョブ) 


♦基本設定 


プリントオプション 

適用 

備考 

ジョブ名 

◎ 


部数 

〇 


両面 

◎ 


スプールオプション 

• 

[プリント終了後、保存する]で動作します。 

RIP 済みデータの保存 

• 

[ RIP 済みデータを保存する]で動作します。 

カラーモード 

◎ 


プリンタモード 

〇 


用紙トレイ 

◎ 

木 

原稿ページ範囲 

〇 

•個々のジョブで設定されたページ範囲の合計から、ページ範囲を指定できます。 
•個々のジョブのページ範囲は、ビルドジョブに追加したときの設定のままで、変 
更はできません。 


• RIP 


プリントオプション 

適用 

備考 

RIP の種類 

• 

[ CPSI ] で動作します。 


籲カラー、カラー詳細（共通設定) 


プリントオプション 

適用 

備考 

カラーモード 

◎ 


ラスター色補正モード 

◎ 


ューザー調整 

◎ 

氺 

濃度調整 

◎ 

氺 

明るさ調整 

◎ 

木 

トナー総量調整 

◎ 


カラー置換 

◎ 
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3 ServerManager でできるジョブ操作 


•カラー詳細 （ RGB 設定) 


プリントオプション 

適用 

備考 

RGB 色補正 

◎ 


RGB ガンマ補正 

◎ 


RGB ホワイトポイント 

◎ 


写真画質の自動補正 

◎ 


写真の種類 

◎ 


分割画像を合成 

◎ 


明度 

◎ 


コントラスト 

◎ 


彩度 

◎ 


自動ホワイトバランス調整 

◎ 


人肌補正 

◎ 


RGB 出カプロファイル 

◎ 


RGB 出カインテント 

◎ 



籲カラー （ CMYK 設定) 


プリントオプション 

適用 

備考 

CMYK 色補正 

◎ 


CMYK シミュレーション 

◎ 


PDF/X の出カインテントを 

◎ 


使用する 



カラー詳細（特色設定)、 

2 色印刷シミュレーション 

プリントオプション 

適用 

備考 

コンポジット特色補正 

◎ 


特色補正プロファイル 

◎ 


特色補正インテント 

◎ 


2色印刷シミュレーション 

◎ 



籲画質 


プリントオプション 

適用 

備考 

プリンタモード 

〇 


コンポジットオーバープリント 

◎ 


白のオブジェクトをノックアウトする 

◎ 


K 才ーバープリント 

◎ 


画像/文字 

原稿タイプ 

〇 



キヤリブレーシヨン 

〇 


シャープネス調整 

◎ 
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3.3 ジョブを連結する（ビルドジョブ) 


♦その他の設定（画質) 


プリントオプション 

適用 

備考 

色分版の合成 

◎ 

• ビルドジョブの中で設定の変更はできません。 

• 色分版の合成を行わずに RIP 処理されたジョブに対して、色分版の合成を行うよ 
うに設定を変更し、そのまま再 RIP を行わずにそのジョブをビルドジョブに加え 
た場合、ジョブは エラー になります。 

特色透過率 

◎ 


トラッピングの自動処理 

◎ 


トラップ指定を無視する 

◎ 


Image ヒ nhancement / 

白抜き文字の強調 

〇 


ス厶ージング 

◎ 


EPS (JPEG 圧縮）のカラー 
出力 

◎ 


画像品質 

◎ 


細線調整 

◎ 


グラデーション 

◎ 


RGB 黒を K に置換 

◎ 


RGB グレーを K に置換 

◎ 


ノイズの軽減 

◎ 



籲用紙/ページ 


プリントオプション 

適用 

備考 

部数 

〇 


用紙トレイ 

◎ 

木 

原稿ページ範囲 

〇 

個々のジョブで設定されたページ範囲の合計から、ページ範囲を指定できます。 

個々のジョブのページ範囲は、ビルドジョブに追加したときの設定のままで、変更 
はできません。 

レコー ド分割 

• 

[しない]で動作します。 

レコー ド指定 

• 

[レコー ド分割しない]で動作します。 

用紙サイズの変更 

◎ 

ビルドジョブオプションが[変更しない]以外の場合、個々のジョブの設定は無視 
され、共通の設定が適用されます。 

カスタムサイズ 

◎ 

ビルドジョブオプションが[変更しない]以外の場合、個々のジョブの設定は無視 
され、共通の設定が適用されます。 

用紙サイズに合わせる 

◎ 

ビルドジョブオプションが[変更しない]以外の場合、個々のジョブの設定は無視 
され、共通の設定が適用されます。 

用紙の中心にプリント 

◎ 


原稿の向き 

◎ 



• 用紙設定 


プリントオプション 

適用 

備考 

手差し手動両面を除く 

〇 

氺 

手差し手動両面 

〇 



181 






































3 ServerManager でできるジョブ操作 


♦用紙挿入 


プリントオプション 

適用 

備考 

指定単位（部/レコード）ご 
とに挿入 

〇 


ジョブの先頭に挿入 

〇 


ジョブの最後に挿入 

〇 



籲特殊ページ 


プリントオプション 

適用 

備考 

おもて表紙を付ける 

〇 


うら表紙を付ける 

〇 


合紙と例外ページ 

• 

設定を無視して[しない]で動作します。 


♦その他の設定（用紙/ページ) 


プリントオプション 

適用 

備考 

PDF のトリミング領域を 
ページ サイズとする 

◎ 



♦出力方法 


プリントオプション 

適用 

備考 

両面 

◎ 


出力画像を180度回転する 

◎ 


スフー ルオフシ ョン 

• 

[プリン ト 終了後、保存する]で動作します。 

RIP 済み データの 保存 

• 

[ RIP 済みデータを保存する]で動作します。 

受信終了後に RIP 処理を開 
始する 

• 

設定を無視して[しない]で動作します。 

鏡像する 

◎ 



• レイアウト 


プリントオプション 

適用 

備考 

小冊子 

〇 

•表紙付け、ブランクシート、用紙変えの設定は無視されます。 

•小冊子作成の選択/非選択にかかわらず、サムネール編集での表紙付け、ブラン 
クシート、用紙替えの設定は可能です。 

リピート 

〇 



♦差込印刷、メモ書き、ページ番号、ウォーターマーク挿入、プリント位置/倍率の調整 


プリントオプション 

適用 

備考 

差込印刷 

◎ 


• 

フォームの登録の設定はできません。 

メモ書き 

◎ 


ページ番号 

〇 


ウォーターマーク挿入 

◎ 

• ウォーターマークの登録はできません。 

• ブランクシート、印字しない表紙にウォーターマークは付きません。 

プリント位置/倍率の調整 

◎ 
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3.3 ジョブを連結する（ビルドジョブ) 


♦その他の設定（出力方法) 


プリントオプション 

適用 

備考 

ジョブ削除を許可する 

〇 


RIP 完了後、印刷を開始する 

〇 


余白が大きすぎる場合、処 
置を中止する 

〇 


フォントがない場合、処理 
を中止する 

〇 


メール情報をプリントする 
( E - mail プリントのみ） 

• 

設定を無視して[しない]で動作します。 


♦排出/フイニッシング/両面 


プリントオプション 

適用 

備考 

両面 

◎ 


排出先 

〇 


オフセツト排出 

〇 


ソートする （1 部ごと） 

〇 


最終ページから印刷 

〇 


ホチキス 

〇 


パンチ 

〇 


紙折り 

〇 



♦プ 1 J フライト 


プリントオプション 

適用 

備考 

プリフライトの指定 

• 

設定を無視して[しない]で動作します。 

RIP 後のデータをファイル 
に保存 

• 

設定を無視して[しない]で動作します。 

RGB 画像警告 

◎ 


特色警告 

◎ 


インキ総量警告 

◎ 


ヘアライン警告 

◎ 


オーバープリント警告 

◎ 


QR コードを検出する 

◎ 



•グラフイツクス 


プリントオプション 

適用 

備考 

プリント方向 

◎ 


イメージのタイトル 

◎ 



•その他（セキュリティ） 


プリントオプション 

適用 

備考 

セキュリティフリントをする 

〇 


ジョブ終了をメールで通知する 

• 

設定を無視して[しない]で動作します。 
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3 ServerManager でできるジョブ操作 


• ユ_ザ_情報 


プリントオプション 

適用 

備考 

ユーザー 名 

• 


コメント 

◎ 


カバーページを プリントする 

〇 



現在の設定 


機能設定ツリーの[現在の設定]をクリックすると、現在のビルドジョブのプリントオプションが一覧で表示され 
ます。 


ジョブ情報 

機能設定ツリーの[ジョブ情報]をクリックすると、以下の情報が表示されます。 
ジョブ名 

ビ J しドジョブ名を編集できます。 

ファイル名 
表示されません。 

用紙サイズ 
表示されません。 

ページ数 

ビ J しドジョブの全べージ数が表示されます。 

所有者 

ビルドジョブの所有者名が表示されます。 

ファイルタイプ 

BJ と表示されます。 BJ はビルドジョブの略です。 

受信日時 

作成日時が表示されます。 

出力日時 

最新の出力日時が表示されます。 

ファイルサイズ 

合計のファイルサイズが表示されます。 

アプリケーション 
表示されません。 

受信論理プリンタ 
表示されません。 

テンプレート 

最後に適用されたプリントオプションテンプレートの名称が表示されます。 
ステー タス 

ジョブの処理状況、 エラー メッセージが表示されます。 


1灿 














3.3 ジョブを連結する（ビルドジョブ) 


ビ J しドジョブ固有の設定項目 

機能設定ツリーの[ビルドジョブ]をクリックすると、以下の設定ができます。 



• 先頭ページの用紙を変える 

チェックマークを付けると、それぞれのジョブの先頭ページの用紙が変更されます。ただし、片面印刷の場合、 
プリントオプションの[用紙/ページ]〉[特殊ページ]の[おもて表紙を付ける]にチェックマークを付け 
た場合は、用紙は変更されません。 

この設定にかかわらず、用紙が変更される条件は、以下のとおりです。 

•用紙トレイが異なる 

•用紙トレイが[自動選択]、または[手差しトレイ]で、用紙サイズ、用紙種類、用紙色のどれかが異なる 

松補足、 ジョブの先頭ページで、サムネール編集の[編集]—[次の用紙にプリントする]の設定を変更すると、 
^- J 連動して変更されます。 

♦用紙のうら面へ印字 

[先頭ページの用紙を変える]にチェックマークが付いている場合に、チェックマークを付けると、先頭べ一 
ジが用紙のうら面に印字されます。 
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3 ServerManager でできるジョブ操作 



Raster Image Viewer を使用する 



Raster Image Viewer とは 、 Print Server に保持されているジョブのプレビュー画像を表示さ 
せて、調整前と調整後のイメージを確認しながらジョブを編集する機能です。ユーザー調整カーブ 
と明るさの調整ができます。 


@補足彡 


Raster Image Viewer は、クライアントコンピューターからは起動できません。 


3.4.1 Raster Image Viewer の起動方法 


操作手順 


1 • ServerManager の保持リスト、またはエラーリストからプレビューを表示させるジョブを選択 
します。 

検索結果リスト、またはエラーリストからも選択できます。 

Z . [ジョブ ] —[Raster Image Viewer] を選択します。 

3 . プレビュー表示対象ジョブが RIP 済みデータを保持していない場合は、 RIP 済みデータを作成す 
るダイアログボックスが表示されるので、[〇 K] をクリックします。 



Raster Image Viewer が起動します。 

ぬ補足 、 ServerManager の[ジョブ]—[サムネール]—[サムネール編集]を選択して表示される、[サムネー 
^~ヒニノル編集]ダイアログボックスから[編集] —[RasterlmageViewer] を選択しても、 Raster Image Viewer 
を起動できます。 
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3.4 Raster Image Viewer を使用する 


3.4.2 Raster Image Viewer のウインドウ 



Raster Image Viewer は、以下のウインドウから構成されます。 



②. 


③. 


① 


④- 


Raster Image Viewer ウィンドウ 


Raster Image Viewer のメインウインドウです 0 




メニューやボタンについては、「機能ボタン」 （ P .193)、 および「3.4.3 Raster Image Viewer のメニュ - 
とニニ （ P .194)、 を參照してください。 


①プレビューウインドウ 


プレビュー表示対象ジョブのプレビュー画像が表示されます。 

■プレビュー画像 

ユ—ザー調整力ーブ、明るさ調整、 CMYK シミュレーション、プリンタープ□ファイル、およびモニタープロ 
ファイルが反映された画像が表示されます。 

モニタープ□ファイルは、使用しているモニターに適用されているものがある場合は、それを取得して適用し、 
ない場合は固定のもの （ sRGB ) を適用します。 

プリンタープ□ファイルは、標準のものが適用されます。 

松補足 N • プリントオプションの[画質]〉[その他の設定（画質)]の [Image Enhancement / 白抜き文字の強 
^ ^ 調]と[用紙/ページ]の[原稿ページ範囲]の設定もプレビューウィンドウで再現されます。 

• [サムネール編集]ダイアログボックスから Raster Image Viewer を起動した場合、プリントオプショ 
ンの[用紙/ページ] > [原稿ページ範囲]の設定は無視され、[サムネール編集]ダイアログボックス 
で表示されるプレビュー画像が表示されます。 
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3 ServerManager でできるジョブ操作 


■ 編集ボイントリストへの登録 

プレビューウインドウの任意の点を編集ボイントリストに登録することで、その濃度値を常に確認することが 
できます。編集ポイントリストに編集ポイントを登録するには、プレビューウインドウの任意の点をポインタ 
ツールで右クリックし、表示されたメニューで[編集ポイントリストに登録]を選択します。 

@補足 ^ 以下の方法でも編集ボイントリストに登録できます。 

W - ) • プレビューウインドウの任意の点をポインタツールで指定して、 〈 Ctrl 〉 キーを押しながら 〈 E 〉 を押し 

ます。 

•プレビューウィンドウの任意の点をダブルクリックします。 



怒^ 


.二。、 て 1. 


H m\EE\ 问固 降 


mill Jv] M 1 ( 丨 'I 


イェロー 

ブ对 


麻- is 定「 編集ポイントリス n 


カラー設定：適用後 


編集ポイントリストに登録されると、プレビューウインドウとナビゲーターウインドウの該当箇所に、アイコ 
ンが表示されます。 


②ナビ ゲーター ウインドウ 


現在表示中のプレビュー画像の全体画像が表示され、プレビューウィンドウで表示されている画像の位置を示す枠 
が表示されます。 

プレビュー画像が枠よりも大きい場合、ナビゲーターウィンドウに表示されている枠内の任意の箇所をクリックし 
て、手のひらの力ーソルで枠をドラッグすることにより、表示部分を移動させることができます。 



ナピゲーターウィンドウにもカラー設定の調整結果が反映されます。 
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3.4 Raster Image Viewer を使用する 


籲プ□セス版分解 

各プ□セスカラーの左にあるアイコンをクリックすると、それぞれ表示/非表示を切り替えできます。 

♦プ□セス版濃度表示 

力ーソルがあるプレビュー画像の任意点の各プロセス版のユーザー調整カーブと、明るさ調整の適用前後の濃 
度値が表示されます。 

2画像表示の場合、どちらの画像でも表示可能です。 

松補足 、 • [カラー設定]タブで選択されている[ユーザー調整]が[しない]、[明るさ調整]が「0」の場合は、 
) 適用後の濃度は表示されません。 

• 表示される濃度値には、濃度調整カーブとキャリブレーションは適用されていません。 


④ カラー 設定ウインドウ 


カラー設定ウィンドウは、[カラー設定]タブと[編集ポイントリスト]タブから構成されます。 

■[カラー設定]タブ 

プレビュー画像に適用するユーザー調整カーブの編集、明るさ調整の変更、およびプレビュー画像の表示方法 
を設定できます。 



^捕足 > ジョブごとにユーザー調整や明るさ調整が設定されているビルドジョブを変更したときは、以下のように 
なります。 

• ビルドジョブで共通の設定になっている場合は、すべてのページにその変更が反映されます。 

• ビルドジョブで共通の設定になっていない場合は、そのジョブに属するページだけに変更内容が反映さ 
れます。 


③イメージ分解ウィンドウ 

プレビュー画像の濃度表示や表示方法の切り替えを行います。 


カラー 

適用前 

| 1 

两後| 

シアン 
マゼンタ 
イェロー 
ブラック 

37 X 

32$¢ 

26$¢ 

脒 




囹 ■囹 □ 
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3 ServerManager でできるジョブ操作 


籲ユ_ザ_調整 

デフオルト： プレビュー表示対象ジョブのプリントオプションに設定されているューザー調整カーブ 

プレビュー画像に適用するユーザー調整カーブを選択します。 

任意のユーザー調整カーブが選択されている場合に[編集]をクリックすると、選択されている[ユーザー調 
整カーブ•編集]ダイア□グボックスが表示され、カーブを編集できます。 

新規にユーザー調整カーブを作成するときは、プルダウンメニューから[無調整]を選択し、[編集]をクリッ 
クします。 

A 参昭 " ユーザー調整カーブについては、「2.6ユーザー調整カーブを設定する」 ( P .125) を參照してください。 


♦[ユーザー調整力ーブ • 編集]ダイアログボックスについて 

ServerManager の 1 [カラー調整ファイルの管理]をクリック、または[カラー] — [カラー調整 
ファイルの管理]を選択して表示される[カラー調整ファイルの管理]ダイアログボックスで、[ユー 
ザー調整]—[編集]をクリックして表示されるダイア□グボックスと Raster Image Viewer から表 
示されるダイア□グボックスとの違いについて説明します。 



編集前に戻す 

編集中のユーザー調整カーブが編集前の状態に戻ります。 

無調整に戻す 

編集中のユーザー調整カーブを直線形にし、無調整カーブと同じ状態に戻ります。 
保存 

編集中のユーザー調整カーブが上書き保存されます。 

別名で保存 

編集中のユーザー調整カーブが別名で保存されます。 

閉じる 

編集を保存せずに[ユーザー調整カーブ•編集]ダイア□グボックスを閉じます。 
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3.4 Raster Image Viewer を使用する 


♦編集ポイントと [ユーザ— 調整 カーブ •編集]ダイアログボックス 



プレビューウィンドウの任意の点が編集ポイントリストに登録されているとき、[ユーザー調整 
カーブ•編集]ダイアログボックスを起動すると、現在編集対象となっているカーブ上の該当する 
位置に、編集ポイントの番号が表示されます。 

編集ポイントリストからユーザー調整カーブに登録する編集ポイントを選択して、[ユーザー調整 
カーブに登録]をクリックすると、現在編集対象となっているカーブ上の該当する位置に、ユー 
ザー調整カーブと同じ色のコント□—ルポイントが追加されます。 

\ ネ甫 P \ • コント□—ルポイントは、現在編集対象外の色の力ーブ上にも同時に追加されます。 

^- ) • [すべてを単一に編集 （ CMYK )] を選択している場合には、コント□—ルポイントの追加はできません。 


籲明るさ調整 

デフオルト： プレビュー表示対象ジョブのプリントオプションに設定されている値 

プレビュー画像全体の明るさを調整します。 


春保存 

カラー設定ウィンドウで設定した内容がプレビュー表示対象ジョブのプリントオプションに反映され、保存さ 
れます。 


籲カラ_設定適用前後のプレビューを表示 
カラ_設定を適用する前と後のプレビュ_の表示方法を設定します。 

チェックマークを 付けると、以下の表示形式が選択できます。 チェックマークが 外れている場合は、 カラー 設 
定適用後のプレビュー画像が表示されます。 

2画像表示時は、常に2つのプレビュー画像は同じ場所を表示し、一方のプレビュー画像に対して、拡大縮小 
や表示位置の移動を行うと、もう一方も連動して表示が切り替わります。 


左七ボ爪 

左右に並べて表示されます。左側に適用後、右側に 
適用前のプレビュー画像が表示されます。 

上下表示 

上下に並べて表示されます。上側に適用後、下側に 
適用前のプレビュー画像が表示されます。 

切り替え表示 

[切り替え]をクリックするごとに適用前後のプレ 
ビュー画像が切り替わります。画像の状態は[現在 
のプレビュー]に表示されます。 


■左右表示の例 



設定情報 

プレビュー表示対象ジョブのプリントオプションの設定により 、 Raster Image Viewer のカラー設定の一部 
またはすべてが変更できない場合に表示されます。 
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3 ServerManager でできるジョブ操作 


■[編集ポイントリスト]タブ 

プレビュー画像の任意点を複数選択して、濃度値を一覧で管理できます。10個まで登録できます。 

そのときのユーザー調整力ーブや明るさ調整の設定に応じて、濃度値が更新されます。 

Raster Image Viewer のウィンドウを閉じると、編集ポイントリストに登録した内容は、すべて消去されます。 
^参昭、 詳細ま、「編集ポイントリストへの登録」 ( P .188) を參照してください。 


由ラ-設定1 編集ポイントリスト [ 

y p 

則 除ユーザー 調整 カーブ 
に登錄 



• 削除 

一覧から削除する編集ポイントの番号を選択して、[削除]をクリックすると、編集ポイントが削除されます。 
複数選択もできます。 

籲ユ _ ザ _ 調整力 _ ブに登録 

[ユーザー調整カーブ•編集]ダイア□グボックスを表示しているとき、編集ポイントリストからユーザー調 
整カーブに登録する編集ポイントを選択して、[ユーザー調整カーブに登録]をクリックすると、現在編集対 
象となっているカーブ上の該当する位置に、同じ色のコント□—ルポイントが追加されます。 

^ 参昭 、 詳細ま、「編集ポイントと[ユーザー調整力ープ•編集]ダイアログボックス」 （ P .191) を参照してください。 

像プ □セス版濃度表示 

編集ポイントの各プロセス版のユーザー調整カーブと、明るさ調整の適用前後の濃度値が表示されます。 

松補足、 プレビュー表示対象ジョブのプリントオプションで、[カラー] > [ユーザー調整]が[しない]、[明る 
^- y さ調整]が [0] の場合は、適用後の濃度は表示されません。 


• Page 

編集ポイントが登録されているページ番号が表示されます。 
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3.4 Raster Image Viewer を使用する 


機能ボタン 

Raster Image Viewer のメニューの一部は、以下のボタンでも操作できます。 


M\§ 


攜 


回 び ， [ 


I rill 


嘴 


2/4P 姻 [V\\>i 


n 


①②③④ 


⑤ 


⑥⑦⑧⑨ 


⑩ ⑪⑫⑬ 


① 

確認プリント 

② 

ポインタ ツール 

③ 

手のひら ツール 

④ 

虫めがね ツール 

⑤ 

倍率指定 

1〜16009/〇の範囲で直接入力することもできます。 

⑥ 

縮小 

⑦ 

ピクセル等倍 

⑧ 

全体表示 

⑨ 

拡大 

⑩ 

回転 

⑪ 

最初のページ 

⑫ 

前のページ 

⑬ 

ページ指定 

⑭ 

次のページ 

⑮ 

最後のページ 
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3 ServerManager でできるジョブ操作 

3.4.3 Raster Image Viewer のメニュー 

Raster Image Viewer にあるメニュー項目について説明します。 

■ファイル 

籲カラー設定の保存 

カラー設定ウィンドウで設定した内容がプレビュー表示対象ジョブのプリントオプションに反映され、保存さ 
れます。 


♦確認プリント 

プレビュー表示対象ジョブの色の確認用のプリントができます。[部数]、[ページ範囲]、[両面印刷]を設定 
し、 [0 K ] をクリックすると、プリントが開始されます。 



以下のプリントオプションは 、 Raster Image Viewer の[確認プリント]ダイアログボックス、および力 

- ) ラー設定ウィンドウの項目が適用されます。 

• [基本設定] > [原稿ページ範囲]、[部数] 

• [カラー] > [ユーザー調整]、[明るさ調整] 

• [用紙/ページ] > [原稿ページ範囲]、[部数] 

• [出力方法] > [両面] 

• [排出/フイニッシング/両面] > [両面] 


以下のプリントオプションの設定は無視され、デフォルトの値が適用されます。 

• [基本設定] > [スプールオプション]、 [ RIP 済みデータの保存]、[ソートする （1 部ごと）] 

• [用紙/ページ] > [用紙挿入] 

• [出力方法] > [スプールオプション]、 [ RIP 済みデータの保存]、[受信終了後に RIP 処理を開始する]、 
[その他の設定（出力方法)] 

• [レイアウト-小冊子]〉[分冊]、[中とじ/中折り] 

• [レイアウト（出力設定)]〉[出力範囲]、[手差しのおもて面/うら面設定] 

• [プリント位置/倍率の調整] > [片面/おもて面]、または[うら面]の[幅方向]と[長さ方向]でプ 
ラス方向を設定したとき 

• [排出/フィニッシング/両面] > [両面]以外すベて 

• [プリフライト]〉 [ PS プリフライト]〉 [ RIP 後のデータをファイルに保存]〉 [ TIFF で保存する]、 
[ PDF で保存する] 

• [その他（セキュリティ）] >すべて 

• [ユーザー情報] > [カバーページをプリントする]、[出カテキスト] 

上記以外のプリントオプションは、プレビュー表示対象ジョブに設定されている値が適用されます。 


籲終了してプリント 

Raster Image Viewer を終了し、プレビュー表示対象ジョブがプリントされます。 

補足 ") サムネ—ル編集から Raster Image Viewer ウインドウを開いた場合、この機能は使用できません 0 


♦終了 

Raster Image Viewer を終了します。 


1弘 


















■編集 


3.4 Raster Image Viewer を使用する 


• ユーザー調整カーブの編集 

[ユーザー調整力ーブ • 編集]ダイア□グボックスが表示されます。 


@補足） 


[カラー設定]タブの[ユーザー調整]が[しない]以外のときに設定できます。 


■イメージ 


♦移動 

プレビュー表示されるページが変更されます。 

最初のページ 

プレビュー表示対象ジョブの最初のページが表示されます。 

前のページ 

現在表示されているページの1つ前のページが表示されます。 

次のページ 

現在表示されているページの次のページが表示されます。 

最後のページ 

プレビュー表示対象ジョブの最後のページが表示されます。 

ページ指定 

[ページ指定]ダイア□グボックスが表示され、入力されたページに移動します。 

0^ 捕门 \ • ビルドジョブの総ページ数は、ブランクシート数を引いたページ数が表示されます。 

^- ) • 用紙サイズが A 2 L 、 または B 3 L の場合、ページ番号を入力するとページの先端画像が表示されます。[次 

のページ]、[前のページ]を選択した場合は、先端、後端の画像が順に表示されます。 


籲スー厶 

プレビュー画像の表示倍率が変更されます。 

拡大 

プレビューが拡大されます。最大倍率は1600%です。 

縮小 

プレビューが縮小されます。最小倍率は1%です。 

ピクセル等倍 

プレビュー画像の1ピクセルがモニターの1ピクセルとして表示されます。 

全体表示 

メニューを選択したときのプレビュー表示領域内で、プレビュー画像が全体表示されます。 

倍率指定 

[倍率指定]ダイア□グボックスが表示されます。メニューから倍率を選択するか、1〜1600%の範囲で直接 
入力します。 


籲回転 

プレビュー画像の回転角度を選択します。 

•0° • 90° •180° • 270° 
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3 ServerManager でできるジョブ操作 
• 色分解 

プレビュー画像を構成する各色版の表示/非表示を切り替えます。 

シアン 

シアン （ C ) 版の表示/非表示を切り替えます。 

マゼンタ 

マゼンタ （ M ) 版の表示/非表示を切り替えます。 

イエ ロー 

イエ □_ ( Y ) 版の表示/非表示を切り替えます。 

ブラック 

ブラック （ K ) 版の表示/非表示を切り替えます。 

すべてを選択 

すべての色版が表示されます。 

選択を反転 

各色版で、表示されている版は非表示に、表示されていない版は表示に設定します。 

■ツール 

力ーソルの機能を設定します。 

•ポインタ ツール 

力ーソルがあるプレビュー画像の任意点の各プロセス版のユーザー調整カーブと明るさ調整の適用前後の濃 
度がイメージ分解ウィンドウに表示されます。 

♦手のひら ツール 

プレビュー画像が表示領域にすべて表示されていない場合に、マウスをドラッグした分だけその方向にプレ 
ビュー画像の表示部分が移動します。 


籲虫めがね ツール 

プレビュー画像をクリックした位置がプレビューウインドウの中心になるように移動して、拡大表示されま 
す。また、ドラッグした範囲を表示領域いっぱいに拡大表示させることもできます。 


■表示 


籲ツールバー 

ツールノ（一の表示/非表示を切り替えます。 

籲ステータスバー 

ステータスバーの表示/非表示を切り替えます。 
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3.4 Raster Image Viewer を使用する 


■オプション 

• 環境設定 

各項目を設定し、 [0 K ] をクリックすると 、 Raster Image Viewer のデフオルト設定を変更できます。 



画像解像度設定 

プレビュー画像の解像度を選択します。 

•200 dpi (谁奨） - 300 dpi - 600 dpi 

背景色設定 

プレビューウィンドウとナビゲーターウィンドウの背景色を選択します。 

•デフオル ト •グレー •白 •黒 

ナビゲータ色設定 

ナピゲーターウィンドウの表示枠の色を選択します。 


•赤 

•橙 

•黄 

•緑 

•水 

•青 

•紫 

•桃 

•黒 

•白 



■ヘルプ 





♦バージョン情報 

Raster Imaae Viewer のバージョン情報が表示されます。 
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3 ServerManager でできるジョブ操作 



ファイルを送受信する、転送する 



ボックス機能を使用してファイルの送受信ができます。メールの送受信には、 SMTP 送信、 POP 3 
受信が使用されます。 

•送信できるファイルフォーマット 

•TIFF - PDF -JPEG •ジョブファイル 


受信したメールの添付ファイルは、自動プリントする、またはしないを選択できます。また、受信後にプリン 
卜することもできます。 


籲プリント可能なファイルフォーマツト 


• PDF • PostScript • EPS • TIFF • JPEG • ジョブファイル 

ジョブファイルは Print Server から送信された場合にだけプリントできます。 



Print Server 


u 



©補足） 


• Print Server 同士ではファイルの送受信ができますが、クライアントコンピューターからは、 
Print Server へのファイル送信だけが可能です 0 
• 他機種の Print Server にメール送信すると、正常にプリントできないことがあります。 


¢5参照） 


PDF ファイルの処理方法については、「3.5.1ボックスの設定」 ( P .199) を参照してくださし、。 
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3.5.1 ボックスの設定 


3.5 ファイルを送受信する、転送する 


ボックス機能を使用するためには、メール送受信の環境設定が必要です。設定の前に、以下の項目をネットワーク 
管理者に依頼、または確認してください。 

• Print Server のメールアドレスの登録 

• POP 3 ユーザー 名 

• POP 3 ユーザーパスワード 

• POP 3 サーバーアドレス 
• SMTP サーバーアドレス 

• POP 3 サーバー の ポー ト番号 
• POP 、 または APOP の選択 

• SMTP サーバー の ポー ト番号 

• POP before SMTP 

• SMTP 認証する場合は、 SMTP ユーザー名とパスワード 
•メールサーバーのタイムアウト時間 （1 〜10分） 


操作手順 


7 . ServerManager の[ボックス] — [ボックスの設定]を選択します。 
Z . 通信の環境設定のタブを切り替えて設定し、 [0 K ] をクリックします。 



詳細は、以下の各タブの説明を参照してください。 
• 「[基本設定]タブ」 ( P .200) 

• 「[送信]タブ」 ( P .201) 

• 「[受信]タブ」 （ P .202) 

• 「[その他]タブ」 ( P .204) 
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3 ServerManager でできるジョブ操作 


[基本設定]タブ 


@補足） 


あらかじめ、 SMTP と POP 3 サーノ（一の設定を確認しておきます。 



■表示名 

メールアドレスに対応する、お使いの機種の名前を31バイト以内で入力します。 

■ メール アドレス 

お使いの機種のメールアドレスを255バイト以内で入力します。 

■ログイン情報 

□グインに関する情報を設定します。 

• ユーザー 名 

POP 3 サーバーへの□グインユーザー名を64バイト以内で入力します。 

♦パスワード 

POP 3 サーバーへの□グインパスワードを64バイト以内で入力します。 

■サーバー情報 

送受信サーノ（一の設定をします。 

籲受信メール サーバー ( POP 3) 

POP 3 サーバーアドレスを IP アドレス（ホ**.***.***.***形式)、または DNS 名で、128バイト 
以内で入力します。 

♦送信メ_ルサ_バ_ ( SMTP ) 

SMTP サーバーアドレスを IP アドレス（ホ**.***.***.***形式)、または DNS 名で、128バイト 
以内で入力します。 
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■サーバーのポート番号 


3.5 ファイルを送受信する、転送する 


♦受信サーバー ( POP 3) 

POP 3 サーバーのポート番号を入力します。入力範囲は、〇〜65,535です。 

プ□トコルを POP 、 APOP から選択します。 

このサーバーは暗号化された接続 （ SSL ) が必要 

チェックマークを付けると 、 Print Server で送受信するデータが暗号化されます。 

♦送信サーバー ( SMTP ) 

SMTP サーバーのポート番号を入力します。入力範囲は、〇〜65,535です。 

このサーバーは暗号化された接続 （ SSL ) が必要 

チェックマークを付けると 、 Print Server で送受信するデータが暗号化されます。 

■ POP before SMTP 

チェックマークを付けると、送信メールサーバー ( SMTP ) に接続する前に受信メールサーバー （ POP 3) に 
□グインされます。 

■ SMTP 認証 

チェックマークを付けると、送信メールサーバー ( SMTP ) への接続で認証が必要になり、 SMTP サーバーへ 
のログインに関する情報を設定します。 

• ユーザー 名 

SMTP サーバーへの□グインユーザー名を64バイト以内で入力します。 

♦パスワード 

SMTP サーバーへの□グインパスワードを64バイト以内で入力します。 

■ メールサーバーのタイムアウト 

POP 3/ SMTP サーバーへの接続タイムアウト時間を設定します。入力した時間で POP 3/ SMTP サーバーとの 
接続を解除します。入力範囲は、1〜10分です。 


[送信]タブ 
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3 ServerManager でできるジョブ操作 


■分割ファイルサイズ 

お使いの環境で送信メールのサイズ制限がある場合に、制限に合わせてファイルを分割して複数のメールとし 
て送信できます。分割して送信されたファイルは、送信先サーバーで自動的に合成されます。 

分割して送信する場合の1ファイルあたりのサイズを設定できます。入力範囲は、0.0〜 5.0 MB です。 [0] MB 
に設定すると分割されません。 

■最大合計送信サイズ 

お使いの環境で送信メールのサイズ制限がある場合に、制限に合わせて送信できるファイルの合計サイズを設 
定します。入力範囲は、〇〜99です。 [0] MB に設定すると送信は制限されません。 

設定したサイズを超える場合は、エラーメッセージが表示され、送信が中止されます。 

■時刻指定ジョブの最大値 

時刻指定してメールを送信できるジョブの数を設定します。入力範囲は、1〜100個です。最大値を超える場 
合は、送信できません。 

■開封確認を要求する 

チェックマークを 付けると、開封確認を要求できます。 

■標準に戻す 

クリックすると、デフオルトの設定に戻ります。 


[受信]タブ 



■自動プリントする 

チェックマークを 付けると、 メールで 受信した ファイルが 自動でプリントされます。 

■メール本文をプリントする 

チェックマークを 付けると、 メール 本文がプリントされます。 

チェックマークを外すと、本文はプリントされませんが、受信ボックスに保存されます。 
[自動プリントする]にチェックマークが付いている場合に設定できます。 

■用紙トレイ 

メール本文をプリントする場合、プリントする用紙のある用紙トレイを選択します。 
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3.5 ファイルを送受信する、転送する 


■自動的に受信する 

チェックマークを 付けると、 メールが 自動で受信されます。 

チェックマークを付けたときは、メールサーバーへのメール確認間隔を入力します。入力範囲は、1〜120分 
です。 

■開封確認に応答する 

チェックマークを付けると、メールの開封確認に応答します。 

■受信メールの削除方法 

受信 メールの 削除方法に ついて 選択します。 

籲削除しない 
メールが削除されません。 

•* 日以前のメールを自動削除 

入力した日数以前に受信したメールが自動で削除されます。入力範囲は、1〜999日です。 

• * 個以前のメールを自動削除 

受信メールが入力した個数を超えると、古いものから自動で削除されます。入力範囲は、1〜9,999個です。 

■受信ドメイン制限 

チェックマークを付けると、受信を許可するドメインを制限できます。許可されたドメイン以外のメールは、 
受信拒否されます。 

受信ドメインを制限する場合は、[許可するドメイン]にドメイン名を入力します。 

• ドメインごとの文字数は128バイト以内で、ドメインとドメインの間は改行、またはカンマ「，」を入力します。 
• 最大50ドメインまで設定できます。 

受信拒否されたメールは、[通信履歴]ダイアログボックスの[受信]タブに「受信エラー(201)」と表示さ 
れます。そこで、送信元のメールアドレスも確認できます。 

@補足3 受信拒否されたメールは、 POP 3 サーバーから削除されます。 

■標準に戻す 

クリックすると、デフオルトの設定に戻ります。 
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3 ServerManager でできるジョブ操作 


[その他]タブ 



■プレビューボックス 

プレビューボックスに表示されるジョブの削除方法を設定します。 

籲削除しない 
ジョブが削除されません。 

像*日以前のジョブを自動削除 

入力した日数以前に作成されたジョブが自動で削除されます。入力範囲は、1〜999日です。 

• * 個前のジョブを自動削除 

ジョブが入力した個数を超えると、古いものから自動で削除されます。入力範囲は、1〜9,999個です。 

■通信履歴 

通信履歴に表示される履歴の削除方法を設定します。 

籲削除しない 
履歴が削除されません。 

像*日以前の履歴を自動削除 

入力した日数以前の履歴が自動で削除されます。入力範囲は、1〜999日です。 

書*個前の履歴を自動削除 

履歴が入力した個数を超えると、古いものから自動で削除されます。入力範囲は、1〜9,999個です。 
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3.5.2 ファイルの送信（メール添付) 


3.5 ファイルを送受信する、転送する 


操作手順 


7 . ServerManager から送信するファイル（ジョブ）を選択します。 

または、[プリント]ボックスをクリックして、目的のファイル（ジョブ）があるボックスに切り替 
えます。 

同ーボックス内で複数選択できます。 

2 . [ジョブ] — [送信] — [メール送信]を選択します。 

3 . 必要に応じて各項目を設定し、[送信]をクリックします。 



メールの送信は、すべての選択ファイルのアップ□—ドが正常終了された場合に行われます。 
メールを送信すると、[通信履歴]の[送信]タブ内に送信履歴が保存されます。 


篇5参照） 


通信履歴については、「3.5.4通信履歴の確認」 ( P .209) を参照してくださし、。 


籲メール 送信先 

メール送信先を入力します。宛先とグループを合わせて100件まで入力できます。 

宛先を直接入力する場合は、メールアドレスごとの文字数は128バイト以内で、メールアドレスと 
メールアドレスの間はカンマ「，」、セミコロン「;」、または改行で区切ります。 

アドレス帳を使用する場合は、[アドレス帳]をクリックし、[アドレス帳]ダイアログボックスで選 
択します。 

A 参昭 、 アドレス帳については、「3.5.6アドレス帳の管理」 ( P .213) を參照してください。 


嫌件名 

デフオルト： [メール送信]ダイアログボックスを表示させたときの日時 

件名を31バイト以内で入力します。 

♦本文 

本文を512バイト以内で入力します。 

• 送信ファイルを圧縮する 

チェックマークを外すと、送信ファイルが圧縮されません。 
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3 ServerManager でできるジョブ操作 


♦時刻指定送信 

チェックマークを付けると、入力した時刻にメールが送信されます。時刻は24時間表示方式です。 
^補足") 20:00:59に「20:00」と入力した場合は、すぐに送信されます。 


_開封確認を要求する 

デフオルト： [環境設定]での設定と同じ 

チェックマークを付けると、メールの開封確認に応答します。 

• 送信後に元ファイルを削除する 
チェックマークを付けると、送信後に元ファイルが削除されます。 

3.5.3 ファイルの受信 


[ボックスの設定]ダイアログボックスの[受信]タブで、[自動的に受信する]にチェックマークを付けた場合は、 
自動で受信されます。 

他機種の Print Server やクライアントコンピューターからもメールの添付ファイルを受信することができます。 
受信したメールの添付ファイルのうち、プリント可能なファイルフォーマットは、 PDF 、 PostScript 、 EPS 、 TIFF 、 
JPEG 、 ジョブファイルです。（ジョブファイルは 、 Print Server から送信された場合にだけプリントできます） 

補口 \ • 添付ファイルが複数ある場合は、すべてプリントされます。ただし、未対応のファイルはプリントされ 
- ’ ません。 

• 受信したメールが転送メールの場合、 エラー メールになることがあります。 

• メール本文をプリントするかどうかを設定できます。詳細は、「受信」 ( P .210) を參照してください。 
A -昭） [ボックスの設定]ダイアログボックスについては、「3.5.1ボックスの設定」 （ P .199) を参照してください。 


ServerManager の[ボックス] — [メール受信]を選択すると、受信が開始され、受信が終了された順に[受信] 
ボックスに保存されます。 

受信したメールを自動プリントする場合は、プリントオプションテンプレートの設定の値が適用されます。プリン 
卜される用紙サイズについては、「プリントされる用紙サイズ」 ( P .206) を参照してください。 

プリントオプションテンプレートの設定については、『ユーザーズガイド導入編』の「1.2.1プリントオ 
-プシヨンテンプレートの設定」を參照してください。 


プリントされる用紙サイズ 


♦ メール送信機能が使用できる Print Server から受信した場合 

•受信ジョブに設定された用紙サイズがセツトされている場合は、設定された用紙サイズにプリントされま 
す。 

• 受信ジョブに設定された用紙サイズがセツトされていない場合は、以下の優先順位でプリントされます。 

7. 受信ジョブの用紙サイズよりも大きいサイズの中で最小の用紙サイズを選択し、等倍で用紙の中心にプリン 
卜されます。 

2. 受信ジョブの用紙サイズよりも小さいサイズの中で最大の用紙サイズを選択し、用紙サイズに合わせて縮小 
してプリントされます。 

♦クライアントコンピューターから受信した場合 

•受信ジョブに設定された用紙サイズがセツトされている場合は、設定された用紙サイズにプリントされま 
す。 

• 受信ジョブに設定された用紙サイズがセツトされていない場合は、 エラー ジョブになります。 

松補足、 クライアントコンピューターからのジョブで用紙サイズの設定がない場合は、[論理プリンタの管理]の 
^ - J 受信ボックスの設定値でプリントされます。 
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3.5 ファイルを送受信する、転送する 


メール本文プリントのフオ_マツト 


以下の項目が印字されます。 

♦差出人 

表示名と実アドレスが表示されます。 

春送信日時 

送信日時（年/月/日時:分:秒）が表示されます。 

♦宛先 

すべての宛先の表示名と実アドレスが表示されます。複数の宛先がある場合は、セミコロン「;」で区切って表 
示されます。 

春件名 

件名が表示されます。 

春メール 本文 
乂 一) し本文が表示されます。 

♦添付ファイル 

添付ファイルがある場合は、ファイルフォーマツトを示すアイコンとファイル名が表示されます。 


プロパティの確認 


受信メールのヘッダー情報と本文、添付ファイルの名前とステータスが確認できます。 


操作手順 


1 • ServerManager の[受信]ボックスで、確認するジョブを選択します。 

@補足\ 確認できるジョブは、1つだけです。 

2 . [ジョブ] — [受信ボックス] — [プロパティ]を選択します。 
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3 ServerManager でできるジョブ操作 


3 . 内容を確認したら、[閉じる]をクリックします。 



籲メール 情報 
差出人 

表示名と実アドレスが表示されます。 

送信日時 

送信日時（年/月/日時:分:秒）が表示されます。 

宛先 

すべての宛先の表示名と実アドレスが表示されます。複数の宛先がある場合は、セミコロン「;」で区 
切って表示されます。 

件名 

件名が表示されます。 

メール 本文 

メール本文が512バイト以内で表示されます。対応フォーマット以外は、空欄になります。 

♦添付ファイル情報 
番号 

ファイルの番号が表示されます。 

添付ファイル名 

添付ファイルの名前が表示されます。 

籲ステー タス 

添付ファイルのサボート状態が表示されます。 

•〇 K :サポートファイル 

• 未 サボート ： 未 サボートファイル 

• 未 サボートエンコード ： 未 サボ—卜のエンコード 
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3.5.4 通信履歴の確認 


3.5 ファイルを送受信する、転送する 


送受信の結果を確認できます。 

送信レポート、受信レポート、ファイル転送レポートとしてのプリント、保存 （ CSV 形式）ができます。 


操作手順 


1 • ServerManager の[システム] — [通信履歴]を選択します。 

ん. 目的に応じて、[送信]、[受信]、および[ファイル転送]タブを選択し、内容を確認します。 



■送信 

•宛先 

宛先が表示されます。 

* 件名 

件名が表示されます。 

♦送信開始時刻 

送信開始時刻が表示されます。送信待ちの場合は、空欄になります。 


♦所要時間 

送信開始から送信終了までの時間が表示されます。送信待ち、送信中の場合は、空欄になります。 

秦個数 

添付されたファイル数が表示されます。 

♦通信結果 

通信結果は、状態の変化に応じて表示が変わります。 

送信待ち 

送信待ちの状態です。 

送信中 

送信開始から送信終了までの状態です。 

送信済み 

送信終了状態です。 

送信 エラー ( XXX ) 

送信中に エラー が発生した状態です。（ XXX には エラー の内容が入ります） 
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3 ServerManager でできるジョブ操作 


プリント済み 

開封確認が設定されたジョブで、送信先でプリントが正常終了された状態です。 

プリント エラー （ XXX ) 

開封確認が設定されたジョブで、送信先でプリントエラーが発生した状態です。（ XXX にはエラーの 
内容が入ります） 

プリントキャンセル 

プリントの途中でキヤンセルされた状態です。 


取り消し 

送信待ちのジョブを削除、または送信処理中のジョブをキャンセルした状態です。 

■受信 

• 差出人 

送信元の名前（メールヘッダーの From フィールドを使用）が表示されます。 
♦件名 

件名が表示されます。 

* 受信開始時刻 
受信開始時刻が表示されます。 


• 所要時間 

受信開始から受信終了までの時間が表示されます。プリント処理時間は含まれません。 

籲ページ数/個数 

添付したファイルのぺージ数（ボックス機能が使用できる Print Server から受信した場合)、個数（ク 
ライアントコンピューターから受信した場合）が表示されます。 

♦通信結果 

受信済み 

受信終了状態です。 

受信中 

受信開始から受信終了までの状態です。 

プリント済み 
プリント終了状態です。 

プリント中 

プリント開始からプリント終了までの状態です。 

プリントキャンセル 

ServerManager でジョブがキャンセルされた状態です。 

プリント エラー 

ServerManager でジョブが エラー になった状態です。 

受信 エラー ( XXX ) 

受信中に エラー が発生した状態です。（ XXX には エラー の内容が入ります） 
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3.5 ファイルを送受信する、転送する 


■ファイル転送 

♦保存先 

保存先の名前が表示されます。 


♦ファイル名 
ファイル名が表示されます。 

♦転送開始時刻 
転送開始時刻が表示されます。 


♦所要時間 

転送開始から転送終了までの時間が表示されます。 
修通信結果 
転送済み 

転送終了状態です。 


転送中 

転送開始から転送終了までの状態です。 


転送 エラー （ XXX ) 

転送中に エラー が発生した状態です。（ XXX には エラー の内容が入ります） 

0 S 参昭 エラーの内容については、「6.3.6 メール送受信、ファイル転送時エラー」 （ P .350) を参照してください。 


通信履歴の保存 


操作手順 


1 • [通信履歴]ダイアログボックスの[ファイル] — [保存]を選択します。 
複数のジヨブが選択できます。 

Z . 保存する場所とファイル名を設定し、[保存]をクリックします。 



211 



























3 ServerManager でできるジョブ操作 

通信履歴のプリント 


操作手順 


1 • [通信履歴]ダイア□グボックスの[ファイル] — [印刷]を選択します。 

複数のジヨブが選択できます。 

Z. [用紙トレイ]からプリントする用紙トレイを選択し、[〇 K] をクリックします。 


送信履歴の印刷 


使用する用紙トレイを逞択してくださ U 


用紙トレイ：最大用紙のあるトレイ 


OK I [キヤン fe ルI 


3.5.5 送信ジョブの管理 


時刻指定で送信したジョブは、 ServerManager の[送信ボックス]に保存されています。 
設定した時刻を待たずに送信、およびジョブの送信のキャンセルができます。 


操作手順 


7 . ServerManager の[送信]ボックスをクリックします。 


宛先ひール数: 1) 

|件名 

|送信閉始時刻 

solution for vou^fujixerox 

2008/12/111 1：1 5：3^ 

200871271111:1652 ] 



g, ゴリント iffi 検索給果] b プレビュー| 


♦宛先 

宛先が表示されます。複数の宛先がある場合は、セミコロン「;」で区切って表示されます。 
♦件名 

件名が表示されます。 


212 




























3.5 ファイルを送受信する、転送する 


* 送信開始時刻 

送信開始時刻が表示されます。送信エラーのメールの場合は、赤字で表示されます。 

籲ステータス 

ジョブの処理状況や、エラーメッセージが表示されます。 

Z . 設定した時刻を待たずにジョブをただちに送信する場合は、ジョブを選択して、[ジョブ] — [送 
信ボックス] — [直ちに送信]を選択します。 

ジョブの送信をキャンセルして[送信]ボックスから削除する場合は、ジョブを選択して[ジョブ] 
— [ジョブ削除]を選択します。 

@補足\ 複数のジョブが選択できます。 


3.5.6 アドレス帳の管理 


アドレス帳の作成 


アドレス帳には、以下の内容が登録できます。 

•宛先 

•宛先名（表示名） •送信先アドレス •コメント 


春グループリスト 

•グループ名（表示名） •グルーフメンバー（複数の宛先名）•コメント 


操作手順 


7 . ServerManager の[ボックス] — [アドレス帳]を選択します。 
Z . 宛先、またはグループを登録します。 



♦宛先を登録する場合 

7. [管理]—[宛先登録]を選択します。 
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3 ServerManager でできるジョブ操作 


2. [宛先名]を31バイト以内で入力します。 



3. [アドレス]を128バイト以内で入力します。 

4 •必要に応じて、[コメント]を128バイト以内で入力します。 

5. [〇 K ] をクリックします。 

♦グループを登録する場合 

• 1つのグループに登録できるメンバーは100以内です。 

• グループを登録する場合は、あらかじめ宛先登録をしておく必要があります。 
7. [管理]—[グループ登録]を選択します。 

2. [グループ名]を31バイト以内で入力します。 



3. [メンバー編集]をクリックします。 

4 [宛先一覧]から登録する宛先を選択し、[追加]をクリックします。 
複数の宛先が選択できます。 



[メンバ__覧]に選択した宛先が表示されます。 

[メンバーー覧]の宛先を削除する場合は、宛先を選択して、[削除]をクリックします。 

5. [ OK ] をクリックします。 

[メンバー編集]ダイア□グボックスが閉じます。 

[グループ登録]ダイア□グボックスの[グループメンバー]に追加した宛先が表示されます。 
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6 •必要に応じて、[コメント]を128バイト以内で入力します。 


3.5 ファイルを送受信する、転送する 



7. [0 K ] をクリックします。 


アドレス帳の宛先の登録 


操作手順 


7. [メール送信]ダイア□グボックスで[アドレス帳]をクリックします。 
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3 ServerManager でできるジョブ操作 

2. [宛先/グループー覧]から登録する宛先、またはグループ名を選択し、[追加]をクリックします。 
複数の宛先、またはグループ名が選択できます。 



[送信先]に選択した宛先、またはグループ名が表示されます。[メール送信]ダイア□グボックスの 
[メール送信先]に直接入力した送信先もここに表示されます。 

[送信先]の宛先、またはグループ名を削除する場合は、宛先、またはグループ名を選択して、[削除] 
をクリックします。複数の宛先、またはグループ名が選択できます。 

♦宛先/グループ名 

宛先名、グループ名の順に表示されます。グループ名は、ボールド文字で表示されます。 

♦送信先アドレス/メンバー 

送信先のメールアドレスが表示されます。グループメンバーのアドレスは、セミコロン「;」で区切つ 
て表示されます。 

3 . 送信先の入力が終了したら、 [0 K ] をクリックします。 


アドレス帳の編集 

1. [アドレス帳]ダイア□グボックスで、編集する宛先、またはグループを選択し、[管理]—[編集]を選択します。 

2. [宛先編集]、または[グループ編集]ダイア□グボックスで、作成と同様に項目を編集します。 


アドレス帳の削除 

7. [アドレス帳]ダイア□グボックスで、削除する宛先、またはグループを選択し、[管理]—[削除]を選択します。 
2 .確認のダイアログボックスで、 [0 K ] をクリックします。 
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3.5 ファイルを送受信する、転送する 


アドレス帳の読み込み 


操作手順 


1 • [アドレス帳]ダイアログボックスの[ファイル] — [アドレス帳の読み込み]を選択します。 
Z . 読み込むアドレス帳を選択し、[開く]をクリックします。 



アドレス帳の保存 


アドレス帳は、 CSV 形式で保存されます。 


操作手順 


1 • [アドレス帳]ダイアログボックスの[ファイル] 4 [アドレス帳を名前を付けて保存]を選択 
します。 

Z . 保存する場所とファイル名を設定し、[保存]をクリックします。 
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3 ServerManager でできるジョブ操作 


3.5.7 ファイルの転送 


ファイルを外部サーパー ( FTP サーパーや Windows ネットワーク）に転送できます。また、その転送先アドレス 
をアップ□—ド後にメールで通知できます。 




FTP サーバー 



Windows ネットワーク 


操作手順 


1 • ServerManager から転送するファイル（ジョブ）を選択します。 

[プリント]ボックスをクリックし、目的のファイル（ジョブ）があるボックスに切り替えます。 
同ーボックス内で複数選択できます。 

2. [ジョブ] — [送信] — [ファイル転送]を選択します。 
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3 . 必要に応じて各項目を設定し、[開始]をクリックします。 


3.5 ファイルを送受信する、転送する 


[IM 


保存先： 

□保存先をメールする 
メール送信先： 

I アドレス帳 j |_ 

件名： 


保存先設定 I 


本文： 


サーバー種類： 
URL ： 

ドメイン名： 


□送信ファイルを圧箱する 
□ 転送後 I こ元ファイルを則除する 




終了 




メールの送信は、すべての選択ファイルのアップ□—ドが正常終了された場合に行われます。 

メールを送信すると、[通信履歴]の[送信]タブ内に送信履歴が保存され、[通信履歴]の[ファイ 
ル転送]タブ内に転送履歴が保存されます。 

^ 参昭 通信履歴については、「3.5.4通信履歴の確認」 ( P .209) を參照してください。 

>保存先 

[保存先設定]をクリックして、ファイル転送先を登録されている保存先から選択します。 

•保存先を メールす る 

チェックマークを 付けると、 ファイル 転送先が メールで 通知されます。 

>メール 送信先 

メール送信先を入力します。宛先とグループを合わせて100件まで入力できます。 

宛先を直接入力する場合は、メールアドレスごとの文字数は128バイト以内で、メールアドレスと 
メールアドレスの間はカンマ「，」、セミコロン「;」、または改行で区切ります。 

アドレス帳を使用する場合は、[アドレス帳]をクリックし、[アドレス帳]ダイア□グボックスで選 
択します。 

^参昭 アドレス帳については、「3.5.6アドレス帳の管理」 （ P .213) を参照してください。 

1 件名 

デフオルト： [ファイル転送]でダイアログボックスを表示させたときの日時 

件名を31バイト以内で入力します。 

>本文 

本文を512バイト以内で入力します。 

•送信ファイルを圧縮する 

チェックマークを付けると、送信ファイルが圧縮されます。 
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3 ServerManager でできるジョブ操作 


• 転送後に元ファイルを削除する 

チェックマークを付けると、ファイル転送後にもとのファイルが削除されます。 


©補足 J ) 


本文には、ファイル転送先の URL とサーバーの種類が自動で追記されます。 
•例 ： FTP サーバーの場合 
サーバー種類 ： FTP サーバー 
URL : ftp :// *.*.*.* / public / Sample.pdf 
•例： Windows ネットワークの場合 


サーバー種類： Windows ネットワーク 
URL :¥*.*.*.* ¥ public ¥ Sample.pdf 
ドメイン名： WORKGROUP 


FTP サーバーの追加 


操作手順 


1 • [ファイル転送]ダイア□グボックスで、[保存先設定]をクリックします。 



猫足、 ServerManager の[管理]—[保存•接続先の管理]を選択しても、[保存先設定]ダイアログボックス 
^ ノを表示することができます。 

Z . [ FTP サーバーを追加]をクリックします。 
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3.5 ファイルを送受信する、転送する 


3 . 必要に応じて各項目を設定し、 [0K] をクリックします。 



隹保存先名称 

保存先の名称を31バイト以内で入力します。 

籲サー パ ーアドレス 

FTP サーバーアドレスを***.***.***.** * 形式、または DNS 名で128バイト以内で入力 
します。 

♦フォルダ名 

フォルダー名を256バイト以内で入力します。 


@補足） 


フォルダー名として入力できるのは、1バイト文字だけです。 


籲ユ _ ザ _ 名 

ユーザー名を64バイト以内で入力します。 

籲パスワード 

パスワードを64バイト以内で入力します。 

♦ PASV モードを使用する 

チェック マー クを付けると 、 PASV モー ドが使用されます。 
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3 ServerManager でできるジョブ操作 


Windows ネットワークの追加 


操作手順 


1 • [ファイル転送]ダイア□グボックスで、[保存先設定]をクリックします。 



©補足） 


ServerManager の[管理]—[保存•接続先の管理]を選択しても、[保存先設定]ダイアログボックス 
を表示することができます。 


Z . [ Windows ネットワークを追加]をクリックします。 
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3 . 必要に応じて各項目を設定し、 [0 K ] をクリックします。 


3.5 ファイルを送受信する、転送する 



隹保存先名称 

保存先の名称を31バイト以内で入力します。 


♦ホスト名 

Windows ネットワークホスト名を63バイト以内で入力します。 

• ドメイン名 

ドメイン名、またはワークグループ名を255バイト以内で入力します。 
籲フォルダ名 

フォルダー名を256バイト以内で入力します。 

• ユーザー 名 

ユーザー名を64バイト以内で入力します。 

籲パスワード 

パスワードを64バイト以内で入力します。 


保存先の編集 

7. [保存•接続先の管理]ダイア□グボックスで、編集する保存先を選択し、[編集]をクリックします。 
2. [xxx 編集] (xxx には保存先が入ります）ダイアログボックスで、追加と同様に項目を編集します。 


保存先の削除 

[保存•接続先の管理]ダイアログボックスで、削除する保存先を選択し、[削除]をクリックします。 
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3 ServerManager でできるジョブ操作 
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プリントの設定 


プリントオプション項目（[ジョブ編集]ダイアログボックス)、その他のプリント時の設定につ 
いて説明しています。 


4.1 ジョブ'を,編集する（プリントオプション I 頁目） . 226 

4.1.1 現在の設定 . 227 

4.1.2 基本設定 . 228 

4.1.3 RIP . 228 

4.1.4 カラー . 229 

4.1.5 画質 . 238 

4.1.6 用糸氏/ページ . 243 

4.1.7 出力方法 . 253 

4.1.8 排出/フィニツシング/両面 . 259 

4.1.9 プリフライト . 261 

4.1.10 ク''ラフィツクス . 262 

4.1.11 その他（セキュリティ） . 263 

4.1.12 ジョブ情報 . 265 

4.1.13 ューザー情報 . 267 

4.1.14 プリンタードライバーのプリントオプション I 頁目 . 268 

4.2 プリント時に使用する各種設定を登録する . 270 

4.2.1 通信設定、表示単位の変更 . 270 

4.2.2 ウォーターマークの設定 . 272 

4.2.3 ページ番号設定ファイルの設定 . 276 






















4 プリントの設定 


4.1 ジョブを編集する（プリントオプション項目) 


プリントオプションの項目を[ジョブ編集]ダイアログボックスを例に説明します。 

@補足 ) • [ジョブ編集]ダイアログボックスの初期画面は、[基本設定]が表示されます。 

^ - ’ •各項目に記載されているプリントオプションのデフオルト値は、プリンタードライバー、 DropUtility 、 

またはプリントオプションテンプレートの[出荷時の設定]の値です。 

• 処理中リスト内のジョブに対しては、設定内容の表示だけで編集はできません。 

• ジョブの種類によって、設定できないプリントオプションがあります。 



• 機能設定ツリー 

項目をクリックすると、右側にプリントオプションの設定画面が表示されます。 

[現在の設定]をクリックすると、右側にプリントオプションの現在の設定がツリー表示されます。 

^補足\ 機能設定ツリーが展開されている場合、スクロールバーをスクロールすると、[現在の設定]が表示され 

♦展開する/たたむ 

機能設定ツリーに表示させる項目数を変更できます。 


•プリント 

編集したジョブをすぐにプリントできます。 

ぬ補足、 ServerManager の[ジョブ] — [サムネール]—[サムネール編集]から[ジョブ編集]ダイアログボッ 
^- ) クスを表示すると、[プリント]は表示されません。 

籲テンプレートに保存する 

現在のプリントオプション設定がジョブテンプレートとして保存されます。表示されるダイア□グボックスで 
名前を入力します。 

0^ 補口 ） • [テンプレートに保存する]は管理者モードのときに操作できます。 

^- へ ServerManager の[ジョブ]—[サムネール]—[サムネール編集]から[ジョブ編集]ダイアログ 

ボックスを表示すると、[テンプレートに保存する]は表示されません。 
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4.1 ジヨブを編集する（プリントオプション項目) 


• テンプレートから読み込み 

[プリントオプションテンプレートの管理]ダイアログボックスが表示され、プリントオプションが設定され 
ているテンプレートを読み込めます。テンプレートを読み込むと、プリントオプションテンプレートの[テン 
プレートを優先]の[する]にチェックマークを付けていなくても、プリントオプションで設定した値は無効 
になります。 

松補足、 ServerManager の[ジョブ]—[サムネール]—[サムネール編集]から[ジョブ編集]ダイアログボッ 
^- ’ クスを表示すると、[テンプレートから読み込み]は表示されません。 

プリントオプションテンプレートについては、『ユーザーズガイド導入編』の「1.2.1プリントオプショ 
こノ ンテンプレートの設定」を參照してください。 

■ジョブの複数選択時 

ジョブを複数選択した場合は、各プリントオプションの先頭にチェックボックスが表示されます。チェック 
マークを付けると、複数のジョブに対して一括で編集できます。 


4.1.1 現在の設定 


プリントオプシヨンの現在の設定がツリー表示されます。 



籲右側のツリー 

• [+] をクリックすると、現在ジョブに設定されている各項目が展開表示されます。 

•デフォルトと異なる設定項目は、自動的にツリーが展開表示され、「*」が表示されます。 
• 項目をダブルクリックすると、プリントオプションの設定画面が表示されます。 
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4 プリントの設定 


4.1.2 基本設定 

[基本設定]には、よく使う設定項目が表示されます。 



¢5参照） 


各項目の詳細は、それぞれのプリントオプシヨンの説明を參照してください。 


4.1.3 RIP 


[ RIP ] には、 RIP の種類が表示されます。 



• CPSI (Configurable PostScript Interpreter ) 
CPSI を使用して RIP 処理します。 
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4.1 ジヨブを編集する（プリントオプション項目) 


• APPE (Adobe PDF Print Engine ) 
APPE を使用して RIP 処理します。 


- プリントしたときに、透過設定されているオブジェクトが正しくプリントされない場合、アプリケーショ 
E ノ ンでいったん PDF に変換して、 APPE を選択してプリントすると、正しくプリントされることがありま 
す0 

• この機能はオプションです。 DTP 機能拡張キットのライセンスを設定していない場合、 APPE を使用で 
きません。ライセンスの設定については、『ユーザーズガイド導入編』の 「1.2.2 ServerManaaer の環 
境設定」の「ライセンスの設定」を參照してください。 


¢5参照） 


CPSI と APPE については、『ユーザーズガイド導入編』の 「Print Server の機能紹介」を參照してくださし、。 


4 . 1.4 カラー 


色の調整に関する情報が表示されます。 

[カラーモード]の設定によって、設定できる項目が異なります。以下の表を参照してください。 
〇：設定できる項目 
X :設定できない項目 

* : [ RIP ] > [ RIP の種類]に [ APPE ] を選択している場合に設定できない項目 

■カラー詳細（共通設定） 


項目 

フルカラー1 

グレースケール 

トナー総量調整 

〇 

〇 

カラー 置換氺 

〇 

X 


■カラー詳細 （ RGB 設定) 


項目 

フルカラー1 

グレースケール 

RGB 色補正 

RGB 色補正 

〇 

X 


RGB ガンマ補正 

〇 

X 


RG 巳ホワイトポイント* 

〇 

X 


写真画像の自動補正氺 

〇 

X 


写真の種類氺 

〇 

X 


分割画像を合成木 

〇 

X 


自動ホワイトバランス調整* 

〇 

X 


人肌補正氺 

〇 

X 


明度氺 

〇 

X 


コントラスト木 

〇 

X 


彩度氺 

〇 

X 

RGB 出カプロファイル 

〇 

〇 

RGB 出カインテント 

〇 

〇 


■カラー詳細 （ CMYK 設定) 


項目 

フルカラー1 

グレースケール 

CMYK 色補正 

CMYK 色補正 

〇 

〇 

CMYK シミュレーション 

〇 

〇 

PDF / X の出カインテントを使用する 

〇 

X 
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4 プリントの設定 


■カラー詳細（特色設定) 


項目 

フルカラー1 

グレースケール 

コンポジット特色補正 

〇 

X 

特色補正フロファイル 

〇 

X 

特色補正インテント 

〇 

X 


■2 色印刷シミュレーション 


項目 

フルカラー1 

グレースケール 

2色印刷シミュレーション氺 

〇 

X 


カラー 



• カフーモード 

カラーモードを選択します。 

• フル カラー 1 ( RGB / CMYK ) • グレースケール （ K ) 

松補足、 ファイルのイメージがグレースケールの場合は、[フルカラー1 ( RGB / CMYK )] と[グレースケール 
- J ( K )] のどちらでもグレースケールで再現されますが、[グレースケール ( K )] のほうが速く処理されます。 


• ラスター色補正モード 

チェックマークを付けると、コンポジットモードのジョブで、 RIP 後のラスター画像に対して色補正が行われ 
ます。 DeviceN 画像や Separation カラースペースの画像オブジェクトがある場合に、これらのオブジェクト 
にも色補正を適用できます。 

，二；、 RGB 画像、および CE 画像の色補正は適切に行われません。 RGB 画像、および CE 画像に対しても適切な 
^- ) 色補正をする場合は、印刷環境用の RGB 出カプロファイルを登録して使用してください。 
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4.1 ジヨブを編集する（プリントオプション項目) 


籲ユ_ザ_調整 


プリントするときに使用するユーザー調整カーブを[しない]、または [*] (* は1〜100)から選択します。 
[しない]以外の場合は、[編集]をクリックすると、ユーザー調整カーブを編集できます。 

1〜100には 、 Print Server で割り当てた調整フアイル名が表示されます。 

@補足 > ビルドジョブの場合、[編集]は表示されません。 


¢5参照） 


ユ _ ザ _ 調整力 _ ブの割り当てについては、「2.6ユ _ ザ _ 調整力 _ ブを設定する」 （ P .125) を参照して 
ください。 


♦濃度調整 

プリントするときに使用する濃度調整力ーブを[しない]、または [*] (* は1〜100)から選択します。 

1〜100には 、 Print Server で割り当てた調整フアイル名が表示されます。 

参昭 、 濃度調整カーブの割り当てについては、「2.7濃度調整カーブを設定する」 ( P .130) を參照してくださし、。 


♦明るさ調整 

出力画像全体の明るさを[暗く（-5)]〜[明るく（+5)]の11段階から選択します。 

ぬ埔兄、 夕ーゲットプ□ファイルを編集した場合、夕ーゲットプ□ファイルが持つもとの色味が変化してしまうの 
W ノで、注意してください。 


カラー詳細（共通設定) 



• トナ_総量調整 

シャドー部のトナー量の制限を[標準]〜[薄く (-5)]の6項目から選択します。 
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4 プリントの設定 


• カラー置換 

ジョブ内の特定の RGB 、 CMYK 値を特定の CMYK 、 または特色に変換するカラー置換設定ファイルを[しな 
い]、または [*] (* は1〜10 0) から選択します。 

[カラーモード]が[フルカラー1 ( RGB / CMYK )] の場合に選択します。 

1〜100には 、 Print Server で割り当てた設定ファイル名が表示されます。 

^参昭 、 設定ファイルの割り当てについては、「2.9カラーを置き換える」 ( P .143) を參照してください。 


カラー詳細 （ RGB 設定) 



• RGB 色補正 

ファイル中の RGB 画像に対して、色補正するモードを選択します。 

• しない •する 

•sRGB - AdobeRGB (1998) 

•氺（本は1〜10 0) 

[する]の場合は、 [ RGB ガンマ補正]と [ RGB ホワイトポイント]、 [1] 〜[100]の場合は、 [ RGB ガンマ 
補正]を設定できます。 

[カラーモード]が[フルカラー1 ( RGB / CMYK )] の場合に選択します。 

1〜100には 、 Print Server で割り当てたプ□ファイル名が表示されます。 

RGB 色補正プロファイルの割り当てについては、「2.3.1 RGB 色補正プロファイルの設定」 ( P .75) を参 
照してください。 
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4.1 ジヨブを編集する（プリントオプション項目) 


♦ RGB ガンマ補正 

モニターの表示にプリントの色を近づけるため、モニターの明るさの状態を選択します。 

•デフォルト •より明るい（1_〇） •明るい (1.4) •ふつう (1.8) 

• 暗い (2.2) • より暗い (2.6) 

RGB 、 または CE RGB 画像に対してガンマ調整されます。 

[カラーモード]が[フルカラー1 ( RGB / CMYK )]、[ RGB 色補正]が[する]、または [1] 〜[100]の場 
合に選択できます。 

@補足 ) • [ RG 巳色補正]が[する]の場合、[デフォルト]にすると[ふつう（1.8)]が適用されます。 

^- ) • [ RGB 色補正]が [1] 〜[100]の場合、[デフォルト]にするとユーザープロファイルのガンマ設定 

が適用されます。 

♦ RGB ホワイトポイント 

モニター の表示色とプリントの色を近づけるため、 モニター のホワイトポイントを選択します。 

[カラーモード]が[フルカラー1 ( RGB / CMYK )]、[ RGB 色補正]が[する]の場合に選択します。 

やや黄色い ( D 50 Proofing ) 

モニターの皮膚の色や赤の色調が黄色に近すぎたり、青が紫に近すぎたり、または緑色が黄色に近すぎたりし 
て見える場合に選択します。 


ふつう ( D 65) 

やや青い (9300) 

モニターの皮膚の色や赤の色調がマゼンタに近すぎたり、空色などの青がシアンに近すぎたり、または緑色が 
濃すぎたりして見える場合に選択します。 

修写真画質の自動補正 

チェックマークを付けると、プリントするページ内の写真画像が設定した特性に応じて自動で補正されます。 
[カラーモード]が[フルカラー1 ( RGB / CMYK )]、[ RGB 色補正]が [ sRGB ] の場合に選択します。 

春写真の種類 

[写真画質の自動補正]にチェックマークを付けたときは、種類を選択します。 

標準 

写真画像が明度やコントラスト、および彩度に応じて自動で補正されます。 

人物 

標準よりも明るめに補正されます。暗めに撮影された写真画像を明るく補正する場合に適しています。 

風景 

標準よりも鮮やかさを重視して補正されます。 

現場写真 

標準よりもコントラストを重視した補正を行います。画像内にある文字を強調してプリントする場合に適し 
ています。 

• 分割画像を合成 

チェックマークを付けると、プリンターに分割して送られてきた画像を合成して写真画質の自動補正が行われ 
ます。 

[カラーモード]が[フルカラー1 ( RGB / CMYK )]、 [写真画質の自動補正]が [ sRGB ] の場合に選択します。 
籲自動ホワイトバランス調整 

チェックマークを外すと、ホワイトバランスによる補正が強すぎて、写真の色調が変わりすぎてしまうことを 
防ぎます。 

[カラーモード]が[フルカラー1 ( RGB / CMYK )]、 [写真画質の自動補正]が [ sRGB ] の場合に選択します。 
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4 プリントの設定 


♦人肌補正 

デフオルト： [写真の種類]で[標準]、[風景]、[現場写真]を選択した場合はチェックマークなし 
[写真の種類]で[人物]を選択した場合はチェックマークあり 

チェックマークを 付けると、写真の中に人肌の部分が多い場合に、人肌部分を重視した補正に切り替わります。 
チェックマークを 外すと、全体の色調を重視した補正になります。 

[カラーモード]が[フルカラー1 ( RGB / CMYK )]、 [写真画質の自動補正]が [ sRGB ] の場合に選択します。 

♦明度 

写真の明度を[暗く（-3)]〜[明るく (+3)]の7段階から選択します。 

[カラーモード]が[フルカラー1 ( RGB / CMYK )]、 [写真画質の自動補正]が [ sRGB ] の場合に選択します。 


籲コントラスト 

写真のコントラストを[弱く（-3)]〜[強く (+3)]の7段階から選択します。 

[カラーモード]が[フルカラー1 ( RGB / CMYK )]、 [写真画質の自動補正]が [ sRGB ] の場合に選択します。 

♦彩度 

写真の彩度を[低く（-3)]〜[高く（+3)]の7段階から選択します。 

[カラーモード]が[フルカラー1 ( RGB / CMYK )]、 [写真画質の自動補正]が [ sRGB ] の場合に選択します。 


• RGB 出カプ□ファイル 

ファイル中の RGB 、 CEbased 、 L * a * b *、 および XYZ などの画像の色変換用の RGB 出カプ□ファイルを[デ 
フォルト]、または [*] (* は1〜100)から選択します。 

1〜100には 、 Print Server で割り当てたプ□ファイル名が表示されます。 

垆口 \ • [カラーモード]が[グレースケール （ K )] の場合、読み込んだ RGB 出カプロファイルを適用すると、 
珍補足 ジプロセスカラ-でプリントされます。 

• Photoshop で[ポストスクリプトカラーマネージメント]をオンにした CMYK データやプ□ファイル 
を埋め込んだ CMYK データは CIE カラー扱いになり、 RGB 出カプロファイルの設定が適用されます。 


参照） 


RGB 出カプロファイルの割り当てについては、「2.3.2 RGB 出カプロファイルの設定」 ( P .78) を参照し 
てください。 


籲 RGB 出カインテント 

[ RGB 出カプ□ファイル]で設定したユーザープ□ファイルで使用する、変換モードを選択します。 
パーセプチヤル 

カラー画像の全体的なバランスをとりながら処理されます。 


サチュレーシヨン 

カラー画像の色相や彩度のバランスをとりながら再現できるように処理されます。 

相対カラリメトリック 

再現できる色領域は色を一致させ、異なる色領域のためにプリンターで再現できない色については、もっとも 
近い色に再現できるように処理されます。 

絶対カラリメトリック 

入カデータの白と用紙の白の調整を行わない、絶対的なモードです。 

適用する ICC プ□ファイルによっては、白いデータ部分でも、色が付いてプリントされることがあります。 


234 








4.1 ジヨブを編集する（プリントオプション項目) 


カラー詳細 （ CMYK 設定) 



• CMYK 色補正 

チェックマークを付けると、 [ CMYK シミュレーション]でプ□ファイルが選択できます。ファイル中の CMYK 
画像に対して色補正をするかどうかを設定します。 

♦ CMYK シミュレーション 

プリントするときに使用するプ□ファイルを選択します。 

[ CMYK 色補正]にチェックマークを付けた場合に選択します。 

JapanColor 2007 (アート紙） 

社団法人日本印刷学会発行の 「Japan Color 色再現印刷2007」のァート紙 （ ISO 規格用紙タイプ1 ) 印刷をシ 
ミュレーションできるプ□ファイルです。 

JapanColor 2007 (コート紙） 

社団法人日本印刷学会発行の 「Japan Color 色再現印刷2007」のコート紙 （ ISO 規格用紙タイプ 3) 印刷をシ 
ミュレーシヨンできるプ□ファイルです。 


JapanColor 2007 (マツト紙） 

社団法人日本印刷学会発行の 、 「Japan Color 色再現印刷2007」のマットコート紙 （ ISO 規格用紙タイプ 2) 
印刷をシミュレーションできるプ□ファイルです。 

JapanColor 2001(アート紙） 

社団法人日本印刷学会発行の 「Japan Color 色再現印刷2001」のアート紙 （ ISO 規格用紙タイプ1 ) 印刷をシ 
ミュレーションできるプ□ファイルです。 

JapanColor 2001(コート紙） 

社団法人日本印刷学会発行の 「Japan Color 色再現印刷2001」のコート紙 （ ISO 規格用紙タイプ 3) 印刷をシ 
ミュレーションできるプ□ファイルです。 

JapanColor 2001 (マツ ト 紙） 

社団法人日本印刷学会発行の 、 「Japan Color 色再現印刷2001」のマットコート紙 （ ISO 規格用紙タイプ 2) 
印刷をシミュレーションできるプ□ファイルです。 

JapanColor 2002 (新聞） 

新聞用 Japan Color 2002 ( JCN 2002) をシミュレーシヨンできるプ□ファイルです。 


235 




































4 プリントの設定 


雑誌広告基準カラ _ V 2 (2004) 

雑誌広告基準カラー （ JMPA カラー） Version 2 をシミュレーションできるプ□ファイルです。 

* (* は1〜10 0) 

1〜100には 、 Print Server で割り当てたプ□ファイル名が表示されます。 

CMYK プ□ファイルの割り当てについては、「2.4.7 CMYK プ□ファイルの設定」 ( P .120) を参照してく 
ださい0 

• PDF / X の出カインテントを使用する 

チェックマークを付けると、処理対象の PDF ファイルに出カインテントの指定がある場合、その指定を適用し 
てプリントされます。 （[ CMYK シミュレーション]の指定は無視されます） 

[カラーモード]が[フルカラー1 ( RGB / CMYK )] の場合に選択します。 


カラー詳細（特色設定) 



籲コンポジット特色補正 

チェックマークを付けると、コンポジットカラーのジョブの場合に、アプリケーションで使用してぃる特色イ 
ンキとプリントの色に近づけます。 

チェックマークを外すと、アプリケーションに内蔵されてぃる CMYK 値でプリントされます。 

登録した特色が Print Server に登録されてぃなぃ場合は、「特色未登録エラー」が発生します。対応してぃる 
特色は、 DIC 、 TOYO 、 PANT 0 NE です。 

ぬ補い • コンポジット特色補正は、分版ジョブには影響しません。分版合成で特色版が含まれる場合は、[画質] 
^ > [その他の設定（画質)] > [色分版の合成]を[自動]にしてくださぃ。特色版の分版合成が行われ 

るとともに、コンポジット特色補正と同様の色補正処理が行われます。 

• Photoshop のダブル! -- ンの EPS ファイルを QuarkXPress などのアプリケーションのレイアウトに配 
置すると、 QuarkXPress からのコンポジットプリントでは CIE カラーでプリントされるので、コンポ 
ジット特色補正は適用されません。 QuarkXPress から分版出力を行うと、特色版でプリントされるの 
で、分版合成機能の特色版合成機能によって、特色補正が適用されます。 
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4.1 ジヨブを編集する（プリントオプション項目) 


♦特色補正プロファイル 
特色を補正するプ□ファイルを選択します。 

デフォルト 

RGB 出カプ□ファイルを使用する 

[カラーモード]が[フルカラー1 ( RGB / CMYK )] の場合に選択します。 

* (* は'!〜10 0) 

1〜100には 、 Print Server で割り当てたプ□ファイル名が表示されます。 

〇 特色補正プロファイルの割り当てについては、「2.5特色補正プロファイルを設定する」 （ P .122) を參照 

してください。 

籲特色補正インテント 

[特色補正プ□ファイル]で設定したユーザープ□ファイルで使用する、変換モードを選択します。 

パーセプチヤル 

カラー画像の全体的なバランスをとりながら処理されます。 


サチ ユレー シヨン 

カラー画像の色相や彩度のノ（ランスをとりながら再現できるように処理されます。 

相対カラリメトリック 

再現できる色領域は色を一致させ、異なる色領域のためにプリンターで再現できない色については、もっとも 
近い色に再現できるように処理されます。 

絶対カラリメトリック 

入カデータの白と用紙の白の調整を行わない、絶対的なモードです。適用する ICC プ□ファイルによっては、 
白いデータ部分でも、色が付いてプリントされることがあります。 


2色印刷シミュレーション 


。参照） 


2色印刷のシミュレーションについては、「1.1.2 2色印刷シミュレーシヨン」 ( P .16) を參照してくださし、。 
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4 プリントの設定 


4.1.5 画質 

原稿タイプや各種警告機能などの設定が表示されます。 

[カラー]〉[カラーモード]の設定によって、設定できる項目が異なります。以下の表を参照してくださし、。 


〇：設定できる項目 

△:設定できるが、無視される項目 


項目 

フルカラー1 

グレースケール 

プリンタモード 

〇 

〇 

コンポジットオーバーフリント 

〇 

A 


白のオブジェクトはノックアウトする 

〇 

〇 

K オーバープリント 

〇 

〇 

画像/文字 

原稿タイプ 

〇 

〇 


キヤリブレーシヨン 

〇 

〇 

シャーフネス調整 

〇 

〇 

その他の設定（画質） 

色分版の合成 

〇 

△ 


特色透過率 

〇 

△ 


トラッピングの自動処理 

〇 

△ 


トラップ指定を無視する 

〇 

A 


Image Enhancement / 白抜き文字の強調 

〇 

〇 


ス厶ージング 

〇 

〇 


EPS ( JPEG 圧縮）のカラー出力 

〇 

〇 


画像品質 

〇 

〇 


細線調整 

〇 

〇 


グラデーション 

〇 

〇 


RGB 黒を K に置換 

〇 

〇 


RGB グレーを K に置換 

〇 

〇 
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4.1 ジヨブを編集する（プリントオプション項目) 



♦プリンタモード 
プリンターモードを選択します。 

連続階調（標準） 

連続階調（各色 600 dpi 、 8ビット）でプリントされます。 

連続階調（アンチエイリアス） 

文字や図形の斜めの線がジャギーになるのを目立たせないように、エッジ部分を補正してプリントされます。 
RIP 処理は1200 dpi で行い、 CMYK 版すべてが600 dpi でプリントされます。 

籲コンポジットオーバープリント 

アプリケーションで設定した「オーバープリント」指定（「ノセ」指定）を有効にしてプリントされます。 

分版出力時のオーバープリントとは異なり、 DeviceCMYK の図形や文字に有効で、 DeviceRGB / CE カラーオ 
ブジェクトに対しては無効です。 


しない 

DeviceCMYK 画像は才ーバープリントされません。ただし、 DeviceN 画像や Separation カラースぺースの画 
像オブジェクトがある場合に、アプリケーシヨン「オーバープリント」指定 （ 「ノセ」指定）を設定した場合 
は、オーバープリントされます。 


簡易 

プロセスカラーのオーバープリント指定のオブジェクトがオーバープリントされます。その他の項目を選択し 
た場合よりも高速でのプリントが可能ですが、色補正処理が限定的な処理になります。 

プロセス カラー 

プ□セスカラーの才ーバープリント指定のオブジェクトが才ーバープリントされます。 

プロセスカラ_+特色 

プロセスカラーと特色のオーバープリント指定のオブジェクトがオーバープリントされます。 

、[簡易]の場合は、重なり部分の色処理が個々のオブジェクトを別々に色処理後に合成した結果になりま 
^-^す。また、地色に色が付くプロファイルを使用しても地色に色は付きません。 
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4 プリントの設定 


アプリケーションの指定を無視 

コンポジットモードでオーバープリント指定できるアプリケーション （ Illustrator など）で作成し、オーバー 
プリント指定したデータに対して、オーバープリント指定を無視してプリントされます。 

分版出力時は無効です。 


• 白のオブジェクトをノックアウトする 

チェックマークを付けると、白色のオブジェクトはノックアウトされます。（オーバープリントされません） 
[コンポジットオーバープリント]を[簡易]、[プロセスカラー]、または[プロセスカラ_+特色]にした場 
合に有効です。 

• K 才ーバープリント 

チェックマークを付けると、ブラック100%で文字やグラフィックがプリントされます。 

チェックマークを 外すと、抜き合わせでプリントされます。 

核 補足> この機能は、フォントや線などに有効であり、イメージには無効です。 


像原稿タイプ-画像/文字 
画像/文字の出カスクリーン線数を選択します。 

• 1 50 dot • 200 dot (写真） • 300 dot (地図) 


♦キャリブレーション-画像/文字 

画像/文字用のキャリブレーションファイルを[自動]、または [*] (* は1〜10 0) から選択します。 

1〜100には、キャリブレーション作成時や[カラー調整ファイルの管理]ダイアログボックスで、該当番号 
に割り当てたキャリブレーションファイル名が表示されます。 

松補足、: [自動]の場合、キャリブレーション作成時や[キャリブレーショントップメニュー]ダイアログボック 
- J スの[割り当て]で、トレイと原稿タイプに割り当てられたキャリブレーションファイルが使用されます。 

キャリブレーションファイルの割り当てについては、「2.2.4キャリブレーションファイルの割り当て」 
(P.70) を參照してください。 

籲シャープネス調整 

シャープネスを[弱く（-3)]〜[強く（+6)]の10段階から選択します。 


シャープネス調整領域 

シヤープネス調整を適用する領域を、[全面]、または[画像のみ]から選択します。 


@補足） 


文字や線画が画像として認識されている場合、[画像のみ]を選択するとシャープネス調整が適用されま 
す0 
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4.1 ジヨブを編集する（プリントオプション項目) 


その他の設定（画質) 



♦色分版の合成 

^ 参照 、 色分版の合成については、「1.1.1分版出力の合成（色分版の合成)」 ( P .14) を參照してください。 

•特色透過率 

分版出力時、または[コンポジットオーバープリント]が[プロセスカラ_+特色]の場合に選択できます。 

• 不透明 • 半透明 • 透明 

特色インキの透明度を選択することで、特色と重なった部分のカラーマッチング精度を向上させます。 

參トラッピングの自動処理 

[する]の場合、アプリケーションにトラッピング機能がない場合でも、文字や図形に対して自動でトラッピ 
ング処理を行うことができます。 

松補。 \ • トラッピングの自動処理は、製版時のトラッピングをシミュレーションする機能ではありません。プリ 
^ ノ ントの図形や文字の重なり部分に白い隙間が目立つような場合に、プリントの見栄えを向上させるため 
の機能です。 

• [カラー] > [カラーモード]が[グレースケール （ K )] の場合は無効です。 

• 分版合成モードのジョブに対しては無効です。 

• 差込印刷のフォームとデータの重なり合いへのトラッピング処理は行われません。 

• ス厶ージング処理は、トラッピング処理の結果に対して行われます。 

• メモ書き機能で印字されるカラーパッチやコメントがイメージの上に描画される場合にも、カラーパッ 
チやコメントがトラッピングされます。 

• この機能はオプションです。 DTP 機能拡張キットのライセンスを設定していない場合、トラッピングの 
自動処理はできません。ライセンスの設定については、『ユーザーズガイド導入編』の「1.2.2 
ServerManager の環境設定」の「ライセンスの設定」を參照してください。 

• ト ラップ指定を無視する 

[する]の場合、トラップ指定を無視してプリントされます。 

• Image Enhancement / 白抜き文字の強調 
画像のエンハンス処理について選択します。通常は、 [Image Enhancement ] にします 0 

image Enhancement 

K 1 00 % の文字や図形のエツジが滑らかにプリントされます。 
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4 プリントの設定 


白抜き文字の強調 

白抜き文字のエッジのトナー量を調節して、白抜き部分への流れ込みが少なくなります。 K 1 00%の文字や線 
画の太りを抑えることができます。 

しない 

黒のグラデーションで99〜100%の部分に段差が目立つ場合や、ユーザー調整カーブや濃度調整カーブで 
K 1 00%の濃度が下げられてプリントされます。 


[Image Enhancement / 白抜き文字の強調]は 、 Raster Image Viewer のプレビューウインドウにも反映 
^ - ’ されます0 

籲ス厶ージング 

[する]の場合、 K の線や文字にアンチエイリアス効果がかかります。 

@補足 3 • この機能は、[プリンタモード]が[連続階調（標準)]の場合に有効です。 

- ) * [Image Enhancement / 白抜き文字の強調]を [Image Enhancement ] にして文字や線の輪郭の品質 

を向上させる場合は、ス厶ージングを[しない]にしてください 。 [Imaae Enhancement / 白抜き文字 
の強調]が[しない]のとき、文字や線の輪郭をなめらかに見せる場合は、ス厶ージングを[する]に 
してください。 

• EPS ( JPEG 圧縮）のカラー出力 
[する]の場合、 EPS (JPEG 圧縮）ファイルがカラーでプリントされます。 

分版合成時、または[コンポジットオーバープリント]を[プロセスカラー]、または[プロセスカラ_ +特 
色]にした場合に有効です。 

• 画像品質 

入カデータの画像をプリントするために、拡大する場合の補間方法を切り替えます。画像の品質を[標準]、ま 
たは[高品位]から選択します。 


偽補足、インターネットからのダウン□—ド画像など、低解像度の画像を使用している場合に有効です。解像度が 
^- ) 200 dpi 以下の画像を含まない場合は、[標準]を選択することをお勧めします。 

>細線調整 

データに含まれる細線の線幅と間隔の調整方法を選択します。 

•アプリケーシヨン設定に従う •しない •する 


♦グラデーション 

グラデーションの品質を[標準]、[高品位]から選択します。 


補足、入力されたファイルに PS Level 2 でのグラデーション記述が存在している場合は 、 PS Level 3 での記述に 

^- 7 置き換えることで、グラデーション品質を向上させます。プリントエラーなどのトラブルが発生しない限 

り、[局品位]にしてください。 

> RGB 黒を K に置換 

デフオルト： Windows クライアント：する、 Macintosh クライアント：しない 

[する]の場合、 RGB 黒がブラック100%に置き換えてプリントされます。 RGB モードで作られた CMYK 混 
色の黒を純粋な黒トナー ( c = M = Y =0%、 K =100%) に置き換えてプリントするので、ぼやけて見える CMYK 
混色の黒を K だけのはっきりとした黒にできます。 


©補足） 


この機能は、フォントや線などに有効であり、イメージには無効です。 


> RGB グレーを K に置換 

デフオルト： Windows クライアント：する、 Macintosh クライアント：しない 

[する]の場合、 RGB グレーが K 単色のグレーに置き換えてプリントされます。 RGB モードで作られた CMYK 
混色のグレーを純粋な黒トナー ( C = M = Y =0%、 K = * %)に置き換えてプリントするので、ぼやけて見える 
CMYK 混色のグレーを K だけのはっきりとしたグレーにできます。 


©補足） 


この機能は、フォントや線などに有効であり、イメージには無効です。 
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4.1 ジヨブを編集する（プリントオプション項目) 


籲ノイズの軽減 

写真の青空部分や人肌のざらつきをなくしたり、グラデーションの階調段差の目立つ箇所の補正ができます。 
補正箇所を選択します。 

•しない •全面 •写真のみ 

4.1.6 用紙/ぺージ 


[用紙/ページ]には、部数や用紙サイズなど、ページ設定の情報が表示されます。 



•部数 

プリントする部数を入力します。入力範囲は、1〜999です。 

一 、 DropUtility 、 または WebManager からのアップ□—ドプリントで、[ファイル中の設定またはサーバー 

^- ) の設定を使う]を設定しても、送信するファイル内で[部数]が設定されていない PostScript ファイル 

など、ファイルによっては 、 Print Server のプリントオプションテンプレートの[部数]で設定した値は 
反映されません。 

部数を指定する 

PostScript ファイルで指定した部数を無視して、プリントオプションで指定した部数でプリントされます。 
補足^ PostScript フアイルの場合にだけ表示されます。 
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4 プリントの設定 


♦用紙トレイ 

プリントする用紙のある用紙トレイを選択します。 


• 自動選択 

•トレィ1 

• トレイ2 

• トレイ3 

•トレイ4 

• トレイ6 

• 手差しトレイ 



^補足 [自動選択]を選択した場合の注意事項 

^- ' •選択される用紙トレイの優先順位は、以下のとおりです。 

トレイ1> トレイ2> トレイ3> トレイ4> トレイ6 

• プリントオプションで用紙サイズと用紙種類を設定している場合は、設定が一致するトレイから給紙さ 
れます。また、空のトレイは、優先順位が最下位になります。 

•選択した用紙サイズのトレイが装着、またはセットされていないとき、用紙サイズが代用されない場合 
は、 RIP 処理を中止し、 エラー ジョブとして処理されます。 

• 用紙サイズを設定していない場合は、プリントオプションテンプレートの設定の[用紙サイズ]が適用 
されます。 

• [トレイ2]、[トレイ3]、[トレイ 4] は、3トレイモジュール（オプション）が装着されている場合に表 
示されます。 

• [トレイ 6] は、大容量給紙トレイ1段（オプション）が装着されている場合に表示されます。 

籲原稿ページ範囲 
原稿のページ範囲を選択します。 

•全ページ •奇数ページ •偶数ページ •原稿ページ指定 

原稿ページ指定 

[原稿ページ範囲]が[原稿ページ指定]の場合は、ページ範囲を入力します。 

ページの区切りはカンマ「，」で、連続したページはハイフン「-」で入力します。「-5」は「1〜5ページま 
で」、「5-」は「5ページ以降」です。 

春レコー ド分割 

ジョブが レコー ド単位で扱われます。 

しない 

レコー ド分割をしません。 

ページ数を指定 

入力されたページ数ごとに区切り、 レコー ドで分割します。 

総ページ数に対して、入力されたページ数で割り切れない場合は、最後の端数ページが1つのレコードとして 
扱われます。 

総ページ数に対して、入力されたページ数が同数以上の場合は、レコード分割されません。 

入カファイルから取得 

[差し込み印刷]が設定されているジョブにだけ有効で、その他のジョブで設定した場合は、エラージョブに 
なります。 

[差し込み印刷]が設定されているジョブの場合、[差し込み印刷]で設定されているフォームのページ数ごと 
に分割して排出されます。 

レコー ド区切り情報が抽出できなかった場合は、ジョブは エラー になり、 エラー リストに移動します。 

籲ぺ_ジ数 

[レコード分割]が[ベージ数を指定]の場合は、1レコードのぺージ数を入力します。入力範囲は、1〜9,999 
です。 


咬ネ甫 〆 [レコード分割]が[入カファイルから取得]の場合は、取得したぺージ数が表示されます。 
籲レコ_ド指定 

出力するレコードの範囲を指定する場合にチェックマークを付けます。 
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4.1 ジヨブを編集する（プリントオプション項目) 


籲レコード番号 

[レコード指定]にチェックマークを付けた場合に入力します。 

レコードの区切りはカンマ「，」で、連続したレコードはハイフン「-」で入力します。「-5」は「1〜5レコー 
ドまで」、「5-」は「5レコード以降 j です。 

♦用紙サイズの変更 
用紙サイズを変更するときに選択します。 


• 変更しない 

• A6L 

• A6 

• A5L 

• A5 

• A4L 

• A4 

• A3 

• A2L 

•巳 6 

• B5L 

•巳 5 

•巳 4 

• B3L 

•8xlOL 

• 8x10 

• 8.5x11L 

• 8.5x1 1 

• 8.5x13 

• 8.5x14 

•11x17 

•12x18 

• SR A3 

• はがき 

• 往復はがき 

•4 連はがき L 

• 4 連はがき 

•封筒長形 3 号 

•封筒角型 2 号 

• 封筒 C4 

• 封筒 C5 

• A6 ブックレット 

• A5 ブックレット 

• A4 ブックレット 

• B6 ブックレット 

• 巳 5 ブックレット 

•8.5x11 ブックレット 

• カスタム 




@補足） 


• [変更しない]は、クライアントコンピューターでは表示されません。 

• A 2 L 、 または B 3 L を選択した場合は、1ぺージ分のイメージが、それぞれ A 3、または B 4 の用紙2枚に 
分割されてプリントされます。 

• [ RIP ] > [ RIP の種類]に [ APPE ] を選択している場合は、分割用紙サイズ （ A 2 L 、 巳 3 L ) ではプリ 
ントできません。 


カスタムサイズ 

[用紙サイズの変更]が[カスタム]の場合は、用紙サイズを入力します。入力範囲は、幅10.00〜320.00 mm/ 
長さ10.00〜482.60 mm です。 

@補足 j プリンター で 使用可能な範囲のサイズを入力してください。 


〇参照） 


カスタムサイズの単位は、「長さの単位」 （ P .271) で設定します。デフオルトは、 


[ mm 」 です。 


籲用紙サイズに合わせる 

プリントするときに用紙サイズに合わせて拡大、または縮小するかを選択します。 
•しない •拡大縮小 •縮小のみ 


♦用紙の中心にプリント 

チェックマークを付けると、イメージが用紙の中央に合わせてプリントされます。 

ぬ補足、 グラフィックファイル以外のファイルタイプでは、[用紙サイズに合わせる]を[拡大縮小]、または[縮 
^- ) 小のみ]にすると、無効になります。 

♦原稿の向き 

プリントするときの原稿の向きを選択します。[ページ番号]、[ウォーターマーク挿入]、[プリント位置/倍率 
の調整]の[調整の基準]、[排出/フィニッシング/両面]の[ホチキス]に反映されます。 

•自動判別 •たて原稿 •よこ原稿 


©補足） 


PostScript の設定と設定が異なる場合、この設定が優先されます。 
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4 プリントの設定 


用紙設定 



■自動トレイの用紙設定 

自動トレイの用紙設定は、[用紙トレイ]の設定が[自動選択]の場合に適用されます。 


用紙種類 

プリントに使用する用紙の種類を選択します。 


• 上質紙 
•うら紙 

• うす紙 （55 〜 59 g / rri ) 

•厚紙1 (106〜169 g / m 2 ) うら面 
•厚紙1 [ A ] (106〜 169 g / rr 1) うら面 
•厚紙1 [ B ] (106〜 169 g / m 2 ) うら面 
•厚紙1 [ C ](106〜169 g / rr 1) うら面 
•厚紙1 [ S ](106 〜 169 g / rr 1) うら面 
•厚紙2 (17 〇〜 256 g / m 2 ) うら面 
•厚紙2 [ A ] (170〜 256 g / rr 1) うら面 
•厚紙2 [ B ](17 〇〜 256 g / m 2 ) うら面 
•厚紙2 [ C ](17 〇〜 256 g / m 2 ) うら面 
•厚紙2 [ D ](17 〇〜 256 g / rr 1) うら面 
•厚紙2 [ S ](170 〜 256 g / rr 1) うら面 
• ラベル紙 

•コート紙1 (106 〜 169 g / m 2 ) うら面 
•コート紙2 (170 〜 256 g / rr 1) うら面 


•普通紙 
•再生紙 

•厚紙1 (106 〜 169 g / m 2 ) 
•厚紙1 [ A ] (106 〜 169 g / rri ) 
•厚紙1 [ B ](106 〜 169 g / m 2 ) 
•厚紙1 [ C ](106〜169 g / rr 1) 
•厚紙1 [ S ](106 〜 169 g / m 2 ) 
•厚紙2 (170 〜 256 g / m 2 ) 
•厚紙2 [ A ] (170 〜 256 g / m 2 ) 
•厚紙2旧] (170 〜 256 g / rri ) 
•厚紙2 [ C ](170 〜 256 g / rr 1) 
•厚紙2 [ D ](170 〜 256 g / m 2 ) 
•厚紙2 [ S ](170 〜 256 g / m 2 ) 
• 〇 HP フィルム 

•コート紙1 (106 〜 169 g / m 2 ) 

• コ-卜紙2 (170 〜 256 g / rr 1) 

• ユーザ _ 定義1〜5 
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4.1 ジヨブを編集する（プリントオプション項目) 


* 用紙色 

プリントに使用する用紙の色を選択します。 

•白 

• ピンク 
• 山吹 

• ユーザ 定義色 

手差し設定 

* 用紙種類 
プリントに使用する用紙の種類を選択します。 
• 上質紙 
•うら紙 

• うす紙 （55 〜 59 g / rr 1) 

•厚紙1(106〜 169 g / rr 1) うら面 
•厚紙2 (17 〇〜 256 g / rr 1) うら面 
•厚紙3 (257 〜 280 g / m 2 ) うら面 
• ラベル紙 

•コート紙1 (106〜169 g / rri ) うら面 
•コート紙2 (17 〇〜 256 g / m 2 ) うら面 

像用紙色 

プリントに使用する用紙の色を選択します。 
•白 •青 

•ピンク •アイボリー 

• 山吹 •赤 

• ユーザ 定義色 

馨手差し手動両面 


•黄 •緑 

•グレー •クリーム 

•オレンジ •透明 


•普通紙 
•再生紙 

•厚紙1 (106〜169 g / rri ) 
•厚紙2 (170 〜 256 g / rri ) 
•厚紙3 (257 〜 280 g / m 2 ) 

• 〇 HP フイルム 

•コート紙 1 (106 〜 169g/m 2 ) 
• コート紙 2 (170 〜 256g/m 2 ) 
•ユーザー定義 1 〜 5 


•黄 •緑 

•グレー •クリー厶 

•オレンジ •透明 


•青 

• アイボリー 

•赤 


手差しトレイから手動で両面印刷する場合の印字面と、とじ方を設定します。 

• しない • おもて面（長辺とじ） • おもて面（短辺とじ） •うら面（長辺とじ） 

• うら面（短辺とじ） 






4 プリントの設定 


用紙挿入 



籲指定単位（部/レコード）ごとに挿入 

チェックマークを付けると、用紙が挿入されてプリントされます。チェックマークを付けたときは、以下の項 
目を設定します。 


単位 

ジョブを複数プリントするときに、用紙を挿入するタイミングを入力します。 

[排出/フイニッシング/両面]〉[ソートする （1 部ごと）]にチェックマークを付けた場合は、設定した部数 
がプリントされるごとに用紙が挿入されます。チェックマークが外れている場合は、ページの切り替わりで用 
紙が挿入されます。 

[レコード指定]にチェックマークを付けた場合は、レコード単位で用紙が挿入されます。 

挿入位置 

用紙を挿入する位置を選択します。ジョブの[前]、または[後]から選択します。 

用紙トレイ 

挿入用の用紙トレイを選択します。 

• ジョブの先頭に挿入、ジョブの最後に挿入 

チェックマークを付けると、ジョブの先頭、または最後に用紙が挿入されます。チェックマークを付けたとき 
は、以下の項目を設定します。 

用紙トレイ 

挿入用の用紙トレイを選択します。 
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4.1 ジヨブを編集する（プリントオプション項目) 


特殊ページ 

表紙付け、合紙挿入、例外ページの設定ができます。 



松補足、 この機能は、ブランクシートには適用されません。先頭ページがブランクシートの場合は、次のページに 
レ ノ 特殊ページの設定が適用されます。 

■おもて表紙を付ける 

チェックマークを付けると、おもて表紙が使用されます。チェックマークを付けたときは、以下の項目を設定 
します。 

♦おもて表紙への印刷 
印刷しない 

表紙用の用紙には、ジョブがプリントされません。 

内側へ印刷する 

表紙用の用紙のおもて面には何もプリントされず、うら面にジョブの最初のページがプリントされます。 
外側へ印刷する 

表紙用の用紙のおもて面にジョブの最初のページがプリントされ、うら面には何もプリントされません。 

両面に印刷する 

表紙用の用紙の両面にジョブの最初の2ページがプリントされます。 

♦用紙トレイ 

おもて表紙として使用する用紙トレイを選択します。[ジョブ設定を使用]の場合、ジョブに設定されている 
トレイが使用されます。 

松補足、 手差しトレイが選択された場合、用紙サイズはジョブの先頭ページの指定を使用します。ただし、分割出 
^- J 力用の用紙サイズの場合、複数枚がプリントされずに1枚だけプリントされます。 
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4 プリントの設定 


■うら表紙を付ける 

チェックマークを付けると、うら表紙が使用されます。チェックマークを付けたときは、以下の項目を設定し 
ます。 


籲うら表紙への印刷 
印刷しない 

表紙用の用紙には、ジョブがプリントされません。 

内側へ印刷する 

表紙用の用紙のおもて面にジョブの最後のページがプリントされ、うら面には何もプリントされません。 
外側へ印刷する 

表紙用の用紙のおもて面には何もプリントされず、うら面にジョブの最後のページがプリントされます。 


両面に印刷する 

表紙用の用紙の両面にジョブの最後の2ページがプリントされます。 

籲用紙トレイ 

うら表紙として使用する用紙トレイを選択します。[ジョブ設定を使用]の場合、ジョブに設定されている卜 
レイが使用されます。 

■合紙と例外ページ 

チェックマークを 付けると、以下の設定ができます。 

• 合紙 

• 例外ページ（ジョブの設定とは異なる設定をページ単位に行う） 

設定を変更する場合は、[編集]をクリックして、[合紙と例外ページ]ダイア□グボックスで設定します。 
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4.1 ジヨブを編集する（プリントオプション項目) 


• 合紙 

合紙の設定ができます。 



挿入位置 

[先頭]、または[指定位置の後]から選択します。 

指定ページ 

[挿入位置]が[指定位置の後]の場合に、合紙を挿入するページを入力します。 

枚数 

合紙を挿入する枚数を入力します。入力範囲は、1〜9,999です。 

用紙トレイ 

合紙として使用する用紙トレイを選択します。[ジョブ設定を使用]の場合、ジョブに設定されているトレイ 
が使用されます。 

籲例外べ_ジ 

例外ページの設定ができます。 



ページ範囲 

例外ページとして扱うページを入力します。 

ページの区切りはカンマ「，」で、連続したページはハイフン「-」で入力します。「-5」は「1〜5ページま 
で」、「5-」は「5ページ以降」です。 


用紙トレイ 


例外ページとして使用する用紙トレイを選択します。[ジョブ設定を使用]の場合、ジョブに設定されている 
トレイが使用されます。 
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4 プリントの設定 


両面印刷 


•ジョブ設定を使用 •しない •長辺とじ •短辺とじ 

[ジョブ設定を使用]の場合、ジョブに設定されている設定が使用されます。 

プリント位置の調整 

•ジョブ設定を使用 • 用紙基準 • 原稿基準 


[ジョブ設定を使用]の場合、ジョブに設定されている設定が使用されます。 

片面/おもて面、裏面 

[プリント位置の調整]が[用紙基準]、[原稿基準]の場合は、[幅方向]と[長さ方向]を入力します。入力 
範囲は、 一244.00 〜+ 244.00 mm です。 

^補足 \ [幅方向]と[長さ方向]で入力した値は、プレビューには反映されない場合があります。 


♦編集 

選択した設定を編集します。 
•削除 

選択した設定が削除されます 

籲すべてを削除 
すべての設定が削除されます。 


その他の設定（用紙/ページ) 



籲 PDF のトリミング領域をページサイズとする 
[する]の場合、 PDF のトリミング領域がぺージサイズになってプリントされます。 
[しない]の場合、 PDF のページサイズのままプリントされます。 

^補足\ この機能は、[用紙トレイ]が[自動選択]の場合にだけ有効です。 
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4.1.7 出力方法 


4.1 ジョブを編集する（プリントオプシヨン項目) 


[出力方法]には、スプールやプリントなどに関する設定が表示されます。 



• 両面 

両面印刷の方法を選択します。 

しない 
長辺とじ 

用紙の長辺を軸に、おもて面とうら面にプリントされます。 

縦向き原稿の場合は、おもて面とうら面が同じ方向を上にして両面にプリントされ、横向き原稿の場合は、う 
ら面のプリントイメージが180°回転されます。 

短辺とじ 

用紙の短辺を軸に、おもて面とうら面にプリントされます。 

縦向き原稿の場合は、うら面のプリントイメージが180°回転され、横向き原稿の場合は、おもて面とうら面 
が同じ方向を上にして両面にプリントされます。 

♦出力画像を180度回転する 
チェックマークを付けると、イメージが180°回転します。 

• 鏡像する 

チェックマークを付けると、イメージが左右方向に鏡像化されます。 

籲スプールオプション 
送信されたジョブのプリント方法を選択します。 


保存しない 

プリントしたあと、ジョブが削除されます。 

プリント終了後、保存する 

プリントしたあと 、 Print Server にジョブが保存されます。 
プリントせずに保存する 

プリントしないで 、 Print Server にジョブが保存されます。 
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4 プリントの設定 


♦ RIP 済みデータの保存 

チェックマークを付けると、 RIP 後のデータが Print Server に保存されます。 

[スプールオプション]が[プリント終了後、保存する]、または[プリントせずに保存する]の場合にだけ有 
効です。 


©補足） 


[スプールオプション]で[保存しない]が選択されていると、 RIP 済みデータは保存されません。 

[ RIP 済みデータの保存]と[プリフライト]> [ RIP 後のデータをファイルに保存]> [ TIFF で保存す 
る]、または [ PDF で保存する]の両方を選択している場合 、 TIFF (または PDF ) ファイルだけが作成 
され、 RIP 済みデータは作成されません。 


• 受信終了後に RIP 処理を開始する 

チェックマークを付けると、データをすべて受信し終わってから RIP 処理が開始されます。 

チェックマークを外すと、受信しながら RlP 処理が行われます。 

補足、 チェックマークが外れている場合、 RIP 中のほかのデータがあると、そのデータの RIP 処理が終わるまで、 
^- J 次の RIP 処理は行われません。 


レイアウト 


小冊子作成、リピートプリントの設定ができます。 


〇参照） 


レイアウトについては、「1.2.1小冊子作成」 （ P .30)、 「1.2.3リピートプリント」 （ P .36) を参照してく 
ださい。 


レイアウト（出力設定) 


[レイアウト]で、[小冊子]を選択すると設定できます。 


©参照） 


レイアウト（出力設定）については、「1.2.1小冊子作成」 ( P .30) を參照してくださし、。 


差込印刷 


参照） 


差込印刷については、「1.2.4差込印刷」 （ P .39) を参照してください。 
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4.1 ジヨブを編集する（プリントオプション項目) 


メモ書き 



■メモ書きをする 

チェックマークを 付けると、ジョブに カラーパッチ やコメントなどを重ねてプリントできます。 チェックマー 
クを 付けたときは、以下の項目を設定します。 

♦メモ書きの種類 
メモ書きされる種類を選択します。 

カラーパッチ 

CMYK 、 およびプロセスブラックについて、100%、50%、10%の3種類、計15パッチが各1 xlcm の大きさ 
で印字されます。 


■カラーパッチ （ lxlcm 、 計15パッチ) 



C / M / Y/K C / M / Y/K C / M / Y/K プロセスブラック 

各100% 各50% 各10% 100/50/10% 


©参照） 


パッチの設定を変更できます。詳細は、「7.1.9 メモ書きの変更」 


( P .362) を参照してください。 


オプションメモ 

プリントオプションの設定がプリントされます。 

e ~^ r \ - メモとして印字する項目は変更できます。詳細は、『ユーザーズガイド導入編』の「1.2.2 ServerManager 
の環境設定」の「オプションメモの設定」を参照してください。 

• 使用するフォントなどを変更できます。詳細ま、「7.1.9 メモ書きの変更」 （ P .362) を参照してください。 

コメント 

[コメント]に入力した文字列が印字されます。 
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4 プリントの設定 


カスタム* (* は1〜 10) 

独自の形式のメモ書きを設定できます。デフォルトでは 、 「custommemo * . ps 」（* は1〜10を示す）の各 
PostScript ファイルの設定により、ジョブごとに日付やカンプ番号などの要素がプリントされます。 

各 PostScript ファイルによってプリントされる要素や設定の方法は、「7.1.9 メモ書きの変更」 (P.362) 
-を參照してください。 

[カスタム 1] を選択して RIP カウンターをメモ書きに出力する場合、複数部数、または複数ページのファイル 
では、すべてのページに同じ番号がプリントされます。 RIP カウンターの値は、 RIP 処理のたびに、またキャ 
ンセル、エラー、および Windows からのフォントダウン□—ドのときにも、カウントアップされます。 

この番号は、カンプ番号を想定したものです。複数部のプリントを行い、出力先と遠隔地、または複数部署で 
校正するような場合、編集や修正によるバージョンの不整合が発生しないように、この番号で確認できます。 

籲コメント 

[メモ書きの種類]が[コメント]の場合に、印字する文字列を64バイト以内で入力します。 

• 上書き 

チェックマークを付けると、ジョブの上にメモが重なってプリントされます。 

チェックマークを外すと、メモの上にジョブが重なってプリントされます。 

•文字色 

メモ書きの文字色を選択します。[メモ書きの種類]が[カラーパッチ]以外の場合に選択できます。 

•黒 •白 •赤 •緑 

•青 •シアン •マゼンタ •イエロー 


ページ番号 


©参照） 


ぺージ番号については、「4.2.3ぺージ番号設定ファイルの設定」 (P.276) を參照してくださし、。 


ウォーターマー ク挿入 


©参照） 


ウォーターマーク挿入については、「4.2.2ウォーターマークの設定」 （P.272) を參照してください。 
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4.1 ジヨブを編集する（プリントオプション項目) 


プリント位置/倍率の調整 



■プリント位置/倍率の調整 

チェックマークを 付けると、プリント位置/倍率を調整できます。 チェックマークを 付けたときは、以下の項 
目を設定します。 

春調整の基準 

調整をする場合の基準を選択します。 

用紙基準 

原稿の向きにかかわらず用紙の排出方向が基準とされます。 

原稿基準 

原稿の左上を基準として用紙の排出方向にかかわらず同じ位置に移動します。 

♦片面/おもて面、うら面 
調整をする場合の調整量を入力します。 

補足 \ •ウォ—夕—マ—クを設定している場合、ウォーターマークのプリント開始位置はマイナス方向には移動 
- ) されません。 

• リピートプリントをした場合、プリント開始位置はマイナス方向には移動されません。また、倍率の設 
定は無効になります。 

幅乃向、反さ方向 

入力範囲は、一244.00〜+ 244.00 mm です。 

幅方向倍率、長さ方向倍率 
入力範囲は、 一10 •〇〜+10.0%です。 
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4 プリントの設定 


その他の設定（出力方法) 



♦ジョブ削除を許可する 

[しない]の場合 、 Print Server でのジョブの削除が許可されません。 

籲 RIP 完了後、印刷を開始する 
プリント開始のタイミングを設定します。 

[する]の場合、すべての RIP 処理完了後にプリントデータの送信が開始されます。 

[しない]の場合、ただちにプリントデータの送信が開始されます。 

♦余白が大きすぎる場合、処理を中止する 

[する]の場合、プリントデータのページサイズが用紙サイズよりも幅方向、長さ方向ともに 20 mm 以上小さ 
い場合に、プリントが中止されてジョブがエラーリストに移動します。 

[しない]の場合、そのままプリントされます。 

♦フォントがない場合、処理を中止する 

[する]の場合、 PostScript ファイルのプリント時に該当するフォントがない場合に、プリントが中止されて 
ジョブがエラーリストに移動します。 

[しない]の場合、代替フォントでプリントされます。 

• メール情報をプリントする （ E - mail プリントのみ） 

[する]の場合、メールのヘッダー情報がプリントされます。 
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4.1.8 排出/フイニッシング/両面 


4.1 ジョブを編集する（プリントオプシヨン項目) 


[排出/フイニッシング/両面]には、用紙の排出に関する設定が表示されます。 



• 両面 

両面印刷の方法を選択します。 

しない 
長辺とじ 

用紙の長辺を軸に、おもて面とうら面にプリントされます。 

縦向き原稿の場合は、おもて面とうら面が同じ方向を上にして両面にプリントされ、横向き原稿の場合は、う 
ら面のプリントイメージが180°回転されます。 

短辺とじ 

用紙の短辺を軸に、おもて面とうら面にプリントされます。 

縦向き原稿の場合は、うら面のプリントイメージが180°回転され、横向き原稿の場合は、おもて面とうら面 
が同じ方向を上にして両面にプリントされます。 

♦排出先 

プリントされた用紙の排出先を選択します。 

• 自動選択 •インナー排出トレイ •サイドトレイ •フイニッシャートレイ 

• フイニッシャー排出トレイ 

オプション装置のインナー排出トレイが装着されている場合にだけ、インナー排出トレイに排出できま 
す0 

オプション装置のサイドトレイが装着されている場合にだけ、サイドトレイに排出できます。 
オプション装置のフイニッシャーが装着されている場合にだけ、フイニッシャートレイ、またはフイニッ 
シヤー排出トレイに排出できます。 


©補足） 
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4 プリントの設定 


籲オフセツト排出 

排出される用紙をずらす方法を選択します。 

しない 

オフセット排出をしません。 

1部ごと（レコードごと） 

1部ごとにずらして排出されます。 

ジョブごと 

ジョブ単位でずらして排出されます。 

•ソートする （1 部ごと） 

チェックマークを付けると、複数ページのファイルを複数部数プリントするときに、部単位でまとめてプリン 
卜されます。 

籲最終ページから印刷 

チェックマークを付けると、最後のページからプリントされます。 


籲ホチキス 


ホチキスどめする位置を選択します。 



• しない 

• 左上1力所 

•右上1力所 

•左下1力所 

•右下1力所 

• 上2力所 

• 下2力所 

• 左2力所 

•右2力所 

•中とじ 

•中とじ（開始面が内側） 

•中とじ（開始面が外側) 

•上4力所 

•下4力所 

• 左4力所 

• 右4力所 


@補足） 


• オプション装置のフィニッシャーを装着している場合にだけ、ホチキスどめができます。 

• オプション装置の中とじフィニッシャ ーC1 が装着されている場合にだけ、[中とじ]、[中とじ（開始面 
が内側)]、または[中とじ（開始面が外側)]でホチキスどめができます。 

• [中とじ（開始面が内側)]、または[中とじ（開始面が外側)]の場合、[最終べージから印刷]は設定で 
きません。 


♦パンチ 

ノ（ンチする位置を選択します。 

• しない •左 •右 

•上 •下 


ぬ紐 オプション装置のフイニッシャ ーC1、 または中とじフイニッシャ ーC1 を装着している場合にだけ、パ 

ンチができます。 

パンチ穴数 

[パンチ]が[しない]以外の場合、パンチの穴数を選択します。 

•2 穴 *4 穴 *3 穴 

ぬ紐、 オプション装置のフイニッシャ ーC1、 または中とじフイニッシャ ーC1 を装着している場合にだけ、パ 
ンチができます。 


♦紙折り 

紙折りの設定を選択します。 

•しない •二つ折り 

、オプション装置のフィニッシャ ーC1、 または中とじフィニッシャ ーC1 が装着されている場合にだけ、紙 
^折りができます。 
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4.1 ジョブを編集する（プリントオプシヨン項目) 


枚数 

紙折りの枚数を入力します。入力範囲は、1〜5です。 

[紙折り]が[二つ折り]の場合に入力します。 

描、 ジョブの総ページ数、[部数]、および[ソートする （1 部ごと）]の設定によって、入力した枚数で紙折り 
^ ノがされないことがあります。 

4.1.9 プリフライト 


[プリフライト]には、プリント前にジョブを確認するための機能の設定が表示されます。 

プリンタードライバーの[詳細設定]ダイアログボックスや WebManager では、さらに PS プリフライト 
ノレポートについて、しない/レポート作成/レポート印刷の選択ができます。 

PS プリフライトレポートについては、 「PS プリフライト」 （P.26) を参照してください。 



■プリフライトの指定 


参照） 


プリフライトの指定については、「1.1.4プリフライト」 (P.25) を参照してくださし、。 


■ RIP 後のデータをファイルに保存 


[ TIFF で保存する]、または [ PDF で保存する]を選択すると、ジョブの RIP 後のイメージが TIFF 、 または 
PDF フアイルとして Print Server に保存されます。 

保存されたファイルは、プリント結果をプレビューで確認する場合に使用することができます。 


保存したファイルは、 WebManager を使用してブラウザーから取り出します。 

Windows クライアントからは共有フオルダを使用して、 Macintosh クライアントからは AppleShare を使用 
して、ファイルを取り出すこともできます。 

松補足、 • [出力方法]> [RIP 済みデータの保存]と [TIFF で保存する]、または [PDF で保存する]の両方を選 
) 択している場合、 TIFF (または PDF) ファイルだけが作成され、 RIP 済みデータは作成されません。 

• [レイアウト] > [小冊子]が選択されているときは、無効になります。 

^参妒 ' ファイルの取り出し方法については、「1.1.5ファイルの保存とイメージの確認」 （P.27) を參照してくだ 

♦ TIFF で保存する 

TIFF ファイルは、1ぺージにつき1ファイルが作成され、ファイルが複数べージある場合は、ぺージ数と同じ 
だけの TIFF ファイルが作成されます。 
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4 プリントの設定 


作成される TIFF ファイルのファイル名は、「ジョブ名. p *. tif 」（* にはページ番号が入ります）です。 


♦ PDF で保存する 

松補足、 この機能はオプションです。 DTP 機能拡張キットのライセンスを設定していない場合、 RIP 確認用 PDF 

- ファイル保存はできません。ライセンスの設定については、『ユーザーズガイド導入編』の「1.2.2 

ServerManager の環境設定」の「ライセンスの設定」を參照してください。 

PDF ファイルは、1ジョブで1ファイル（ただし1000ぺージまで）作成されます。 

作成される PDF ファイルのファイル名は、は「ジョブ名 +_ ripped _*. pdf 」（* にはべージ番号が入ります)です。 

•解像度 


解像度を入力します。入力範囲は、1〜1，200 dpi です。 


画像警告 


^参昭% 画像警告については、「1.1.3画像警告機能」 （P.19) を參照してくださし、。 

4.1.10 グラフイツクス 


[グラフィツクス]は、 DropUtility、ServerManager、WebManager で EPS、TIFF、JPEG ファイルを 

^ - J プリントするときに設定できます。プリンタードライバーの[詳細設定]ダイアログボックスからは設定 

できません。 



籲プリント方向 
イメージの向きを選択します。 

自動 

イメージの長辺と用紙の長辺を平行にし、イメージが用紙の中心になるようにプリントされます。 

縦 

イメージの天が用紙の短辺を向くようにし、イメージが用紙の中心になるようにプリントされます。 
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4.1 ジヨブを編集する（プリントオプション項目) 


横 

イメージの天が用紙の長辺を向くようにし、イメージが用紙の中心になるようにプリントされます。 


籲イメージのタイトル 

ファイル名、または[テキスト入力]に入力した文字列とイメージを一緒にプリントするかどうかを選択しま 
す。 

なし 

タイトルなしでファイルがプリントされます。 

ファイル名 

イメージのファイル名がタイトルとしてプリントされます。 

テキスト入力 

入力した文字列がタイトルとしてプリントされます。31バイト以内で入力します。 

4.1.11 その他（セキュリティ） 
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4 プリントの設定 


籲セキュリティプリントをする 

セキュリティプリントとは、ファイルにパスワードを設定し、 ServerManager や WebManager での第三者 
によるジョブの操作を制限する機能です。機密性の高いファイルをプリントする場合に設定します。 
セキュリティプリントを設定したファイルは、□グオフ時、および一般ユーザーモードでは 、 ServerManager 
で選択してもプレビュー表示されません。 




また、一般ユーザーモードで、そのファイルに対してジョブの操作をしようとすると、[パスワード確認]ダ 
イア□グボックスが表示され、ファイルに設定されているパスワードを入力する必要があります。 



埔甲、 ServerManager に管理者モードで□グインしている場合は、プレビュー表示されます。また、 K スワー 
ひ補足 ジドを人力せずに雛できます。 

チェックマークを付けると、ファイルにパスワードによる保護がかかります。 

セキュリティプリントが設定されているファイルは、 ServerManager でパスワードを入力しないと操作がで 
きなくなります。ただし、管理者モードで□グインした場合は、操作できます。 

パスワード 

[セキュリティプリントをする]にチェックマークを付けた場合に、パスワードを入力します。 

^補足3 パスワードとして入力できるのは、1バイト文字だけで、5〜31バイトの範囲です。 


♦ジョブ終了をメールで通知する 

チェックマークを 付けると、ジョブが終了、または エラー が発生した場合に、設定したアドレスに メールで 通 
知されます。 


メール アドレス 


[ジョブ終了をメールで通知する]にチェックマークを付けた場合に、メールアドレスを128バイト以内で入 
力します。128バイト以内なら、複数のメールアドレスを入力できます。メールアドレスとメールアドレスの 
間は、スペース、またはセミコロン「;」で区切ります。 
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4.1.12 ジョブ情報 


4.1 ジョブを編集する（プリントオプシヨン項目) 


[ジョブ情報]には、ジョブ名や受信日時などのプロパティ情報が表示されます。 



♦ジョブ名 

クライアントコンピューターから送信されたジョブのファイル名が表示されます。 

ジョブリストに表示されるジョブ名を変更できます。 

籲ファイル名 

ファイル名が表示されます。 

♦用紙サイズ 

プリントオプションで設定したファイルの用紙サイズが表示されます。 

RIP 処理をした場合は、もとの用紙サイズと最後のイメージサイズが「もとの用紙サイズ—最後に RIP 処理し 
たときのイメージサイズ」で表示されます。 

用紙サイズが設定されていない場合は、「不明」と表示されます。 

♦ページ数 

ファイルのページ数が表示されます。 

修所有者 

ジョブを送信した所有者名が表示されます。所有者は、クライアントコンピューターごとに異なります。 
Macintosh 

Macintosh クライアントの所有者名が表示されます。 

Windows 

Windows クライアントへの□グイン名が表示されます。 

ホットフォルダ 

ファイルからユーザー名を取得できる PostScript ファイルの場合は、ユーザー名が表示されます。それ以外の 
場合は「不明」と表示されます。 
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4 プリントの設定 


Lpr 

ファイルからユーザー名を取得できる PostScript ファイルの場合は、そのユーザー名が表示されます。それ以 
外の場合は、「1卩「ユ _ ザ _ 」と表示されます。 

DropUtility 

Macintosh クライアントの所有者名、または Windows クライアントへの□グイン名が表示されます 0 
WebManager 

アップ□—ドプリントの場合は、 WebManager の□グイン名が表示されます。 WebManager に□グインして 
いない場合は 「 Web ユーザー」と表示されます。 

ジョブの読み込み 

ファイルからユーザー名を取得できる PostScript ファイルの場合は、そのユーザー名が表示されます。それ以 
外の場合は□グイン名が表示されます。 

•ファイルタイプ 

ファイルのフォーマツトが表示されます。ファイルタイプには、以下の種類があります。 


• PostScript 

• PDF 

• EPS 

•TIFF 

•JPEG 

• ビルドジョブ 

• 不明 


隹受信 日時 





Print Server がファイルを受信した日時が表示されます。 

♦出力日時 

ファイルをプリントした日時が表示されます。 

♦ファイルサイズ 

ファイルのファイルサイズが表示されます。 

•アプリケーション 

ファイルを作成したアプリケーションが表示されます。アプリケーションによっては、プリンタードライバー 
の名称などが表示される場合があります。 

♦受信論理プリンタ 
ジョブの受信プ□トコルが表示されます。 

• テンプ レート 

最後に適用されたプリントオプシヨンテンプレートの名称が表示されます。 


籲ステータス 

ジョブの処理状況や、エラーメッセージが表示されます。 

RIP エラー、 PostScript エラーの場合は、右側に表示されている[詳細]をクリックすると、エラーの詳細が 
記述されたダイアログボックスが表示されます。 

エラーメッセージの内容と対処方法については、「6.3エラージョブメッセージについて」 （P.333) を参 
照してください。 

籲プレビュー画像 

ジョブがプレビューを保存している場合は、右上に1ページ目の画像が表示されます。 
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4.1 ジョブを編集する（プリントオプシヨン項目) 


♦保持データ 

ジョブがデータを保持している場合は、右側にアイコンが表示されます。アイコンには、以下の4種類があり 
ます。 


アイコン 

説明 

© 

PS プリフライトレポートを保持しています。 

& 

RIP 済みデータを保持しています。 

6 

TIFF ファイルを保持しています。 


4.1.13 ユーザ^廣報 



• ユーザー 名 

プリンタードライバーなどで入力したユーザー名が表示されます。 

籲アカウント 

プリンタードライバーなどで入力したアカウントが表示されます。 

籲コメント 

ジョブに関する追加情報を255バイト以内で入力します。（改行はできません）制御文字以外の文字列を使用 
します。 

コメントは、プリント履歴に記録されます。 
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4 プリントの設定 


• カバーぺージをプリントする 

チェックマークを付けると、ジョブの最後に、[出カテキスト]に入力した文字列が印字されたカバーページ 
がプリントされます。 

出カテキスト 

[カバーページをプリントする]にチェックマークを付けた場合に、印字する文字列を512バイト以内 （Mac 
OS Classic では255バイト以内で改行はできません）で入力します。 

4.1.14 プリンタードライバーのプリントオプシヨン項目 


プリンタードライバーで表示される独自の項目について説明します。その他のプリントオプションの項目について 
は、該当するページを参照してください。 

@補足^ フ[リンタードライバーでは設定できないプリントオプション項目（[ジョブ編集]だけで設定可能な項目） 

■ Print Server N 01タブ 

[Print Server N 01]タブには、プリントオプションの中でよく利用される項目が集められています。 Macintosh 、 
および Windows クライアントのプリンタードライバーで表示されます 。 [Print Server N 01]タブ固有の項目は、 
以下のとおりです。 



_お気に入り 
保存 

クリックすると、プリント設定をお気に入りとして保存しておくことができます。 

[標準]からプリント設定内容を変更すると、「く変更〉標準」という名称に変わります。 
名前と必要に応じてコメントを入力し、[保存]をクリックします。 
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4.1 ジョブを編集する（プリントオプション項目) 


臣と 

_ 見 

クリックすると、保存されているプリント設定の一覧が表示されます。 



@補足） 


プリント設定を読み込むときは、[ファイル読み込み]をクリックし、読み込むプリント設定を選択しま 
す0 

プリント設定を削除するときは、プリント設定を選択し、[削除]をクリックします。ただし、「標準」 
は削除できません。 


• ジョブ名 

通常は、自動で取得されます。ジョブの名称を指定するときは、クリックしたあと、[ジョブ名を入力する]を 
選択し、名称を入力します。 

籲標準に戻す 

クリックすると、デフオルトの設定に戻ります。 


■詳細設定 

プリントに関する詳細な設定ができます。（プリントオプションが表示されます) 
♦プ□ファイルの取得 


I 雜 BIS 定 _ 

ブロファイル：|なし ▼] I — ~~ ) 


[取得]をクリックすると、プ□ファイルを取得するダイア□グボックスが表示されるので、プ□ファイル名 
と取得先サーバーのコンピューター名（または IP アドレス）を入力します。 

ぬ補足、 プ□ファイルの設定は、 WebManager からもダウン□—ドすることができます。プ□ファイルの設定を 

I- ) ダウン□—ドすると、 ServerManager で設定した CMYK シミュレーシヨンの割り当て情報などをクライ 

アントコンピューターのプリンタードライバーの設定画面に表示できます。詳細は、「プ□ファイル設定 
のダウンロード」 （P.308) を参照してください。 


269 
















































4 プリントの設定 


4.2 プリント時に使用する各種設定を登録する 

プリントする前にあらかじめ登録しておくと便利な項目について説明します。 

4.2.1 通信設定、表示単位の変更 

クライアントコンピューターから Print Server への接続に関する設定を行います。 


サーノ（一の通信設定 


操作手順 


7 . ServerManager の[システム] — [初期設定] — [サーバーの通信設定]を選択します。 
Z . 各項目を設定し、[〇 K ] をクリックします。 



• ポー ト畨号 

クライアントコンピューターから接続するポート番号を入力します。入力範囲は、49152〜65535 
です。 

籲最大接続クライアント数 

Print Server に、同時に接続できるクライアントコンピューター数を入力します。入力範囲は、〇〜 
20です。 


♦アドレス制限 

チェックマークを付けると、クライアントコンピューターの ServerManager からの使用が制限され 
ます。チェックマークを付けた場合は、接続を許可するアドレスを入力します。 

ぬ滅田 、 • チェックマークを付けた場合、アドレスを入力しない（空欄）と、すべてのクライアントコンピューター 
欲補足 ジから接続できません。 

•複数のアドレスを入力する場合は、カンマ「，」、セミコロン「;」、または改行で区切ります。 

• 設定を有効にするには 、 Print Server の再起動が必要です。 
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4.2 プリント時に使用する各種設定を登録する 


クライアントの通信設定 


©補足） 


クライアントコンピューターの ServerManager にだけ表示されます。 


操作手順 


1 • ServerManager の[システム] — [初期設定] — [クライアントの通信設定]を選択します。 
Z . 各項目を設定し、[〇 K ] をクリックします。 



♦ジョブリスト更新間隔 

ジョブリストの更新間隔を入力します。入力範囲は、1〜60秒です。 

• ステータス更新間隔 

ステータスの更新間隔を入力します。入力範囲は、1〜60秒です。 

♦接続タイムアウト 

Print Server への接続タイムアウト時間を入力します。入力範囲は、10〜120秒です。 


長さの単位 


操作手順 


7 . ServerManager の[システム] — [長さの単位]を選択します。 
Z . 長さの単位を選択し、[〇 K ] をクリックします。 



• mm • pt • inch •級 

プリントオプションの[プリフライト]〉[画像警告] > [ヘアライン警告]〉[警告幅]は、単位の設 
分 ノ定にかかわらず、 pt 表示です。 
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4 プリントの設定 

4.2.2 ウオーターマークの設定 


ウォーターマークとは、ジョブの前面、または背面にプリントされる文字、またはグラフィックです。100個まで 
登録できます。 

ウォーターマークを作成して登録しておくと、簡単な操作だけでウォーターマークを入れてプリントできます。 



©補足） 


ウォーターマークは、管理者モードのときに操作できます。一般ユーザーモードでは、閲覧だけできます。 


ウォーターマークの作成 


操作手順 


7 . ServerManager の[管理] — [ウォーターマーク管理]を選択します。 
[ウォーターマーク管理]ダイア□グボックスが表示されます。 



① 


② 
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4.2 プリント時に使用する各種設定を登録する 


①上段のリスト 

ウォーターマークが一覧表示され、番号、ウォーターマーク名、カラーを確認できます。 

新規に作成したウォーターマークには、 RIP 済みデータの作成が必要なことを示す「*」が表示されま 
す。 

ウォーターマークをダブルクリックすると、[名前](変更可能)、[作成に使ったジョブの名前]、[用 
紙サイズ]、[カラー]の情報が表示されます。 



( D 下段のリスト 

ServerManager の保持、およびエラーリストにあるジョブが表示されます。 

^補足 j APPE のジョブやビ>1しドジョブは表示されません。 

③右側のプレビューエリア 

上段、および下段のリストで選択されたウォーターマーク、およびジョブの1ページ目のプレビュー 
が表示されます。 

利用ジョブの一覧表示 

上段のリストで選択したウォーターマークを使用しているジョブの一覧が表示されます。 


@ウォーターマーク利用ジ3プの一 M 


ma 


使用ウォーター マーク： （1) Sample - 1 



OK 


削除 

上段のリストで選択したウォーターマークが削除されます。 

Z . 下段のリストからウォーターマークとして登録するジョブを選択し、[新規作成]をクリックし 
ます。 


©補足） 


ジヨブを上段のリストの登録する番号にドラッグ&ドロップしても、ウォーターマークとして登録できま 
す0 
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4 プリントの設定 


3 . [番号]にウォーターマーク番号、[名前]にウォーターマーク名を入力し、[〇 K ] をクリックし 
ます。 



• 番号 

入力範囲は1〜100です。 

嫌名前 

255バイト以内で入力します。 

4. [ウォーターマーク管理]ダイア□グボックスで、[〇 K ] をクリックします。 

ウォーターマークの RIP 済み データの 作成が開始されます。 

松補足 \ ウォーターマークは、0°、 90°、 180°、 270° の 4 種類が作成され、挿入するジョブのプリントオプション 
- ) によって使用するウォーターマークが自動で決まります。 


ウ ォーターマークの 設定 


操作手順 


7. プリントオプションを表示させます。 

プリントオプションは、 ServerManager にあるジョブから[ジョブ編集]ダイアログボックスを開 
くか、クライアントコンピユーターのファイルから[印刷](または[プリント ] )—[Print Server 
N 01] — [詳細設定]をクリックするなどして表示させます。 


m 























4.2 プリント時に使用する各種設定を登録する 


2 . 左側の機能設定ツリーから[ウォーターマーク挿入]を選択します。 



設定項目が表示されます。 

^参昭 ' 各項目の詳細は、「プリントオプションの設定（ウォーターマーク挿入)」 ( P .275) を參照してください。 


3 . [ウォーターマークの 挿入] にチェックマークを 付けます。 

/ - \ 

Kjl プリントオプションの設定（ウォーターマーク挿入） 

逞択されている RIP の種類 ： CPSI (Configurable PostScript Interpreter) 

0 ウォ ー$- マー クの挿入 

登録ファイル名： FT] 

位蛋： 

も□□卜 


「中央 


川胃序： |最背面へ 


項目 

説明 

ウォーターマークの挿 
入 

チェックマークを付けると、ウォーターマークを挿入してプリントされます。 
チェックマークを付けたときは、以下の項目を設定します。 


登録ファイル名 

登録済みのウォーターマークを選択します。 

位置 

ウォーターマークを挿入する位置を選択します。位置のボタンをクリックして 
も選択できます。 

•左上 •右上 •左下 

• 右下 • 中央 

順序 

ウォーターマークを重ねる順序を選択します。 

• 最背面へ • 最前面へ（画像領域は除く） • 最前面へ 

\ プリントオプションの[プリント位置/倍率の調整]で「+」の方向に 
W 調整しても、ウォーターマークだけ移動されません。 


… '—へ——-—:—————一—---—-—:-二 -———— へ…—フ> 


275 






























































4 プリントの設定 


4.2.3 ページ番号設定ファイルの設定 


ページ番号を各ページに挿入できます。 

ページ番号の位置やサイズを登録しておくと、簡単な操作だけでページ番号を入れてプリントできます。 

@補足> ページ番号設定ファイルは、管理者モードのときに操作できます。一般ユーザーモードでは、閲覧だけで 
c5 9 〇 


ページ番号設定ファイルの作成 


プリントに適用するページ番号設定ファイルを作成し、読み込みと割り当てを行います。 

読み込んだぺージ番号設定ファイルを Print Server に登録すると、プリント時にプリントオプションから選択でき 
ます。 


操作手順 


1 • ServerManager の[管理] — [ぺージ番号設定ファイルの管理]を選択します 0 
Z . [ファイルの管理]をクリックします。 


ージ番号設定ファイル-割り当て 


ファイルの管理… 





閉じる 
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3 . [新規作成]をクリックします。 


4.2 プリント時に使用する各種設定を登録する 



4. [名前]と必要に応じて[コメント]を入力し、 [0 K ] をクリックします。 



名前 

31バイト以内で入力します。 

コメント 

1，〇24バイト以内で入力します。 

5 . 各項目を設定し、[〇 K ] をクリックします。 



公参照） 


各項目の詳細は、「[編集- XXX ]ダイアログボックス（ページ番号)」 ( P .278) を參照してくださし、。 
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4 プリントの設定 


/- 

@ 




[編集- XXX ]ダイアログボックス 
(ページ番号） 


] : 最後から 2 ページ目まで 
-2 : 最後から 3 ページ目まで） 


[編集- XXX ]ダイアログボックスでは、以下の項目 
を設定できます。 

ぬ滅「 [ xxx ] に入る文字列は、ユーザーの設定により 

w 補足ジ異なります。 


>ント名： I平ゴシッ勿 $W5 


フォントサィズ： |1 〇 Ivj pt 

オント色： in a 

H 背县： ® 透過 〇背昱色指定 

背杲色： 


①印字情報 


片面/おもて面： 

〇 〇 o e 


う6面： 

〇 〇 

春 


4 

〇 © 〇 


〇 ® 〇 


印字惟報 


(空白:最終ぺ-ジまで 


閉始ペ-ジ ： d 

終了ページ： -1 :最後から2ペー':)目まで 

-2 :最後か63ページ目まで） 

始番号： 11 ] 


□総ページ数を入れる 
前匿文字列： 


後匿文字列： 










ページ番号、追加文字列などの印字情報を設定します。 

例 1) ファイルのページ数6、開始ページ[1]、終了ページ[空白]、開始番号 [1] 


□ 


2 


3 


4 


5 


6 


例 2) ファイルのページ数6、開始ページ[3]、終了ページ[5]、開始番号 [10] 


□ 


12 


例 3) ファイルのページ数5、開始ページ[2]、終了ページ[4]、開始番号[1]、[総ページ数 
を入れる]にチェックマークあり 


□□□□□ 


例 4) ファイルのページ数5、開始ページ[2]、終了ページ[4]、開始番号[2]、[総ページ数 
を入れる]にチェックマークあり 


□□□□□ 
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4.2 プリント時に使用する各種設定を登録する 


項目 

説明 

開始ページ 

ページ番号の印字を開始するページを入力します。 

開始ページ、および終了ページを指定した結果、ページ番号を印字する開始 
ページと（ページ番号を印字する）終了ページが逆になる場合、ページ番号は 
印字されません。 

^補足) 設定した値がファイルのページ数よりも大きい場合、ページ番号は印 
- ノ 字されません。 

終了ページ 

ページ番号の印字を終了するページを入力します。 

空白の場合はファイルの最終ページまでページ番号が印字されます。 

「-1」、「-2」を入力した場合はそれぞれ、ファイルの最後から2ページ目まで、 
ファイルの最後から3ページ目まで、ページ番号が印字されます。 

開始ページ、および終了ページを指定した結果、ページ番号を印字する開始 
ページと（ページ番号を印字する）終了ページが逆になる場合、ページ番号は 
印字されません。 

^補足) 設定した値がファイルのページ数よりも大きい場合、ページ番号は印 
- ’ 字されません。 

開始番号 

[開始ページ]に印字するページ番号を入力します。 

総ページ数を入れる 

チェックマークを付けると、「ページ番号/総ページ数」の形でページ番号が印 
字されます。総ページ数は、ファイルのページ数ではなく、[終了ページ]に 
印字されるページ番号と一致するように割り振られます。 

前置文字列 

ページ番号の前に印字する文字列を62バイト以内で入力します。 

後置文字列 

ページ番号の後ろに印字する文字列を62バイト以内で入力します。 


②フオント/色 



ページ番号に使用するフォントや色を設定します。 


項目 

説明 

フォント名 

ページ番号に使用するフォントを選択します。 

フォントサイズ 

使用するフォントのサイズを6〜32の14項目から選択します。 

フォント色 

ページ番号に使用する色を選択します。 

.白 •黒 •赤 .緑 

.青 • シアン • マゼンタ . イエロー 

ぬ埔 eg 、 プリントオプションの[カフー] > [カフーモード]が[グレー 
^ スケール （K)] の場合は、グレースケールでプリントされます。 
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4 プリントの設定 


項目 


説明 


=1匕孕 

冃 〆 宁、 


ページ番号の背景を選択します。 




(背景は「白」） 


透過 


ファイルにページ番号が印字されます。 


背景色指定 


[背景色]で選択した色の上にページ番号が印字されます。 


背景色 


[背景]を[背景指定]にした場合、使用する色を選択します。 

•白 .黒 •赤 .緑 

•青 •シアン .マゼンタ .イエロー 


③印字位置 


印字位蚩 

片面/おもて面： 


〇 

〇 

▲ 

o b 

〇 

■ 

0 

〇 


うら面： 


〇 

▲ 

〇 

〇 

■ 

0 

〇 


トジ端か6の距雜( X ): 5.00 


ページ端からの距雜 ( Y ): 5.00 


ページ番号の印字位置を設定します。 

•小冊子作成（左とじ)、仕上がりが縦のファイルに印字する場合 


1枚目 


8 

1 


2枚目 



1枚目 



2 


7 


2枚目 4 

5 



おもて面 


うら面 
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4.2 プリント時に使用する各種設定を登録する 


•小冊子作成（左とじ)、仕上がりが横のファイルに印字する場合 

1枚目 1枚目 



2枚目__ |_ 2 枚目_ 

おもて面 うら面 

•小冊子作成 （2 x 1 中とじ）のファイルに印字する場合 



♦片面/おもて面 

折りや断裁後に表側になる面に印字するページ番号の位置を選択します。 

• 左上 • 中央上 • 右上 • 左下 

• 中央下 • 右下 

•うら面 

折りや断裁後に裏側になる面に印字するページ番号の位置を選択します。 

•左上 •中央上 •右上 •左下 

• 中央下 • 右下 


ジョブが片面印刷の場合、この設定は無視されます。 
印字の仕方はおもて面と同じです。 
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4 プリントの設定 


•ページ端からの距離（ X 、 Y ) 

ページ番号を印字する位置を用紙サイズの端からの距離で入力します。 

[ページ端からの距離( X )]はページ左右の端からの距離を入力します。ページ番号の印字位置 
が中央上、または中央下の場合、この設定は無視されます。 

[ページ端からの距離 ( Y )] はページの上下の端からの距離を入力します。 


x :ぺージ端からの距離（ X ) 
丫：ぺージ端からの距離（丫) 


1ページの天方向 



ジョブ： A 4 
出力用紙サイズ： A 4 


ジョブ： A 4 
出力用紙サイズ： A 3 



ブリード有効幅 



ブリード有効幅 


仮想ページ幅 


V 


ノ 
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4.2 プリント時に使用する各種設定を登録する 


ぺージ番号設定ファイルの割り当て 


[ページ番号設定ファイル-割り当て]ダイア□グボックスで、割り当てる設定ファイルを選択し、[閉じる]をク 
リックします。 


ページ番号設定ファイルの編集 

7. [ページ番号設定ファイル]ダイアログボックスで、編集するページ番号設定ファイルを選択し、[編集]を 
クリックします。 

2. [編集- xxx ] ( xxx にはファイル名が入ります）ダイアログボックスで、作成と同様に項目を編集します。 


ページ番号設定ファイルの削除 

7. [ページ番号設定ファイル]ダイアログボックスで、削除するページ番号設定ファイルを選択し、[削除]を 
クリックします。 

2. 確認のダイアログボックスで[はい]をクリックします。 


ページ番号設定ファイルの名前変更 

7. [ページ番号設定ファイル]ダイア□グボックスで、名前を変更するページ番号設定ファイルを選択し、[名 
前変更]をクリックします。 

2. [名前変更]ダイアログボックスで新しい名前を入力し、 [0 K ] をクリックします。 


ページ番号設定ファイルの複製 

[ページ番号設定ファイル]ダイアログボックスで、複製するページ番号設定ファイルを選択し、[複製]をクリツ 
クします。 


ページ番号設定ファイルの読み込み 

7. [ページ番号設定ファイル]ダイアログボックスで、[読み込み]をクリックします。 

2. [設定ファイル読み込み]ダイアログボックスで、ファイルを選択し、[開く]をクリックします。 


ページ番号設定ファイルの保存 

7. [ページ番号設定ファイル]ダイアログボックスで、保存するページ番号設定ファイルを選択し、[保存]を 
クリックします。 

2. [設定ファイル保存]ダイアログボックスで、保存する場所とファイル名を設定し、[保存]をクリックします。 
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4 プリントの設定 


ページ番号の設定 


操作手順 


7. プリントオプションを表示させます。 

プリントオプションは、 ServerManager にあるジョブから[ジョブ編集]ダイアログボックスを開 
くか、クライアントコンピユーターのファイルから[印刷](または[プリント ] )—[Print Server 
N 01] — [詳細設定]をクリックするなどして表示させます。 

Z . 左側の機能設定ツリーから[出力方法] > [ページ番号]を選択します。 



設定項目が表示されます。 

^参照 > 各項目の詳細は、「プリントオプションの設定（ベージ番号)」 (P.284) を參照してくださし、。 


3 . [ページ番号をつける]にチェックマークを付けます。 


厂 

プリントオプションの設定(ページ番号) 


逞択されている RIP の種類： CPSI (Configurable PostScript Interpreter) 
0 ページ番号をつける 
設定ファイル： fl-«Standard 




|出力される用紙Iこ対して1つのページを印字します0 


項目 

説明 

ページ番号をつける 

チェックマークを付けると、ページ番号を印字してプリントされま 
す。チェックマークを付けたときは、以下の項目を設定します。 


設定ファイル 

登録済みのページ番号設定ファイルを選択します。 


出力範囲 


プリントする用紙の範囲を[すべて]、[用紙指定]から選択します。 



用紙指定 

[出力範囲]が[用紙指定]の場合に入力します。 

用紙の区切りはカンマ「，」で、連続した用紙はハイフン「-」で入 
力します。「-5」は「1〜5枚目まで」、「5-」は「5枚目以降」です0 


2灿 
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5.1 DropUtility (こつし、て . 

5.1.1 DropUtility の起動方法 （ Macintosh クライアント) 

5.1.2 DropUtility の起動方法 （ Windows クライアント）. 

5.1.3 複数のファイルのプリント . 

5.1.4 送信先の設定 . 

5.1.5 DropUtility 画面の設定 . 

5.2 WebManaaer (こつし、て . 

5.2.1 [状態]タブ . 

5.2.2 [ジョブ'と 履歴] タブ' . 

5.2.3 [□ク''イン]タフ'' . 

5.2.4 [プリファレンス]タフ'' . 

5.2.5 [アップロード]タブ' . 

5.2.6 [ダ'ウン□—ド]タフ'' . 

5.3 Easy Magnifier (こついて . 

5.4 Printer Status Monitor (こつし、て . 

5.4.1 Print Server への接続 . 

5.4.2 Printer Status Monitor のメニュー . 

5.4.3 Printer Status Monitor のウィンドウ . 



Print Server のソフトウエア 


アプリケーションを開かないでプリントできる DropUtility 、 クライアントコンピューターの 
Web ブラウザーでジョブの管理ができる WebManager などについて説明しています 0 






















5 Print Server のソフトウェア 


5.1 DropUtility について 


DropUtility とは、ファイルを作成したアプリケーションを開かずにジョブを Print Server に送信してプリントする 
ための、クライアントコンピューターで使うソフトウェアです。 

ファイルを作成したアプリケーションがなくても、 DropUtility を使用するとプリントできます。また、プリントオ 
プションの設定が同じジョブが複数ある場合は、ジョブごとにプリントの指示をしなくても1回の指示でプリント 
できるので、時間が短縮できます。 

DropUtility を使用してプリントできるファイルフォーマツトは、以下のとおりです。 

• PostScript • EPS • PDF • TIFF 

•JPEG 


■プリント設定画面を表示する場合 


■プリント設定ファイルを使用する場合 


Stepl 


ファイルの選択 


Step2 


プリント設定 



Stepl 


プリント設定ファイルの作成 


Step2 


ファイルをドラッグ&ドロップ 



□ 



Print Server 


Macintosh クライアントと Windows クライアントでは、起動の手順が異なります。 

DropUtility のインス!ルについては、『ユーザーズガイド導入編』の「2.4ソフトウェアをインス! 
-^こノ ルする」を參照してください。 
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5.1 DropUtility について 


5.1.1 DropUtility の起動方法 （ Macintosh クライアント) 

Macintosh クライアント用 DropUtility は 、 Mac OS X 専用です。 


操作手順 


7 . [ アプリケーション ] フォルダーを開き 、 [Fuji Xerox] ^ [Print Server PX] を開きます。 
[Fuji Xerox ] フォルダーは、インス ! ル時に作成されます。 

2 . [FX DropUtility for DPC 5000 d] をダブルクリックします。 

DropUtility が起動します。 

ぬ埔兄、 プリントするファイルを DropUtility のアプリケーションアイコンにドラッグ&ドロップしても、起動す 
^ ノ ることができます。 

3 . [ ファイル ] メニューから [ 開く ] を選択します。 

4. ファイルを選択し、 [ 開く ] をクリックします。 


〇 〇 n 開く 

◄ ► ! gg = HD 1 sample : 1 4 検索 


► デバイス 

► 共有 

► 場所 

► メディア 

名前 ▲ 変更日 

[•j picturel.jpe 昨日、10:57 

[*1 picture 2 .jpe 昨日、10:57 

( ► 1 


(キャンセル乃广開く ) 

A 


ファイルタイプは自動的に判別されます。 
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5 Print Server のソフトウェア 


5 . [プリンタ]から送信先の Print Server を選択します。 


〇 〇 ^ 

フアイル： picturel.jpe 

フリンタ： f _ 

フロファイル设定： 1 なし_ 

Iジョブ名...I:自動取得 


jrtc 


DropUtility - DocuPrint C 5000 d 

サイズ：103 KB タイフ: JPEG 

4 [ 送信先段定 
i I サーバ設定取得 

□ ファイル中の投定またはサーバーの设定を使う 



03 rip 

▼©カラー 


カラー詳細(共®設定} 
カラー詳細 (RGB 設定} 
カラー詳細 (CMYK 設定） 


カラー詳細(特色設定} 


2 色印刷シミュレーション 
▼S 画霣 

その他の設定{画 
▼ D 用紙/ページ 
用紙投定 
用紙挿入 

その他の設定阅紙/ページ) 
出力方法 
レイアウト 

レイアウト(出力設定} 


差込印刷 
メモ書き 
ページ番号 
ウォーターマーク 
フリント位 ■/ 倍率の調整 



その他の投定(出力方法} 
排出/フイニッシング/_ 
フリフライト 

画像警告 


_グラフイツクス 


_その他(セキュリティ） 
S ユーザー情報 


1E1 現在の设定 


部数： 1 g 
M ソートする (1 部ごと） 

両面： I しない 


スプールオプション： 
©保存しない 

〇プリント終了後、保存する 
〇プリントせずに保存する 

□ RIP 済み データの 保存 


カラーモード： 

フルカラー KRGB/CMYIO 



プリンタモード： 

' 連続階調(檷準> 




用紙トレイ： 

1 自動選択 


H 


原稿ページ範囲： 

f 全ページ 


(指定例: 

-3,5,7-10, 


原稿ページ指定： 半角 2 SS 文字まで入力可能です 


( 設定の保存 ▼) 


□ファイルへ出力(キヤンセル) 


^ 捕口 ）• [プリンタ]が選択できない場合は、「5.1.4送信先の設定」 ( P .291) で送信先に Print Server を登録し 
- ノ てくたさし、。 

• 設定できない項目はグレー表示になっています。 

6 . 必要に応じて、プ□ファイルを取得します。 

[サーバー設定取得]をクリックすると、プ□ファイルを取得するダイアログボックスが表示される 
ので、プ□ファイル名と取得先サーバーのコンピューター名（または ip アドレス）を入力し、[取得] 
をクリックします。 


プロファイル名：プロファイル1 
取得先サーバー名 ： FXSERVER 


G キャンセル ） f 取得 ） 

ぬ補足、 プ□ファイルの設定は、 WebManager からもダウンロードすることができます。プ□ファイルの設定を 

^- ノ ダウンロードすると、 ServerManager で設定した CMYK シミュレーションの割り当て情報などをクライ 

アントコンピューターのプリンタードライバーの設定画面に表示できます。詳細は、「プ□ファイル設定 
のダウンロード」 ( P .308) を參照してください。 

7. 必要に応じて、プリントオプションを設定します。 

0 ^7^ • プリントオプションの詳細は、「4.1ジョブを編集する（プリントオプション項目）」 ( P .226) を參照し 
てください。 

• DropUtility の画面については、「5.1 .5 DropUtility 画面の設定」 ( P .294) を参照してください。 
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5.1 DropUtility について 


8 . [プリント]をクリックします。 

設定した内容で、ファイルが Print Server に送信されます。 

DropUtility を終了する場合は 、 [FX DropUtility for DPC 5000 d ] メニューから [FX DropUtility 
for DPC 500 Od を終了]を選択します。 〈 command 〉 キーを押しながら 〈 Q 〉 キーを押しても終了で 
きます。 

5.1.2 DropUtility の起動方法 （ Windows クライアント） 


操作手順 


7 . デスクトップの 「 DropUtility_DocuPrint C 5000 d 」 アイコンをダブルクリックします。 



姻姻 I 造 19111 Ml 


[スタート] — [すべてのプ□グラム] — [Fuji Xerox ] — [Print Server PX ] — [DropUtility for 
響 .ノ DocuPrint C 5000 d ( V 6.0)] を選択しても、 DropUtility を起動できます。 

2 . [ファイル選択]をクリックします。 



ぬ埔 H 、 プリントするファイルを DropUtility の起動ダイアログボックスにドラッグ&ドロップしても起動するこ 
^ ノとができます。 

3 . ファイルを選択し、[開く]をクリックします。 
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5 Print Server のソフトウェア 


4. [プリンタ]から送信先の Print Server を選択します。 


DropUtility - DocuPrint C 5000 d 


ファイル： 
プリン$ : 


ゴロファイル：みし 
L ジ a ブ名 -.I :自動)取得 


MB タイプ ： PDF ジョン情報.！] 

( 送歸- | i 印酬番設定… . 1 
臣-バ-設定取得.:！ 

〇方イル中の設定また I a サぅ奶設定を使う 


厂展閉する nr たたむ ] 


機能設定 

丄 




RIP 

カラー 

カラー_ (共通設定） 
カラー_ (RGB 設定） 
カラー詳細 (CMYKJS^) 
カラー fiSB (特色設定） 

2色印刷シミュレーション 
r 国 画頁 

その他の雖(画頁） 

用ページ 
用紙設定 
用紙挿入 

その他の設定(用紙/ページ） 
^囤出力方法 
レイアウト 

レイアウト(出力設定） 

差込印刷 

メモ害き 

ぺージ番号 

ウォーターマーク挿入 

プリント位蛋/倍率の調整 

その他の設定（出力方法） 


部数： 1 ^ 

圍ソートする (1 部ご 《a 

兩面: 

スブールオブシ a ン 


[ない 




承 保存しない 

©プリント終了後、保存する 
©プリントせずに保存する 


□ RIP ;' 斉みデー5の保存 


カラーモード： 
プリンタモード： 


フルカラ' -1( RGB / GMYK ) 


原镝ページ指定 
(例： 1.3.5-12) 




1設定の保存 

1設定ファイルの作成-| 


□ファイルへ出力 [ プリント II キゃンセル 


MS 、 [プリンタ]が選択できない場合は、「5.1.4送信先の設定」 （ P .291) で、送信先に Print Server を登録 
してくださぃ。 

5 . 必要に応じて、プ□ファイルを取得します。 

[サーバ設定取得]をクリックすると、プ□ファイルを取得するダイアログボックスが表示されるの 
で、プ□ファイル名と取得先サーバーのコンピューター名（または IP アドレス）を入力し、[〇 K ] を 
クリックします。 


取措プ□フアイ JUli 定 

プロフアイ0レ名： プ□ファイ j レ1 

取得先 サーバ 名： 


㈤ 


FXSERVERJ 


J Iキャンセル I 


ぬ補足、プ□ファイルの設定は、 WebManager からもダウン□—ドすることができます。プ□ファイルの設定を 

^- ’ ダウン□—ドすると、 ServerManager で設定した CMYK シミュレーシヨンの割り当て情報などをクライ 

アントコンピューターのプリンタードライバーの設定画面に表示できます。詳細は、「プ□ファイル設定 
のダウンロード」 ( P .308) を参照してください。 


0 . 必要に応じて、プリントオプションを設定します 

©参照 ) • 


プリントオプションの詳細は、「4.1ジョブを編集する（プリントオプション項目）」 ( P .226) を參照し 
てください。 

DropUtility の画面は、「5.1 .5 DropUtility 画面の設定」 ( P .294) を参照してください。 


/• [プリント]をクリックします。 

• 設定した内容で、ファイルが Print Server に送信されます。 

• DropUtility を終了するときは、ダイア□グボックスを閉じて、 DropUtility の起動ダイア□グボッ 
クスで[終了]をクリックします。 
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5.1 DropUtility について 


5.1.3 複数のファイルのプリント 


複数のファイルをまとめてプリントする場合は、「5.1.1 DropUtility の起動方法 （ Macintosh クライアント）」 
( P .287)、 または「5.1.2 DropUtility の起動方法 ( Windows クライアント）」 ( P .289) の手順3で開いた[ファイ 
ルを開く]ダイア□グボックスで、 〈 Ctrl 〉 キー （ Macintosh クライアントは 〈 command 〉 キ ー） を押しながら 
ファイルを選択します。 

複数のファイルを選択してから [FX DropUtility ] アプリケーションアイコンにドラッグ&ドロップしても、複数 
のファイルをプリントできます。 

• 以降のファイルを同じ設定でプリント 

[ 設定の保存 11 設定ファィルの作成… 1□以降のファイルを同じ設定でプリント E ファイルへ出力1 ブリント 1 1 キャンセル | 

チェックマークを付けると、最初に設定した内容で、選択したすべてのファイルが Print Server に送信されま 
す。ファイル数に相当する分のダイアログボックスは表示されません。 

チェックマークを外すと、送信するファイルの数だけ、繰り返しダイア□グボックスが表示されます。それぞ 
れのファイルタイプに応じて、設定できる項目が異なります。 

松補足、 [ファイル]には、「-」が表示されます。[タイプ]には、ファイルタイプが表示されます。ただし、異な 
^- メ るファイルタイプのファイルを同時に複数選択した場合は、「-」が表示されます。 


5.1.4 送信先の設定 


DropUtility 画面で[送信先設定]をクリックすると、ジョブの送信先の追加、編集、および削除ができます。 

■ Macintosh クライアント 


DropUtility - DocuPrint C5000 d 


念 7リンタ 

フロファイル投定 

[_ シ *3 ブ名 •••] 


「なし 


縱先 K 定 

^ サーバ設定取得 I 


□ ファイル中の设定またはサーバーの設定を使う 



カラー詳細(共 a 設定） 
カラー詳細 (RGB 設定> 
カラー詳細 (CMYK 投定> 
カラー詳細(特色設定> 

2色印別シミュレーション 
画霣 

その他の設定(画霣） 

▼ □ 用紙/ページ 
用紙設定 
用紙撣入 

その他の設定 (ffl 紙/ページ) 
▼03 出力方法 
レィアウト 

レイアウト(出力设定） 

差込印刷 
メモ書き 
ページ番号 
ウ オーターマーク 
フリント位 ■/ 倍率の調整 
その他の设定(出力方法） 

W 排出/フィニツシング/両面 
プリフライト 
画像警告 

胃グラフィツクス 
_その他(セキュリティ） 
s ユーザー惆報 
nu 現在の设定 


部数： 1 @ 

0ソートする (1 部ごと} 

両面： 〔しない 


スプールオプション： 
©保存しない 

〇プリント終了後、保存する 
〇プリントせずに保存する 

□ RIP 済み データの 保存 


カラーモード： 
プリンタモード： 
用紙トレイ： 

原稿ページ範囲: 
原稿ページ指定: 


〔フルカラー 1(RGB/CMYK> liA 
〇統階_(欏準 > 144 

[自動選択 M 4 

〔全ページ 144 -3,5.7- 

半角 2SS 文字まで入力可能です 


( 設定の保存 ▼) 


□ファイルへ出力(キヤンセル ） r フリント 
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5 Print Server のソフトウェア 


■ Windows クライアント 



Macintosh クライアント 


厂 AppleTalk 14^ 



削除 


(キヤンセル1 OK — ^ 


[ HTTP ] と [ AppleTalk ] では、手順が異なります。 

♦ HTTP の場合 

1 . [追加]をクリックします。 

2. [送信先追加]ダイア□グボックスで、[送信先名称]、[サーバーアドレス]を入力し、 [0 K ] をクリックします。 
必要に応じて、プロキシサーバーの設定をします。 

補足、[送信先名称]には、送信先を表示させるときの名前を入力してください。 DropUtility 画面の[プリンタ] 
从 ノの項目に、ここで入力した名前が表示されます。 


♦AppleTalk の場合 

7. ダイア□グボックスの[ゾーン]から使用するネットワークゾーンを選択します。 
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5.1 DropUtility について 


2 .プリンターリストから使用する Print Server を選択し、[追加]をクリックして [0 K ] をクリックします。 


©補足） 


• [追加]は、プリンターリストで Print Server を選択している場合にだけ、クリックできます。 
• リスト内の項目をドラッグ&ドロップして、順番を入れ替えることができます。 


• Mac 〇 S X 10.6 では、 AppleTalk は使用できません。 


Windows クライアント 


操作手順 


1 • [送信先設定]をクリックします。 
Z . [追加]をクリックします。 



3 . [送信先名称]と[サーバアドレス]を入力し、[設定]をクリックします。 



[送信先設定]ダイア□グボックスに戻ります。 


©補足） 


• プロキシサーバーは、 HTTP 1.0 以降をサボートしている必要があります。 

• [送信先名称]には、送信先を表示させるときの名前を入力してください。 DropUtility 画面の[プリン 
夕]の項目に、ここで入力した名前が表示されます。 

• [サーバアドレス]には 、 Print Server の IP アドレスを入力してください 0 


♦プロキシを使う 

チェックマークを付けると、プロキシサーバーが使用されます。プロキシサーバーは、 HTTP 1.0 以 
降をサボートしている必要があります。 

プロキシ 

プロキシサーノ（一のアドレスを入力します。 

ポート 

プロキシサーバーのポート番号を入力します。 
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5 Print Server のソフトウェア 


ユーザ認証が必要 

チェックマークを付けると、プ□キシサーパーに認証が必要になります。 
□グイン名 

プロキシサーバーでのユーザー認証の□グイン名を入力します。 

パスワード 

プロキシサーバーでのユーザー認証のパスワードを入力します。 

4. [閉じる]をクリックします。 

5.1.5 DropUtility 画面の設定 


■ Macintosh クライアント 


〇〇 - 


DropUtility - DocuPrint C5000 d 


ファイル: 

七“ 

フリンタ: 

picturel.jpe 


サイズ：103 KB タイフ : JPEG 

1 FXSERVER 


送信先设定 




フロファイル设定: 

f なし 

__ i] 

サーバ設定取搏 1 

ジ 3 プ名… : 

自動取得 

□ ファイル中の设定またはサーバーの投定を使う 



カラー詳細(共通設定） 
カラー詳細 (RGB 設定> 
カラー詳細 (CMYK 設定} 
カラー詳細(持色設定> 

2色印刷シミュレーション 
▼ HI 画貝 

その他の設定(画霣） 
用紙/ページ 
用紙設定 
用紙揮入 

その他の設定阅紙/ページ) 
▼03 出力方法 
レイアウト 

レイアウト(出力设定} 

差込印刷 
メモ書き 


ページ番号 


ウオーターマーク 
フリント位匾/倍率の調整 


その他の设定(出力方法> 


拂出/フィニッシング/両面 
A プリフライト 

画像警告 

_グラフ イツ クス 

t その他(セキュリティ> 
ユーザー情報 
[ U 現在の投定 


部数： fi | H 

0ソートする (1 部ごと} 

両面： 〔しない _ 

スプールオプション： 

©保存しない 

〇プリント終了後、保存する 
〇プリントせずに保存する 

□ RIP 済み データの 保存 


カラーモード： 
プリンタモード： 
用紙トレイ： 

原稿ページ範囲: 
原稿ページ指定: 


r フルカラー 1( RCB / CMYK > :1 


[連統階調(標準} 

[自 選択 

[全べ-ジ M 

半角 2SS 文字まで入力可能です 


_^ 

3 


(播定例： -3,5,7-10,12-) 


( 設定の保存 ▼) 


□フ r イルへ出力(キヤ ンセル) c プ■リ'ント， 


2 % 







































5.1 DropUtility について 


■ Windows クライアント 



設定項目 


籲プリンタ 

選択したプリンターが表示されます。 

•プ□ファイル設定 （ Macintosh クライアント）、プ□ファイル （ Windows クライアント) 
選択したプ□ファイルが表示されます。 

春ジョブ名 

ジョブ名を入力できます。 

書印刷順番設定 

複数のファイルをまとめてプリントする場合に表示されます。 

表示されたダイア□グボックスで、プリント順が設定できます。 
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5 Print Server のソフトウェア 


[追加](クリックするとファイルを追加できます）、[上へ]、[下へ]をクリックしてプリント順を設定し、 
[〇 K ] をクリックします。 

松補足、 1回の DropUtility へのドロップ操作、または選択された複数のファイルのプリントは、1ファイル1ジョ 

- ’ ブで、指定した順序で送信されます。ただし、受信中に、以下のジョブが間に入ることがあります。 

• ほかの論理プリンタからのジョブ 

• ほかのクライアントコンピューターからのジョブ 

• 別に起動された DropUtility 、 またはドロップ操作されたジョブ 

•ファイル中の設定またはサーバーの設定を使う （ Macintosh クライアント）、ファイル中の設定また 
はサーバの設定を使う （ Windows クライアント） 

チェックマークを付けると 、 Print Server のプリントオプションテンプレートの設定の値でプリントされます。 
プリントオプションを設定する必要がない場合に、チェックマークを付けます。 

魯設定の保存 

設定した内容が [ DropUtility ] ダイアログボックスのデフォルトの値として保存されます。 

[設定の保存]プルダウンメニューから[設定の保存]を選択 （ Macintosh クライアント）、または[設定の保 
存]をクリック （ Windows クライアント）したあとは、[キャンセル]をクリックしても、設定の内容をもと 
に戻すことはできません。 


•設定ファイルの作成 （ Windows クライアント） 

プリントオプションを登録した設定ファイルを作成できます。表示されたダイアログボックスで、保存する場 
所とファイル名を設定し、[保存]をクリックします。 



設定ウィンドウを出さずに印刷 

チェックマークを付けると、ファイルを以下のアイコンにドラッグ&ドロップするだけで、 [ DropUtility ] ダ 
イア□グボックスが表示されずにプリントできる設定ファイルを作成できます。また、[印刷順番設定ウィン 
ドウを出さずに印刷]にチェックマークを付けると、[印刷順番設定]ダイア□グボックスも表示されません。 



DropUtility は Print Server にジョブを送信後、自動的に終了します。 


©補足」 


• ファイル名の拡張子は、 「. du 9」 です。 

• 設定ファイルの設定内容を変更する場合は、 [ DropUtility ] ダイアログボックスで項目を変更し、設定 
ファイルを再度作成してください。 
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5.1 DropUtility について 


•ド□ップレットの作成 （ Macintosh クライアント） 

[設定の保存]をプルダウンすると、プリントオプションを登録したドロップレットを作成できます。表示さ 
れたダイアログボックスで、保存する場所とファイル名を設定し、[保存]をクリックします。 

名前：[名％未^ _ I 

場所：デスクトップ 

設定ウィンドウを出さずに面接印刷 
兒印刷順番設定ウィンドウを出さずに印刷 

([キヤンセル )（ 保存 ) 

設定ウィンドウを出さずに直接印刷 

チェックマークを付けると、ファイルを以下のアイコンにドラッグ&ドロップするだけで、プリントオプショ 
ンの設定ダイア□グボックスが表示されずにプリントできるドロップレットを作成できます。また、 [ EP 刷順 
番設定ウィンドウを出さずに印刷]にチェックマークを付けると、[印刷順番設定]ダイアログボックスも表 
示されません。 

备 


DropUtility は Print Server にジョブを送信後、自動的に終了します。 

松補足、 ドロップレットの設定内容を変更する場合は、プリントオプションの設定ダイアログボックスで項目を変 
从 ノ 更し、ドロップレットを再度作成してください。 

籲ファイルへ出力 

ファイルをプリントする代わりに、ジョブとして保存できます。チェックマークを付けると、[プリント]が 
[保存]に変わります。 

[保存]をクリックして表示されたダイア□グボックスで、保存する場所とファイル名を設定します。保存さ 
れるファイルの拡張子は、 「. jbf 」 です。 

•プリント 

ジョブが Print Server に送信され、プリント処理が行われます。 

♦キャンセル 

設定をキャンセルし、ダイアログボックスを閉じます。 


297 














5 Print Server のソフトウェア 


5.2 WebManager について 


WebManager とは 、 Print Server と TCP / IP 環境で接続している場合に、クライアントコン 
ピューターの Web ブラウザーを利用して 、 Print Server の状態を確認したり、ジョブの設定を変 
更したりするためのソフトウェアです。 



クライアントコンピューターからできる主な機能 


春ジョブを確認、操作する 

Print Server に送信したジョブの設定を確認したり、 Print Server に保存したジョブを削除することができま 
す。 「Administrator」 で□グインすると、ほかのジョブに対する操作もできます。 

プリント履歴を CSV ファイ J し形式でダウン□—ドすることができます。 

• Print Server やプリンターの状態を確認する 

Print Server の状態、プリンターにセットされている用紙サイズや用紙の残量、およびトナー量などを確認で 
きます。 

ユ _ ザ _ 調整力 _ ブ、キャリブレーションデータ、およびカラープ□ファイルの設定情報なども確認できます。 

♦ WebManager からファイルをプリントする 

WebManager 画面からファイル （PostScript、EPS、TIFF、PDF、JPEG) を選択して Print Server に送信 
し、プリントできます。 

籲プリンタードライバーなどをダウン□—ドする 

クライアントコンピューターで使用するプリンタードライバー、各種ソフトウェアなどをダウン□—ドするこ 
とができます。 

•ファイルをダウン□—ドする 

プリントオプションの[プリフライト]〉 [RIP 後のデータをファイルに保存]〉 [TIFF で保存する]、また 
は [PDF で保存する]を設定して保存したファイルをダウン□—ドすることができます。 


対応ブラウザー 

Print Server との接続には、 Web ブラウザーを利用します。新しくソフトウェアをインス! -- ルしたり、ネット 
ワークを設置する必要はありません。 

♦ Macintosh クライアント 

Mac OS Classic ブラウザーの対応パージョンは、以下のとおりです。 

• Internet ヒ xplorer 5.1./ 

• Netscape 7.02 

Mac OS X ブラウザーの対応バージョンは、以下のとおりです。 

•Safari 1.3.2 (10.3.9) 

•Safari 4.0 (10.4.11) 

•Safari 5.0 (10.5 以降) 

- Firefox 2.0 (10.3.9) 

- Firefox 3.6 (10.4.11) 

•Firefox 4.0 (10.5 以降） 
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5.2 WebManager について 


♦ Windows クライアント 

ブラウザーの対応バージョンは、以下のとおりです。 

• Internet Explorer 8.0 

• Internet Explorer 9.0 (Windows Vista 以降) 

• Firefox 4.0 

• Safari 5.0 


WebManager の起動方法 

ここでは、 Windows 7 で Internet Explorer 8.0 を使用する場合を例に説明します。 
7. Internet Explorer を起動します。 

2. アドレス欄に Print Server の IP アドレスを入力し、 (Enter) キーを押します。 

5.2.1 [状態]タブ 


[状態]タブには、 ServerManager のマシン消耗品状態ウインドウと同様の働きをする項目が表示されます。 Print 
Server の状態、用紙トレイにセツトされている用紙サイズや用紙の残量、およびトナー量などが確認できます。 



一般 




「更新1 


fuji xerox ^ 

(C) Fuji Xerox Co.. Ltd. 1999-2011 

[状態]タブで確認できる項目は、以下のとおりです。 

• —般 

現在の Print Server の状態が表示されます。 

•サーバー 

プリンターの状態と現在の Print Server の HDD 残量が表示されます。 

• 装置 

接続している装置の情報を確認できます。装置の状態には、以下のものがあります。 

•プリントできます •サイクルアップ中 •節電モード •電源が入っていません 

•プリントしています •木/木* (* はプリント中のページ番号、*氺は総ページ数）枚目プリント中 
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5 Print Server のソフトウェア 


♦トレイ 

各トレイにセツトされている用紙の種類、用紙サイズ、用紙の残量、トレイの状態が表示されます。用紙残量 
は、 5 段階のアイコンで表示されます。トレイの状態には、以下のものがあります。 


•正常（100%) 

•正常(75%) 

•正常(50%) 

• 予備を用意(25%) 

• 用紙切れ 

• 故障 

• 正しくセツトされていません 


• トナー 




各トナーの状態が表示されます。 




♦ネツトワーク 

Print Server に設定した、ネットワークプロトコルごとのプリンターの稼働状態や、通信状態が表示されます。 
表示される状態には、以下のようなものがあります。 

• 起動していません • 受信待ち • 受信中 • サーバーと接続できません 

• 正常に起動していません 

5.2.2 [ジョブと履歴]タブ 


[ジョブと履歴]タブには、 ServerManager のウインドウのメニュー、およびジョブリストと同様の働きをする項 
目が表示されます。[ジョブと履歴]タブで設定できる項目は、以下のとおりです。 



Print Server N01 


ジョブと履歴 




処理中 

5c 削除 ] (■ ] [ca n 集 ] 

厘プレビュ - I 


ジ 3 ブ数〇 


ジョブ名 RIP 印別所有者受信時劾 切女 RIP の種頊ブ! 


囝 自動更新を行ぅ 「更新 I 

fuji xerox 0 


操作ボタン 


WebManager の操作ボタンは、 ServerManager で使う[ジョブ]メニューと同様の働きをします 0 


©補足） 


• 選択したジョブや、ジョブの状態によって、使用できるボタンは異なります。 

• セキュリティプリントが設定されているジョブは、 WebManager では操作できません 0 


〇参照） 


操作ボタンの機能については、「3.1.5ジョブメニュー」 ( P .162) を参照してくださし、。 


ServerManager のメニューにない項目、または ServerManager の機能と異なる項目は、以下の 2 つです 0 
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5.2 WebManager について 


•プレビュー 

選択したジョブのプレビュー画像が別のウィンドウで表示されます。 

^哺足\ プレビュー画像が存在しない場合は、プレビュー画像がないことを表すウィンドウが表示されます。 


♦編集 

ServerManager の編集機能と異なる項目は、以下のとおりです。 

•[差込印刷]を[フォームとして登録]にして、[フォーム番号]を選択したフォームが登録済みである場合 
は、エラーメッセージが表示され、[差込印刷]が[しない]に変更されます。 

•以下の エラー メッセージが表示された場合は、 RIP 済みデータを作成してください。 

-「フォームとして使うには RIP 済みデータを作成する必要があります」 

- 「 RIP 済みデータを削除しました。 RIP 済みデータの作成を行ってください」 

•[セキュリティプリント]、[特殊べージ]の設定は WebManager からは編集できません。 


ジョブの状態に応じて、使用できる操作ボタンは、以下のとおりです。 


ジョブの状態 

使用できる操作ボタン 

処理中 

[削除]、[停止]、[編集]、[プレビュー] 

保持 

[削除]、 [ RIP 済データを削除]、 [ RIP 済データを作成]、[処理開始]、[編集]、[プレビュー]、 [ PS プ 
リフライト作成]、 [ PS プリフライト表示]、 [ PS プリフライト印刷]、[続きをフリント] 

プレビュー 

[削除]、[名前変更]、[プレビュー]、[ダウンロード] 

送信 

[削除]、[直ちに送信] 

受信 

[削除]、[プリントジョブに複製]、[フロパティ] 

エラー 

[削除]、 [ RIP 済データを削除]、 [ RIP 済データを作成]、[処理開始]、[編集]、[プレビュー]、 [ PS プ 
リフライト作成]、 [ PS プリフライト表示]、 [ PS プリフライト印刷]、[続きをプリント] 


APPE ジョブでは、以下の操作はできません。 

^- J [ PS プリフライト作成]、 [ PS プリフライト表示]、 [ PS プリフライト印刷]、[続きをプリント] 


プリント履歴 


左側フレームから[プリント履歴]を選択すると、ジョブの履歴を CSV ファイルに出力して、画面に表示、または 
保存できます。プリンターを共有している場合、部門やユーザーごとにプリント履歴の確認ができるので、管理が 
しやすくなります。 


©補足） 


• Administrator で□グインしているときだけの機能です。 

• プリント履歴を記録するためには、 ServerManager での設定が必要です 0 


参照） 


プリント履歴についての詳細は、「6.1.1プリント履歴」 ( P .318) を參照してください。 

プリント履歴の設定については、『ユーザーズガイド導入編』の「1.2.2 ServerManager の環境設定」 
の「ジョブ履歴の設定」を参照してください。 
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5 Print Server のソフトウェア 


リストに表示される項目 


右側フレームに表示される項目は、以下のとおりです。 


項目 

説明 

フォルダ名 

保持リストのジョブが格納されているフォルダーのフォルダー名が表示されます。 

フォルダー名をクリックすると、フォルダーに格納されているジョブが表示されます。 

ジョブ名 

クライアントコンピューターからプリントされたジョブのファイル名が表示されます。 

ジョブ名の前には、以下のマークが付きます。 

〇 

ビルドジョブが設定されている場合に表示されます。 


セキュリティプリントが設定されている場合に表示されます。 

圄 

フォームとして登録済みの場合に表示されます。 


ジョブを受信中の場合に表示されます。 


RIP 済みデータを保持している場合に表示されます。 

Pi 

la 

PS プリフライトレポートを保持している場合に表示されます。 

圖 

BE 

RIP 済み TIFF ファイルを保持している場合に表示されます。 

rarra 

fBTFl 

RIP 済み PDF ファイルを保持している場合に表示されます。 

m 

サムネール編集でページ情報が設定されている場合に表示されます。 

氺 

複数のマークに該当している場合に表示されます。 

RIP (処理中のみ） 

RIP の処理状態が表示されます。 

•「処理待ち」、「処理済みサイズ」 （ APPE ジョブ場合、 「 RIP 済みべージ数」） 

印刷（処理中のみ） 

プリントの処理状態が表示されます。 

•「データ転送待ち」、「（木/木）ページ転送中」、「氺ページ目転送中」、「プリント待ち」、「プリ 
ント中」 

ステータス（エラーのみ） 

エラーの種類が表示されます。 

•「 PostScript エラー」、「プリンターエラー」、「受信時エラー」、 「 RIP エラー」、「コントローラー 
ボードエラー」、「データべースエラー」など 
以下のエラーのレベルが表示されます。 

E 

ファイルの修正や再プリントが必要。赤色で表示。 

W 

プリントオプションの変更で再プリント可能。マゼンタ色で表示。 

N 

エラーを解除すると再プリント可能。黒色で表示。 

所有者 

ジョブを送信した所有者名が表示されます。 

所有者は、クライアントコンピューターごとに異なります。 

Macintosh 

Macintosh クライアントの所有者名が表示されます。 

Windows 

Windows クライアントへのログイン名が表示されます。 

ホットフオルダ 

• ファイルからユーザー名を取得できる PostScript ファイルの場合は、その 
ユ _ ザー名が表示されます。 

•それ以外の場合は、「不明」と表示されます。 

Lpr 

• ファイルからユーザー名を取得できる PostScript ファイルの場合は、その 
ユーザー名が表示されます。 

•それ以外の場合は、 「 lp 「 ユーザー」と表示されます。 

DropUtility 

Macintosh クライアントの所有者名、または Windows クライアントへの口 
グイン名が表示されます。 

WebManager 

アップロードプリントの場合は、 WebManager のログイン名が表示されま 
す。 

WebManager にログインしていない場合は、 「 Web ユーザー」と表示されま 
す。 ' 
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5.2 WebManager について 


項目 

説明 

所有者 

ジョブの読み込み 

ファイルからユーザー名を取得できる PostScript ファイルの場合は、その 
ユーザー名が表示されます。 

それ以外の場合はログイン名が表示されます。 

受信時刻 

Print Server がクライアントコンピューターからジョブを受信した時刻が表示されます。 

ファイルサイズ 

受信したジョブのファイルサイズが表示されます。 

受信フロトコル 

ジョブの受信フロトコルが表示されます。 

RIP の種類 

RIP の種類が表示されます。 


プリンターエラー、 RIP エラー、および受信時エラーについては、「6.3エラージョブメッセージについ 
ごニノ て」 (P.333) を參照してください。 


ファイルのダウン□—ド 


プリントオプションの[プリフライト]〉 [RIP 後のデータをファイルに保存]〉 [TIFF で保存する]、または 
[PDF で保存する]を選択して保存したファイルは、[プレビュ _] ボックスからダウン□—ドすることができます。 

■ Macintosh クライアント 


操作手順 


I . 左側フレームにある[ジョブと履歴]の[プレビュー]を選択します。 

右側フレームに、プレビューボックスの内容が表示されます。 

z. プレビューを表示させるジョブをクリックします。 

J . ダウン□—ドするファイルの前に付いている操作対象のチェックマークを付けます。 

4. [ダウン□—ド]をクリックします。 

5 . 表示されたポップアップウィンドウを確認し、[保存]をクリックします。 

6 . ダウン□—ド方法は、使用しているブラウザーによって異なります。 

♦Safari の場合 

ブラウザーで選択したダウン□—ド用フォルダーにファイルが保存されます。 

♦ Fi refox の場合 

7 . [XXX を開く] (XXX にはファイル名が入ります）ダイアログボックスが表示されるので、[ファイ 
ルを保存する]を選択し、 [0K] をクリックすると[ダウン□—ドマネージャ]にファイル名が表 
示されます。 

2 .ダウン□—ドが完了したファイルを任意の場所にドラッグ&ドロップします。 

♦ Internet Explorer の場合 

[ダウン□—ドマネージャ]にファイル名が表示されます。ダウン□—ドが完了したファイルを任意 
の場所にドラッグ&ド□ップします。 

♦ Netscape の場合 

7 . [XXX のダウン□—ド] (XXX にはファイル名が入ります）ダイア□グボックスが表示されるので、 
[このファイルをディスクに保存する]を選択して [0K] をクリックします。 

[保存先のファイル名を入力してください]ダイアログボックスが表示されます。 

2 .保存する場所とファイル名を設定し、[保存]をクリックします。 
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■ Windows クライアント 


操作手順 


7. 左側フレームにある[ジョブと履歴]の[プレビュー]を選択します。 

右側フレームに、プレビューボックスの内容が表示されます。 

2 . プレビューを表示させるジョブをクリックします。 

3 . ダウン□—ドするファイルの前に付いている操作対象のチェックマークを付けます。 

4. [ダウン□—ド]をクリックします。 

5 . 表示されたポップアップウィンドウを確認し、[保存]をクリックします。 

6 . ダウン□—ド方法は、使用しているブラウザーによって異なります。 

♦ Internet Explorer の場合 

[ファイルのダウン□—ド]ダイア□グボックスが表示されるので、[保存]をクリックすると、[名 
前を付けて保存]ダイアログボックスが表示されます。 

♦ Fi refox の場合 

[ XXX を開く] ( XXX にはファイル名が入ります）ダイア□グボックスが表示されるので、[ファイル 
を保存する]を選択し、 [0 K ] をクリックすると、[保存ファイル名を入力してください]ダイアロ 
グボックスが表示されます。 

♦ Safari の場合 

ブラウザーで選択したダウン□—ド用フォルダーにファイルが保存されます。 

7 . 保存する場所を選択し、[〇 K ]、 または[保存]をクリックします。 

5.2.3 [□グイン]タブ 


[□グイン]タブは、 WebManager に□グインするときに使用します。 



ログイン 

ログインします。ユーザー名とパスワードを入力してください。 










5.2 WebManager について 




-[ユーザー名]と[パスワード]は、大文字と小文字を区別します。 

- )• ユーザーレベルは、ユーザー名、パスワードの入力状況に応じて、[□グイン]をクリックしたときに決 

疋します。 

• WebManager に□グインするためのユーザー名とパスワードは、 ServerManager で設定します。設定 
方法については、『ユーザーズガイド導入編』の「1.2.3ユーザーの管理」を參照してください。 


5.2.4 [プリファレンス]タブ 


[プリファレンス]タブには、 ServerManager で設定したキヤリブレーシヨンデータやカラープ□ファイルなどの 
設定内容を確認できます。 





日&»ラー調整 

白•キャ _J7 レーン a ン 

:… 彻 ISOJot 

Ij ^QOdotCl： 真） 

IgsOOdotOfeU) 

1^ キャ U フレーションファイル 
日鲁フル ft ラー1、グレ'-スケール 
日^]ラーフロファイル 

i^ RGBfe 捕正プロファイル 
f^ RGB^ カフロファイル 
r {^1 CMYK シミュレーション 
_ 持色補正フロファイル 
…涵 ft ラ-适換 

日 feb ラーフロファイル拓1 
ユーザー調整わーブ 

EiCs^ 込印別 

に涵 フォ-ム#陧 
¢5ウォータマ'-ク 

ウォーターマーク参陧 


キヤリブレー シヨン (DocuPrint C 5000 d/l) 


キヤリブレーシ3ン 

割り当て 

作成日時 

トレイ 1(150 dot ) 

標準 

1999/4/22 19:10 

手差しトレィ(巧 Odot ) 

標準 

1999/4/22 19:10 


C 13 

fuji xerox め 


(C) Fuji Xerox Co.. Ltd. It 


[プリファレンス]タブで確認できる項目は、以下のとおりです。 


■カラー調整 


•キャリブレーション 

各トレイに割り当てられているキャリブレーションデータとデータの作成日時を、キャリブレーションの種類 
別に確認できます。 

籲フルカラー1、グレースケール 

カラー プ□ファイル 

以下のカラープロファイルの割り当てが確認できます。 

• RGB 色補正プロファイル • RGB 出カプロファイル • CMYK シミュレーション • 特色補正プロファイル 

• カラー 置換 

♦カラープ□ファイル共通 
ユーザー 調整カーブ 

ユーザー調整に割り当てられている、ユ _ ザ _ 調整力_ブのプ□ファイルを確認できます。 

濃度調整 

濃度調整に割り当てられている、濃度調整カーブのプ□ファイルを確認できます。 
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■差込印刷 

以下の差込印刷用に登録されているフォー厶を確認できます。 

•先頭ページのプレビュー •フォーム番号 •フォー厶名 •用紙サイズ 

•ページ数 •所有者名 •受信日時 •ステータス 

■ウォーターマーク 

以下のウォーターマークのフォームを確認できます。 

•プレビュー • ウォーターマーク番号 • ウォーターマーク名 

■ページ番号 

ページ番号設定ファイルの割り当てが確認できます。 

■ Internet Service 

ジョブリストの自動更新間隔を設定できます。 

•自動更新間隔 

デフォルト： [30] 秒 

自動で更新する間隔を設定できます。入力範囲は、〇〜30秒です。 [0] の場合は、自動で更新されません。 
♦適用 

設定が適用されます。 

5.2.5 [アップ□—ド]タブ 


[アップ□—ド]タブでは、クライアントコンピューターにあるフアイルを Print Server に送信してプリントでき 
ます。 

設定できるプリントオプションの項目は、クライアントコンピューターから設定するプリントオプションや[ジョ 
ブ編集]ダイアログボックスに表示される項目と同様です。 



白 カラニ 

力5— 謀! 育、 


ffl( 特色銎京） 


2色印 B! トソミュしーシギノ 


その他の势官(画甘) 



7' し>卜位思 /住宠の细整 


ファイル中の設定またはサーバーの設定を使う 
基本設定 
ジョブ名の指定 
ジョブ名 
部数 

ソートする (1 部ごと） 

兩面 

スブールオブシ a ン 


[□有効 


> 自觔取得ジ’9ブ名を人力する 


囝 有効 
しない ▼ 

® 保存しない 

◦ブ U' ノト終了後、保存する 
◦ブ J' ノトせす!こ保存する 

RP 済みデータの保存 


fuji xerox ^ 
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5.2 WebManager について 


操作手順 


1 • [アップ□—ド]タブをクリックします。 

Z . 必要に応じて、プリントオプションを設定します。 

籲ファイル中の設定またはサーバーの設定を使う 
[有効]にチェックマークを付けると 、 Print Server のプリントオプションテンプレートの設定の値 
でプリントされます。プリントオプションを設定する必要がない場合に、チェックマークを付けます。 

プリントオプションの詳細は、「4.1ジョブを編集する（プリントオプション項目）」 ( P .226) を參照して 
ください。 

3 . [アップ□—ド]タブの、ウィンドウ内の右上にある[次へ]をクリックします。 

4. [参照]をクリックしてファイルを選択し、[スタート]をクリックします。 



アツブロード 


フ7ィル遘択 

アツ ブロード するファイル： 



、、今） スタート 


fuji xerox ❿ 


5 . [ OK ] をクリックします。 

Print Server にファイルが送信され、処理中リストに表示されます。 


307 









[ダウン□—ド]タブでは、クライアントコンピューターで使用するプリンタードライバーなど、同梱されている 
DVD と同じ内容のソフトウェアや、 Print Server のカラープ□ファイル、フォーム、ウォーターマークの割り当て 
情報などを入手できます。 



ダウンロード 

MacOSX (10.3 以降) 


内容 

づ 1} V々ドライバゴラヴイリ 

ブラグイン、 PPD 

DrooUtilitv 

アプリクーシヨン 

MacOS (9.2.2) 

内容 

づリ'ノ々ドライバ 

AdobePS8.8J ドライバ 

PPD 

PPD ファイル 

スクリ ーV フォ VM 

平成 2 窖体 

スウり一'ノフ 3( ■'ノト 2 

欧文 39 軎体 

7ウリー'ノフ分'ノト!3 

欧文 97 窖体 

1C。ゴロファイル 

プリンタ用 ICG ブロファイル 


Windows(XP 以晓） 


fuji xerox 


(C) Fuii Xerox Co.. Ltd. 1999.2011 


ソフトウェアのダウン□—ド 


WebManager を使って、必要なソフトウエアをダウン□—ドできます。 


ソフトウェアのダウン□—ドについては、『ユーザーズガイド導入編』の「2クライアントコンピューター 
の設定」を参照してください。 


プ□ファイル設定のダウン□—ド 


プ□ファイルの設定をダウン□—ドすると、 ServerManager で設定した CMYK シミュレーションの割り当て情報 
などをクライアントコンピューターのプリンタードライバーの設定画面に表示できます。 

プ□ファイルは、クライアントコンピューターのプリンタードライバーで[取得]をクリックしても、ダウン□— 
ドすることができます。 

Print Server の設定情報が知りたいときは、クライアントコンピューターで確認できます。 

ダウン□—ドできる設定情報は、以下のとおりです。 


RGB 色補正プロファイル 
カラー置換設定ファイル 
フォーム管理 
ウォーターマーク管理 
カスタ厶ぺーパー名 


RGB 出カプロファイル 
ユ _ ザ _ 調整力ーブ 
濃度調整カーブ 
ページ番号設定ファイル 


CMYK シミュレーション 
特色補正プロファイル 
キヤリブレーシヨンファイル 
ライセンスの設定 


5 Print Server のソフトウェア 

5.2.6 [ダウン□—ド]タブ 
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5.2 WebManager について 


■ Mac OSX クライアント 


©補足） 


プ□ファイル設定のダウン□—ドができるのは 、 Mac OS X だけです。 


操作手順 


1 • [共通]をクリックします。 

[共通]に、[プ□ファイル設定のダウン□—ド]が表示されます。 

Z. [プ□ファイル設定のダウン□—ド]をクリックします。 

[「プ□ファイル設定」の利用方法]が表示されます。 

3 . プ□ファイル設定のダウン□—ド方法は、使用しているブラウザーによって異なります。 

^補足 N [ profile ] フォルダーは、以下のフォルダーにあります。 

こ二!ハードディスク：ユーザー/ (各ユーザー別フォルダ）/ライブラリ/ Preferences/Fuji Xerox/Print 
Server PX / DPC 5000 d / 


♦Safari の場合 

7 . [プ□ファイル設定 （DocuPrintC 5000 d)] をクリックします。 

ブラウザーで選択したダウン□—ド用フォルダーにファイルが保存されます。 

2 . [Print Server PX] — [DPC 5000 d] — [profile] を選択し、開いたフォルダーにダウンロード 
が完了したファイルをドラッグ&ド□ップします。 

[profile] フォルダーにファイ J しが移動します。 

♦ Fi refox の場合 

7 . [プ□ファイル設定 （DocuPrintC 5000 d)] をクリックします。 

[XXXを開く] (XXXにはファイル名が入ります）ダイアログボックスが表示されます。 

2. [ファイルを保存]をクリックします。 

ブラウザーで選択したダウン□—ド用フォルダーにファイルが保存されます。 

3 . [Print Server PX] — [DPC 5000 d] — [profile] を選択し、開いたフォルダーにダウンロード 
が完了したファイルをドラッグ&ド□ップします。 

[profile] フォルダーにファイルが移動します。 

■ Windows クライアント 


操作手順 


1 • [共通]をクリックします。 

[共通]に、[プ□ファイル設定のダウン□—ド]が表示されます。 

Z. [プ□ファイル設定のダウン□—ド]をクリックします。 

[「プ□ファイル設定」の利用方法]が表示されます。 

3 . プ□ファイル設定のダウン□—ド方法は、使用しているブラウザーによって異なります。 


©補足 J ) 


• ファイル名の拡張子が 「. txt 」 になっている場合は、 「. cps 」 に変更してください。 

• [ profile ] フォルダーは、以下のフォルダーにあります。 XXX は、ドライブ名です。 


-Windows XP/Windows Server 2003 
f 1 XXX:¥WINDOWS¥Fuji Xerox¥Print Server PX¥DPC 500 Od 
-Windows Vista/Windows Server 2008 /Windows 7 
门 XXX:¥Users¥Public¥Documents¥Fuji Xerox¥Print Server PX¥DPC5000d 
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♦ Internet Explorer の場合 

7 . [プ□ファイル設定 （DocuPrintC 5000 d)] をクリックします。 

[ファイルのダウン□—ド]ダイアログボックスが表示されます。 

2. [保存]をクリックします。 

[名前を付けて保存]ダイア□グボックスが表示されます。 

3 . Windows の [Print Server PX] ^ [DPC 5000 d] — [profile] を選択し、 [OK] をクリックします。 
ダウン□—ドしたファイルが [profile] フォルダーに if 呆存されます。 

♦ Fi refox の場合 

7 . [プ□ファイル設定 （DocuPrintC 5000 d)] をクリックします。 

[XXXを開く] (XXXにはファイル名が入ります）ダイアログボックスが表示されます。 

2 . [ファイルを保存する]を選択し、 [0K] をクリックします。 

[保存ファイル名を入力してください]ダイア□グボックスが表示されます。 

3 . Windows の [Print Server PX] ^ [DPC 5000 d] — [profile] を選択し、 [OK] をクリックします。 
ダウン□—ドしたファイルが [profile] フォルダーに if 呆存されます。 

♦Safari の場合 

7 . [プ□ファイル設定 （DocuPrintC 5000 d)] をクリックします。 

ブラウザーで選択したダウン□—ド用フォルダーにファイルが保存されます。 

2 . Windows の [Print Server PX] — [DPC 5000 d] — [profile] を選択し、開いたフォルダーに 
ダウン□—ドが完了したファイルをドラッグ&ドロップします。 

[profile] フォルダーにフアイルが移動します。 


ICC プ□ファイル 


ICC プ□ファイルは、デバイスの色に関する特性を記述したファイルです。 

O ICC プ□ファイルの利用方法については、 ICC プ□ファイルを使用するアプリケーションの説明書を參照 

-してください。 

WebManager からダウン□-ドできる ICC プ□ファイルが圧縮されているファイル名は、以下のとおりです。 

♦ Macintosh クライアント 

FXPSPXICC.img.hqx 

♦Window クライアント 

FXPSPXICC.exe 


解凍したファイルを、以下のフォルダーに格納してくださし、。 

♦ Macintosh クライアントの例 

こ]ハードディスク/システムフォルダ/ ColorSvnc 特性 


Macintosh クライアントでは、 ColorSync のパージョンによって、フォルダーの名前が異なることがあり 

♦Windows クライアントの例 

r I XXX:¥Windows¥system32¥spool¥drivers¥color 
XXX は、ドライブ名です。 


©補足 


ICC プ□ファイルを使用してプリントする場合は、 Photoshop などのアプリケーシヨンで Print Server 用の ICC プ 
□ファイルを選択してください。 
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5.3 Easy Magnifier について 


5 - 


3 Easy Magnifier について 



Easy Magnifier は、文字が小さくて操作しづらいときに、画面の一部を拡大して表示する拡大鏡 
ツールです。 


Easy Magnifier のインス! -- ルについては、『ユーザーズガイド導入編』の「2.4ソフトウェアをインス 
Iルする」を參照してください。 


デスクトップの 「Easy Maanffier 」 アイコンをダブルクリックします。 


肩 

L 轉卿 


i \ [スタート] — [すべてのプ□グラム ] —[Fuji Xerox] — [Print Server PX] — [Easy Magnifier] を 

- ’ 選択しても、 Easy Magnifier を起動できます。 

Easy Magnmer が起動し、[拡大鏡]ウインドウと[操作パネル]ウインドウが表示されます。 


[拡大鏡]ウィンドウ 


ファイル (F) 褐焦 (E 

拡大鏡ですI 


拡大した対象が表示されます。 

枠線のサイズは、枠線をドラッグ&ド□ップして変更できます。 


[操作パネル]ウインドウ 


③- 


200% 

© ® ' 

部分拡大 

Hi 

終了一 


—① 

② 
④ 


補足 ^ • ウインドウ右上の 「x」 をクリックしても、[操作パネル]が閉じるだけで、 Easy Magnifier は終了しま 
ノ せん。 

• [操作パネル]を再度表示させるには、タスクトレイのアイコンをダブルクリックするか、右クリック— 
[操作パネルを開く]を選択します。 
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5 Print Server のソフトウェア 


♦①虫眼鏡 

拡大倍率を設定できます。設定範囲は、100〜900%です。 

♦②モード変更 

[拡大鏡]ウィンドウの表示方法を選択します。 

全画面 

ウィンドウ全体が拡大表示されます。 

部分拡大（追従） 

マウスポインタのある位置が拡大表示されます。マウスポインタの動きに合わせて[拡大鏡]ウィンドウが移 
動します。 

部分拡大 

マウスポインタのある位置が[拡大鏡]ウィンドウ内で拡大表示されます。 

[拡大鏡]ウィンドウは、ドラッグ&ドロップして、任意の位置に移動させたり、枠線をドラッグ&ドロップ 
して、サイズを変更したりできます。 

表示位置の設定 

[全画面]を選択したとき、マウスを動かして、拡大表示される範囲をクリックします。 

♦③詳細設定 

クリックすると、[詳細設定]ウィンドウが表示されます。 

♦④終了 

クリックすると 、 Easy Magnifier が終了します 0 

@補足^ [全画面]が選択されているときは、 〈Esc〉 キーでも終了できます。 


[詳細設定]ウィンドウ 



♦拡大鏡のサイズ 

[拡大鏡]ウインドウのサイズを変更できます。 
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5.3 Easy Magnifier について 


♦拡大の対象 

モードが[部分拡大（追従)]以外の場合に、設定できます。 

チェックマークを付けた項目が、拡大表示する対象として設定されます。複数の項目にチェックマークを付け 
た場合は、最後にチェックマークを付けた項目が拡大表示する対象となります。 

マウスポインタの動きを追う 

モードが[部分拡大]の場合に設定できます。 

チェックマークを付けると、マウスポインタの動きに合わせて拡大表示される領域が移動します。 

キーボードフォーカスを拡大する 

チエツクマークを付けると、キーボードフォーカスのある位置を中心とした領域が拡大表示されます。 


編集中のテキストを拡大する 

チェックマークを付けると、入力中の文字のある位置を中心とした領域が拡大表示されます。 


• 表爪 

ウィンドウの表示方法を設定できます。 

色を反転させる 

チェックマークを付けると、[拡大鏡]ウィンドウに表示される拡大画像の色が反転します。 

最小化した状態で開始する 

チェックマークを付けると、次回起動時に、[操作パネル]ウィンドウが閉じた状態で起動します。 

松補足、 [操作パネル]ウィンドウを表示させるには、タスクトレイのアイコンをダブルクリックするか、右クリッ 
^- ノ ク—[操作パネルを開く]を選択します。 

常に手前に表示する 

チェックマークを付けると、[操作パネル]ウィンドウと[詳細設定]ウィンドウが常にデスクトップの最前 
面に表示されます。 

籲拡大鏡のスタイル 

[拡大鏡]ウィンドウの枠線の形を選択します。 

• 矩形 • 角丸四角形 • 円形 


タスクトレイのアイコン 


•ダブルクリックすると、操作パネルが表示されます。すでに表示されているときは、タスクトレイの近くに移動 
します。 

•右クリックすると、メニューを選択できます。 
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5 Print Server のソフトウェア 


5.4 Printer Status Monitor について 

Printer Status Monitor は、接続した複数台の Print Server のジョブの状態や消耗品の状態を 
確認するためのソフトウェアです。 



5.4.1 





Printer Status Monitor のインス! -- ルについては、『ューザーズガイド導入編』の「2.4ソフトウェア 
^- をインス!ルする」を参照してください。 


Print Server への接続 


操作手順 


7 . デスクトツプの 「Printer Status Monitor DPC 5000 d _60」 アイコンをダブルクリックします 0 



ネ甫@ [スタート]—[すべてのプ□グラム ]— [Fuji Xerox] ^ [Print Server PX] — [Printer Status 
Monitor DPC 5000 d_60] を選択しても、 Printer Status Monitor を起動できます0 

Printer Status Monitor が起動します 0 

2 . [システム] — [新規接続]を選択します。 

3 . 接続先アドレスとポート番号を入力し、[〇 K ] をクリックします。 



Print Server に接続されます。 
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5.4 Printer Status Monitor について 


5.4.2 Printer Status Monitor のメニユ ー 


[システム]メニュー 


■クライアントの通信設定 



• ステータス 更新間隔 

ステータスの更新間隔を入力します。入力範囲は、1〜60秒です。 


春接続タイムアウト 

Print Server への接続タイムアウト時間を入力します。入力範囲は、10〜120秒です。 

■接続先設定 

アドレスの左側にチェックマークを付けると、次回起動時に自動的に接続されます。 



♦サーバーを追加 

接続する Print Server を追加することができます。クリックしたあと、接続先アドレスとポート番号を入力し、 
[〇 K ] をクリックします。 

® 編集 

接続する Print Server の接続先アドレスとポート番号を変更することができます。クリックしたあと、接続先 
アドレスとポート番号を入力し、 [0 K ] をクリックします。 

• 削除 

接続先を選択し、クリックすると、接続先が削除されます。 

■長さの単位 



長さの単位を選択します。 


•pt 


• inch 


•級 
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5 Print Server のソフトウェア 


[表示]メニュー 


■サーバ-覧 

接続中の Print Server の一覧が表示されます。 



切断 

表示されている接続先を選択し、[切断]をクリックすると、選択した接続先との接続が切断されます。 


5.4.3 Printer Status Monitor のウインドウ 


■簡易表示モード 



■詳細表示モード 



モードの切り替え方 


起動直後は簡易表示モードで起動します。 

詳細表示モードにするには、ウインドウ下枠のフレームをドラッグ&ドロップして、下側に移動させます。 

マシン状態表示エリア（左側の「プリントできます」が表示されている箇所）をダブルクリックしても、詳細表示 
モードに切り替わります。 

^參昭、 状態表示については、「3.1.1 ServerManager のウインドウ」 （ P .148) を參照してください 0 
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6 

Print Server の情報とエフー表爪 


Print Server で確認することができる情報、エラージョブメッセージについて説明しています。 

6.1 Print Server の情報を確認する . 318 

6.1.1 プリント履歴 . 318 

6.1.2 フォント1青幸艮 . 321 

6.1.3 スタートアップページ . 327 

6.1.4 エラー履歴の4又集 . 328 

6.1.5 ジョブ検索 . 328 

6.1.6 データの完全消去 . 330 

6.2 エラーウインドウについて . 332 

6.3 エラージョブ'メッセージについて . 333 

6.3.1 RIP エラー . 333 

6.3.2 コント□—ラーポドエラー . 342 

6.3.3 プリンターエラー . 342 

6.3.4 データべースエラー . 346 

6.3.5 受イ言時エラー . 349 

6.3.6 メール送受彳言、ファイル転送時エラー . 350 


















6 Print Server の情報と エラー 表示 


6.1Print Server の情報を確認する 

ここでは Print Server で確認できる情報について説明します。 

6.1.1 プリント履歴 


ジョブの履歴を表示させたり、プリントすることができます。また、 CSV ファイルに保存できます。プリンターを 
共有している場合、部門やユーザーごとにプリント履歴の確認ができるので、管理がしやすくなります。 




• プリント履歴には、エラージョブとして Print Server から自動削除されたジョブも含みます。 

プリント履歴の削除方法については、『ユーザーズガイド導入編』の「1.2.2 ServerManager の環境設定」 
の「ジョブ履歴の設定」を参照してください。 
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6.1Print Server の情報を確認する 


■プリント履歴の内容 


ジョブごとに、 

以下の項目を確認できます。 



• 所有者 

• ドキュメント名 

• アカウント 

• ステー タス 

•受信開始日時 

• RIP 開始日時 

• RIP 経過時間 

• 印刷開始日時 

• 印刷経過時間 

• カラーモード 

• 用紙種類 

•用紙サイズ 

• 両面印刷 

• 部数 

• ドキュメントページ数 

• カラーページ数 （4 色) 

• グレーページ数 • カバーページ 

•コ メント 

• エラー内容 


-「所有者」、「アカウント」、および「コメント」には、ファイル送信時に表示されるプリントオプション 
の [ ユーザ — 情報]タブで設定した項目が表示されます。 

• 「エラー」の内容は、プリントオプションの[ジョブ情報]に表示される[ステータス]と同じ内容です。 
• 「用紙サイズ」は、プリントした用紙サイズになります。たとえば、ジョブの用紙サイズに A2L を設定 
した場合は A3 に、 A4 サイズの小冊子作成をした場合は A3 です。 

• 「ドキュメントページ数」の合計は、「カラーページ数」の合計+「グレーページ数」の合計です。 

• 「グレーページ数」には、 PostScript エラーシートを含みます。 


プリント履歴の表示 


操作手順 


7 . ServerManager の[システム] — [ジョブ履歴] — [表示]を選択します 0 
ム 各項目を設定し、[〇 K ] をクリックします。 



♦ソート方法 
日付順 
所有者ごと 
アカウントごと 

ぬ補足、 旧付順]の日時は、プリント用紙の排出が終了した日時です。また、エラージョブとして Print Server 
^- ) から自動削除されたジョブについては、削除が終了した日時になります。 

• 表示範囲 
全て 

プリントしたジョブすベてのプリント履歴が表示されます。 

前回の印刷 • 保存以降 

前回の保存以降のプリント履歴が表示されます。 

期間指定 

期間を設定してプリント履歴が表示されます。期間の西暦は、4桁の数値を入力します。 
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6 Print Server の情報と エラー 表示 


プリント履歴の保存 

7. ServerManager の[システム] — [ジョブ履歴] — [保存]を選択します。 

2 . 各項目を設定し、 [0 K ] をクリックします。 

3. ファイル名を入力するダイアログボックスで、保存する場所とファイル名を設定して[保存]をクリックし 
ます。 


プリント履歴のプリント 


操作手順 


1 • ServerManager の[システム] — [ジョブ履歴] — [印刷]を選択します。 
Z . 各項目を設定し、[〇 K ] をクリックします。 



プリント履歴のジョブが ServerManager の処理中リストに表示されます。 

♦ソート方法 
日付順 
所有者ごと 
アカウントごと 

松觀、 旧付順]の日時は、プリント用紙の排出が終了した日時です。また、エラージョブとして Print Server 
^- ) から自動削除されたジョブについては、削除が終了した日時になります。 

♦印刷範囲 
全て 

プリントしたジョブすベてのプリント履歴がプリントされます。 

前回の印刷 • 保存以降 

前回の保存以降のプリント履歴がプリントされます。 

期間指定 

期間を設定してプリント履歴がプリントされます。期間の西暦は、4桁の数値を入力します。 

♦用紙トレイ 

プリントする用紙のある用紙トレイを選択します。 
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6.1.2 フォント情報 


6.1Print Server の情報を確認する 


Print Server にインス! -- ルされているすべてのフォント情報に関して、以下の項目を確認、および実行できます。 
•フォント_覧の表示、およびプリント 

• フォントのバックアップ、およびバックアップしたフォントの復元 
•フォントディスクの作成、変更、および削除 
•フォントのダウン□—ドの開始、および終了 

安全のため、フォントを別のメディアにバックアップしておくことをお勧めします。万一トラブルが起きたときに、 
復旧作業の時間を短縮できます。 


フォン!覧の表示 

ServerManager の[管理] — [フォントの管理] — [一覧表示]を選択します。 
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6 Print Server の情報と エラー 表示 


フォン!覧のプリント 


操作手順 


1 • ServerManager の[管理] — [フォントの管理] — [-覧印刷]を選択します。 
Z . 各項目を設定し、[〇 K ] をクリックします。 



♦フオントリスト 


標準搭載フォントのみ 

標準搭載フォントの書体名と印字サンプルがプリントされます。 

追加フォントのみ 
すべてのフォント 
♦追加フォントのサンプル印刷 

チェックマークを付けると、追加フォントの書体名と印字サンプ>1しがプリントされます。 
チェックマークを外すと、追加フォントの書体名だけがプリントされます。 

[追加フォントのみ]、または[すべてのフォント]の場合に選択できます。 


@補足） 


追加したフォントは、インス!ルをした順ではなく、アルフアベット順に表示されます。 


♦用紙トレイ 

プリントする用紙のある用紙トレイを選択します。 


フォントのバックアップの作成 


操作手順 


7. ServerManager の[システム] — [バックアップ] — [フォントをバックアップ]を選択します。 

• [パスワード確認]ダイアログボックスが表示された場合は、管理者用パスワードを入力し、 [0 K ] 
をクリックします。 

• クライアントコンピューターから指示した場合は、保存する場所を選択し、 [0 K ] をクリックしま 
す0 
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6.1Print Server の情報を確認する 


2. 保存する場所を選択し、[保存]をクリックします。 



ファイルの拡張子は、 「. far 」 です。 

バックアップファイルは、100 MB 単位で分割して保存されます。ファイルが100 MB を超える場合 
は、バックアップファイルを分割して作成します。 

ぬ補足、 バックアップファイルが分割された場合、ファイル名は、以下のようになります。 

-^例）ファイル名に 「 font _ backup 」 と入力した場合 

• 最初のファイル： font _ backup.far 

• 2番目のファイル： font _ backupl.far 

• 3番目のファイル： font _ backup 2 .far 


バックアップしたフォントの復元 


^補足\ バックアップしたフォントを復元するには、すべてのバックアップファイルを同じフォルダーに保存して 

7 . ServerManager の[システム]—[バックアップ] — [フォントをリストア]を選択します。 

[パスワード確認]ダイアログボックスが表示された場合は、管理者用パスワードを入力し、 [ OK ] をクリツ 
クします。 


2 .復元するファイルを選択し、[開く]をクリックします。 

ファイルの拡張子は、 「. far 」 です。バックアップファイルが分割されている場合は、最初に作成されたバッ 
クアップファイルを選択します。 


フォントディスクの追加 


選択したドライブにフォントディスクを作成し、追加できます。 


©補足） 


• フォントディスクは、市販フォントのインス!ル用ディスクスペースです。 

• 選択したドライブに、すでにフォントディスクが存在する場合は、作成できません。 


操作手順 


1 • ServerManager の[管理] — [フォントの管理]—[フォントディスクを追加]を選択します0 

[パスワード確認]ダイアログボックスが表示された場合は、管理者用パスワードを入力し、 [ OK ] を 
クリックします。 
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6 Print Server の情報と エラー 表示 


2 . フォントディスクを追加するドライブを選択し、 [0 K ] をクリックします。 



3 . [はい]をクリックします。 



ィスクの追加 


%diskl% を" C:¥ "に作成してもよろしいですか？ 


はい〇〇 いいえ (N) 


フォントディスクの変更 


選択したドライブにフォントディスクを作成し、選択されたフォントディスクの内容が複製され、複製終了後にも 
とのフォントディスクが削除されます。 


©補足 J ) 


選択したドライブに、すでにフォントディスクが存在する場合は、作成できません。 


操作手順 


1 • ServerManager の[管理] — [フォントの管理] — [フォントディスクを変更]を選択します。 

[パスワード確認]ダイア□グボックスが表示された場合は、管理者用パスワードを入力し、 [0 K ] を 
クリックします。 

Z . フォントディスクを変更するドライブ、変更後に保存するドライブを選択し、 [0 K ] をクリック 
します。 



3 . [はい]をクリックします。 
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6.1 Print Server の情報を確認する 


フォントディスクの削除 


©補足） 


DiskO は削除できません。削除を実行しても、フォントディスク番号は変更されません。 


操作手順 


1 • ServerManager の[管理]—[フォントの管理] — [フォントディスクを削除]を選択します。 

[パスワード確認]ダイアログボックスが表示された場合は、管理者用パスワードを入力し、 [0 K ] を 
クリックします。 

Z. フォントディスクを削除するドライブを選択し、 [0K] をクリックします。 



3 . [はい]をクリックします。 



フォントのダウン□—ド 


Print Server にフォントをダウン□-ドでき、ダウンロード用のプリンター名が AppleTalk に作成されます。 
ダウン□—ドの間、ジョブの受信はされますが、 RIP 処理は行われません。 

フォントダウン□—ドの開始と終了は、メニューの選択によって切り替わります。 


• 市販フォントをインス!ルする場合は、まず ServerManager の[管理]—[論理プリンタの管理] 

-^ で、 AppleTalk のプリンターを作成してください。そのあと、市販フォントをインス!ルしてくださ 

し、。 AppleTalk のプリンターの作成方法は、『ユーザーズガイド導入編』の「1.1.2 Macintosh クライア 
ント用のプ□トコル設定と論理プリンタの作成」を参照してください。 

•新規にフォントをインス!ルし、[フォント更新]を実行したときに、 PostScript エラーが発生した 
場合は、一度新規に追加したフォントをアンインス!ルして、再度インス!ルしてください。 

• フォントがインス!ルできない場合や、フォントの更新時にエラーが発生する場合は 、 Print Server 
のネットワーク環境に応じて、 NIC の通信速度を 10 Base - Half 、 または100 Base - Half に固定した状態 
でフォントをインス!ルしてください。 

• 欧文フォントのダウン□—ドには、製品に同梱されている PSTool 2.0 J を使用してください。 


7 . ServerManaaer の[管理] — [フォントの管理] — [フォントのダウン□-ドを開始]を選択します 0 


ぬ描、 [フォントのダウン□—ドを開始]を選択すると、[フォントのダウン□—ドを終了]を選択するまで、プ 
分 ノリント処理は行われません。 

2. セレクタ、またはプリントセンターで、フォントダウン□—ド用のプリンターに接続します。 

フォントダウン□-ド用のプリンター名は、 「 XXX - Font 」 ( XXX は AppleTalk のプリンター名が入ります） 
です。 


3 . フォントメーカーのインス!ル手順に従い、インス!ルします。 
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6 Print Server の情報と エラー 表示 


4 インス! -- ルが終了したら、 ServerManager の[管理]—[フォントの管理] — [フォントのダウンロード 
を終了]を選択します。 

松補足、 —度に複数のフォントをインス!ルしようとしても、インス!ルできなかった場合は、手順1〜4を 
^- J 繰り返してフォントを1つずつインス!ルしてください。 

5. ほかにもインス!ルするフォントがあるときは、手順 1 〜4を繰り返します。 

フォントメーカーによっては、一度に複数の書体をインス!ルできる場合もあります。各フォントメーカー 
のインス I ル手順に従ってください。 

6. フォントのインス! -- ルがすべて完了したら、 ServerManager の[管理]—[フォントの管理]—[フォン 
卜を更新]を選択します。 

• フォントの更新をすると、 Macintosh クライアントからの FontQuery に応答できるようになり、イ 
ンス I ルされているフォントを使用してプリントできます。 

• Windows クライアントからのプリントには影響しません。 


代替フォントの設定 


この機能を使うと、ファイルで使用しているフォントがプリンターにインス!ルされていないときに置き換える 
フォントを設定できます。標準で設定されている代替フォントは、欧文が 「 Courier 」、 和文が「平成明朝体 W 3」 です。 

^ 補足 ) • ファイルを編集する前に、オリジナルを複製してバックアップを作成しておくことをお勧めします。 

^- へ オリジナルのバックアップファイルをオリジナルと同じフォルダーに保存する場合は、拡張子を 「. ps 」 

以外に変更してください。拡張子が 「. ps 」 の場合、編集した内容が反映されないことがあります。 

例：オリジナルのファイル名が 「 aaa . ps 」 の場合は、 「 aaa . ps . org 」 などに変更 
• オリジナルがあるフォルダーに、別のフォルダーを格納しないでください。編集した内容が反映されな 
い場合があります。 


操作手順 


7 . ServerManager の[システム] — [終了]を選択します。 

Z . 以下のファイルを、メモ帳などのアプリケーションを使って開きます。 
U D:¥Fuji Xerox¥Print Server PX¥cpsi¥Startup¥SubstituteFont.ps 

3 . 以下の箇所の （） 内を代替するフォント名に書き換えます。 

%! PS 

currentg Loba L true setg Loba L 

FX 一 diet /RomanSubst Font (Courier) put 

FX 一 diet /JapaneseSubstFont (HeiseiMin■W3) put 

編集したファイルを保存します。 

5 . Print Server を再起動します。 


フォントの更新 


市販のフォントを追加したら、フォントの更新をしてください。フォントの更新をしないと、追加した 
- ) フォントを Print Server が認識できません。 

ServerManager の[管理]—[フォントの管理]—[フォントを更新]を選択します。 

処理中リストに、「フォントリストの再構築中」と表示されます。 
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6.1Print Server の情報を確認する 


6.1.3 スタートアップページ 


スタートアップべージで 、 Print Server のシステム情報や設定情報を確認できます。 
スタートアップページには、以下の項目がプリントされます。 


総 プリントページ数 

全体 - 

出力速度 


フオント^ - 

標準搭載フォント数 

ページ記述言語 （ PDL ) 

CPSI のパージョンなど 


画質 - 

解像度、 

K オーバープリントなど 

オプション - 

プリンターに搭載されている 
オプション 


用紙サイズ - 

プリンターにセツトされている 
用紙サイズ 



設定 

プリント履歴、スクリーン方式、 
用紙の代用など 

サーバー 

CPU、ServerManager などの 
各種バージョン 

ライセンス 

ライセンス情報 


コミュニケーション 

ネットワーク接続情報 


操作手順 


1 • ServerManager の[システム] — [スタートアップページの印刷]を選択します。 
Z . [〇 K ] をクリックします。 



籲用紙トレイ 

プリントする用紙のある用紙トレイを選択します。 
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6 Print Server の情報と エラー 表示 


6.1.4 エラー 履歴の収集 


ログと設定情報を収集できます。収集できるログは、以下のとおりです。 

-イベント□グ 

-以下のフォルダーにある□グ 

I 1 D:¥Fuji Xerox¥Print Server PX¥Log 

収集したログは、 LHA 形式の圧縮ファイルとして保存されます。ファイル名、および保存先は任意に設定できます。 
7. ServerManager の[システム]—[エラー履歴の収集]を選択します。 

2. ファイル名、保存先を設定し、 [0K] をクリックします。 

選択したフォルダーに、ログが保存されます。 

6.1.5 ジョブ検索 


Print Server のすベてのリストに対して、条件を設定してジョブが検索できます。 
検索結果は、ジョブリストの検索結果リストに表示されます。 

検索されたジョブは、保持、 エラー リストのジョブと同じ操作ができます。 


操作手順 


7 . ServerManager の謹[ジョブ検索]をクリックします 0 

^ 補足 、 [ジョブ]—[ジョブ検索]を選択しても、[ジョブ検索]ダイアログボックスを表示できます。 

Z . 検索条件を設定します。 
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6.1Print Server の情報を確認する 


♦検索対象 


• 全て • ビルドジョブ以外 • ビルドジョブ 

♦検索項目 

チェックマークを 付けて、条件を設定します。 


•ジョブ名 
• ファイルタイプ 
• アカウント 
• ジョブ削除を許可する 
• メモ書き 


• フアイル名 
•受信日時 
• コメント 

• RIP 済み データの 保存 

• メモ書き-コメント 


•用紙サイズ 
• 出力日時 
• カラーモード 


•大文字と小文字の区別 


•所有者 

• アプリケーション 
• 小冊子作成 


• RIP 後のデータをファイルに保存 • 差込印刷 


3 . [〇 K ] をクリックします。 

検索結果ボックスに検索されたジョブが表示されます。 



検索リストのクリア 

ServerManager の[ジョブ]—[検索リストのクリア]を選択すると、検索リストがデフオルトにもどります。 


329 































6 Print Server の情報と エラー 表示 


6.1.6 データの完全消去 


ディスクデータスウィーパーを使用して、データ復元ソフトなどでも復元できないよう、データを完全に消去する 
ことができます。 

松ネ末口 \ • ディスクデータスウィーパーは、削除済みのデータを完全に消去するものです。ごみ箱の中にあるデー 
^ ^夕は、完全消去されません。ごみ箱を空にした上で、データの完全消去を実施してください。 

• データの完全消去には時間がかかります。また、完全消去中は ServerManager のサービスが停止され、 
プリントできなくなります。 


操作手順 


7 . Print Server デスクトップの 「 FX _ DiskDataSweeper 」 アイコンをダブルクリックします 0 


m\ 




ディスクデータスウィーパーが起動します。 

埔斤 [スタート]—[プ□グラム ]— [Fuji Xerox ] ^ [ FX _ DiskDataSweeper ] を選択しても、ディスク 
^ /データスウィーパーを起動できます。 

Z . 各項目を設定し、[〇 K ] をクリックします。 



• ドライブを選択 
完全消去するドライブを選択します。 

補足 A ServerManager のデータは D ドライブにあります。 ServerManager で削除したデータだけを完全消去す 

^- ) る場合は、 [ D ] を選択してください。 

すべての削除データを完全消去する場合は、[すべてのドライブ]を選択してください。 

鲁上書き回数 

データを上書きする回数を選択します。 


松補足、 ディスクデータスウィーパーは、ディスクの空き領域に別のデータを上書きすることで、元データを消去 

^ -^ し、復元できないようにします。 

[上書き回数]に [3 回]を選択した場合、それぞれ異なるデータを3回上書きします。 

• 結果の検証 

ハードディスクが正しく上書き消去されたかどうかを検証します。 

しない 

検証しません。 

10%検証 

上書きしたデータの先頭10%だけを検証します。 

全て検証 

上書きしたすべてのデータを検証します。 
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3 . [はい]をクリックします。 


6.1Print Server の情報を確認する 



データの完全消去が開始されます。 

ぬ浦〒\ • すべてのアプリケーションを終了してから行ってください。また、消去中に対象のドライブにデータの 
書き込み、削除を行わないでください。 

• 消去中にドライブの空き容量が減った場合、上書きに失敗します。逆に、消去中に空き容量が増えた場 
合、増えた分の上書きをすることができません。 

4. 処理の完了を知らせるダイアログボックスが表示されたら、 [0 K ] をクリックします。 
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6 Print Server の情報と エラー 表示 


6.2 エラー ウィンドウについて 

プリンターを使用中に異常が発生すると、 ServerManager の画面に、以下のようなエラーウィンドウが表示され 
ます。表示されたウインドウ内のメッセージに従って、対処してください。 



対処方法に従って対処しても、問題が解決しない場合は、弊社のテレフォンセンター、または販売店にご連絡くだ 
さし、0 
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6.3 エラージョブメッセージについて 


6.3 エラージョブメッセージについて 

エラーになったジョブに表示される、エラーメッセージについて説明します。 

メッセージは、 ServerManager のエラーリスト中の「ステータス」や、プリントオプションの[ジョブ情報]の 
[ステータス]に表示されます。 

6.3.1 RIP エラー 



番号 

エラーリストの 
ステータス 

[ジョブ情報]の 
[ステータス] 

対処方法 

レ 

ぺ 

ノレ 

1〜6 

RIP エラー 

CPSI の内部でエラーが発生 
しました 

通常の使用では発生しません。 

Print Server を再起動してください0 

E 

7 

CPSI 

初期化エラー 

CPSI の内部でエラーが発生 
しました。必要なファイルが 
見つかりません 

通常の使用では発生しません。 

E 

8、9 

RIP エラー 

CPSI の内部でエラーが発生 
しました 

通常の使用では発生しません。 

Print Server を再起動してください0 

E 

10 

RIP エラー 

RIP エラー 

通常の使用では発生しません。 

Print Server を再起動してください。 

E 

11 

VM エラー 

CPSI のメモリが不足してい 
ます 

Print Server を再起動してください。 

このエラーが何度も発生する場合は、弊社 
のテレフォンセンター、または販売店に連 
絡してください。 

E 

12 

ディスク容量不足 

ディスクの容量が不足してい 
ます 

不要なジョブなどを削除して、ディスクの 
空き容量を増やしてから再プリントして 
ください。 

W 

13、14 

RIP エラー 

CPSI の内部でエラーが発生 
しました 

通常の使用では発生しません。 

Print Server を再起動してください0 

E 

91 

PDF 印刷エラー 

この PDF ファイルは印刷を許 
可されていません 

セキュリティーが設定されている PDF 
ファイルはプリントできません。 

E 

92〜94 

PDF 変換エラー 

PDF ファイルを変換するとき 
にエラーが発生しました 

Adobe Reader などからプリントしてく 
ださい。 

E 

100 

ジヨブ入カエラー 

ジョブ読み込みに失敗しまし 
た 

再度、ジョブを Print Server に送信してく 
ださい。 

たびたび起こる場合は、ディスク障害の可 
能性もあります。 

E 

101 

ファイル出カエラー 

ディスクへの書き込みに失敗 
しました 

RIP 直前データの保存に失敗しました。（通 
常の運用では使用されていません） 

不要なジョブなどを削除して、ディスクの 
空き容量を増やしてから再プリントして 
ください。 

空きがあるのに起こる場合は、ディスク障 
害の可能性もあります。 

E 

レベル E :ファイルの修正や再プリントが必要。赤色で表示。 

W :プリントオプションの変更で再プリント可能。マゼンタ色で表示。 

N :エラーを解除すると再プリント可能。黒色で表示。 


333 




























6 Print Server の情報とエラー表示 


番号 

エラーリストの 
ステータス 

[ジョブ 情報]の 
[ステータス] 

対処方法 

レ 

ぺ 

ノレ 

102 

プリントオプションエラー 

分版合成はカラーモード「グ 
レースケール」ではできませ 
ん 

プリントオプションの[カラー] > [力 
ラーモード]〉[グレースケール （K)] と 
[画質] > [その他の設定（画質)] > [色 
分版の合成]を同時に設定してプリントし 
たために発生しました。（[色分版の合成] 
は、フルカラーモードのときに利用できる 
機能です） 

[カラー ] > [カラーモード]を[グレー 
スケール （K)] 以外でプリントしてくだ 
さい0 

W 

103 

プリントオプションエラー 

このプリントオプションでは 
両面印刷できません 

両面印刷ができる用紙サイズを設定して 
再プリントしてください。 

W 

104 

プリンター電源オフ 

プリンタの電源が入っていま 
せん 

プリンターの電源を入れてから、エラーリ 
ストに入った該当するジョブを再開して 
ください。 

W 

106 

ラスター画像変換エラー 

画像変換に失敗しました 

TIFF 画像などの変換に失敗しました。 

E 

107 

PostScript エラー 

PostScript エラーです 

ファイルを確認してください。 

E 

110 

プリフライト出カエラー 

プリフライトレポートの保存 
に失敗しました 

ディスクの空き容量が不足しているため、 
プリフライトレポートをディスクに書き 
込めません。 

不要なジョブなどを削除して、ディスクの 
空き容量を増やしてから再プリントして 
ください。 

空きがあるのに起こる場合は、ディスク障 
害の可能性もあります。 

E 

111 

TIFF ファイル出カエラー 

TIFF ファイルの保存に失敗し 
ました 

ディスクの空き容量が不足しているため、 
TIFF ファイルをディスクに書き込めませ 
ん〇 

不要なジョブなどを削除して、ディスクの 
空き容量を増やしてから再プリントして 
ください。 

空きがあるのに起こる場合は、ディスク障 
害の可能性もあります。 

E 

112 

ディスク容量不足 

RIP 中にディスクの空き容量 
がなくなったため処理を中止 
しました 

不要なジョブなどを削除して、ディスクの 
空き容量を増やしてから再プリントして 
ください。 

W 

114 

RIP 済み デー タ入カエラー 

RIP 済みデータの読み込みに 
失敗しました 

RIP 済みデータを削除して、再フリントし 
てください。 

W 

115 

RIP 済み デー タ出カエラー 

RIP 済みデータの書き込みに 
失敗しました 

ディスクの空き容量が不足しているため、 
RIP 済みデータをディスクに書き込めませ 
ん〇 

不要なジョブなどを削除して、ディスクの 
空き容量を増やしてから再プリントして 
ください。 

空きがあるのに起こる場合は、ディスク障 
害の可能性もあります。 

W 

117 

ユーザ調整ファイルエラー 

ユ _ ザー調整用のファイルが 
見つかりません 

ユーザー調整カーブの割り当て状態を確 
認してから、再プリントしてください。 

W 

118 

キヤリブレーションファイル 
エラー 

キャリブレーション用のファ 
イルが見つかりません 

キャリブレーションの割り当て状態を確 
認してから、再プリントしてください。 

W 

レベル E :ファイルの修正や再プリントが必要。赤色で表示。 

W :プリントオプションの変更で再プリント可能。マゼンタ色で表示。 

N :エラーを解除すると再プリント可能。黒色で表示。 
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6.3 エラージョブメッセージについて 


番号 

エラーリストの 
ステータス 

[ジョブ情報]の 
[ステータス] 

対処方法 

レ 

ぺ 

ノレ 

120 

分版合成エラー 

色版の数が合わないため分版 
合成に失敗しました 

フリントオプションの[画質] > [その他 
の設定（画質）] > [色分版の合成]を 
[QuarkXPress-3 Style] などにしてプリ 
ントしたときに色版の数が合っていませ 
ん〇 

[自動]にして、プリントしてください0 

W 

121 

ディスク容量不足 

ジョブデータがディスクに保 
存されていないため処理でき 
ません 

ジョブが空きディスク容量不足でディス 
クに保存できなかった場合、再プリントや 
プリントオプションの[排出/フィニツシ 
ング/両面] > [ソートする （1 部ごと）] 
などで発生します。 

不要なジョブなどを削除して、ディスクの 
空き容量を増やしてから再度、ジョブを 
Print Server に送信してください。 

E 

122 

両面印刷サイズエラー 

おもて面とうら面の用紙サイ 
ズが異なるため両面印刷でき 
ません 

改ページの場所を調整するか、片面でプリ 
ントしてください。 

W 

123 

プリントオプションエラー 

用紙サイズ•プリンタモード， 
画質モードがフォームと異な 
ります 

フォーム、またはその上に重ねるジョブの 
どちらかのジョブを修正して、再度、差込 
印刷をしてください。 

W 

124 

TIFF ファイル名エラー 

TIFF ファイル名が重複するた 
め処理できません 

TIFF フォルダーから不要なファイルを削 
除して、再開してください。 

E 

125 

プリントオプションエラー 

RIP 済みデータの用紙サイズ 
が不適当なため/」ゝ冊子作成は 
できません 

用紙サイズを確認し、 RIP 済みデータを削 
除して再度小冊子作成をしてください。 

W 

126 

プリントオプションエラー 

指定された用紙種類では両面 
印刷できません 

両面印刷ができる用紙を使用してくださ 
い0 

W 

132 

プリントオプションエラー 

RGB 画像警告はカラーモード 
「グレースケール」ではできま 
せん 

RGB 画像警告を使用する場合は、フリン 
トオプションの[カラー] > [カラーモー 
ド]を[グレースケール （ K )] 以外にし 
てください。 

W 

133 

メモリ不足エラー 

メモリの確保に失敗しました 

メモリー容量が不足しています。メモリー 
不足の問題を解決してから再プリントし 
てください。 

E 

134 

プリントオプションエラー 

分版合成しながら差込印刷す 
ることはできません 

プリントオプションを設定し直してくだ 
さい0 

W 

139 

用紙トレイなし 

指定された用紙サイズ （RIP 
済みデータの用紙サイズ（用 
紙サイズ)、用紙種類）に必要 
なトレイがありません 

RIP 済みデータの用紙サイズをトレイに 
セツトするか、 RIP 済みデータを削除して、 
再度 RIP し直してください。 

W 

140 

サイズエラー 

EPS/TIFF/JPEG では、用紙サ 
イズを「変更しない」にした 
場合、手差しトレイは指定で 
きません 

EPS、TIFF、 および JPEG ファイルは、手 
差しトレイ以外の用紙トレイを指定して 
ください。 

W 

141 

サイズエラー 

節電中にトレイの用紙サイズ 
が変更されたため印刷できま 
せんでした 

用紙サイズを確認してください。 

N 

142 

サイズエラー 

SunRaster/XWD は指定用紙 
サイズに印刷できません 

用紙サイズを確認してください。 

W 

143 

RGB 色補正プロファイルエ 
ラー 

RGB 色補正プロファイルが見 
つかりません 

プロファイルを確認してください。 

W 

144 

RGB 出カプロファイルエラー 

RGB 出カプロファイルが見つ 
かりません 

プロファイルを確認してください。 

W 

レベル E :ファイルの修正や再プリントが必要。赤色で表示。 

W :プリントオプションの変更で再プリント可能。マゼンタ色で表示。 

N :エラーを解除すると再プリント可能。黒色で表示。 
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6 Print Server の情報とエラー表示 


番号 

エラーリストの 
ステータス 

[ジョブ 情報]の 
[ステータス] 

対処方法 

レ 

ぺ 

ノレ 

145 

フォーム登録 
エラー 

指定した番号は使われていた 
ため、フォー厶として登録す 
ることができませんでした 

未登録の番号を使用してください。 

W 

146 

差込印刷エラー 

差込印刷に使用するフォーム 
が登録されていません 

使用するフォームを登録してください。 

W 

147 

差込印刷エラー 

分版出力のジョブはフォーム 
として登録できません 

プリントオプションを変更してください。 

W 

148 

プリントオプションエラー 

分版出力のジョブは差込印刷 
できません 

プリントオプションを変更してください。 

W 

149 

差込印刷エラー 

フォームの RIP 済みデータが 
ないため差込印刷できません 

RIP 済みデータを作成してください。 

W 

150 

RIP 済みデータ入カエラー 

フォームの RIP 済みデータの 
読み込みに失敗しました 

再度 RIP 済みデータを読み込んでくださ 
い0 

W 

151 

プリントオプションエラー 

差込印刷できない用紙サイズ 
です 

用紙サイズを確認してください。 

W 

152 

RIP エラー 

CMYK 色補正に問題（木）が 
あります 

氺に表示される番号を書き留めたうえで、 
弊社のテレフォンセンター、または販売店 
に連絡してください。 

E 

153 

RIP エラー 

トナー制限に問題（氺）があ 
ります 

氺に表示される番号を書き留めたうえで、 
弊社のテレフォンセンター、または販売店 
に連絡してください。 

E 

154 

RIP エラー 

RGB 画像警告に問題（木）が 
あります 

氺に表示される番号を書き留めたうえで、 
弊社のテレフォンセンター、または販売店 
に連絡してください。 

E 

155 

RIP エラー 

ユーザー調整， TRC •キャリ 
ブレーションに問題（氺）が 
あります 

氺に表示される番号を書き留めたうえで、 
弊社のテレフォンセンター、または販売店 
に連絡してください。 

E 

157 

プリントオプションエラー 

範囲指定したページがありま 
せん 

ページ範囲の設定を確認してください。 

W 

158 

差込印刷エラー 

指定されたフォームには既に 
セキュリティ指定のジョブが 
登録されています 

未登録の番号を使用してください。 

W 

159 

フリントオプションエラー 

RIP 済みデータの用紙サイズ 
が不適当なため 2 アップでき 
ません 

用紙サイズを確認し、 RIP 済みデータを削 
除して再度 2 アッププリントをしてくだ 
さい0 

W 

161 

プリントオプションエラー 

2 色印刷シミュレーションで 
使用する色版が指定されてい 
ません 

使用する色版を設定してください。 

W 

162 

差込印刷エラー 

指定されたフォームにはセ 
キュリティが指定されていま 
す 

フォームのセキュリティー設定を解除す 
るか、下地ジョブにも、フォームと同棣の 
セキュリティーの設定をしてください。 

W 

163 

差込印刷エラー 

フォームとデータのパスワー 
ドが違います 

フォームと下地ジョブには、同じパスワー 
ドを設定してください。 

W 

166 

フリントオプションエラー 

用紙サイズ/イメージサイズ 
が不適当なため/」ゝ冊子作成で 
きません 

用紙サイズ/イメージサイズを確認してく 
ださい。 

W 

167 

プリントオプションエラー 

用紙サイズ/イメージサイズ 
が不適当なため 2 アップでき 
ません 

用紙サイズ/イメージサイズを確認してく 
ださい。 

W 

レベル E :ファイルの修正や再プリントが必要。赤色で表示。 

W :プリントオプションの変更で再プリント可能。マゼンタ色で表示。 

N :エラーを解除すると再プリント可能。黒色で表示。 


336 






























6.3 エラージョブメッセージについて 


番号 

エラーリストの 
ステータス 

[ジョブ情報]の 
[ステータス] 

対処方法 

レ 

ぺ 

ノレ 

170 

小冊子作成エラー 

指定された用紙種類では小冊 
子作成ができません 

用紙種類を変更してください。 

W 

186 

サイズエラー 

指定された用紙サイズはサ 
ポート範囲外です 

設定された用紙サイズが定型サイズ、カス 
タムサイズ範囲外です。 

変更してください。 

W 

188 

パンチ不可 

指定された位置にパンチはで 
きません 

パンチ位置を確認してください。 

W 

190 

ビルドジョブエラー 

指定されたビルドジョブには 
個々のジョブが含まれていま 
せん 

空のビルドジョブをフリントしようとし 
ました。 

ビルドジョブを確認してください。 

E 

191 

小冊子エラー 

コンポジット分解指定のジョ 
ブは小冊子作成ができません 

プリントオプションの[画質] > [その他 
の設定（画質)] > [色分版の合成]が[コ 
ンポジツト分解]になっていますので、変 
更してください。 

W 

193 

2アップエラー 

画質モード、またはプリンタ 
モードが混在しているため、2 
アップ印刷ができません 

異なる画質モード、またはプリンタモード 
のジョブを組み合わせて（ビルド）2アツ 
プにしています。 

画質モード、またはプリンタモードを合わ 
せてください。 

W 

198 

プリントオプションエラー 

指定された用紙サイズは出力 
イメージサイズよりも小さい 
ためプリントできません 

プリントできる用紙サイズを設定してく 
ださい。 

W 

199 

RIP エラー 

RIP ェラー 

弊社のテレフォンセンター、または販売店 
に連絡してください。 

E 

200 

プリントオプションエラー 

フォームジョブとデータジョ 
ブの Rl P サイズが異なるため、 
差込印刷ができません 

小冊子作成の RIP サイズがフォー厶ジョブ 
とデータジョブのサイズを合わせてくだ 
さい0 

W 

201 

用紙トレイなし 

イメージサイズ(*ス氺氺 mm) 
以上、用紙の種類の用紙があ 
りません 

小冊子作成時のイメージサイズ （RIP サイ 
ズ、とじしろ量、ずらし量）を印字できる 
用紙サイズがトレイにセツトされていま 
せん。 

設定を変更してください。 

W 

202 

イメージサイズエラー 

イメージサイズ（木 X 木木 
mm ) はサボート用紙サイズ 
を超えています 

小冊子作成時のイメージサイズ （RIP サイ 
ズ、とじしろ量、ずらし量）が機械のサ 
ポートしている用紙サイズを超えていま 
す。（氺は出カイメージの幅、氺氺は出力 
イメ ージの長さ） 

設定を変更してください。 

W 

203 

プリントオプションエラー 

小冊子作成オプションの設定 
がフォームとデータで異なり 
ます 

フォー厶とデータの小冊子作成オプショ 
ンの設定を確認してください。 

W 

206 

プリントオプションエラー 

小冊子作成オフションが正し 
くないため、小冊子作成でき 
ません 

小冊子作成オプションの設定を確認して 
ください。 

W 

207 

プリントオプションエラー 

指定された用紙サイズではリ 
ピートできないためプリント 
できません 

用紙サイズ確認してください。 

W 

208 

プリントオプションエラー 

連続階調（アンチェイリアス） 
の時は差込印刷ができません 

プリントオプションを変更してください。 

W 

レベル E :ファイルの修正や再プリントが必要。赤色で表示。 

W :プリントオプションの変更で再フリント可能。マゼンタ色で表示。 

N :エラーを解除すると再プリント可能。黒色で表示。 
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6 Print Server の情報とエラー表示 


番号 

エラーリストの 
ステータス 

[ジョブ 情報]の 
[ステータス] 

対処方法 

レ 

ぺ 

ノレ 

209 

プリントオプションエラー 

指定された用紙サイズはプリ 
ンタモード連続階調（アンチ 
ェイリアス）で処理できませ 
ん 

A2 し または B3L の用紙サイズが設定さ 
れています。 

設定を変更してください。 

W 

211 

プリントオプションエラー 

連続階調（アンチェイリアス） 
の時はウォーターマーク挿入 
ができません 

プリントオプションを変更してください。 

W 

212 

プリントオプションエラー 

ウォーターマーク挿入できな 
い用紙サイズです 

用紙サイズを確認してください。 

W 

213 

プリントオプションエラー 

分版出力のジョブはウォー 
夕ーマーク挿入できません 

プリントオプションを変更してください。 

W 

214 

プリントオプションエラー 

ウォーターマーク挿入に使用 
するフォームが登録されてい 
ません 

ウォーターマーク挿入に使用するフォー 
厶を登録してください。 

W 

215 

プリントオプションエラー 

カラーモードが異なるため、 
ウォーターマーク挿入ができ 
ません 

ウォーターマークのカラーモードを変更 
してください。 

W 

219 

イメージサイズエラー 

イメージサイズが、用紙サイ 
ズより幅方向と長さ方向の両 
方向共に設定値以上小さいた 
めプリントできません 

プリントオプションの[出力方法] > [そ 
の他の設定（出力方法）] > [余白が大き 
すぎる場合、処理を中止する]が[する] 
の場合に、プリントするデータのページサ 
イズが用紙サイズよりも幅方向と長さ方 
向がともに設定値以上小さいことを検知 
しました。 

データを変更する、または[余白が大きす 
ぎる場合、処理を中止する]を[しない] 
にしてください。 

W 

220 

小冊子エラー 

用紙トレイと出力用紙サイズ 
が違うため、小冊子作成がで 
きません 

表紙用トレイとプリント用紙サイズが異 
なっています。 

用紙トレイを確認してください。 

W 

221 

小冊子エラー 

1 枚目の用紙トレイと 2 枚目 
以降の用紙トレイのサイズが 
違うため、小冊子作成ができ 
ません 

表紙用トレイとプリント用紙サイズが異 
なっています。 

用紙トレイを確認してください。 

W 

222 

差込印刷エラー 

フォームのパスワードが違い 
ます 

フォームに設定されているパスワードを 
確認してください。 

W 

223 

濃度調整ファイルエラー 

濃度調整ファイルが見つかり 
ません 

濃度調整ファイルの割り当て状態を確認 
してから、再プリントしてください。 

W 

226 

RGB ソースプロファイルエ 
ラー 

RGB ソースプロファイルが見 
つかりません 

RGB ソースプロファイルの割り当て状態 
を確認してから、再プリントしてくださ 
い0 

W 

228 

CMYK ソースプロファイルエ 
ラー 

CMYK ソースプロファイルが 
見つかりません 

CMYK ソースプロファイルの割り当て状 
態を確認してから、再プリントしてくださ 
い0 

W 

230 

トナー総量調整プロファイル 
エラー 

トナー総量調整プロファイル 
が見つかりません 

トナー総量調整プロファイルの割り当て 
状態を確認してから、再プリントしてくだ 
さい0 

W 

231 

プリントオプションエラー 

用紙サイズが不適当なためリ 
ピートプリントできません 

用紙サイズを確認してください。 

W 

232 

小冊子エラー 

イメージサイズが出力用紙サ 
イズより大きいため、小冊子 
作成ができません 

用紙サイズを確認してください。 

W 

レベル E :ファイルの修正や再プリントが必要。赤色で表示。 

W :プリントオプションの変更で再プリント可能。マゼンタ色で表示。 

N :エラーを解除すると再プリント可能。黒色で表示。 
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6.3 エラージョブメッセージについて 


番号 

エラーリストの 
ステータス 

[ジョブ情報]の 
[ステータス] 

対処方法 

レ 

ぺ 

ノレ 

235 

プリフライトプロファイルエ 
ラー 

プリフライトプロファイルが 
見つかりません 

プリフライトプロファイルの割り当て状 
態を確認してから、再プリントしてくださ 
い0 

W 

236 

フォントなし 

指定されたフォントがありま 
せん 

PostScript ファイル、またはページ番号 
に設定されたフォントがデータやシステ 
厶にありません。 

フォントを確認してください。 

W 

237 

差込印刷エラー 

指定されたファイルタイプで 
は差込印刷できません 

EPS、TIFF、 および JPEG ファイルは、差 
込印刷用フォームとして使用できません。 

ファイルタイプを変更してください。 

W 

238 

小冊子作成エラー 

指定されたファイルタイプで 
は小冊子作成ができません 

EPS、TIFF、 および JPEG ファイルは、小 
冊子作成できません。 

ファイルタイプを変更してください。 

W 

240 

フリントオプションエラー 

指定された用紙サイズでは片 
方を180度回転できません 

プリントオプションを変更してください。 

W 

241 

プリントオプションエラー 

PDF/PS ではイメージサイズ 
「変更しない」を指定して、異 
なるサイズの用紙に合わせる 
ことはできません 

プリントオプションを変更してください。 

W 

255 

プリントオプションエラー 

リピートプリントと小冊子作 
成は同時に設定できません 

プリントオプションを変更してください。 

W 

260 

プリントオプションエラー 

小冊子作成とリピートプリン 
卜と面付けは同時に2つ以上 
設定できません 

プリントオプションを変更してください。 

W 

271 

プリントオプションエラー 

指定された排出先は使用でき 
ません 

プリントオプションを変更してください。 

W 

272 

レコード分割エラー 

レコード区切り情報がありま 
せん 

プリントオプションを変更してください。 

W 

273 

プリントオプションエラー 

レコード分割と小冊子作成は 
同時に設定できません 

プリントオプションを変更してください。 

W 

274 

フリントオプションエラー 

レコード分割とリ ピー トプリ 
ントは同時に設定できません 

プリントオプションを変更してください。 

W 

276 

フリントオプションエラー 

レコード分割と2アップ印刷 
は同時に設定できません 

プリントオプションを変更してください。 

W 

277 

ぺ _ ジ番号付けエラー 

ページ番号付けで使う設定 
ファイルが見つかりません 

[設定ファイルの管理]ダイアログボック 
スで、ページ番号付け設定ファイルが設定 
されていることを確認してください。 

W 

280 

特色未登録エラー 

ドキュメントに未登録の特色 
が'使用されています 

特色を登録してください。 

W 

281 

特色処理エラー 

ドキュメント内の特色の数が 
処理可能数を超えています 

使用している特色の数を減らしてくださ 
し、0または、 SetOverPrintWrn.ps を編集 
し、扱える特色の数を増やしてください。 

「7.1.6コンポジットオーバープリントの 
設定」 （P.360) を参照してください。 

W 

282 

画像警告プリントオプション 
エラー 

サーバーの環境設定により画 
像警告フリントオプションは 
設定できません 

[プリントジョブの設定]—[画像警告指 
定]を[無視しない]にしてください。 

W 

284 

プリントオプションエラー 

特色に CMYK 色調整を適用と 
コンポジット特色補正を同時 
にオフにできません 

プリントオプションを変更してください。 

W 

レベル E :ファイルの修正や再プリントが必要。赤色で表示。 

W :プリントオプションの変更で再プリント可能。マゼンタ色で表示。 

N :エラーを解除すると再プリント可能。黒色で表示。 
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6 Print Server の情報とエラー表示 


番号 

エラーリストの 
ステータス 

[ジョブ 情報]の 
[ステータス] 

対処方法 

レ 

ぺ 

ノレ 

285 

中とじ*中折りエラー 

用紙サイズが混在しているた 
め、中とじ•中折りできません 

用紙サイズを統一してください。 

W 

286 

出力枚数超過エラー 

出力可能な最大枚数を超えま 
した 

1 ジョブ（ビルドジョブの場合は、連結さ 
れた 1 ジョブ単位）でプリントできる最大 
枚数は、 65,535 枚です。 

プリント枚数が最大枚数を超えないよう 
に、プリントオプションを変更してくださ 
い0 

W 

287 

用紙種類設定エラー 

指定した用紙種類と坪量が正 
しくありません 

用紙トレイに対する用紙種類を正しく設 
定してください。 

W 

293 

ホチキス不可 

指定した針数のホチキスはで 
きません 

ホチキスの設定を確認してください。 

W 

294 

パンチ不可 

指定した穴数のパンチはでき 
ません 

パンチ穴の設定を確認してください。 

W 

296 

トレイ選択エラー 

指定されたトレイからは印刷 
することはできません 

用紙トレイの設定を確認してください。 

W 

297 

プリントオプションエラー 

小冊子作成と特殊ページは同 
時に設定できません 

プリントオプションを変更してください。 

W 

299 

プリントオプションエラー 

リピートプリントと特殊ぺ一 
ジは同時に設定できません 

プリントオプションを変更してください。 

W 

301 

ホチキス/紙折り不可 

指定されたホチキスと紙折り 
はできません 

プリントオプションを変更してください。 

W 

302 

ホチキス/紙折り不可 

指定されたホチキス位置と紙 
折りはできません 

プリントオプションを変更してください。 

W 

303 

パンチ/紙折り不可 

指定されたパンチと紙折りは 
できません 

プリントオプションを変更してください。 

W 

304 

パンチ/紙折り不可 

指定されたパンチ位置と紙折 
りはできません 

プリントオプションを変更してください。 

W 

305 

ホチキス/パンチ/紙折り不可 

指定されたホチキスとパンチ 
と紙折りはできません 

プリントオプションを変更してください。 

W 

306 

ホチキス/パンチ/紙折り不可 

指定された位置のホチキス、 
パンチと紙折りはできません 

プリントオプションを変更してください。 

W 

307 

合紙挿入エラー 

表紙の両面印刷指定時に表紙 
の外側と内側の間に合紙を挿 
入することはできません。 

プリントオプションを変更してください。 

W 

308 

レコード分割エラー 

特殊ページで両面指定がされ 
たおもて面とうら面をレコー 
ド分割することはできません 

プリントオプションを変更してください。 

W 

309 

プリントオプションエラー 

特殊ページと 2 アップ印刷は 
同時に設定できません 

プリントオプションを変更してください。 

W 

310 

用紙サイズエラー 

トレイの用紙サイズが設定さ 
れていません 

フリントオプションを変更してください。 

W 

311 

用紙トレイエラー 

トレイが正しくセツトされて 
いません 

フリントオプションを変更してください。 

W 

312 

フリントオプションエラー 

ソートする（一部ごと）が才 
フの時に、一組の枚数が指定 
された用紙を使用して複数部 
数出力することはできません 

フリントオプションを変更してください。 

W 

レベル E :ファイルの修正や再プリントが必要。赤色で表示。 

W :プリントオプションの変更で再プリント可能。マゼンタ色で表示。 

N :エラーを解除すると再プリント可能。黒色で表示。 


3 的 































6.3 エラージョブメッセージについて 


番号 

エラーリストの 
ステータス 

[ジョブ情報]の 
[ステータス] 

対処方法 

レ 

ぺ 

ノレ 

313 

ホチキス位置エラー 

両面設定（長辺とじ/短辺と 
じ）では、指定された位置（短 
辺/長辺）にホチキスできませ 
ん 

プリントオプションを変更してください。 

W 

314 

パンチ位置エラー 

両面設定（長辺とじ/短辺と 
じ）では、指定された位置（短 
辺/長辺）にパンチできません 

プリントオプションを変更してください。 

W 

315 

プリントオプションエラー 

手差し手動両面指定では、手 
差しトレイ以外の用紙トレイ 
は指定できません 

プリントオプションを変更してください。 

W 

318 

ディスク容量不足 

ディスクの空き容量がなく 
なったため処理を中止しまし 
た 

不要なジョブなどを削除して、ディスクの 
空き容量を増やしてから再プリントして 
ください。 

W 

325 

RIP エラー 

RIP するページが見つかりま 
せん 

RIP 済みデータを再作成してください。 

W 

335 

プリントオプションエラー 

サムネール編集情報を保持し 
たジョブはフォーム登録でき 
ません 

プリントオプションを変更してください。 

W 

338 

PDF エラー 

PDF エラーが発生しました 

PDF に問題がないか確認してください。 

E 

339 

APPE 内部エラー 

APPE の内部でエラーが発生 
しました 

ファイルを確認してください。 

E 

342 

ライセンスエラー 

RIP 確認用 PDF ファイル保存 
オプションのライセンスが設 
定されていません 

ライセンスの設定を確認してください。 

E 

351 

ライセンスエラー 

トラッビングの自動指定オフ 
ションのライセンスが設定さ 
れていません 

ライセンスの設定を確認してください。 

E 

レベル E :ファイルの修正や再プリントが必要。赤色で表示。 

W :プリントオプションの変更で再プリント可能。マゼンタ色で表示。 

N :エラーを解除すると再プリント可能。黒色で表示。 


3^1 





















6 Print Server の情報とエラー表示 


6.3.2 コント□—ラーボードエラー 


•コントロ_ラ_ボードエラーが発生すると、エラーリストには「コントローラボードエラー」と表爪されま 
す。 

•エラーコードには、以下のものがあります。 


番号 

[ジョブ 情報]の 
[ステータス] 

対処方法 

レ 

ぺ 

ノレ 

1001〜1004、1011〜1015、 

1〇〇 C 〜 100E、 1051,1052, 
1061、1500〜1504、1506、 
16〇〇〜1602、2031 

コントローラボードでエラーが発生しま 
した 

基本的にこのェラーコードでジョブがェ 
ラーになることはありません。 

Print Server を再起動してください。 

E 

1081 

コント ロー ラボードでエラーが発生しま 
した 

基本的にこのェラーコードでジョブがェ 
ラーになることはありません。 

Print Server を再起動してください0 

N 

1801 

プリンターとの通信に失敗しました。 

ネットワークの状態を確認してくださ 
い0 

ネットワークの状態を確認してください。 

E 

1802 

プリンターのメモリー不足です。 

36「ソ6「1\/13113016「以外のソフトウェアを実 
行しない状態で再実行、または拡張メモ 
リーの追加をしてください。 

E 

2031 

コント ロー ラボードでエラーが発生しま 
した 

メモリー容量が不足しています。 

36「ソ6「1\/13阳016「以外のソフトウェアを実 
行しない状態で再実行、または拡張メモ 
リーの追加をしてください。 

W 

レベル E :ファイルの修正や再プリントが必要。赤色で表示。 

W :プリントオプションの変更で再プリント可能。マゼンタ色で表示。 

N :エラーを解除すると再プリント可能。黒色で表示。 


6.3.3 プリンターエラー 


番号 

エラーリストの 
ステータス 

[ジョブ 情報]の 
[ステータス] 

対処方法 

レ 

ぺ 

ノレ 

1 

プリンターエラー 

プリンタが故障しています 

弊社のテレフォンセンター、または販売店 
に連絡してください。 

N 

10 

接続エラー 

プリンターとの通信に失敗し 
ました 

接続を確認してください。 

E 

11 

ジョブ履歴なし 

プリンターにジョブ履歴があ 
りません 

ジョブ履歴を確認してください。 

E 

99 

プリンターエラー 

プリンタでエラーが発生しま 
した。プリンタを確認してく 
ださい 

弊社のテレフォンセンター、または販売店 
に連絡してください。 

N 

101 

トレイ1故障 

トレイ1が故障しています 

弊社のテレフォンセンター、または販売店 
に連絡してください。 

N 

102 

トレイ2故障 

トレイ2が故障しています 

弊社のテレフォンセンター、または販売店 
に連絡してください。 

N 

103 

トレイ3故障 

トレイ3が故障しています 

弊社のテレフォンセンター、または販売店 
に連絡してください。 

N 

レベル E :ファイルの修正や再プリントが必要。赤色で表示。 

W :プリントオプションの変更で再プリント可能。マゼンタ色で表示。 

N :エラーを解除すると再プリント可能。黒色で表示。 


3^2 





























6.3 エラージョブメッセージについて 


番号 

エラーリストの 
ステータス 

[ジョブ情報]の 
[ステータス] 

対処方法 

レ 

ぺ 

ノレ 

104 

トレイ 4 故障 

トレイ 4 が故障しています 

弊社のテレフォンセンター、または販売店 
に連絡してください。 

N 

105 

手差しトレイ故障 

手差しトレイが故障していま 
す 

弊社のテレフォンセンター、または販売店 
に連絡してください。 

N 

106 

大容量トレイ故障 

大容量トレイが故障していま 
す 

弊社のテレフォンセンター、または販売店 
に連絡してください。 

N 

no 

フィニッシャー故障 

フイニッシヤーが故障してい 
ます 

弊社のテレフォンセンター、または販売店 
に連絡してください。 

N 

201 

カバーオープン 

カバーを閉じてください 

カバーを閉じてください。 

N 

202 

カバーオープン 

カバーを閉じてください 

カバーを閉じてください。 

N 

204 

カバーオープン 

カバーを閉じてください 

カバーを閉じてください。 

N 

205 

カバーオープン 

カバーを閉じてください 

カバーを閉じてください。 

N 

206 

カバーオープン 

カバーを閉じてください 

カバーを閉じてください。 

N 

207 

カバーオープン 

カバーを閉じてください 

カバーを閉じてください。 

N 

208 

トレイ用紙サイズェラー 

トレイにサイズが正しくない 
用紙がセットされています 

正しい用紙をセットしてください。 

N 

209 

カバーオープン 

カバーを閉じてください 

カバーを閉じてください。 

N 

210 

トレイセツトェラー 

トレイが正しくセットされて 
いません 

トレイを正しくセットしてください。 

N 

212 

トレイ用紙サイズェラー 

トレイの用紙サイズを確認し 
てください 

正しい用紙をセットしてください。 

N 

217 

枠あり OHP 検知 

枠あり〇 HP を検出しました 

正しい用紙をセットしてください。 

N 

221 

トレイ 1 紙づまり 

トレイ 1 が紙づまりです 

詰まった用紙を取り除いてください。 

N 

222 

トレイ 2 紙づまり 

トレイ 2 が紙づまりです 

詰まった用紙を取り除いてください。 

N 

223 

トレイ 3 紙づまり 

トレイ 3 が紙づまりです 

詰まった用紙を取り除いてください。 

N 

224 

トレイ4紙づまり 

トレイ4が紙づまりです 

詰まった用紙を取り除いてください。 

N 

225 

手差しトレイ紙づまり 

手差しトレイが紙づまりです 

詰まった用紙を取り除いてください。 

N 

231 

大容量トレイ紙づまり 

大容量トレイが紙づまりです 

詰まった用紙を取り除いてください。 

N 

232 

紙づまり 

紙づまりです 

詰まった用紙を取り除いてください。 

N 

234 

フィニッシャー紙づまり 

フイニッシヤーで紙づまりで 
す 

詰まった用紙を取り除いてください。 

N 

251 

イェロー トナーなし 

イエロートナーがありません 

イエローのトナーカートリッジを交換し 
てください。 

N 

252 

マゼンタトナーなし 

マゼンタトナーがありません 

マゼンタのトナーカートリッジを交換し 
てください。 

N 

253 

シアントナーなし 

シアントナーがありません 

シアンのトナーカートリッジを交換して 
ください。 

N 

254 

ブラックトナーなし 

ブラックトナーがありません 

ブラックのトナーカートリッジを交換し 
てください。 

N 

266 

トナー回収ボトルなし 

トナー回収ボトルを確認して 
ください 

トナー回収ボトルを正しくセットしてく 
ださい。 

N 

267 

トナー回収ボトルフル 

トナー回収ボトルを交換して 
ください 

トナー回収ボトルを交換してください。 

N 

レベル E :ファイルの修正や再プリントが必要。赤色で表示。 

W :プリントオプションの変更で再プリント可能。マゼンタ色で表示。 

N :エラーを解除すると再プリント可能。黒色で表示。 


3 « 








































6 Print Server の情報とエラー表示 


番号 

エラーリストの 
ステータス 

[ジョブ 情報]の 
[ステータス] 

対処方法 

レ 

ぺ 

ノレ 

273 

ホチキスなし 

ホチキスの針がありません 

ホチキスの針を補給してください。 

N 

274 

ホチキス故障 

ホチキスが故障しています 

弊社のテレフォンセンター、または販売店 
に連絡してください。 

N 

278 

フィニッシャー障害物検知 

フィニッシャーが障害物を検 
知しました 

障害物を取り除いてください。 

N 

279 

中綴じ用ホチキス故障 

中綴じ用ホチキスが故障して 
います 

弊社のテレフォンセンター、または販売店 
に連絡してください。 

N 

281 

トレイ 1 用紙なし 

トレイ 1 に用紙がありません 

用紙を補給してください。 

N 

282 

トレイ 2 用紙なし 

トレイ 2 に用紙がありません 

用紙を補給してください。 

N 

283 

トレイ 3 用紙なし 

トレイ 3 に用紙がありません 

用紙を補給してください。 

N 

284 

トレイ 4 用紙なし 

トレイ 4 に用紙がありません 

用紙を補給してください。 

N 

285 

手差しトレイ用紙なし 

手差しトレイに用紙がありま 
せん 

用紙を補給してください。 

N 

286 

トレイ 6 用紙なし 

手差しトレイに用紙がありま 
せん 

用紙を補給してください。 

N 

300 

排出トレイフル 

トップトレイがいっぱいです 

トップトレイから用紙を取り除いてくだ 
さい0 

N 

301 

排出トレイフル 

排出トレイがいっぱいです 

排出トレイから用紙を取り除いてくださ 
い0 

N 

322 

排出トレイフル 

排出トレイがいっぱいです 

フィニッシャーの排出トレイから用紙を 
取り除いてください。 

N 

323 

排出トレイフル 

排出トレイがいっぱいです 

フィニッシャーの排出トレイから用紙を 
取り除いてください。 

N 

330 

プリンターエラー 

イエロードラムを確認してく 
ださい 

イエロードラムが正しくセットされてい 
るか確認してください。 

N 

331 

プリンターエラー 

マゼンタドラムを確認してく 
ださい 

マゼンタドラムが正しくセットされてい 
るか確認してください。 

N 

332 

プリンターエラー 

シアンドラムを確認してくだ 
さい 

シアンドラムが正しくセットされている 
か確認してください。 

N 

333 

プリンターエラー 

ブラックドラ厶を確認してく 
ださい 

ブラックドラムが正しくセットされてい 
るか確認してください。 

N 

334 

プリンターエラー 

イエロードラムが故障してい 
ます 

弊社のテレフォンセンター、または販売店 
に連絡してください。 

N 

335 

プリンターエラー 

マゼンタドラムが故障してい 
ます 

弊社のテレフォンセンター、または販売店 
に連絡してください。 

N 

336 

プリンターエラー 

シアンドラムが故障していま 
す 

弊社のテレフォンセンター、または販売店 
に連絡してください。 

N 

337 

プリンターエラー 

ブラックドラムが故障してい 
ます 

弊社のテレフォンセンター、または販売店 
に連絡してください。 

N 

338 

プリンターエラー 

イエロードラムのタイプを確 
認してください 

正しいイエロードラムをセットしてくだ 
さい0 

N 

339 

プリンターエラー 

マゼンタドラムのタイプを確 
認してください 

正しいマゼンタドラムをセットしてくだ 
さい0 

N 

340 

プリンターエラー 

シアンドラムのタイプを確認 
してください 

正しいシアンドラムをセットしてくださ 
い0 

N 

レベル E :ファイルの修正や再プリントが必要。赤色で表示。 

W :プリントオプションの変更で再プリント可能。マゼンタ色で表示。 

N :エラーを解除すると再プリント可能。黒色で表示。 


3 劬 




































6.3 エラージョブメッセージについて 


番号 

エラーリストの 
ステータス 

[ジョブ情報]の 
[ステータス] 

対処方法 

レ 

ぺ 

ノレ 

341 

プリンターエラー 

ブラックドラムのタイプを確 
認してください 

正しいブラックドラムをセットしてくだ 
さい0 

N 

342 

プリンターエラー 

イエロードラムを交換してく 
ださい 

イエロードラムを交換してください。 

N 

343 

プリンターエラー 

マゼンタドラムを交換してく 
ださい 

マゼンタドラムを交換してください。 

N 

344 

プリンターエラー 

シアンドラムを交換してくだ 
さい 

シアンドラムを交換してください。 

N 

345 

プリンターエラー 

ブラックドラムを交換してく 
ださい 

ブラックドラムを交換してください。 

N 

346 

プリンターエラー 

イエロートナーカートリッジ 
がありません 

イエローのトナーカートリッジを交換し 
てください。 

N 

347 

プリンターエラー 

マゼンタトナーカートリッジ 
がありません 

マゼンタのトナーカートリッジを交換し 
てください。 

N 

348 

プリンターエラー 

シアントナーカートリッジが 
ありません 

シアンのトナーカートリッジを交換して 
ください。 

N 

349 

プリンターエラー 

ブラックトナーカートリッジ 
がありません 

ブラックのトナーカートリッジを交換し 
てください。 

N 

351 

プリンターエラー 

イエロートナーが故障してい 
ます 

弊社のテレフォンセンター、または販売店 
に連絡してください。 

N 

352 

プリンターエラー 

マゼンタトナーが故障してい 
ます 

弊社のテレフォンセンター、または販売店 
に連絡してください。 

N 

353 

プリンターエラー 

シアントナーが故障していま 
す 

弊社のテレフォンセンター、または販売店 
に連絡してください。 

N 

354 

プリンターエラー 

ブラックトナーが故障してい 
ます 

弊社のテレフォンセンター、または販売店 
に連絡してください。 

N 

356 

プリンターエラー 

イエロートナーのタイプを確 
認してください 

正しいイエロートナーカートリッジを 
セットしてください。 

N 

357 

プリンターエラー 

マゼンタトナーのタイフを確 
認してください 

正しいマゼンタトナーカートリッジを 
セットしてください。 

N 

358 

プリンターエラー 

シアントナーのタイフを確認 
してください 

正しいシアントナーカートリッジをセッ 
卜してください。 

N 

359 

プリンターエラー 

ブラックトナーのタイプを確 
認してください 

正しいブラックトナーカートリッジを 
セットしてください。 

N 

361 

パンチボックスセットエラー 

パンチボックスが正しくセッ 
卜されていません 

パンチボックスを正しくセットしてくだ 
さい0 

N 

362 

ステープルダストフル 

ステープルダストボックスが 
いっぱいです 

ステープルダストボックスからゴミを取 
り除いてください。 

N 

363 

ステープルボックスセットエ 
ラー 

ステーフルボックスを確認し 
てください 

弊社のテレフォンセンター、または販売店 
に連絡してください。 

N 

364 

パンチダストフル 

パンチダストボックスがいっ 
ぱいです 

パンチダストボックスを空にしてくださ 
い0 

N 

372 

HCF トレイエラー 

HCF の用紙サイズが正しくあ 
りません 

正しい用紙をセットしてください。 

N 

373 

HCF トレイエラー 

HCF のトレイ設定を確認して 
ください 

大容量給紙トレイのトレイ設定を確認し 
てください。 

N 

レベル E :ファイルの修正や再プリントが必要。赤色で表示。 

W :プリントオプションの変更で再プリント可能。マゼンタ色で表示。 

N :エラーを解除すると再プリント可能。黒色で表示。 


3^5 


































6 Print Server の情報とエラー表示 


番号 

エラーリストの 
ステータス 

[ジョブ情報]の 
[ステータス] 

対処方法 

レ 

ぺ 

ノレ 

399 

プリンター エラー 

プリンタで エラー が発生しま 
した。プリンタを確認してく 
ださい 

プリンターを確認してください。 

N 

レベル E 

W 

N 

ファイルの修正や再プリントが必要。赤色で表示。 

プリントオプションの変更で再プリント可能。マゼンタ色で表示。 

エラー を解除すると再プリン ト 可能。黒色で表示。 


6.3.4 データべースエラー 


番号 

エラーリストの 
ステータス 

[ジョブ情報]の 
[ステータス] 

対処方法 

レ 

ぺ 

ノレ 

26 

エラー終了 

ジョブの処理が正常に行われ 
ていません 

主に、 Print Server 起動時にデータベース 
ファイルのジョブ情報に不整合が見つか 
りました。 

必要な作業はありません。自動で不整合を 
修復し、該当するジョブがエラージョブに 
移動します。 

E 

32 

デー タべースエラー 

内部エラー 

パスワードを確認してください。 

E 

33 

データべースエラー 

この処理を行う権限がありま 
せん 

権限を確認してください。 

E 

34 

デー タべースエラー 

「フォームのパスワード」が使 
用するフォー厶ジョブのパス 
ワードと異なります 

フォームのパスワードと、フォームジョブ 
のパスワードを同じにしてください。 

E 

35 

データべースエラー 

内部エラー 

セキュリティジョブの設定を確認してく 
ださい。 

E 

36 

データべースエラー 

セキュリテイがかけられてい 
たため保持リストに移動させ 
ました 

セキュリティを解除してください。 

E 

37 

デー タべースエラー 

セキュリテイがかけられてい 
たためエラーリストに移動さ 
せました 

セキュリティを解除してください。 

E 

38 

データべースエラー 

内部エラー 

プリンターの電源を入れてください。 

E 

39 

データべースエラー 

内部エラー 

ジョブ連結の順番を確認してください。 

E 

40 

データべースエラー 

内部エラー 

ジョブの種類を確認してください。 

E 

41 

データべースエラー 

内部エラー 

サムネール編集前に RIP 処理を行ってくだ 
さい0 

E 

42 

データべースエラー 

削除不許可のジョブです 

ジョブ削除を許可する設定に変更してく 
ださい。 

E 

44 

データべースエラー 

内部エラー 

フォー厶ジョブの処理が完了してから、 
データジョブを再開してください。 

E 

45 

デー タべースエラー 

内部エラー 

データジョブの処理が完了してから、 
フォー厶ジョブを再開してください。 

E 

46 

デー タべースエラー 

内部エラー 

これ以上は追加できません。 

E 

47 

データべースエラー 

内部エラー 

サムネール編集前にプレビューを生成し 
てください。 

E 

レベル E :ファイルの修正や再プリントが必要。赤色で表示。 

W :プリントオプションの変更で再プリント可能。マゼンタ色で表示。 

N :エラーを解除すると再プリント可能。黒色で表示。 


3^6 




































6.3 エラージョブメッセージについて 


番号 

エラーリストの 
ステータス 

[ジョブ情報]の 
[ステータス] 

対処方法 

レ 

ぺ 

ノレ 

48 

デー タべースエラー 

内部エラー 

フォントの削除に失敗しました。 

E 

52 

プリントオプションエラー 

" RIP の種類: APPE " と同時に 
指定できないオプションが指 
定されています 

プリントオプションを確認してください。 

W 

55 

キャンセルエラー 

ジョブをキャンセルできませ 
ん〇 

ジョブをキャンセルできません。 

N 

56 

用紙種類ミスマッチ 

ジョブの用紙種類と「用紙挿 
入」の「指定単位ごとに挿入」 
で設定されている用紙トレイ 
の用紙種類が異なります。 

プリントオプションを変更してください。 

W 

57 

用紙種類ミスマッチ 

ジョブの用紙種類と「用紙挿 
入」の「ジョブの先頭に挿入」 
で設定されている用紙トレイ 
の用紙種類が異なります。 

プリントオプションを変更してください。 

W 

58 

用紙種類ミスマッチ 

ジョブの用紙種類と「用紙挿 
入」の「ジョブの最後に挿入」 
で設定されている用紙トレイ 
の用紙種類が異なります。 

プリントオプションを変更してください。 

W 

59 

用紙種類ミスマッチ 

ジョブの用紙種類と「特殊 
ページ」の「おもて表紙を付 
ける」で設定されている用紙 
トレイの用紙種類が異なりま 
す。 

プリントオプションを変更してください。 

W 

60 

用紙種類ミスマッチ 

ジョブの用紙種類と「特殊 
ぺージ」の「うら表紙を付け 
る」で設定されている用紙卜 
レイの用紙種類が異なりま 
す。 

プリントオプションを変更してください。 

W 

61 

用紙種類ミスマッチ 

ジョブの用紙種類と「特殊 
ページ」の「合紙」で設定さ 
れている用紙トレイの用紙種 
類が異なります。 

プリントオプションを変更してください。 

W 

62 

用紙種類ミスマッチ 

ジョブの用紙種類と「特殊 
ページ」の「例外ページ」で 
設定されている用紙トレイの 
用紙種類が異なります。 

プリントオプションを変更してください。 

W 

63 

用紙種類ミスマッチ 

「レイアウト（出力設定）」の 
「表紙用トレイ」と「本文用卜 
レイ」で設定されている用紙 
トレイの用紙種類が異なりま 
す。 

プリントオプションを変更してください。 

W 

64 

用紙種類ミスマッチ 

ジョブの用紙種類と「プリン 
トジョブの設定」の「カバー 
ページを印刷する」で設定さ 
れている用紙トレイの用紙種 
類が異なります。 

プリントオプションを変更してください。 

W 

65 

用紙種類ミスマッチ 

ビルドジョブを構成する連結 
されたジョブごとの「用紙卜 
レイ」で選択している「用紙 
種類」が異なります。 

プリントオプションを変更してください。 

W 

レベル E :ファイルの修正や再プリントが必要。赤色で表示。 

W :プリントオプションの変更で再プリント可能。マゼンタ色で表示。 

N :エラーを解除すると再プリント可能。黒色で表示。 


























6 Print Server の情報とエラー表示 


番号 

エラーリストの 
ステータス 

[ジョブ 情報]の 
[ステータス] 

対処方法 

レ 

ぺ 

ノレ 

66 

用紙種類ミスマッチ 

ビルドジョブを構成する連結 
されたジョブとサムネール編 
集で挿入されたブランクシー 
卜の「用紙トレイ」で選択し 
ている「用紙種類」が異なり 
ます。 

プリントオプションを変更してください。 

W 

67 

ライセンスエラー 

トラッピングの自動指定オフ 
ションのライセンスが設定さ 
れていません。 

ライセンスの設定を確認してください。 

E 

レベル E :ファイルの修正や再プリントが必要。赤色で表示。 

W :プリントオプションの変更で再プリント可能。マゼンタ色で表示。 

N :エラーを解除すると再プリント可能。黒色で表示。 


3 沾 













6.3 エラージョブメッセージについて 


6.3.5 受信時エラー 


番号 

エラーリストの 
ステータス 

[ジョブ情報]の 
[ステータス] 

対処方法 

レ 

ぺ 

ノレ 

1 

ディスク容量不足 

ディスクがいっぱいです 

不要なジョブなどを削除して、ディスクの 
空き容量を増やしてください。 

E 

2 

スプールファイル出カエラー 

ファイルの書き込みに失敗し 
ました 

Print Server を再起動してください 0 

E 

3 

スプールファイル作成エラー 

ファイルの作成に失敗しまし 
た 

Print Server を再起動してください 0 

E 

4、5 

ジョブ受信エラー 

受信時にエラーが発生しまし 
た 

再度、ジョブを Print Server に送信してく 
ださい。 

E 

6 

ジョブ受信エラー 

指定されたデバイスとは違う 
ものが接続されています 

接続を確認してください。 

E 

9 

ジョブ受信エラー 

TCP コネクションが切断され 
ました 

接続を確認してください。 

E 

16 

イメージサイズエラー 

TIFF ファイルのイメージピク 
セル数がカスタムサイズ最小 
( w :944 h :944 ピクセル）より 
小さい場合には処理できませ 
ん〇 

データを変更してください。 

E 

レベル E :ファイルの修正や再プリントが必要。赤色で表示。 

W :プリントオプションの変更で再プリント可能。マゼンタ色で表示。 

N :エラーを解除すると再プリント可能。黒色で表示。 


3的 



















6 Print Server の情報とエラー表示 

6.3.6 メール送受信、ファイル転送時エラー 


番号 

メッセージ 

対処方法 

no 

SMTP サーバーの IP アドレスが取得でき 
ませんでした 

ボックスの設定で、 SMTP サーノ\：—名を確認してください。 

111 

SMTP サーバーに接続できませんでした 

ネットワーク管理者にご確認ください。 

112 

SMTP サーバーとの接続が中断されまし 
た 

ネットワークの状態を確認してください。 

113 

SMTP サーバーが送信者を拒否しました 

ネットワーク管理者にご確認ください。 

114 

SMTP サーバーが宛先を拒否しました 

送信先の設定を確認してください。 

115 

SMTP サーバーとの通信でエラーが発生 
しました 

ネットワーク管理者にご確認ください。 

120 

ディスクの空き容量が不足しているため 
送信できませんでした 

エラーメールや不要なファイルの削除、 ServerManager の不要な 
ジョブなどを削除して、ディスクの空き容量を増やしてください。 

121 

ディスクエラーのため送信できませんで 
した 

ディスク障害の可能性があります。 

弊社のテレフォンセンター、または販売店に連絡してください。 

130 

送信最大ファイル数を超えています 

送信ファイル数を確認してください。 

210 

POP サーバーの IP アドレスが取得でき 
ませんでした 

ボックスの設定で、 POP3 サーバー名を確認してください。 

211 

POP サーバーに接続できませんでした 

ネットワーク管理者に確認してください。 

212 

POP サーバーとの接続が中断されまし 
た 

ネットワークの状態を確認してください。 

213 

POP サーバーに認証が拒否されました 

ネットワーク管理者に確認してください。 

214 

POP サーバーのメールボックスにアク 
セスできませんでした 

ネットワーク管理者に確認してください。 

215 

POP サーバーとの通信でエラーが発生 
しました 

ネットワーク管理者に確認してください。 

220 

ディスク空き容量が不足しているため受 
信できませんでした 

エラーメールや不要なファイルの削除、 ServerManaqer の不要な 
ジョブなどを削除して、ディスクの空き容量を増やしてください。 

221 

ディスクエラーのため受信でませんでし 
た 

• ディスク障害の可能性があります。 

• 弊社のテレフォンセンター、または販売店に連絡してください。 

310 

FTP サーバーにアクセスできません 

ネットワーク管理者に確認してください。 

320 

Windows サーバーにアクセスできませ 
ん 

ネットワーク管理者に確認してください。 


350 



























Appendix 

主な仕様、画像に対する警告値とメモ書きの設定などについて説明しています。 


7.1RIP 処理に関する設定 . 352 

7.1.1 RGB 画像警告の設定 . 352 

7.1.2 特色警告の設定 . 354 

7.1.3 インキ総量警告の設定 . 355 

7.1.4 ヘアライン警告色の設定 . 355 

7.1.5 オーバープリント警告の設定 . 358 

7.1.6 コンポジットオーパープリントの設定 . 360 

7.1.7 K 才ーパープリントの設定 . 361 

7.1.8 EPS (JPEG エンコーデインク'')画像の扱い . 362 

7.1.9 メモ書きの変更 . 362 

7.2 プリントに関する事I頁 . 366 

7.2.1 TCP/IP からのプリント使用制限の設定 . 366 

7.2.2 カスタムサイズの用,紙へのプリント . 367 

7.3 セキュリティーに関する設定 . 368 

7.3.1 管理者のパスワード . 368 

7.3.2 フオルタ、'—の共有 . 370 

7.3.3 FTP の匿名アクセス . 371 

7.4 RGB 画像警告機能 . 373 

7.5 Q&A、 用語集 . 376 

7.5.1 Q&A. 376 

7.5.2 用言吾集 . 378 
























7 Appendix 


7.1 RIP 処理に関する設定 

ファイルの RGB 画像、特色、インキ総量、ヘアライン、およびオーバープリントに対する警告機能 
やメモ書きなどについて、さらに詳細の項目の設定について説明します。 



ServerManager を終了し、設定ファイルをテキストエディターで開いて、以下の例に従って、下線部のとおりに 
設定値を書き換えます。 


■ [ RGB 画像警告]の設定ファイルの例 


% RGBWarning.ps 
% Version : 1.0 
% CreationDate : 2008/12/12 

currentgLoba L true setgLoba L 


警告する画像の種類を変更する場合は、 
この部分を書き換えます 


FX 一 diet /RGBWarning true put 
FX 一 diet /CIEWarm ng true put 


setg Loba L 


©補足） 


書き換えた設定値を有効にするには 、 Print Server の再起動が必要です。 

ファイルを編集する前に、オリジナルを複製してバックアップを作成しておくことをお勧めします。 


オリジナルのバックアップファイルをオリジナルと同じフォルダーに保存する場合は、拡張子を 「. ps 」 
以外に変更してください。拡張子が 「. ps 」 の場合、編集した内容が反映されないことがあります。 

例：オリジナルのファイル名が 「 XXX . ps 」 の場合は、 「 XXX . ps . org 」 などに変更 

オリジナルがあるフォルダーに、別のフォルダーを格納しないでください。編集した内容が反映されな 

い場合があります。 


7.1.1 RGB 画像警告の設定 


プリントオプションの[画像警告]〉 [RGB 画像警告]の警告の対象を変更できます。 


@補足） 


RGB 画像警告の警告色は変更できません。 


RGB 画像、または CE 画像の警告 

[RGB 画像警告]で警告する RGB、 および CE の画像をどちらかに変更できます。 
以下のファイルをテキストエディターで開き、書き換えます。 

B D:¥Fuji Xerox¥Print Server PX¥cpsi¥Startup¥RGBWarning.ps 

2 重下線部が変更箇所です。 

籲例） CE 画像の警告を行わないようにする場合 

変更前（デフォルト）： 

FX 一 diet /CIEWarning true put 

変更後： 

FX_dict /CIEWarning false put 
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7.1 RIP 処理に関する設定 


♦例） RGB 画像の警告を行わないようにする場合 

変更前（デフォルト）： 

FX—diet /RGBWarning true put 

変更後： 

FX_dict /RGBWarning false put 


警告の対象になるアプリケーションの変更 


Macintosh クライアントからのプリントで、 [RGB 画像警告]を有効とするアプリケーシヨンを変更できます。ま 
た、 Windows クライアントからのプリントに対して RGB 画像警告を無効にできます。 

以下のファイルをテキストエディターで開き、書き換えます。 

圍 D:¥Fuji Xerox¥Print Server PX¥cpsi¥Startup¥RGBWarningApplications.ps 


2 重下線部が変更箇所です。 

•例） FreeHand を追加する場合 

変更前（デフォルト）： 

/RGBWa rmngApplicationslI 
(QuarkXPress) 

LiL Lustrator) 

(InDesign) 

(PageMaker) 7070 For background print 
]def 

変更後： 

/RGBWarningApplicationsE 
(QuarkXPress) 

(ILLustrator) 

(InDesign) 

(PageMaker) 7070 For background print 
(FreeHand) 

]def 


•例） Windows クライアントからのプリントに対して警告機能を常にオフにする場合 


変更前（デフォルト）： 

/RGBWa rni ngWi nlll true def 


変更後： 


/RGBWa rni ngWi nlll false def 


©補足） 


UNIX ワークステーションからのプリントにも適用されます。 

PageMaker をお使いになる場合の注意事項は、以下のとおりです。 

Macintosh クライアントの PageMaker からプリントするとき、バックグラウンドプリントでは、「警告 
の対象になるアプリケーションの変更」 （/ RGBWarningApplications ) の設定が有効になります 0 
フォアグラウンドプリントでは、 「 Windows クライアントからのプリントに対して警告機能をオフにす 
る場合」 (/ RGBWarninaWinUI ) の設定が有効になります。 
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7 Appendix 


7.1.2 特色警告の設定 

プリントオプションの[画像警告]〉[特色警告]で使用する警告色などを変更できます。 
以下のファイルをテキストエディターで開き、書き換えます。 

圍 D:¥Fuji Xerox¥Print Server PX¥cpsi¥Startup¥SetSpotWrn.ps 

カラーモード用警告色の設定 

2重下線部が変更箇所です。 

•例）警告色を C =0%、 M =50%、 Y =0%、 K =30% に変更する場合 
変更前（デフォルト）： 

FX_dict /FXSpotWrnCoLor [000 0.3] put 

変更後： 

FX 一 diet /FXSpotWrnCoLor CO 0.5 0 0.3] put 


グレ _ スケ _ ルモ _ ド用警告色の設定 

2重下線部が変更箇所です。 

籲例）警告色を K =1 00%に変更する場合 
変更前（デフォルト）： 

FX—diet /FXSpotWrnCoLorGrayPrint 0.3 put 

変更後： 

FX_dict /FXSpotWrnCoLorGrayPrint 1.0 put 


チントが0%の特色を警告しないようにする設定（コンポジットカラーモード） 

チントが0%の特色が含まれている場合、 CMYK 版には影響はありませんが、通常、アプリケーションからは特色 
版がプリントされてしまいます。このため、デフォルトの設定では、警告を行うようになっています。 

CMYK 版には影響がないので、チント0%の特色は警告する必要がないなどの場合は、警告しないように書き換え 
ます。2重下線部が変更箇所です。 

変更前（デフォルト）： 

FX_dict /FXSpotWnnTintOSpot true put 

変更後： 

FX_dict /FXSpotWrnTintOSpot false put 


チントが0%の特色も警告するようにする設定（分版合成モード） 

分版出力の場合では、特色版で、特色のチント0%のオブジェクトなのか、プロセス版オブジェクトのノックアウ 
卜のための0%の描画なのかが判定できずに、特色以外のオブジェクトも警告してプリントされてしまうことがあ 
ります。このため、デフオルトの設定では、チント0%の特色は警告されません。 

チント0%の特色を警告するときは、以下のように書き換えます。2重下線部が変更箇所です。 

変更前（デフォルト）： 

FX—diet /FXSpotWnnTint0Spot_SEP false put 

変更後： 

FX_dict /FXSpotWrnTint0Spot_SEP true put 
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7.1.3 インキ総量警告の設定 


7.1 RIP 処理に関する設定 


プリントオプションの[画像警告]〉[インキ総量警告]で使用する警告色などを変更できます。 
以下のファイルをテキストエディターで開き、書き換えます。 

圍 D:¥Fuji Xerox¥Print Server PX¥cpsi¥Startup¥SetlnkWrn.ps 


警告色の設定 

2重下線部が変更箇所です。 

•例）警告色を C =70%、 M =40%、 Y =30%、 K =20% に変更する場合 
変更前（デフォルト）： 

FX 一 diet / FXInkWrnCoLor [ 010 0 ] put 

変更後： 

FX_dict /FXInkWrnCoLor CO.7 0.4 0.3 0.2] put 


Separation カラースペース All に関する設定 


トンボやレジストレーションカラーの設定で使用されることのある、 Separation カラースペース All を警告するか 
しないかを設定できます。デフォルトの設定では警告するようになっています。 

Separation カラースペース All を警告しないようにするには、以下のように書き換えます。2重下線部が変更箇所 
です。 

変更前（デフォルト）： 

FX_dict /FXInkWrnSepALt true put 

変更後： 

FX—diet /FXInkWrnSepALt false put 

7.1.4 ヘアライン警告色の設定 

プリントオプションの[画像警告]〉[ヘアライン警告]で使用する警告色と幅などを変更できます。 

以下のファイルをテキストエディターで開き、書き換えます。 

U D:¥Fuji Xerox¥Print Server PX¥cpsi¥Startup¥SetHairLineWrn.ps 


コンポジットカラーモード用の設定 

2重下線部が変更箇所です。 

•例）警告色と幅を C =60%、 M =70%、 Y =80%、 K =0%、 幅 =20 pt に変更する場合 
変更前（デフォルト）： 

FX—diet /FXHairLineWrnCoLor [ 0100 ] put 
FX—diet /FXHairLineWrnWidth 3 put 

変更後： 

FX 一 diet /FXHairLineWrnCoLor [ 0.6 0.7 0.8 0 ] put 
FX 一 diet /FXHairLineWrnWidth 20 put 
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分版合成モード、およびグレースケールモード用の設定 


2重下線部が変更箇所です。 

•例）警告色と幅を!<=20%、幅 =30 pt に変更する場合 
変更前（デフォルト）： 

FX—diet /FXHairLineWrnCoLorGrayPrint 0 . 6 put 
FX_dict /FXHairLineWrnWidthGrayPrint 20 put 

変更後： 

FX_dict /FXHairLineWrnCoLorGrayPrint 0 .2 put 
FX_dict /FXHairLineWrnWidthGrayPrint 30 put 

ぬ補足、 • 分版合成モードの場合の警告色について 

^ ^ ヘアライン警告機能は分版合成の場合にも動作しますが、警告色は、以下のようになります。 

(「 FXHairLineWrnColorGrayPrint 」 がデフオルトの 0.6 の場合） 

-ヘアライン警告オブジェクトが、オーバープリント指定されている場合は、そのオブジェクトの色成 
分 C 、 M 、 Y 、 K のうち、色の付いている0%以外の成分に、 「 FXHairLineWrnColorGrayPrintj が適 
用された色になります。たとえば、 C =60%, M =70%、 Y =0%、 K =0% の場合は、警告色は、 C =60%, 
M =60%、 Y =0%、 K =0% になります。 

-ヘアライン警告オブジェクトが、ノックアウト指定されている場合は、そのオブジェクトの色成分 C 、 
M 、 Y、K のそれぞれに 、 「FXHairLineWrnColorGrayPrint が適用された、 C =60%、 M =60%、 
Y =60 % n K =60% の色になります。 

- InRIP セパレーシヨンモードの場合は、オーバープリント指定のオン/オフにかかわらず、そのオブ 
ジェクトの色成分 C 、 M 、 Y 、 K のそれぞれに、 FXHairLineWrnColorGrayPrint が適用された、 C =60%、 
M =60%、 Y =60%、 K =60% の色になります。 

-[オーバープリント警告]が[抽出]の場合は、オーバープリントの抽出が優先され、ヘアライン警 
告は行われません。 

• モードと機能の組み合わせによって適用される警告色 


モード 

オーバープリント警告オフ 

オーバープリント警告 一 警告色オン 

ノックアウト 

オーバープリント 

ノックアウト 

オーバープリント 

コンポジットモード 

〇 

〇 

〇 

◊ 

分版合成モード 

■ 

□ 

□ * 

□* 

分版合成モード 
( InRIP セパレーシヨン） 

■ 

■ 

m * 

m * 


〇：ヘアライン警告色 

■:プ□セス黒 （ C 、 M 、 Y 、 K それぞれに、グレースケールモード用の警告色を適用） 

□:色成分色 （ C 、 M 、 Y 、 K のうち色の付いている0%以外の成分に、グレースケールモード用の警告色 
を適用） 

◊:オーバープリント警告色（線幅はヘアライン警告の幅） 

* :分版合成モードのとき、オーバープリント警告機能はオフになります。 


白いオブジェクト用の抽出の設定 


■カラーモード用 

白いヘアラインオブジェクトは、そのままの色では抽出したことがわからないので、 K =60% で描画されます。 
この色を変更できます。 

2重下線部が変更箇所です。 

籲例）警告色を K =70% に変更する場合 
変更前（デフォルト）： 

FX 一 diet /FXHLCoLorForWhite CO 0 0 0.6] put 
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7.1 RIP 処理に関する設定 


変更後： 

FX 一 diet /FXHLCoLorForWhite [0 0 0 0.7 ] put 

■ グレ _ スケール用 

白いヘアラインオブジェクトは、そのままの色では抽出したことがわからないので、 K =60% で描画されます。 
この色を変更できます。 

2重下線部が変更箇所です。 

•例）警告色を K =70% に変更する場合 
変更前（デフォルト）： 

FX—diet /FXHLCoLorForWhiteGrayPrint 0 . 6 put 

変更後： 

FX_dict /FXHLCoLorForWhiteGrayPrint 0.7 put 


幅のない直線 f 川について 

Illustrator や InDesign では、線のオブジェクトに対して、線と塗りつぶしの色を設定できます。たとえば、直線に 
色を付けないで塗りつぶしの色だけを設定すると、 PostScript コードは、「1デバイスピクセル幅で直線を描画す 
る j という意味の、幅のない直線パス 「 fill 」 になります。このオブジェクトは、600 dpi のプリンターでは、600 dpi 
の1ピクセル幅 (0.12 pt ) でプリントされますが、2400 dpi のイメージセツターでは、2400 dpi の1ピクセル幅 
(0.03 pt ) で印刷されるので、かすれて印刷されないことがあります。 

ヘアライン警告機能は、このような「幅のない直線 fill 」 も警告できます。このとき、抽出と消去に関しては通常の 
ヘアライン警告と同様ですが、警告色の場合は、デフォルトでは警告色と警告パターンで警告されます。この警告 
パターンを変更できます。 

幅のない直線 fill の警告方法を警告色と警告パターンから通常のへアラインの警告と同様の警告色と警告幅に変更 
することもできます。 

2重下線部が変更箇所です。 

籲例）警告パターンを三点鎖線から五点鎖線に変更する場合 
変更前（デフォルト）： 

FX_dict /FXHLnowidthfiLLWrnPattern [ 12 2121212 ] put 

変更後： 

FX—diet /FXHLnowidthfiLLWrnPattern [ 12 2121212121 2Hput 

籲例）「幅のない直線 fill 」 の警告をしない場合 
変更前（デフォルト）： 

FX—diet /FXHLnowidthfiLLWrn get exec 

変更後： 

% FX_dict /FXHLnowidthfiLLWrn get exec 

春例）「幅のない直線 fill 」 の警告方法を警告色と警告幅に変更する場合 
変更前（デフォルト）： 

FX—diet /FXHLUSEnowidthfiLLWrnPattern true put 

変更後： 

FX 一 diet /FXHLUSEnowidthfiLLWrnPattern false put 
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7.1.5 オーバープリント警告の設定 

プリントオプションの[画像警告]〉[オーバープリント警告]で使用する警告色などを変更できます。 
以下のファイルをテキストエディターで開き、書き換えます。 

U D:¥Fuji Xerox¥Print Server PX¥cpsi¥Startup¥SetOverPrintWrn.ps 


白いオブジェクトも警告の対象にする場合 


[オーバープリント警告]は、白いオブジェクトのオーバープリントやスプレッド指定のトラッビングを警告しませ 
ん。なぜなら、白いオブジェクトにオーバープリント指定した場合としない場合では、効果は変わらないからです。 

白いオブジェクトに対するスプレッド指定のトラッピングについても、設定した場合としない場合では、効果は変 
わりません。ただし、白いオブジェクトに対するチヨーク指定のトラッピングについては、背景オブジェクトを広 
げる効果があります。 

ファイルで白いオブジェクトにオーバープリント指定すると、分版出力では影響がなく、モニター、およびコンポ 
ジットプリンターのプリントではノックアウトされます。この差異が、イメージセッターなどへの分版出力のとき 
に問題になることがあります。 

白いオブジェクトの才ーノ（ープリントやスプレッド指定を警告の対象にする場合は、以下のように書き換えます。 

2重下線部が変更箇所です。 

変更前（デフォルト）： 

FX_dict /IgnoreWhiteOP get exec 

変更後： 

%FX_dict /IgnoreWhiteOP get exec 


QuarkXPress では、トラップパレットのデフォルト設定を変更しない限り、白いオブジェクトに才ーパープリン 
卜指定されることはありません。また、背景にオブジェクトがある場合は、自動でノックアウトされます。 


K オーバープリントを警告の対象からはずす場合 

K のオーバープリントは必ず実施されるので、警告からは除外する場合は、以下のように書き換えます。 
2重下線部が変更箇所です。 

籲例）95%以上の K オーバープリントを警告の対象から除外する場合 

変更前（デフォルト）： 

FX_dict /IgnoreWhiteOP get exec 
%FX_dict /BLackOPThreshoLd 95 put 
% FX_dict /IgnoreWhiteAndBLackOP get exec 

変更後： 

% FX_dict /IgnoreWhiteOP get exec 
FX_dict /BLackOPThreshoLd 95 put 
FX 一 diet /IgnoreWhiteAndBLackOP get exec 


これで、95%以上の K の才ーパープリントは、警告の対象から除外されるようになります。 

90%以上の K オーバープリントを警告の対象から除外する場合は、 / BlackOPThreshold の部分の95を90に 
変更してください。 
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7.1 RIP 処理に関する設定 


コンポジ ッ トカラーモード用の設定 


■警告色の変更 

オーバープリント警告で使用する色を変更できます。 

2重下線部が変更箇所です。 

•例）警告色を C =70%、 M =40%、 Y =30%、 K =20% に変更する場合 
変更前（デフォルト）： 

FX 一 diet /FXOPWrnCoLor [ 0.3 0.7 0.3 0 ] put 

変更後： 

FX_dict /FXOPWrnCoLor [ 0.7 0.4 0.5 0 .23 put 

■白いオブジェクトを抽出する場合の警告色の変更 

白いオーバープリントオブジェクトは、そのままの色では抽出したことがわからないので、 K =20% で描画さ 
れます。 

2重下線部が変更箇所です。 

•例）警告色を C =30%、 M =20%、 Y =10%、 K =0% に変更する場合 
変更前（デフォルト）： 

FX 一 diet /FXOPCoLorForWhite [ 0 0 0 0.7 ] put 

変更後： 

FX 一 diet /FXOPCoLorForWhite [0.3 0.2 0.10] put 


グレースケールモード用の設定 

才ーバープリント警告機能は、グレースケールモードでも動作します。 

グレースケールモードの場合は、カラーモードとは別に、以下のように書き換えます。 
2重下線部が変更箇所です。 

•例）警告色を K =80% に変更する場合 
変更前（デフォルト）： 

FX_dict /FXOPCoLorGrayPrint 0- 7 put 

変更後： 

FX—diet /FXOPCoLorGrayPrint 0■8 put 

籲例）白いオブジェクトを抽出する場合の警告色を K =80% に変更する場合 
変更前（デフォルト）： 

FX_dict /FXOPCoLorForWhiteGrayPrint 0.7 put 

変更後： 

FX_dict /FXOPCoLorForWhiteGrayPrint 0.8 put 
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7.1.6 コンポジットオーバープリントの設定 

プリントオプションの[画質]〉[コンポジットオーバープリント]を[プ□セス]、または[プロセス+特色]に 
した場合の動作を設定します。 

以下のファイルをテキストエディターで開き、書き換えます。 

画 D:¥Fuji Xerox¥Print Server PX¥cpsi¥Startup¥SetOverPrintWrn.ps 


コンポジットオーバープリントで扱える特色の数 

[コンポジットオーバープリント]を[プロセスカラ_ +特色]、または[プ□セスカラー]にして、[カラー]〉 
[カラー 詳細（特色設定)]〉[コンポジット特色補正]にチェックマークを付けると、特色のオーバープリントも 
再現できるようになります。 

デフォルトでは、扱える特色の数は、1ページにつき、5色までです。1ページに5色を超える特色が使用された場 
合は、「特色処理エラー」が発生します。 

扱える特色の数を増やす場合は、以下のように書き換えます。2重下線部が変更箇所です。 

籲例： 8色にする場合 
変更前（デフォルト）： 

5^ FX_dict /SetMaxSpotCoLorForOP known {FX—diet /SetMaxSpotCoLorForOP get exec} 
<!pop>i f eLse 

変更後： 

8 FX—diet /SetMaxSpotCoLorForOP known {FX 一 diet /SetMaxSpotCoLorForOP get exec} 
{ ； pop>i f eLse 


白いオブジェクトにだけオーバープリントがかからないようにする場合 

コンポジットオーバープリント指定しても、白いオブジェクトにだけオーバープリントがかからないようにする場 
合、以下のように書き換えます。2重下線部が変更箇所です。 

変更前（デフォルト）： 

%FX_dict/IgnoreWhiteOPForPreview get exec 

変更後： 

FX_dict/IgnoreWhiteOPForPreview get exec 


QuarkXPress のトラッビングの再現について（制約) 


プリントオプションの[画質]〉[コンポジットオーバープリント]を[プ□セス]、または[プロセス+特色]に 
した場合は、 QuarkXPress の「文字」、「ベジエ画像ボックス（4.*)」、「多角形画像ボックス（3.3)」に対して指 
定したトラッピング（チョーク）は、トラッピング（スプレッド）で再現されます。（これは、プリントオプション 
の制限で、分版合成モードでは問題なくチョークで再現できます） 

以下のように書き換えると、このような場合のトラッピング（チョーク）をトラッピング（スプレッド）で再現せ 
ずに、ノックアウトで再現するように変更できます。 

2重下線部が変更箇所です。 

変更前（デフォルト）： 

FX_dict /FXdXTrapChokeToSpread true put 
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変更後： 

FX 一 diet / FXQXTrapChokeToSpread false put 


7.1 RIP 処理に関する設定 


以下のように書き換えると、トラッピング（スプレッド）もトラッピング（チヨーク）とともに、ノックアウ 
卜で再現するように変更することもできます。なお、 PageMaker からのプリントには、制限なく再現できます。 

変更前（デフォルト）： 

FX_dict / FXQXTrapSimulation true put 

変更後： 

FX 一 diet /FXQXTrapSimulation false put 


7.1.7 K オーバープリントの設定 

K オーバープリント機能は、 DTP のデータ入稿確認のためではなく 、 Print Server からの黒のオブジェクトの見栄 
えを向上させるのが主な目的です。 

K オーバープリント機能の動作の変更は、以下のファイルをテキストエディターで開き、書き換えます。 

圍 D:¥Fuji Xerox¥Print Server PX¥cpsi¥Startup¥OverprintLimit.ps 


K オーバープリントを開始する値 

K 才ーパープリントのデフォルトでは、ブラック100% ( K =100%) のオブジェクトに才ーパープリントがかかり 
ますが、以下のように書き換えると、設定した K の値以上のオブジェクトにオーバープリントがかかるように変更 
できます。 

2重下線部が変更箇所です。 

春例） K =95% 以上のオブジェクトに才ーノくープリントがかかるようにする場合 

変更前（デフォルト）： 

FX—diet /OverprintLi mit 1■0 put 

変更後： 

FX 一 diet /OverprintLi mit 0.95 put 


K オーバープリント時の E (輪郭補正）制御 


通常、この設定を変更する必要はありませんが、 K =100% が薄い CMYK プ□ファイルを選択している場合は、 
K =1 00%の文字がプリンターでは K =1 00%ではなく薄くなるので、ぼやけて見えることがあります。プリンター 
の K =100% でないと、 旧 (輪郭補正）機能が働かないので、文字などを精細にプリントできなくなります。 

このような場合、以下のように書き換えると、 K =100% の文字などのオブジェクトを見栄えよくプリントできま 
す。プリントオプションの[画質]〉[その他の設定（画像 )]〉 [Image Enhancement / 白抜き文字の強調]を 
[Image Enhancement ] にしてください。ただし、 K =1 00%が薄い CMYK プ□ファイルを選択している場合は、 
CMYK プ□ファイルが適用される K =99% と、プリンターの K =1 00%になる K =1 00%との差が顕著になってしま 
う場合があるので、注意して使ってください。 

2重下線部が変更箇所です。 

変更前（デフォルト）： 

FX_dict /OverprintIE false put 


変更後： 

FX 一 diet /OverprintIE true put 
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7.1.8 EPS (JPEG エン]-ディング）画像の扱い 

EPS ( JPEG エンコーディング）画像の扱いについて説明します。 


InDesign 1.0/2.0 、 Illustrator 10.0 からの EPS ( JPEG ) 画像 


InDesign 1 .0/2.0, Illustrator 10.0 の分版出力は、ほかのアプリケーションの分版出力のように EPS ( JPEG ) 画 
像が墨版 （ K ) だけになってプリントされるのと異なり 、 EPS ( JPEG ) 画像をカラーでプリントするようなコード 
を出力するようになっています。 

したがって、分版出力では、プリントオプションの[画質]〉[その他の設定（画質 )]〉 [EPS ( JPEG 圧縮）の 
カラー出力]が[しない]の状態でも 、 EPS ( JPEG ) 画像はカラーでプリントされます。コンポジットプリント 
では、コンポジットオーバープリントが[プロセスカラ_ +特色]、または[プ□セスカラー]の場合に [EPS 
( JPEG 圧縮）のカラー出力]の設定に従ってプリントされます。 


InDesign 1.0/2.0 、 Illustrator 10.0 で EPS ( JPEG ) にトランスファーカーブがある場合 

InDesign 1 .0/2.0, Illustrator 10.0 の分版出力は 、 EPS ( JPEG ) 画像をカラーでプリントするようなコードを出 
力するようになっています。ただし 、 EPS ( JPEG ) 画像にトランスファーカーブが適用されている場合は、その 
EPS ( JPEG ) 画像の C 、 M 、 Y 、 K すべてに、 K のトランスファーカーブを適用するような]-ドになっています。 

Print Server の EPS ( JPEG ) をカラーにする機能は 、 EPS ( JPEG ) 画像の C 、 M 、 Y 、 K のそれぞれには C 、 M 、 
Y 、 K のトランスファーカーブをそれぞれ適用するようになっています。 

たとえば、 InDesign 1. 0/2.0 、 Illustrator 10.0 と同様に C 、 M 、 Y 、 K すべてに、 K のトランスファーカーブを適 
用するように変更する場合は、以下のファイルをテキストエディターで開き、書き換えます。 

_ D:¥Fuji Xerox¥Print Server PX¥cpsi¥Startup¥JpegEPSOpt.ps 

2 重下線部が変更箇所です。 

変更前（デフォルト）： 

FX—diet /IDTCSimuLation false put 

変更後： 

FX 一 diet /IDTCSimuLation true put 


7.1.9 メモ書きの変更 

プリントオプションの[メモ書き]で、プリントする内容を変更できます。 


カラーパッチの設定 


[メモ書きの種類]の[カラーパッチ]でプリントするパッチの内容を変更する場合は、 Illustrator などのアプリ 
ケーシヨンで EPS ファイルを作成し、以下のファイルをテキストエディターで開き、書き換えます。 

_ D:¥Fuji Xerox¥Print Server PX¥cpsi¥c 010 rpacth.ps 
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7.1 RIP 処理に関する設定 


オプションメモ、およびコメントの設定 

[メモ書きの種類]の[オプションメモ]、または[コメント]でプリントする文字のフォントの種類や大きさを変 
更する場合は、以下のファイルをテキストエディターで開き、書き換えます。 

議 D:¥Fuji Xerox¥Print Server PX¥cpsi¥Startup¥memofont.ps 

2 重下線部が変更箇所です。 

籲例）オプションメモのフォントを 1 Opt の平成明朝体 W3 に変更する場合 

変更前（デフォルト）： 

/MemoOpt 1 on Font 

« 

/J P /Gothi cBBB- Medi um-83pv- RKSJ - H f i ndfont 7070 Japanese 


/MemoOptionFontSize 8 def 

変更後： 

/MemoOption Font 

« 

/ J P /HeiseiMin-W5-85pv-RK$J -H findfont 7070 Japanese 
/MemoOptionFontSize W def 

• 例）コメントのフォントを 1Opt の平成明朝体 W3 に変更する場合 

変更前（デフォルト）： 

/MemoComment Font 

« 

/ J P /Got hi cBBB-Medi um-83pv- RKSJ - H findfont 7070 Japanese 


/MemoCommentFontSize 8 def 

変更後： 

/MemoComment Font 

« 

/ J P /Hei seiMi n - W3 - 83pv - RKS J -H findfont 7070 Japanese 


/MemoCommentFontSize 10 def 


@ 補足） 


オプションメモ、およびコメントのデフォルトフォントは中ゴシック BBB ですが、中ゴシック BB 巳が 
Print Server にない場合は、代替フォントの平成明朝体 W 3 が使用されます。 
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カスタムの設定 


[メモ書きの種類]の[カスタム]でプリントする内容を変更する場合は、以下のファイルをテキストエディターで 
開き、書き換え、または置き換えます。 

U| D:¥Fuji Xerox¥Print Server PX¥cpsi¥custommemo.ps 

固定のカスタムメモをプリントする場合は、 Illustrator などのアプリケーションで EPS ファイルを作成し、 
「custommemo * . ps 」（* は1〜10を示す）と置き換えてください。 

猫兄 A デフォルトの 「custommemo * . ps 」（* は1〜10を示す）は、ジョブごとに、以下の要素をプリントす 
W ノ るサンプルです。 

• custommemol . ps".RIP カウンタ ー + 日付 

• custommemo 2. ps •.•ショブ'名 

• custommemo 3. ps . ■•ファイル名 

• custommemo 4. ps . ••ジョブ名 + 日付 

• custommemo 5 .ps …ユーザー名 

• custommemo 6 .ps •••ユーザー名+ジョブ名+日付 

• custommemo 7. ps …カラーモード + CMYK 色補正 

• custommemo 8. ps …カラーモード+特色プ□ファイル+特色補正インテント（フルカラー1のとき） 

• custommemo 9. ps--*Print Server シリアル番号 

• custommemol 0 .ps .••プリンター名 

複数部のプリントを行い、自分と先方、または複数部署で校正するような場合に、編集や修正によるパー 
ジョンの不整合が発生しないようにこの番号で確認するという、カンプ番号を想定したものです。 

PostScript 言語の知識が十分にある場合は 、 「custommemo * . ps 」（* は1〜10を示す）をもとにプリントオプ 
ションなどの情報を含めたカスタムメモを独自に編集して作成できます。この場合、利用できる数値、および文字 
列の取得方法は、以下のとおりです。 

FX_dict /GetRIPCounter get exec (整数値） 

RIP カウンターが取得されます。この番号は、 RIP するたびにカウントァップされます。キャンセル、エラー、 
Windows からのフォントダウン□—ドなどでもカウントアップされます。 

FX_dict /DateTime get (文字列） 

日付と時間を含む、文字列が取得されます。 
serialnumber (整数値) 

Print Server 固有の番号が取得されます。 
t - X_dict /GetFileName get exec show 
ジョブのファイル名が取得されます。 

FX_dict /GetJobName get exec show 
ジョブのジョブ名が取得されます。 

FX_dict /GetUserName get exec show 
ジョブの所有者名（ユーザー名）が取得されます。 


FX_dict /GetPrinterName get exec show (文字列） 

ジョブのエンジン名が取得されます。 

/OptionDict FX_dict /GetProfileStrings get exec def 

プリントオプションの内容を示す文字列を含む辞書が取得されます。たとえば、各オプションの内容を含む文 
字列を取得する場合は、 「 OptionDict/CMYKSimulation get 」 と入力します 0 
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7.1 RIP 処理に関する設定 


各キーで取得できる文字列の内容は、以下の表を参照してください。 


キーワード 

プリントオプション 

値（文字列型） 

/RGBColorCorrect 

RGB 色補正 

()|(する） |( sRGB )| RGB 色補正プロファイル 
名 

/RGBGamma 

RGB ガンマ補正 

()|(より明るい)1(明るい)1(ふつう）1(暗い)1(よ 
り暗い） 

/RGBWhitePoint 

RGB ホワイトポイント 

〇|(やや黄色い)1(ふつう）1(やや青い） 

/RGBOutputProfile 

RGB 出カプロファイル 

()| RGB 出カプロファイル名 

/RGBOutputlntent 

RGB 出カインテント 

()|(サチュレーション）|(相対カラリメトリッ 
ク ）1 

(絶対カラリメトリック） 

/CMYKSimulation 

CMYK シミュレーション 

()| CMYK プロファイル名 

/SpotColorCorrectionProfile 

特色補正フロファイル 

()|特色補正プロファイル名 

/UserCurve 

ューザー 調整 

()|ユーザー 調整 

/SpotColorCorrect 

コンポジット特色補正 

()|(特色補正） 

/Smoothing 

ス厶ージング 

()|(ス厶ージング） 

/ DocumentType/ScreeningType 

原稿タイプ 

()|(写真)1(地図) 

/Calibration 

キヤリブレーション-画像/文字 

()|(標準)|キャリブレーション名 

/DensityAdjustmentlmage 

濃度調整 

〇|濃度調整 


GetRIPCounter で得られるカウント値は、再インス! -- ルではリセツトされません。 

八ードウエア交換などで特定のカウント値に設定する場合は、以下のファイル内の数値をテキストエ 
ディターで編集してください。 

_ C:¥WINDOWS¥FXSVR_RIPSum.dat 
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7.2 プリントに関する事項 

TCP / IP からのプリント使用制限とカスタムサイズの用紙へのプリント、また PageMaker の制限 
事項について説明します。 

7.2.1 TCP/IP からのプリント使用制限の設定 


TCP/IP ( LPR ) を使用したプリントの制限アドレスを設定できます。 

テキストエディターを使用して、以下のファイルを書き換えます。 

1| D:¥Fuji Xerox¥Print Server PX¥Pref¥lp_limit.txt 

デフオルトは、次に示すように、すべてのクライアントコンピューターにプリントを許可しています。 

デフオルト： 氺■氺■氺 ■* * 



ファイルの記述方法 


ファイルの記述ルールは、以下のとおりです。 

•各行1エントリーします。 

•エントリーには、 IP アドレスを使用できます。 DNS を使用している場合は、 DNS 名を使用することもできます。 
•IP アドレス、および DNS 名の入力には、ワイルドカードとして「*」（半角）も使用できます。 

記述例は、以下のとおりです。 

192.168.100.* 

* . example.com 

•プリントを許可しない場合は、行の先頭に「-」を付けます。 

記述例は、以下のとおりです。 

-192.168.100.10 

- hostA . example.com 

•複数行を記述すると、先頭行から読み込んで判断されます。条件が矛盾した場合、あとに書かれた行が優先され 
ます。 

•以下のように記述すると、 192.168.1 00ネットのクライアントコンピューターにプリントを許可していますが、 
そのうち 192.1 68.1 00.10 のコンピューターだけは、プリントを許可しないという設定になります。 

192.168.100.* 

-192.168.100.10 

•以下のように記述した場合は、1行目で192.168.100 .10 のプリントを許可していませんが、2 行目で 
192.168.100ネットのクライアントコンピューターにプリントを許可しているので、192.168.100 .10 でもプ 
リントを許可する設定になります。 

-192.168.100.10 

192.168.100.* 
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7.2.2 カスタムサイズの用紙へのプリント 


7.2 プリントに関する事項 


Mac OS Classic の PageMaker 、 QuarkXPress などからカスタムサイズの用紙にプリントするには、 PPD ファイ 
ルを書き換える必要があります。 

その他のアプリケーションでは、 AdobePS の「用紙設定」—「カスタムページ設定」でもカスタムサイズの設定 
ができます。 

ぬ補足、 編集した PPD ファイルを使ってプリントした場合に、うまくプリントできなかったり、プリンタードラ 
^ - ) イバーの画面が正しく表示されなかったりするときは、 PPD ファイルを再インス!ルしてください。 


操作手順 


7. 定義するカスタ厶用紙サイズの単位をポイントに変換します。 

1 mm は、2.8346 pt になります。定義できる用紙のサイズは、縦は100〜 333 mm (283 〜 943 pt )、 
横は148〜 488 mm (419〜1383 pt ) です。 

次に例を示します。 

• 1 99 x 229 mm の場合 
• 1 99 x 2.8346 = 564 pt 
• 229 x 2.8346 = 649 pt 


Z . テキストエディターで PPD ファイルを開き、下線部を書き換えます。 


—————— 


*DefauLtPageSize: A4 し 
★PageSize Customl : " 

%FX_PrintOption: PageSize 

<</PageSi ze [ 564 64911 /ImageBBox nu L L» setpagedevi ce 


*End _ 

~ - ~ 


^DefaultPageRegion: A4L 
*PageRegion Customl : " 

%FX 一 PrintOption: PageRegion 




デ 



<</PageSi ze [ 564 64911 /ImageBBox nu L L>> setpagedevi ce 


*End 

—————— 

*DefauLtImageabLeArea: A4L 

*ImageabLeA「ea Customl ： "11.40 11.40 552.6 657.6" 

==::: ^ --- 

*Defau LtPaperDimension : A4L 

*PaperDimension Customl : "564 649" 





• CustomXXX ( XXX は任意の文字列） 

任意の文字列を入力します。ここで入力した文字列が、プリンタードライバーの用紙設定に表示され 
ます。 


• ImageableArea 

プリント可能な範囲を設定します。 

プリンターでは、用紙の端から 11.4 pt は印字不可能領域になります。そのため、用紙サイズから 
11 .4 pt 引いた値をここで定義します。 

• PaperDimension 
用紙サイズを設定します。 

ここで設定する用紙サイズは、手順1で計算した pt 単位で入力します。 
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7 Appendix 


7.3 セキュリティーに関する設定 

セキュリティーに関する設定について説明します。 

7.3.1 管理者のパスワード 


管理者権限のあるユーザーにパスワードを設定していない場合、または簡単なパスワードを設定している場合は、 
コンピューターウィルスなどに感染するおそれがあります。 

本機は、デフォルトで自動□グイン機能が有効になっています。 

□グインユーザー名は 「 PXServer 」、 パスワードは 「 n 01_ printserver 」 に設定されています 0 



自動□グイン機能の解除 


操作手順 


1 • Windows の[スタート]—[すべてのプ□グラム] — [アクセサリ] — [コマンドプロンプト] 
を選択します。 

Z. 「start control userpasswords 2」 と入力し、 ( Enter ) キーを押します 0 
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7.3 セキュリティーに関する設定 


3 . [ユーザーがこのコンピュータを使うには、ユーザー名とパスワードの入力が必要]にチェック 
マークを付けて、[〇 K ] をクリックします。 


ュ-ザ-ァヵゥント 
ユーザー|詳細設定 

下の一莧を使って、I功 m- ザーのこのコンピューターへのアクセスを許可また 
^ は拒否することができます•また、 ) 00 - 設定を変更でき 

Up -ザーカ t のコンピューターを倭3こは、ユーザ-名と^スワ- W) 入力が必要 (E)j 

このコンピュータ-のュ-ザ- (U): 



追加⑼… ] I 削除 (S) 丨丨 プ□パティ⑼ 

fxuser のパスワ- p 

〇 fxuser のパスワードを変更するには、[パスワー阳此ット]をク如クしてく 

H 饺ぃ • 

パスワ- IWtz ッ KE) … 


| OK ] I キャンセル丨匚適用 (6)] 


管理者権限のあるユーザーのパスワード変更 

7. ( Ctrl ) キーと 〈 Alt 〉 キーを同時に押しながら、 ( Delete ) キーを押します。 

2. [パスワードの変更]をクリックします。 

[パスワードの変更]ダイアログボックスが表示されます。 

3. [新しいパスワード]に 「 PXServer 」 アカウントのパスワードを入力し、確認のため[パスワードの確認入 
力]に同じパスワードを入力し、 [0 K ] をクリックします。 

| ^ 厂) Windows の 「 PXServer 」 アカウントのパスワードは、 「 n 01_ printserver 」 に設定されています。 

パスワード変更の詳細は、 Windows のオンラインヘルプを參照してください。 

— Windows のオンラインヘルプは、[スタート]—[ヘルプとサボート]を選択すると、表示されます。 
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7 Appendix 


7.3.2 フォルダーの共有 


プリントオプションの[プリフライト]〉 [RIP 後のデータをファイルに保存]〉 [TIFF で保存する]、または 
[PDF で保存する]を選択すると、プリントイメージをファイルとして保存する機能があります。 

Print Server のボックス内に作成されたファイルを Windows クライアントから取得する場合、ファイルが格納さ 
れている以下のフォルダー（デフォルトの場合）に、 Microsoft ネットワーク共有機能を設定する必要があります。 

I 1 D:¥Fuji Xerox¥Print Server PX¥work¥Tiff 

ホットフォルダを Windows クライアントから使用する場合も同様に Microsoft ネットワーク共有機能を設定する 
必要があります。 

Microsoft ネットワーク共有機能を使用した場合、適正なアクセス権とパスワードを設定しないとコンピューター 
ウィルスに感染するおそれがあります。 

補足 ） Windows ネットワークでの共有プリンターを使用してプリントする場合は 、 Print Server で 、 Windows 

- ) に管理者権限を持つユーザー名で□グインし、[スタート]—[コント□—ルパネル]— [ Windows ファ 

イアウォール] —[ Windows ファイアウォールを介したプログラムまたは機能を許可する]で、[ファイ 
ルとプリンターの共有]と [Fuji Xerox AFP Service ] の[ホー厶/社内（プライべ一卜）]にチェック 
マークを付けてください。 

A 关昭^) Windows クライアントからのファイルの取得については、「1.1.5ファイルの保存とイメージの確認」 
^ 么，、、 ノ ( P .27) を參照してください。 

共有設定は、以下の手順で設定します。 

例としてファイル保存フォルダーの設定手順を説明します。ホットフォルダの場合も同様の手順で設定します。 


操作手順 


1 • ファイルが格納されている以下のフォルダー（デフォルトの場合）を右クリックし、表示された 
メニューで[共有]—[特定のユーザー]を選択します。 

I 1 D:¥Fuji Xerox¥Print Server PX¥work¥Tiff 

Z. 名前の入力欄から [Everyone] を選択し、[追加]をクリックします。 


I ^ irm 1^1 

、こ） l3 ファイノ 

共有する相手を遥んでください 

名前を入力して[追加]をクリックするか、または、矢印をクリックして相手を検索してください。 



共有の間頚の詳細 

I 囌共有⑻ I 匚 キャンセル ] 


3 . [共有]をクリックします。 
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7.3 セキュリティーに関する設定 


4. [終了]をクリックします。 

アクセス権の設定など、詳細な共有機能の設定方法については、 Windows のオンラインヘルプを参照し 
Windows のオンラインヘルプは、[スタート]—[ヘルプとサポート]を選択すると、表示されます。 

7.3.3 FTP の匿名アクセス 


FTP で匿名アクセスを許可していると、コンピューターウィルスに感染するおそれがあります。そのため、 FTP の 
匿名アクセスを許可しない設定にしてあります。 

FTP に匿名アクセスを許可する場合は、インターネットインフォメーションサービスに設定をする必要がありま 
す0 


¢5参照） 


ホツトフオルダを利用した FTP からのプリントについては、「1.3.1ホツトフオルダを使用したプリント」 
( P .45) を参照してください。 


操作手順 


1 • Windows の[スタート]—[コント□—ルパネル]を選択します。 

Z . [管理ツール]をダブルクリックします。 

J . [インターネットインフォメーシヨンサービス ( IIS ) マネージャー]をダブルクリックします。 

4. 左側のツリーから 、 Print Server に設定したホスト名（デフォルトでは 「 FXSERVER 」） をダブ 
ルクリックし、[サイト ]— [Default FTP Site ] を選択します。 



5 . [ FTP 認証]をダブルクリックします。 


371 




































7 Appendix 


6 . [匿名認証]を選択し、右側の[有効にする]をクリックします。 



©参照） 


詳細なインターネットインフォメーションサービスの設定方法については、 Windows のオンラインヘル 
プを參照してください。 

Windows のオンラインヘルプは、[スタート]—[ヘルプとサポート]を選択すると、表示されます。 
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7.4 RGB 画像警告機能 


7.4 RGB 画像警告機能 

RGB 画像警告機能を使用する場合の注意事項について説明します。 


♦ CE 画像の警告について 

RGB 画像警告機能には、 CE 画像を検出する機能もあります。プリンターに送られてくる、 PostScript ]- ド 
に含まれる CE カラースペースのコードを検出し、その画像をシアンで塗りつぶして警告します。 

♦アプリケーションによる RGB 画像の扱いの違い 

アプリケーションやそのバージョンによっては、 RGB 画像を CMYK データに色分解する機構を内蔵し、分版 
出力でもカラー画像をプリントすることができます。アプリケーションやそのバージョンによって、 RGB 画像 
のプリント結果は、以下のどちらかになります。 

1. RGB データを RGB カラースぺースのままプリントするもの 

2. RGB データを CMYK に変換してからプリントするもの 

• 1.の場合は、オフセット印刷（分版出力）する場合に、 RGB 画像を K 版だけの白黒画像になるよう 
なプリントが行われます。 

• 2.の場合は、分版出力でも CMYK に分版してカラー画像になるようにプリントされます。 

アプリケーションで 、 RGB — CMYK 変換を正しく行うには、アプリケーションのカラー環境を正しく設定する必 
要があります。代表的なアプリケーションとそのバージョンによる RGB 画像の取り扱いの違いは、以下のとおりで 
す。ただし、これはアプリケーションの動作を保証するものではありません。仕様や動作の詳細に関しては、各ア 
プリケーシ ヨン メーカーにお問い合わせください。 
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• Illustrator 

RGB 画像ファイルの扱いは、「パージョン」、 「 PostScript と EPS 出力」、「リンクと埋め込み」のそれぞれの違 
いで変化します。 


バージヨン 

RGB 画像 

出力方法 

PostScript 出力 

EPS 出力 

EPS 

TIFF* 

EPS 

TIFF* 

5.5 

リンク 

RGB 

— 

RGB 

— 

7.0 

リンク 

RGB 

— 

RGB 

— 

埋め込み 

CMYK 


RGB 


8.0 

リンク 

RGB 

CMYK 

RGB 

RGB 

埋め込み 

CMYK 

CMYK 

RGB 

RGB 

9.0/10.0 

リンク 

RGB 

CMYK 

RGB 

CMYK 

埋め込み 

CMYK 

CMYK 

CMYK 

CMYK 

CS 以降 

リンク 

RGB 

CMYK 

RGB 

CMYK 

埋め込み 

CMYK 

CMYK 

CMYK 

CMYK 


氺： TIFF / JPEG / 巳 ITMAP / PICT/PSD 

• QuarkXPress 

パージョン 4.0 から RGB 画像を CMYK に変換できる機能があります。ただし、 TIFF / JPEG / BITMAP / PICT 画 
像フォーマツトだけ CMYK に変換でき、 EPS ファイルは RGB のまま処理されます。 


バージヨン 

出力方法 

PostScript 出力 

EPS 出力 

EPS 

TIFF* 

EPS 

TIFF* 

3.3 

RGB 

RGB 

RGB 

RGB 

4.0/4.1 

RGB 

CMYK 

RGB 

CMYK 

6.5 

RGB 

CMYK 

RGB 

CMYK 


氺： TIFF / JPEG / 巳 ITMAP / PICT/PSD 

• InDesign 

RGB を CMYK に変換できる機能があります。ただし、 TIFF / JPEG / BITMAP / PICT / PSD 画像フォーマツトだ 
け CMYK に変換でき、 EPS ファイルは RGB のまま処理されます。 

2.0 以前 


出力方法 

PostScript 出力 

EPS 出力 

EPS 

TIFF” 

EPS 

TIFF” 

RGB 

CMYK / CIE * 2 

RGB 

CMYK 


木1: TIFF / JPEG / BITMAP / PICT/PSD 

氺2 :アプリケーションのカラー設定によって、動作が変わります。 


m 







































7.4 RGB 画像警告機能 


CS 以降 


出力 設定 

出力 方法 

PostScript 出力 

EPS 出力 

Illustrator 
の EPS * 3 

Photoshop 
の EPS * 3 

TIFF など #1 

Illustrator 
の EPS * 3 

Photoshop 
の EPS * 3 

TIFF など #1 

コンポジツト CMYK 
(デフオルト） 

RGB 

CMYK / CIE * 2 

CMYK / CIE * 2 

RGB 

CMYK / CIE * 2 

CMYK / CIE * 2 

コンポジツトの変更な 
し 

RGB 

RGB 

RGB 

RGB 

RGB 

RGB 


氺1: TIFF / JPEG / BITMAP / PICT/PSD 

*2 :アプリケーションのカラー設定によって、動作が変わります。 

氺3 : Illustrator は8.0.1、 Photoshop は 7.0 で生成した EPS を使用します。 


• FreeHand 

[ファイル]メニューのプリントオプションに、 [ RGB をプロセスカラーに変換]という項目があり、コンポ 
ジットプリント、および EPS ファイル作成時の TIFF 画像の扱いを切り替えることができます。ただし、分版 
出力する場合は必ず CMYK 画像に変換して処理されます。 


バージヨン 

出力 方法 

PostScript 出力 

EPS 出力 

PostScript 分版 出力 

EPS 

TIFF* 

EPS 

TIFF* 

EPS 

TIFF* 

8.0 

RGB 

RGB/CMYK 

RGB 

RGB/CMYK 

RGB 

CMYK 


* : TIFF / JPEG / 巳 ITMAP/PICT 


• PageMaker 

PageMaker では、環境設定にある CMS 設定のカラーマネージメントを〇 FF /0 N することで、 RGB 画像を 
RGB 画像のまま処理するか、 RGB 画像を CMYK に変換してから処理するか選択できます。なお、 EPS フアイ 
ルは、 RGB のまま処理されます。 


バージヨン 

出力 方法 

PostScript 出力 

EPS 出力 

EPS 

TIFF など 

EPS 

TIFF など 

6.5 

RGB 

RG 巳/ CMYK * 1 

RGB 

RG 巳/ CMYK * 1 

7.0 

RGB 

RGB / CMYK * 2 

RGB 

RGB / CMYK * 2 


* 1: TIFF / JPEG / 巳 ITMAP/PICT 
*2 : TIFF / JPEG / BITMAP / PICT/PSD 
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7 Appendix 


7.5 Q & A 、 用語集 

よくあるお問い合わせとそれに対する回答、また Print Server に関連する用語について説明しま 
す0 



7.5.1 Q&A 


カラーに関する事例 


Q CMYK のうち、特定の版だけをプリントすることは可能か。 

A プリントオプションの[カラー]〉 [2 色印刷シミュレーション]で、プリントする色版だけを選択してください。 
^参昭、 詳細は、「1.1.2 2色印刷シミュレーション」 （ P .16) を参照してください。 

Q コンポジット特色補正機能が対応している、 PANTONE カラー、 DIC カラー、東洋インキカラーとは何か。 


A PANTONE カラーは、 PANTONE Coated (CVC) です。 

PANTONE Uncoated (CVU) を選択した場合は、 PANTONE Coated と同じ補正がされます。 PANTONE 
Press (CVS) を選択した場合は、 PostScript エラーが発生しプリントできません。なお、 DIC と東洋インキも 
Coated に対応しています0 

DIC カラーは、 DIC カラーガイドのパート1 (DIC Ip 〜 654p)、 パート2 (DIC 2001 p 〜 2638p)、 日本の伝 
統色(N 701〜 N1000)、フランスの伝統色 （F1 〜 F322)、 および中国の伝統色 （C1 〜 C320) です。 

東洋インキカラーは、 TOYO COLOR FINDER 1050です。 

^補足\ フランスの伝統色に、 「 F 140」 はありません。このため、 「 F 140」 のデータは搭載されていません。 


0 ^ 参照^ 詳細ま、「4.1.4カラー」 （ P .229) を参照してください。 

Q プリントオプションの[カラー]〉[カラーモード]で、[フルカラー1 (RGB/CMYK)] を選択してプリント 
したとき、画面の RGB の文字やグラフィックスの色味が異なる色になった。また、 RGB 画像の色味がぼやけた。 
A プリントオプションの[カラー]〉[カラー詳細 （RGB 設定)]〉 [ RGB 色補正]を[する]にして、プリント 
してください。 

[RGB 色補正]のデフオルトは、 [sRGB ] です。 


。参照） 


詳細ま、「4.1.4カラー」 （ P .229) を参照してくださし、。 


Q ユーザー調整カーブや濃度調整カーブで K1 00%未満に設定したのに、反映されない。 

A プリントオプションの[画質]〉[その他の設定（画質 )]〉 [Image Enhancement/ 白抜き文字の強調]を 
[しない]にして、プリントしてください0 

^参妒^ 詳細ま、「4.1.5画質」 ( P .238) を參照してください。 
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7.5 Q & A 、 用語集 


ServerManager の設定に関する事例 


Q ServerManager のパスワードを変更したい 0 

A ServerManager の[管理]—[ユーザー管理]を選択し、変更してください。 

つ参照 ） 詳細は、『ユーザーズガイド導入編』の「1.2.3ユーザーの管理」を参照してください。 

Q Windows 7のアカウントを管理したい。 

A コマンドプロンプトを使用してください。 

A 关昭1 詳細は、『ユーザーズガイド導入編』の「1.1.1 Print Server の IP アドレスとアカウントの設定」を参照 
してください。 


Q ServerManager に、管理者モードで□グインして起動したい。 

A ServerManager の[システム]—[初期設定] — [その他の設定]で、[□グインモードの設定]の[自動□グ 
インする]にチェックマークを付けてください。 

^参照^ 詳細は、『ユーザーズガイド導入編』の「1.2.3ユーザーの管理」を参照してください。 

Q WebManager からアップ□—ドプリントをしたとき、 エラー になった。 

A WebManager を使用してプリントするときは、プ□キシサーパーを経由せず、直接 Print Server に接続してプ 
リントしてください。 


PostScript に関する事例 


Q EPS ファイルをプリントしたとき、ジョブが消えてしまった。 

A ServerManager の[システム] — [プリントジョブの設定]の [ EPS を PostScript として扱う]にチェック 
マークが付いていることが考えられます。 

showpage コマンドが付いていない EPS ファイルをプリントした場合に、この機能がオンになっていると、 
showpage コマンド自動付加が抑制されてジョブが消えてしまうことがあります。 

〇 詳細ま、『ユーザーズガイド導入編』の「1.2.2 ServerManager の環境設定」の「プリントジョブの設定」 

を參照してください。 

Q 保持ジョブでページ設定をしてプリントしたとき、 PostScript エラーになる。 

A ServerManager の[システム] — [プリントジョブの設定]の[ベージ指定のプリントを高速化]にチェック 
マークが付いていることが考えられます。 

この機能をオフにすることにより、先頭ページから RIP 処理されるため、現象を回避できます。 


。参照） 


詳細は、『ユーザーズガイド導入編』の「1.2.2 ServerManager の環境設定」の「プリントジョブの設定」 
を參照してください。 


Q QuarkXPress 4.1 からプリントしたとき、用紙サイズ設定が反映されず、 PostScript エラーになる。 

A PPD の記載内容によるためです。 

QuarkXPress のプリント設定で、[設定]〉[プリンタ記述]〉[カラーー般]を選択して、プリントしてくださし、。 


Q QuarkXPress から分版出力したとき、 EPS 画像が抜けた。 

A Illustrator 8.0 の EPS フアイルだけに起こる現象です。 

Illustrator の保存形式を 8.0 以外にするか、またはプロセスカラーのスウォッチの[個別に適用]にチェック 
マークを付けてください。また、 QuarkXPress からコンポジット出力することで、エラーを回避することも可 
能です。 
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7 Appendix 


7.5.2 

Print Server に関連する用語は、印刷用語をはじめ編集用語や DTP 用語など、多岐に渡ります。 

Print Server の機能を理解し、本文を読み進むうえでの参考にしてください。 

APPE [エー.ピー.ピー.イー] 

Adobe PDF Print Engine の略。 

PDF ファイルの RIP 処理のときに、 PostScript に変換せず、そのままレンダリングできる RIP 用ソフトウエ 
ア。透明効果やレイヤー機能などの情報が欠落することなく、高速で高品質な出力が可能です。 

C 旧 based [シー•アイ•イ ー• ベースド] 

CE が発表しているデバイスに依存しないカラーモデルをもとに、色再現することをいいます。 （ CIE は、 
commission Internationale de I ' Eclariage の略で、国際照明委員会のこと） 

CPSI [シー.ピー.エス.アイ] 

Configurable PostScript Interpreter の略。 

PDF ファイルの RIP 処理のときに、いったん PostScript ファイルに変換して、透明部分やレイヤー部分を分 
害 U 、 統合するため、出カイメージにずれが発生することがあります。 

GCR [ジー•シー•アール] 

Gray-Component Replacement の略 0 

カラー画像のグレーの部分から CMY の成分を取り除き、 K の濃淡に置き換えることをいいます。 

画像を変換するときに、 GCR の値を調整できるアプリケーションもあります。 

ICC プ□ファイル[アイ•シー•シー.プ□ファイル] 

International Color Consortium CD 

各デバイスの色再現に関する情報を記述したファイルのことをいいます。 

IE [ァィ • ィ ー] 

Image Enhancement の略。文字の輪郭などをくっきり見せることをいいます。 

IT 8 [アイ • ティー.エイト] 

デバイスのキャリブレーションを行うための標準チャートのことをいいます。 

PPD ファイル[ピ ー• ピ_ • ディー.ファイル] 

PostScript Printer Description File の略。 

ポストスクリプトプリンターの設定情報を記述したファイルのことをいいます。 

RIP [リップ] 

Raster Image Processor の略 0 

ポストスクリプトデータをビットマップに展開することをいいます。 

UCR [ユー.シー.アール] 

Under Color Removal の略。 

カラー画像の黒色の部分から CMY の成分を取り除き、 K の濃淡に置き換えることをいいます。 

RGB モードから CMYK モードに画像を変換するときに、 UCR の値を調整できるアプリケーションもあります。 
網点[あみてん] 

印刷で色の濃淡が置き換えられる大小の点のことで、ハーフ!ンともいいます。 

色分版[いろぶんぱん] 

RGB 画像をプロセス印刷で使用する4色のインキに対応した CMYK の画像に分けることをいいます。 

才_バープリント 

オブジェクト同士が重なり合う場合に、上下の色を重ねてプリントすることをいいます。プリントのずれで白 
地がでることを防ぎます。 
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ブラックの文字は、すべてオーバープリントするようにデフオルト設定されているアプリケーションもありま 
す0 


ガンマ補正[ガンマほせい] 

感光材の感光特性を表すカーブのことをガンマといい、プリンターのガンマ値に応じた最適のカーブに補正す 
ることをガンマ補正といいます。 

Print Server や Photoshop は、画像のガンマ補正をしてコントラストや明暗を調整できます。 
キャリブレーション 

色の経時変化を補正して、デバイスの色再現性を標準状態に維持することをいいます。 

スクリーン線数[スクリーンせんすう] 

画像をプリントするときに使われる、網点の列、または線の数をいいます。 

出力解像度とスクリーン線数の組み合わせで、画像のきめ細かさが変化します。フィルム出力で使うスクリー 
ン線数は、イメージセッターの解像度や印刷方法、および用紙によって異なります。 

墨版保持[すみはんほじ] 

CMYK データをプリントする場合に、色再現で重要な役割を持つ K (墨）版の情報を保持するしくみのことを 
いいます。 

特色[とくしょく] 

あらかじめ色を混ぜ合わせた、さまざまな色のインキのことです。特色インキは、会社の□ゴなど、色を正確 
に再現するときに使われます。スポットカラーともいいます。 

抜き合わせ[ぬきあわせ] 

オブジェクト同士が重なり合う場合に、下になる色を上の形で白く抜くことで、ノックアウトともいいます。 
半透明の印刷インキを使うときに、色が重なって別の色になることを防ぎます。 

のど 

プリントされる部分と本の背になる部分との間の空間をいいます。 


プリフライト 

ファイルが正しくプリントされるのを確認することをいいます。 

プロセス カラー 

CMYK の網点を重ね合わせて、さまざまな色を擬似的に再現する半透明のインキのことです。 
プ□ファイル 

プリンターごとのカラー属性を定義したファイルのことをいいます。 


分版出力[ぶんぱんしゆつりよく] 

印刷に使用するインキごとに、色の要素を分けてフイルムに出力します。 
プロセスカラー印刷では、各ページが CMYK の4枚のフイルムになります。 


ヘアライン 

小さな文字や極細線のことをいいます。 

ホワイトポイント 

画像内のもっとも明るい位置のことで、白点ともいいます。 

連続階調[れんぞくかいちょう] 

写真のように、色と色がなめらかに変化していることをいいます。 
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Index 


記号 • 英数 


2アッププリント . 35 

2色印刷シミュレーション . 16 

APPE (Adobe PDF Print Engine ).229 

CMYK 色補正 .235 

CMYK シミュレーション .235 

CMYK プ□ファイル . 83,120 

CMYK を指定 . 117 

CPSI (Configurable PostScript Interpreter ).228 

DropUtility .286 

Easy Magnifier .311 

EPS ( JPEG 圧縮）のカラー出力 . 242 

EPS ( JPEG エンコーディング）画像 . 362 

FTP サーバーの追加 . 220 

Gamut 圧縮方式 . 96 

il_Reader . 62 

Image Enhancement / 白抜き文字の強調 . 241 

K オーバープリント . 240, 361 

K 保存（墨版保持） . 95 

LUT 情報の表示 . 117 

PDF で保存する . 262 

PDF のトリミング領域をページサイズとする . 252 

Printer Status Monitor . 314 

PS プリフライト . 26 

QR コード検出 . 22 

Raster Image Viewer . 186 

RGB 色補正 . 232 

RGB 色補正プロファイル . 75 

RGB 画像警告 . 19, 352, 373 

RGB ガンマ補正 . 233 

RGB ク''レーを K に置換 . 242 

RGB 黒を K に置換 . 242 

RGB 出カインテント . 234 

RGB 出カプロファイル . 78, 234 

RGB 入カプ□ファイル . 80 

RGB ホワイトポイント . 233 

RIP . 228 

RIP 後のデータをファイルに保存 . 261 

RIP サイズ . 32, 38 

RIP 済みデータの保存 . 254 

ServerManager . 148 

TCP / IP からのプリント使用制限の設定 . 366 

TIFF で保存する . 261 

WebManager . 298 

Windows ネットワークの追加 . 222 

あ 

合紙 . 250 

明るさ調整 . 231 

アップ□ー ドタブ . 306 

アドレス制限 . 270 

アドレス帳 . 213 


い 


イメージの回転を許可する . 38 

イメージのタイトル . 263 

色分版の合成 . 14 

インキ総量警告 . 20, 355 

印刷 K 100%再現保証 . 95 

印刷 K 制御 . 96 

印刷 K 単色—プリンタ K 単色再現 . 95 

印刷ターゲットの特性設定 . 92 

ラ 

ウォーターマークの設定 . 272 

うら表紙 . 250 

え 

エラーウインドウ . 332 

エラージョブメッセージ . 333 

エラーリスト . 149 

エラー履歴の収集 . 328 

お 

オーバープリント警告 . 22, 358 

オフセット排出 . 260 

おもて表紙 . 249 

か 

開始原点 . 39 

画質 . 238 

画像警告 . 19 

画像品質 . 242 

片方を180度回転 . 38 

カタログ印刷 . 32 

カバーページをプリントする . 268 

糸蜥 D . 260 

紙地色指定 . 101 

紙地色補正方法 . 94 

カラー . 229 

カラー詳細 

CMYK 設定 . 235 

RGB 設定 . 232 

共通設定 . 231 

特色設定 . 236 

カラー置換 . 232 

カラー置換設定ファイル . 143 

カラーマネージメント . 49 

カラーマネージメントのワークフロー . 51 

カラー（メニュー） . 160 

カラーモード . 52, 230 

管理（メニュー） . 160 
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含 


基本設定 . 228 

キャリブレーション . 53, 240 

キャリブレーションターゲット . 56 

キャリブレーションターゲットファイル . 72 

キャリブレーションチャート . 54 

キャリブレーションファイル . 54, 59, 70 

強制上書き . 44 

鏡像れ . 253 

< 

クライアントの通信設定 . 271 

グラデーション . 242 

グラフイックス . 262 

グリッドを指定 . 118 

け 

原稿タイプ . 240 

原稿の向き . 245 

原稿ページ範囲 . 244 

現在の設定 . 227 

検索結果（ボックス) . 148 


写真の種類 . 233 

受信終了後に RIP 処理を開始する . 254 

受信（ボックス） . 149 

出力画像を180度回転する . 253 

出力範囲 . 34 

出カプ□ファイル . 93 

出カプロファイル精度 . 80, 96 

出力方法 . 253 

出力用紙サイズ . 34, 39 

純色再現設定 . 96 

純色再現保証 . 119 

小冊ナ作成 . 30 

状態タブ . 299 

ジ3ブ検 *. 328 

ジ '3 ブ情幸艮 . 265 

ジョブと履歴タブ . 300 

ジョブの最後に挿入 . 248 

ジョブの先頭に挿入 . 248 

ジョブの編集（プリントオプション項目） . 226 

ジョブ（メニュー） . 159,162 

ジ3ブリスト . 149 

ジョブリスト更新間隔 . 271 

処理中リスト . 149 

白のオブジェクトをノックアウトする . 240 


す 


咼精度 . 102 

コントラスト . 234 

コンポジットオーバープリント . 239 

コンポジット特色補正 . 236 


さ 


スタートアップページ . 327 

ステータス更新間隔 . 271 

ステータスメッセージ . 152 

スプールオプション . 253 

ス厶ージング . 242 

~9 6し里 . 32 


せ 


サーバーの通信設定 . 270 

取終処理 . 105 

最終ページから印刷 . 260 

細線調整 . 242 

最大接続クライアント数 . 270 

取過化 . 105 

mm . 234 

差込印刷 . 39 

サムネール編集 . 169 


し 


セキュリティーに関する設定 . 368 

セキュリティプリントをする . 264 

接続タイムアウト . 271 

そ 

ソートする （1 部ごと） . 260 

送信（ボックス） . 149 

送信先の設定 . 291 

測色器 . 62 

測色データ . 84 

その他（セキュリティ） . 263 

その他の設定（画質） . 241 

その他の設定（出力方法） . 258 

その他の設定（用紙/ページ) . 252 


色域表示 . 110 

システム（メニュー） . 157,162 

指定単位（部/レコード）ごとに挿入 . 248 

自動トレイの用紙設定 . 246 

自動ホワイトバランス調整 . 233 

シャープネス調整 . 240 

写真画質の自動補正 . 233 
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ターゲット色 . 48 

ターゲット調整 . 98 

代替フォントの設定 . 326 

ダウン□ー ドタブ . 308 

ち 

超低総量規制 . 98 

つ 

mn . 89 

通信顧 . 209 

て 

ディスクデータスウィーパー . 330 

手差し手動両面 . 247 

手差し設定 . 247 

手差しのおもて面/ろら面指定 . 34 

デバイスリンク ICC プ□ファイル . 108 

と 

特殊ページ . 249 

特色 . 134 

特色警告 . 20, 354 

特色チャート . 140 

特色透過率 . 241 

特色パレット . 136 

特色補正インテント . 237 

特色補正プロファイル . 122, 237 

匿名アクセス . 371 

tl ； 方 . 32 

とじしろ量 . 32 

トナーコント□ール . 97 

トナー総星調整 . 231 

S ナー里 . 154 

トラッピングの自動処理 . 241 

トラップ指定を無視する . 241 

トレイ情報 . 154 

な 

長さの単位 . 271 

中とじ/中折り . 33 

ね 

ネットワーク状態ウインドウ . 154 


の 


ノイズの軽減 . 243 

濃度調整 . 231 

J 辰度調整^)一 . 130 

は 

ハードディスク使用量 . 154 

. 259 

排出/フィニッシング/両面 . 259 

倍率の調整 . 257 

パスワード . 368 

パターン画像セット . 84 

}又、ジ千 . 260 

ひ 

A 肌補 IE . 234 

麵付(サ . 249 

表示（メニュー） . 161,167 

表紙用トレイ . 34 

ビルド'ジ3ブ . 175 

ふ 

ファイルの受信 . 206 

ファイルの送信 . 205 

ファイルの転送 . 218 

フォーム管理 . 40 

フォームの登録 . 40 

フォルダー（ジョブフォルダー） . 151 

フォルダーの共有 . 370 

フォント情報 . 321 

フォントディスク . 323 

フォントの更新 . 326 

フォントのダウン□ー ド . 325 

フォントのバックアップ . 322 

譏 . 243 

プリファレンスタブ . 305 

プリフライト . 261 

プリンタードライバー . 268 

プリンタの特性設定 . 80, 93 

プリンタモード . 239 

プリント位置 . 257 

プリントオプション項目 . 226 

プリント方向 . 262 

プリント（ボックス） . 148 

プリント履歴 . 318 

プレビュー（ボックス） . 148 

ブレヒューウインドウ . 153 

プ□ファイルの取得 . 269 

分割画像を合成 . 233 

通 . 32 
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ページ数 . 244 

ページ番号設定ファイル . 276 

ページ番号設定ファイルの管理 . 276 

ページを自動縮小する . 32 

ヘアライン警告 . 21,355 

ヘルプ（メニュー） . 161,168 

ほ 

ポー S 番号 . 270 

保持リスト . 149 

ホチキス . 260 

ボックス . 148 

ボックスの設定 . 199 

ボックス（メニュー） . 160 

ホットフォルダ . 45 

本文用トレイ . 34 

ま 

. 39 

マシン消耗品状態ウィンドウ . 154 

め 

メール受信 . 206 

メール添付 . 205 

日腺 . 234 

メモ書き . 255, 362 

ゆ 

ユーザー情幸 S . 267 

ユーザー調整 . 231 

ユ ーザー調整力ーブ . 1 25 ,190 

ュ—ザー調整力ーブの合成 . 119 

よ 

用紙サイズに合わせる . 245 

用紙サイズの変更 . 245 

用紙種類 . 246, 247 

用紙色 . 247 

用紙設定 . 246 

臓挿 A . 248 

用紙トレイ . 244 

用紙の中心にプリント . 245 

用紙/ページ . 243 

余白を均等に配置する . 38 


ら 


ラスター色補正モード . 230 

0 

しピートプリント . 36 

両面 . 253, 259 

れ 

レイアウト . 254 

例外ページ . 250 

レコード指定 . 244 

レコート备万 . 245 

レコード分割 . 244 

ろ 

□グインタブ . 304 
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商品のお問い合わせ先について 


籲この商品の 保守、操作、修理 (内容、期間、費用)のお問い合わせ、および 消耗品を ご購入される場合は、商品に貼ら 
れている保守サポートの問い合わせ先カードの裏面に記載のあるテレフォンセンター、または商品センターにお問い合わ 
せください。 


保守•操作の問い合わせ、 

消耗品のご用命は、 

裏面の電話番号へご連絡ください。 

•裏面の記入がない場合の連絡先 
富士ゼロックス株式会社 
プリンターサボー ト デスク 

TEL : 0120-66-2209 

受付時間9:00〜17:30 

(土、日、祝日および弊社指定休業日をのぞく） 

fuji xerox 


•保守•操作の問い合わせ(テレフォンセンター) 

TEL. 

FAX. 

•用紙•消耗品のご用命(商品センター) 

TEL. 

•お手数ですが電話□の係員に下記の番号をお伝えください。 
機種 機械 No. 


11111111111111111 fuji xerox 

897E 14591 


表面 


裏面 


お問い合わせ先が不明の場合は、富士ゼロックスプリンターサポートデスクにお問い合わせください。 

フジゼロックス 

フリーダイヤル: 01 20-66-2209 fax : 0120 -14-1046 


フリーダイヤル受付時間：土、日、祝日、および弊社指定休業日を除く 9時〜17時30分 

フリーダイヤルは、携帯電話 * PHS および海外からはご利用いただけません。また、一部の IP 電話からはつながらない場合があります。 
お話の内容を正確に把握するため、また後に対応状況を確認するため、通話を録音させていただくことがあります。 


本機を廃却する場合は、お買い上げいただいた富士ゼロックス、各販売会社の担当営業にお問い合わせいただき、お申し込みください。 
担当営業が不明な場合には、プリンター回収センターで受付します。 

TEL : 01 20-88-8641 FAX : 01 20-22-6993 
受付時間： 9時〜12時、13時〜17時 


弊社へのお問い合わせの際には、機種名と機械番号を確認させていただきます。 

保守サボートの問い合わせ先力ードの裏面の「機種」「機械 No .」、 もしくは商品の背面、または側面の銀色のシールに記載されている「商 
品名」「商品コード」 「 SER #」 を事前にご確認ください。 


•富士ゼロックスに対するご意見、こ'相談などは、お客様相談センターにこ'連絡ください。 

フリーダイヤル： 0120 -27-41 00 

フリーダイヤル受付時間：土、日、祝日、および弊社指定休業日を除く 9時〜12時、13時〜17時 

フリーダイヤルは、携帯電話 * PHS および海外からはご利用いただけません。また、一部の IP 電話からはつながらない場合があります。 
お話の内容を正確に把握するため、また後に対応状況を確認するため、通話を録音させていただくことがあります。 


ホームページアドレス： http :// www . tujixerox . co.jp 
商品全般に関する情報、最新ソフトウェアなどを提供しています。 
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